
ゑた

.、-J'リ
喝

匂

'

J
司

u
ur--
d

》
A
寸

秋田県文化財調査報告書第166集

東北横断自動車道秋田線発掘調査報告書E

一一上ノ山 I遺跡 ・館野遺跡・上ノ山E遺跡一一

上

1 988・3

秋田県教育委員会



調掘蒋
沌繰

ノ山 I遺跡@館野遺跡@上ノ山立遺跡-

1 988 犠 3



序

東北横断自動車道秋田線は、今後の秋田県発展の基となる高速交通

体系の根幹をなすものであります。この建設工事は、秋田市~横手市

開から開始されることになり、すでに昭和61年度から本工事の一部が

されております。

この区間の路線上には、分布調査などの結果、旧石器時代から中世

に至る38箇所の遺跡が時認され、昭和60年度には、工事に先立ってj可

辺郡河辺町七由地区に所在する 6遺跡の発掘調査を実施いたしました。

昭和61年度は仙北郡協和町に所在する 4遺跡の発掘調査を実施しユた

しましたが、本書は協和インターチェンジ予定地内に所在する縄文時

代の 3遺跡についてまとめたものであります。

調査の結果、上ノ山 I遺跡と館野遺跡では、竪穴住居跡、土坑など

の遺構と遺物を検出しました。また、上ノ山E遺跡ではこれまでに例

のない放射状に配列された大型住居跡と多数の竪穴住居跡や土坑など

を検出しました。遺物は新発見の石器 2種類と多数の決状耳飾などの

ほか大量の土器、石器が出土しました。この上ノ山 E遺跡の調査成果

は、単に秋田県の歴史に新資料を加えたにとどまらず、縄文時代の社

会と文化の研究に寄与するところが大であると思います。

を刊行するにあたり、専門指導員、日本道路公団、協和町、同

教青委員会、西仙北町教育委員会並ぴに関係各位に対し深く感謝の意

を表するとともに、本書が学術上はもちろんのこと、埋蔵文化財に対

する御理解と保護のために広く活用されることを期待します。

昭和62年11月30日

秋田県教

教育長 斎

ム一山口
貝
藤

委

長



例出

1 本書は、東北横断自動車道秋田線の建設工事に係る埋蔵文化財発掘調査のうち、昭和 61年

度に調査した 3遺跡の報告書である O

2 本書む内容と既発表との見解が異なる場合は、本報告書の記述内容が優先するものとす

る。

3 n昏第 2章「周辺の地形と地質」は、専門指導員白石建雄秋田大学助教授に執筆をお願い

した口

4 V.第 3章自然科学的分析のうち、「鉱物組成の分析Jはパ 1)ノ e サーヴェイ株式会社に、

「残存脂肪の分析」は(槻北海道測量図工社に分析を委託した報告書であるO

5 本書の執筆分担は次のとおりである。

I、ne第 l章 e第3章、 V.第 1章@第 2章第2節 3(1)、V.第4章一一…・・大野 憲司

亜 ………………………………………………………………………………………柴田陽一郎

IV ……・…-……・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ー.......................................................栗沢 光男

V"第 2章第 l節 1.................・・ z・・・・・・・・官官・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 桜田 隆

V.第 2章第 l節 2 ・………....................................................................山崎文幸

Ve第 2章第 2節 1e 2 ・・・"..".....・ g・......，.9"............"......................................・・・ 児玉

V.第 2章第2節 3(2)...........................................................................高橋 学

V' 第 2章第 2節4 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 高橋 忠彦

6 土色の記載は、農林省水産技術会議事務局監修・財団法人日本色彩研究所色票監修『新版

標準土色帖』を使用した。

7 調査ならびに本書を刊行するにあたり、専門指導員、文化庁記念物課をはじめ次の諸氏か

ら指導と助言を賜った。記して謝意を表します。

上 野 修 一 岡 崎 里 見 久 保 哲 三 斎 藤隆酒井重洋佐々木清文佐々木洋治高橋

与右ェ門田熊清彦中J11重紀芳賀英一橋本正春福田友之藤田富士雄藤沼邦彦

古川知明本間宏山内幹夫渡辺誠(敬称略、五十音)1国)
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凡例

l 遺構図面は原則として竪穴住居跡 1/ 40 (館野@上ノ LU1 )、竪穴住居跡 1 60 (上ノ山

立)、土坑ーその他の遺構 1/ 40で収載し、それぞれにスケールを付-した。

2 遺物実浪IJ図は主として土器 1/4、土器拓影図 1/ 2.5、土製品 1/2で収載した。石器は

器揮に応じて 2/3~1/4で収載し、それぞれにスケールを付した。

3 遺構番号は原則として検出HI買に通し番号を付したが、上ノ山日遺跡の発掘調査は 3班によ

る分担制を採用したため l班は 001'"'-' 043、 2斑は 100'"'-'199 • 300'"'-' 328、 3斑は 200'"'-' 

244間の番号を付した。また最終的に遺構と判断されなかったものについては欠番とした。

調査において遺構@遺物には下記の略号を使用した。

SB………掘立柱建物跡 SD…""8"."溝状遺構 S 1.........竪穴住居跡

SK....・H ・-土坑 SKF……フラスコ状土坑 SKT……陥し穴状遺構

SM……一道路状遺構 SN…・…・・焼土遺構 SQ・.....".....配石遺構

S R...・H ・..土器埋設遺構 RP……一土器 RQ………石器

4 遺構@遺物挿図中に使用したスクリーン@トーンは以下の通りである。

日・遺構(地山) 圏…遺構(焼士 ) 覇・遺構(炭化物)

ヨ 遺物(磨り) 山・遺物(擦り ) 困-造物(敵き)

(擦り切り)

lV 
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第 l章調査に至るまで

第 l章調査に至るまで

東北横断自動車道秋田線は、秋田市一横手市一岩手県北上市を結ぶ、秋田県期待の高速交通

体系の基幹をなす道路である。これが、昭和 53年 11月には秋田市-横手市開の第 8次施行命

令があり、昭和 54年 11月には、日本道路公団仙台建設局長から秋田県教育委員会教育長あて

に、計画路線内に所在する埋蔵文化財包蔵地の分布調査の依頼があった。これを受けて秋田県
(詮 1)

教育委員会は、昭和 55• 56年に第 l次の遺跡、分布調査、同 58年に第 2次遺跡分布調査を行

い、路線上には 37箇所の遺跡のあることを報告した。

その後、路線内に所在する遺跡について日本道路公団仙台建設局と秋田県教育委員会との聞

で協議が持たれ、最終的には記録保存することで合意し、昭和 60年度には汚辺郡河辺町に所在

する 6遺跡、について発掘調査が実施された。

そして昭和 61年度は、仙北郡協和町中淀川地内に所在する上ノ山 1e上ノ山IIe館野遺跡

の3遺跡と、同町11嘩吉川地内に所在する半他遺跡について調査することとなったのである。な

お、発掘調査の開始にあたって、中淀川地内に予定されている協和インターチェンジ予定部分

の範閤確認調査を行ったところ、新たに館野遺跡の一部がその中に含まれることが判明した。

このため、東北横断自動車道秋田線上に所在する遺跡数は合計 38遺跡となったのである。

註 1 秋田県教育委員会 『遺跡詳細分布調査報告書』 秋田県文化問調査報告書第 93集 1982 (昭和

57年)

註 2 秋田県教育委員会 『遺跡詳細分布調査報告書J 秋田県文化財調査報告書第 116集 1984 (昭和

59年)

註 3 秋田県教育委員会 『東北横断自動車道秋田線発掘調査報告書 IJ 秋田県文化財調査報告書第 150

集 1986 (昭和 61年)
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I はじめに

第 2章調査の組織と構成

調査主体 秋田県教脊委員会

遺跡名@所在地・面積@調査期間@担当者

番号 遺跡 名 所 在 {痕 予定問積 調査面積 調査期間 }g 当 者

28 守三 仙 {山北部協和町 昭和61年 熊谷太郎

峰古川字半{11148地 2，300m' 2，300ぱ 9月20El~ll 月 19 日 柴田陽一郎

29 上ノ 1111 仙北部協和田I 昭和j61年 熊谷太郎(学芸主事)

中淀川字千着上ノiJJ64他 4. 100m' 4，100m" 6 月 17 日 ~9 月 13 日 柴田陽一郎(文化財主事)

30 上ノLlJ11 仙北部協和町 昭和61年 大野憲司(学芸主苦手)

中淀川字千着上ノLln他 24，330m' 24 ，300m' 6 月 16 日 ~12月 9 日 桜田隆(文化財主任)

児玉準(文化財主事j

高橋忠彦(文化財主事)

栗沢光男(文化財主事)

山崎文幸(文化財主事)

高橋学(講師)

38 館 釘P {ID北部協和f!IJ flB和61年 大野憲司

中淀川宇千着館野183他 4，870m' 4，900m' 9 月 12 日 ~12月 9 日 栗沢光男

専門指導員 小林達雄 留学院大学文学部教授

白石建雄 秋田大学教育学部助教授

林謙作 北海道大学文学部助教授

藤沼邦彦 宮城県教育庁文化財保護課調査第一係長

村 越潔 弘前大学教育学部教授

総務担当 加藤進 (秋田県埋蔵文化財センタ一主査)

高橋忠太郎 (秋田県埋蔵文化財センター主事)

協力機関 協和町・協和町教育委員会@西仙北町教育委員会

4 



第 3章調査の方法

第 3章調査の方法

発掘調査は、グリッド法を用いた。グリッドの起点は、東北横断自動車道秋田線路線内の臼

本道路公団設置の中心杭を各遺跡において l簡所選び、それにあてた。各起点には、国土調査

法第 X座標系での座標値が与えられているので、これをもとに国土方眼方位を求め、調査区全

体に 4mX4mの方眼杭を打設したのである。各遺跡、で依拠した中心杭とその座標値は、以下

の通りであるO

中心杭 X座標値 Y座標値

上ノ山 I遺跡 STA 466 + 40 -45.067.6430 -46.916.9196 

上ノ山E遺跡 STA 468 + 40 -44.906.3922 -47.035.1709 

館野遺跡 KYOW Q ICE=RAMP 0十 60.000 44.871.5837 46.739.4000 

方眼杭には、東西方向に LA、LB、……LT、MA、MB.…..MJとアルファベットの組み合わ

せを、南北方向は南から北に向かつて昇11援となる連続した 2桁の数字をあて、その両者を組み

合わせて各グリッドを呼ぶこととした。方限杭に固まれたグリッドについては、その東南偶に

位置する杭が自己の呼称を示すものとしているO なお、起点となった中心杭には、各遺跡とも

MA50の呼称、が与えられている。

発掘調査予定地の大部分は、雑木林や水田休耕地の牧草熔で撹吉しが担当に進んでいると予想

された。このため、範囲確認調査の結果をもとに、各遺跡の遺物包含層や遺構面には極力影響

を及ぼさない程度に、重機による表土除去を行った。

遺構の精査は四分法を用いた。住居跡、等は、プランを確認した後、東西及び南北の二方向ま

たは長軸及び短軸の二方向に直交する断面観察用のベルトを残して、その遺構を四分割して掘

進むこととした。また土坑等小さな遺構にあっては、その長軸によって二分割し、片側を掘込

んで残った他の側によって埋土の断面を観察することとした。

調査の記録には主に二つの方法を用いた。一つは図面による記録であり、一つは写真による

記録である。{也に、日誌、記録カードなども用いているO 遺構図面は、一つの遺構につき原則

として平面図 1葉以上を縮尺 1/ 20でとることとし、他に埋設土器や炉跡など細部の表現が

必要な場合は縮尺を 1/ 10とした。

写真撮影については、撮影機材としてニコン FEを用い、 35mmフィルムにはネオパン SS及

びコダクローム 64、エクタクローム 100を使用した。また、必要に応じて、ゼンザブロニカ

ETR-3、ブロニー版フィルムとしてネオパン SS、コダクローム 64を使用している。

5 



I はじめに

第 4章調査の経過

昭和 61年度の調査経過は大略下記の通りであるが、調査した各遺跡の詳しい調査経過は、そ

れぞれの遺跡の報告の中に記しである O

第 1章で述べた遺跡分布調査の際に、協和町中淀川地内の本線上に二つの遺跡(上ノ山 1e 

上ノ UJII遺跡)の存在することが知られていた。しかしながら、 2つの遺跡に隣接する形で協

和インターチェンジが計画されたため、その範囲を含めて範囲確認調査を行ったところ、新た

に館野遺跡が計画路線内に存在することが判明した。この範囲確認調査は、 61年 4月30日か

ら5月 15日に{子ったものである。

6月 12目、発掘調査作業員に対して調査に関しての説明と諸注意をする。 6月 16日までに

事務所の設置、諸機材の整備等の発掘準備を行い、 6月 17日から本格的な調査に入る。

6月 17日、上ノLlf1遺跡@上ノ山E遺跡の調査を開始するO 上ノ山H遺跡は調査対象面積が

広大なため、調査員と作業員を 3f廷に分けて行う。両遺跡とも表土を現表面下 10--20 mの厚

さに重機で除去していたが、特に上ノ山立遺跡においては、その段階で遺物が散乱しているよ

うな状況であり、多くの遺物の出土が予想された。

上ノ山 I遺跡は、縄文時代の竪穴住居跡や、土坑等を検出して、 9月 13日に全ての調査を終

了し、これと相前後して、 9月 12日からは、舘野遺跡の調査を開始した。

一方、半仙遺跡、については、雄物川を横断する架橋工事との関連で、急、拠本年度中に調査対

象面積の約半分を調査することとなった。 9月 20日に調査を開始し 11月 19日に終了したが、

縄文時代前期の竪穴住居跡や土坑などの検出があった。

上ノ UJII遺跡は、予想を上回る遺物量と遺構数で、遺跡の全容を知るまでには期間を要した。

特に、大型住居跡が多くしかもその掘り込みが浅かったり住居の壁や床面が明確でなかったた

めに、柱穴の配置などによってその全体フ。ランを把握することが多かった。しかしながら、降

雪がほとんどなく、例年にない好天に恵まれ、 12月4日には舘野遺跡とともに調査を終了させ

ることができた。そして諸器機材や遺物等を搬出し、調査が完了したのは 12月9日であった。

出土遺物の整理は発掘調査と併行して行ったが、報告書作成作業は昭和 61年 12月から 62

年 3月まで秋田県埋蔵文化財センターで行った。

6 
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遺跡の立地と環境



第 l主主 遺跡の立地

第 l章遺跡の立地

上ノ U-'1 .上ノ山II.舘野遺跡が所在する協和インターチェンジ予定地は、国鉄奥羽本線羽

後境駅の南西約 4kmにあるO 協和町上淀川地内で、国道 13号線から主要地方道協和@松ケ崎線

に入り、本荘市方面に約 5km行くと、そこが協和インターチェンジ予定地の中淀川字千着舘野

である。

3つの遺跡は、淀川北西岸の台地上に所在する O この付近には、雄物川のー支流である淀川

によって形成された 8段の河岸段丘面があり、上ノ山 I遺跡@上ノ山H遺跡@館野遺跡は中位

E段丘上に立地する O この中位E段丘は、第 2章第 1節で述べてあるように、遺跡、付近では中

位E段丘の離水時の局所的な下刻によってあたかも 2面の段丘面(以下、便宣的に上位面を A

面、下位面を B面と呼ぶ)が存

在するように見え、上ノ山 1• 

館野遺跡が B面上に、上ノ UJII

遺跡が A面上に立地する。 A

面の標高は約 50m 、B面のそ

れは約 45mである口 B面は沖

積面との比高差が約 25mで、

淀川に面する側で急峻な崖面を

形成しているO この段丘面の縁

辺からは、 j崖線にほぼ直行する

形でいくつかの小さな関析谷が | 

段丘面奥部寄りに入っており、

それらの関析谷相互の間隠は約

200 mであるG 従って段丘面の

縁辺寄りの部分は、崖面に沿っ

て連続する平坦面ではなく、上

面幅 150~ 200 mの小さな舌状

台地が飛石状に続く形となっ

ている。上ノ UJI遺跡と館野遺

140 

跡はともに、このような舌状台 第 1図遺跡の位置

。
141 

0 

142 

(⑧印が遺跡である)

410 

400 

390 
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E 遺跡、の立地と環環

地上に形成された遺跡で、小さな開析谷をはさんで隣接している。調査前の状況は、上ノ山 I

遺跡が水田の休耕地(昭和 45年に原野が関田された)、館野遺跡が水田と一部山林であった。

A面は、 B面との比高差が数m しかない。 A面は、遺跡付近の現地形あるいは等高線などか

らすれば、坊台-館野一上ノ山を結ぶ線で、北側背後の種沢丘陵裾に沿ってせまい幅で分布し

ているものと見られる。上ノ山H遺跡は、そのような A面の、南西端にわずかに残る崖面を含

む舌状部に形成された遺跡、であるO 遺跡の東一南側はゆるい斜面を経て平坦な B面に移行し、

西側は古種沢川の下刻によってできた深い谷となっている O 調査前の状況は、調査区北東部が

昭和 37年の開田によって造成された水田、{也は雑木を主体とする山林で、調査毘外である南西

側は、やはり昭和 45年の関田事業でその裾部が削平されている。

第 2図 上ノ山 I遺跡・上ノ山五遺跡・館野遺跡の立地
1 上ノ山 I遺跡 2 上ノ山 E遺跡

12 
3 館野遺跡



第 l章 遺跡の立地

I : 50.000 1000 m 1000 2000 3000 

26 寺沢遺跡 28 半仙遺跡 30 上ノ山 E追跡

27 大巻野遺跡 29 上ノ 山 I遺跡 38 館野遺跡

第 3図 協和町・西仙北町における東北横断自動車道秋田線上の遺跡分布図
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H 追跡の立地と環環

第 2章調査地域の地形と地質

第 1節地形@地質の概要

上ノ山 19 II 、館野遺跡は雄物川の一支流、淀I11の左岸にある河岸段丘面上に位置している

(第 3図)。第 4図は遺跡周辺地域の接峰面図であり、埋谷j去により i幅2km未満の谷を消去して

作成した。本地域は太平山の南麓に当たり、出羽丑陵(または出羽山地)と称される山地@丘

陵が広く発達する{也、これらを開析する河川に沿って沖積平野が狭長に分布している。木地域

の地形断面には標高 200111付近の所に明瞭な遷緩点が存在する。その遷緩点より高位の部分が

山地であるo 111地は本地域北東に分布し、比高 700~ 800 mの急斜面が北西一南東方向に続

いている。丘陵はこの山地の西部~南西部に分布し、本地域の地形の主たる構成要素である。

標高 100，.._， 200 mの部分が最も広し io この丘陵地は河川によって需に開析されているものの、

頂高はよくそろい、遠望するとほとんど平坦に見える。雄物川の左岸地域ではこの斉頂丘陵は

西方(観吾森)と東方(姫神山)の高所の間にあり、相対的な低地帯をなしている。この低地

帯は和田堆積盆地の複向斜構造の中軸部と一致している(第 5図)。したがって丘陵地の成立と

その配置は造盆地運動の支配を受けている可能性がある。

この丘陵地を横断して雄物川が流れているO 雄物川は出羽丘陵に対する先行河川であり、流

路はi峡谷状の地形を呈しているO また山地に源を発する諸河川は南西方向に流れて雄物川に合

流するO 水系の配置は斜面の走向に直交しており、ほぼ必従的である。沖積平野はこれらの河

川の谷底平野として狭長に分布しているO これらの平野に面する丘陵末端部には数段の河岸段

丘が形成されている。とくに岩見川、淀川流域においてその発達が良好である。雄物川流域で

は蛇行流路の内側によく発達じている。

第 5図は本地域の地質図である。本地域の地質は中世代白亜紀の花嵐岩とその上位に重なる

新第三系、第四系からなる。新第三系は東北地h日本海沿岸地帯では伝統的に上下に二分され、

下部は「下部グリーンタフ」、上部は「含油新第三系」と呼称されている。本地域では下部グ

リーンタフは下位より 111買に大又層、萩形層、大倉又層、砂子淵層からなり、主として火山噴出

物で構成されている。一方、含Ylil新第三系は女I11層、奇心}l1層、天徳寺層、笹同居からなる。

笹岡屈の一部は第四系に合められているが、 FfI[の鮮新統天徳寺屈とは整合 J主の地層

であるO これらは泥岩、シ jレト岩、砂岩などの堆積岩で構成されているO 第四系は高岡層、段

丘堆積物、および沖積層からなる。

14 



第 2章調白地域の地}f;とi由貿

第 4盤 調査地域毘辺の接峰酉図@水系図

以上の諸地層は前記した地形と密設な関係をもって分布している。すなわち、Llrf也には白亜

紀の花街岩と下部グリーンタフが分布し、丘陵地は含油新第三系からなるO このように下部の

地層が山地を構成していることは、山地が隆起量の大きい地域であることを示しているO した

がって本地域の地形は地質構成と地殻変動の影響を大きく反映しており、地質支配を受けた地

形であると考えることができる。

15 



E 遺跡の立地と環環

第 2節淀川流域の地質

第6図、第 l表はそれぞれ淀川中~下流域の地震図と層序表である。本地域には下位からliI員

に船川層中の米ケ森石英安山岩部層(臼田ほか， 1979)、天徳寺層、笹岡層、段丘堆語物、沖種

層が分布する。

16 
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第5図調査地域腐辺の地質問

女JI!罵



第 2I空調青地域の地!f;と地質

含油新第三系

最下位の米ケ森石英安山岩部層は輝石安山岩やハリ質安山岩の凝灰岩頂正とその自破砕溶

集塊岩、火山角磯岩などからなる。船川層上部層の堆積と同時期の火成活動によってもた

日沖積層 図笹岡層

巳 完 新世唱責物己天徳寺層

国低 位E良品物回米ケ森石英安山岩部層

回低位I段長積物 x 1 ~ 5柱状図(第四)位置

52中位顕段丘 ， .T. T 廿

堆 積物欝上ノ 1111. II、館野遺跡、

巴中位H段丘堆積物

回 中 位I段丘堆積物

高位H段丘堆積物

krn 

第 6図 淀川流域の地震図
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日 遺跡の立地と環環

第 1表淀川流域の層序

時 代 層 序
NAKATA (1976) 
の段丘区分

完新世

更

後 赤平面

新 i| 件|相JII野面

中位段丘

i 期 堆 覆 物 豆 i 上の台街

|Il 椿台顕面

世|中 r 胃1.-
椿台E面

笹岡層

鮮新世
層寺徳天

中新世

船 i米ケ森石英
)11 ， 
層 i安山岩部層

らされたものであり、本地域北東端

に分布するO

天徳寺層は細粒砂岩およびシルト

岩からなり、船JlI層および同層中の

米ケ森石英安山岩部!謹上に整合に重

なる。第 2図中央部を通る向斜軸を

取り巻くように分布してし喝。

は新第三紀鮮新世に対比されてい

る。

笹沼層は生痕がよく発達した自給

度の~~l ¥含探砂岩からなり、天徳寺

層上に整合に重なるO 上記した向斜

構造の芯部を占めるほか、ゆるやか

な摺曲を繰り返しながら西方に分布

しているO はいわゆる含油新第

三系の構成層であり、従来新第三紀

鮮新世に対比されていた。しかし最

近、少なくともその一部は第四紀更

新担-に堆積したものであることが判

明しているo (TUCHI， 1984)。

以上の諸地層は和田堆積盆地の中軸部を通る北北西一南南東方向の斜軸に規制されて分布し

ているO 地層の傾斜は 10
0

前後もしくはそれ以下であり、非常に緩liO

2 段丘堆積物ならびに沖積層

淀川流域および淀川と雄物)11の合流点付近には 8段の河岸段丘が分布する O 高位のものより

111震にそれらは高位 I~II段丘、中位 1"-'盟段丘、低位 I~豆段丘、完新世段丘とよばれている

(臼田ほか， 1979)。これらのうち、調査地域周辺には高位H段丘、中位 1"'"'盟段丘、低位 I~

E段丘、完新世段丘が分布する(第 6図，第 1表)。

高位E段丘は地域南端の車田東方の丘陵頂に分布する。段丘面の高度は標高約 70mで、あり、

本地域最高位の面であるO 段丘面は開析されているものの平坦面の保存は良好であるO 段丘屈

の配置から判断して、この段丘は雄物川の河岸段丘であると考えられる。堆積物は地域内では

露出に恵まれず確認できなかったが、本地域西方の餅ケ沢付近では、この段丘は約 3m

18 
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第2章調査地域の地形と地質

の段丘堆積物を伴う。下部は大礁を含む淘汰不良の機

層、上部は葉理の発達した砂層からなるO この段丘は

NAKATA (1976)の椿台5面に相当する。

中位 I段丘は、本地域北東端の荒川と船岡}IIの合流

点付近に分布する。高位段丘とは明瞭な高度差をもっ

て低位側に配置している。この段丘は荒川、船両川に

そって上流へと広く分布している(臼田ほか， 1979)。

本地域における段丘面の高度はおよそ標高 80mであ

る。段丘堆積物は層厚 7mの小~中離からなり、磯は

クサリ磯化しているO この段丘は NAKATA(1976) 

の椿台車面に相当するO 中位立段丘l土、舘野および西

周辺に分布する O 舘野における本段丘面上に今回調査

第 7~遺 舘野村近の中盤互設丘増議 した 3遺跡が位置しているO 段丘面の高度は館野にお
物柱状図

いて標高 50m前後、西周辺で 40m前後である。平坦

面の保存は良好である。最大層厚 10mの段丘堆積物を伴う。主として淘汰不良の磯層からな

り、しばしば泥層を挟んでいる。西における淀川左岸の本段丘堆積物は、基底部に 3mほどの

厚い粘土質泥炭層を含んでいる。この段丘は NAKATA(1976)の上の台面に相当する O

中位亜段丘は、上記中位E段丘の低位{閣につき、坊台東方、西局辺に分布する。面の高度は

坊台東方で標高 40m前後、百周辺で 30m前後であるO 西付近の本段丘は斜交葉理の発達した

中礁を主とする堆積物を伴う。層厚は 5mで、ある。この段丘は NAKATA(1976)の相川野童話

に相当するO

低位段丘 I'""'-'llは、相伴って白岩より上流の淀川水系全流域に連続的に分布する。ただし縦

断面勾配が大きく、高位の抵位段丘 Iは白岩付近で、そして低位側の低位段丘Eは坊台東方で

沖積平野面と交差し、それより下流側には分布しない。おそらくそれぞれの地点で平野面下に

埋没しているものと考えられる。両段面とも層厚 2-..._， 3mの中!擦を主とする薄い堆積物を伴っ

ている。これらの低位段丘群は NAKATA (1976)の赤平面に相当するO

完新世段丘は本地域最低{立の段丘である。この段丘は淀川流域には存在せず、本地域南端小

種付近の雄物川の流域にのみ分布する。段丘面の高度は標高 15m 前後で、ある。段丘堆横物は確

認していない。

以上の諸段丘は段丘面の特徴、段丘菌の高度、配置、段丘堆積物の特徴等にもとずいて中位

段丘群が約 12万年前頃の最終間氷期に、そして低位段丘群が最終氷期に対比されている

(NAKATA，1976;臼田ほか， 1979)。
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日 遺跡のな地と環環

3 舘野付近における中位E段丘

これまでの研究 (NAKAT A， 1976;日田ほか， 1979)において淀川流域における中位E段丘は

単一の段丘面であると考えられていた。しかし今回の遺跡発掘によって、館野における本段丘

面は約 4mほどの軽微な比高をもって 2段に段化していることが判明した。高位の面は北方の

丘陵側に、そして低位の面は河岸平野側に配置い上ノ山立遺跡の主部は高位側の面上に位置

している。このような段化現象は他の中位H段丘分布地では見られない口

第 7図は館野付近における中{立日段丘堆積物の主な露頭の柱状図である。柱状図作成地点、は

第 6図に示した。地点 1の柱状図は高位側の段丘の堆積物であり、他は低位側の段丘堆積物で

あるO 高位側の段丘堆積物は層厚およそ 6mの磯!曹とその上位に重なる 4mのシjレト層か

らなるO このシ jレト層の最上部 1mは土壌化しているO 一方、低位側の段丘堆積物は 5...._， 7m

の層厚を有する。下部に厚い磯層が存在することは 1-位{~IJのものと同じであるが厚いシルト

を欠き、かわって葉理の発達した砂の薄層が重なっているO

このような堆積物の関係は、両面間の比高が 4mであることから、中位互段丘の離水時の局

所的な下刻によって生じたことであると解釈される。すなわち、初成的な中位宜段丘が離水す

る過程で下刻作用が進行して末端部をわずかに詰IJり込み、厚いシルト層を持IJ剥するとともにそ

こに新たに葉理の発達した薄い砂層を残したのであろうと考えられるO この考えによれば、低

位側の段丘は中位H段丘のフィルストラス段丘 (fillstra th terrace)であることになる。

NAKAT A， T. (1976) Quaternary Tectonic Movements in Central Tohoku. Sci. Rep. Tohoku Univ. 

( 7 th ser.) ，26， 213 -239. 

大 沢 穣 ( 1980) 20万分の l地質図，秋田および男鹿.地質調査所.

TUCHI， R. (1984) Neogene Biostratrgraphy and Chronology of Japan. IKEBE， N. and TUCHI， R. ed.， 

Pacific Neogene datum Planes. 223 -233. 

日田雅郎・村山 進。白石建雄@高安泰fijJ.乗寓一雄(1979) 秋田県総合地質図iVffi IメIJ和野J.秋田県.
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第 31'主歴史的環境

第 3章歴史的環境

lつの市町村内における周知の遺跡の多寡は、応々にしてその市町村内に在住する研究者数

の多寡よりも、精力的な研究者の有無によって左右されることが多li。協和町内における旧石

器時代から中世に至るまでの周知の遺跡数は、山地を除いた面積で比較した場合、県内でも有

数である。これは、長山幹丸氏を筆頭とする研究者の、細密な踏査によるところが大きいと思

われるO 現に、長IJI氏の表面採集に端を発して 3次の発掘調査に及んだ米ケ森遺跡(淀川の上

流である荒JlIの右岸にあり、上ノ山口遺跡の東北東約 7.5krn)は、!日石器時代の遺跡として全国

的に名高いい氏はこの他にも数ケ所から旧石器時代の遺物を採集されているO

淀川及びその上流である荒川。船阿川流域には、合計 7面の河岸段丘が発達しており、!日石

器時代の遺跡からま中世城館に至るまでの数多くの遺跡の存在が知られているO 第8図は、周

辺の遺跡分布図である。協和インターチェンジ予定地を中心にして、淀川の流域約 10krnの区間

における遺跡の分布がこれでわかるO

(註 :3)

この区間内での!日石器時代の遺跡としては、岸館遺跡、坊台遺跡が確認されており、あるい

はこれに未命名の遺跡 Iが加わるかもしれない。これらの遺跡はこれまでのところ、下位から

4番目の段丘面である館野段丘、あるいはその一つ上位の面に立地している。

縄文時代の遺跡は、下位から 2番目の境段丘、 3番目の君ケ野段丘、 4番目の館野段丘、 5

番目の西段丘上に立地し、これまでのところ最低位の千着段丘からはまだ見つかっていない。

これら縄文時代遺跡の中では、岸館遺跡が昭和 26年と 50年に、西町後遺跡が昭和 30年にそ

れぞれ発掘調査されているO 調査の結果、岸館遺跡からは、昭和 26年の調査で鎌倉時代と推定

される人骨を伴った「古墳墓J 1基、昭和 50年の調査では縄文中期の多量の土器@石器の他

「組石遺構」が l基、検出されたとし寸。西町後遺跡からは、縄文中期~後期の土器@石器とと

もに、 3基の石組遺構が検出されている。その他の遺跡は、まだ発掘調査はなされておらず詳

細については不明であるが、その中では、和田の台E遺跡、川又遺跡が上ノ 1I1日遺跡、との関連

で注意をひく。両遺跡からは前期の土器@石器が多く採集されており、立地からすると、前期

の広大な遺跡になるかもしれない。

ところで、上ノ 111立遺跡の調査期間中、中淀川字上市から日暮までの区間約 3krnの淀川流域

の段丘耐の踏査を 1円行った。その結果、踏査がそれほど綿密なものでなく、畑地だけを見て

回ったにすぎないにもかかわらず、第 8図の G，，-，Qまでの計 9遺跡の存在を確認した。それら

の遺跡の時期は、 Iを除いて全て縄文時代前期以降と見られる。この踏査区間における淀川流
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第 8図 東北横断自動車道秋田線関係遺跡と周辺の遺跡
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第3章 Jfili史的環境

2表東北横断自動車道秋田線関保遺跡と周辺の遺跡一覧表

却の番号・;毘 遺跡名 !l寺 代 時 期 間同君号・記号 選誌名 i時 代 時 期j

i手 官官 IHB器.~~文・中世 縄文中期 27 石 争11 宮古 世

2 鷺 ノ 巣 経u 文 28 iJl_j よ仁λI 世

3 中 邑 斜 文 {麦 j出 29 ，馬 場 域 中 II:l: 

4 西 IllJ 後 縄 文 'iJ ....._，晩期 30 日 正ヨ 城

5 和田の台 A あ宮 文 [わ !羽 31 湯ノ沢城 世

6 和田の台 B 縄文 e 平安 縄文ijij"-'中期 32 ，馬 宮'I~ ttt 

7 )11 又 お宮 文 前~後期 33 ! 口白J 城

8 和田の台 C 絹 文 後 期1 34 利t 旦ー 館 世

9 五百メIJ 出 縄 文 A j二ノ LLJ 1I 純 文 日'J 期

10 民 i仁l' !日石器・縄文 縄文 i晩期 B 1: ノ LLI 1 縄 文 前~晩期

11 館 野 絹 文 C 半 ulJ 絹 又 ~IJ 期

12 日 暮 和電 文 晩 期 D 大 巻 立守 絹 又

13 村 お日 文 E ~ 沢 ;唱 文

14 悌 縄 文 F 上野合 E 緑江 又

15 太 JlJ 組 文 G 未命名の遺跡 絹 Jτ戸7、

16 平 終草 又 日 米命名の遺跡 帯主 文

17 石 神長 縄 又 後 ~ 晩 期 7¥え命名の遺跡 純 文

18 l子r司， 域 縄 文 i民: 期 J 未命名の遺跡 事官 ノf弘r、

19 上野 LLI 1 !日石器・純文 純文中~後期 K 未命名の遺跡 綿 文

20 の Ll-A 1 お5 文 L 米命名の遺跡 都立 文

21 斥 自立 :lJ!Q M 未命名の遺跡 お立 文

22 庖 松 域 N 末命名の遺跡 誕百 文

23 蔚松林自立 け1 。 米命名の遺跡 絹 文

24 館の沢城 P 未命名む遺跡 事国 文

25 長者森館 Q 未命名の遺跡、 総 文

26 L 総介主'I~ R ヰミ命名の遺跡 純 丈

来未命名のうち Iのみは!日石器時代の可能性あり口
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Il 造跡の立地と環環

域の段丘面は、右岸に中位段丘、左岸に低位段丘が主に分布してし唱。

この地域においても、より綿密な遺跡分布調査が行なわれれば、もっと多くの縄文時代遺跡

の存荘が明らかになるものと考えられる。

この区間における弥生時代~古代の遺跡は、これまでのところ和田の台 B遺跡において、

安時代と思われる須恵器片が採集されているにすぎな lio 未発見の該期の遺跡が存在するかも

しれない。

本図幅中の淀川流域に所在するいわゆる館跡とよばれている遺跡は 9箇所である。それらの

館跡は、淀川|の形成した河岸段丘端部に立地し、館と館の間隔は 1，__， 2 kmであるO この 9笥所

のうち、岸館は発掘調査による人骨の出土などから、鎌倉時代頃の土豪の古墳墓を伴う時期の

ものと考えられ、上総介館が室町時代の戸沢三十五城のーーっとされている他は、中世頃という

だけで築城年代@居住者とも不明である。

本 8図中での雄物川両岸における縄文時代~中世までの潤知の遺跡数は、ほぼ拾抗してい

る。しかしながら、第 l章でも述べたとおり、この地区における河岸段丘の発達は、その左岸

で著しく、段丘面そのものも右岸に比べてはるかに広liO 従って、少なくとも!日石器時代~古

代における遺跡は、左岸に多く分布すると予想される。これは、西仙北町強首地区における遺

跡分布調査が末だ進んでおらず、遺跡の確認が遅れていることにも起因すると思われる。

註 1 協和町教育委員会 『米ケ森遺跡発掘調査報告書J1977 (昭和 52年)

註 2 この分布図は、日大田県遺跡地図J 1976 (昭和 51年)と『秋田県の中世城館J 1981 (昭和 56年)

(ともに秋田県教育委員会)をもとに、昭和 60年度の遺跡分布調査(協和町調査委員は伊藤攻 e 斎藤

幸七@進藤太一郎の 3氏)結果および、今回の調査結果を加えて作成したものである。

註 3 昭和初年頃の関田中に、土地所有者である安田信雄氏が、多数の縄文時代晩期の土器ー石器ととも

に黒曜石製のエンドスクレーパー・頁岩製のプレイドなどを採集していたのを、昭和田年冨鰹泰時

氏が!日石器として確認した。

註 4 ~ヲj片のみ 10 点以上を表面j採集したが、 i二器は 1 点もなく、最lj片の形状§石質などからして!日石器時

Lj'!.庁、...ョロール円ーレ マでて了h!.... _ir.L L_"マ可ーさ
I \， VJJ滋止クj、にの~ WJ日51':1:7Pr向い。

註ら 発掘者は協和町教育委員会と秋田大学。

誌 6 発掘者は武藤鉄城氏と半田市太郎氏。長山幹丸 「郷土資料遺物耐i究Jr協和村郷 L誌J 1968 (昭

和43年)

註 7 武藤鉄城・長，J)幹丸 「西町後石器時代遺跡発掘報告J rr協和村郷土史料第 4集J 1956 (昭和 31

年)
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車上ノ山 I遺跡

( 7 UNY 1 " No.29) 

所 在 地 秋田県仙北郡協和町中淀川字千着上ノ山 64他

調査期間 昭和 61年 6月 17日，..._，9月 13日

調査面積主luOrrf 
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日1(:主 ，Jf;Jfiの慨斐

第 l章調査の概要

第 1節遺跡の概観

本遺跡は、雄物川の一支流である淀川によって形成された、標高約 45mの館野段丘上に立地

する。その北側には小さな開析谷が形成され、その比高差は約 18mである。東側は佳で下はj中

横地の水田となっておりその比高需は 19mほどあり、遺跡地は北東側に張り出した舌状台地

となっている。上面は原野で、あったところが昭和 45年に水田として平坦に造成され、調査前は

休耕rllとなっており北側と東側斜面には杉が植栽されていた。

2図参照) はMB45グリッドの深掘り部分によれば、 7層に分けられ

る。 1b層は水田耕作面にあたる盛土で比較的多くの遺物を含む。本来の表土は、南東斜面や

北西斜面に見える 1a ある。 IIa層は遺物包含層で、 1a層と同様、斜面に見えるが、

部では東西 45ラインから南側にわずかに残るのみである。盟!爵は、掲色土で粘性の大きいロー

る。 V----VI層は砂擦混入居である。ロームは粘性が大きく、径 5......__ 20 mmの小擦がわず

かに混じりv1層になると礁の混入度が高くなる。 VII層は細砂に傑が混入する。

検出遺構は、北、束、丙の斜面かその肩部、中央部の斜面寄りに分布するが、特に北東から

東斜国にかけては遺構が集中し、縄文時代前期。 [_~l期の竪穴住居跡やフラスコ状士坑などが多

く分布している。 '1ゆミ部は、東西の 44ライン付近から南側に遺物包含騒が残っていたのみで、

北側には存在せず、機!言が一部露出している場所があることから、水田造成時にかなり削平さ

れたものであろう円それは 1b居とした盛土中に遺物が含まれていた事からも推測できるo 44 

ラインから南側に残っていた遺物包含属においては紅白、 SR33などの遺構の他、その西側に

焼 h立情をi'金山したが遺物の出土はなく、特lこ焼土j章構周辺にはその傾向が大きかった。

第 2節調査の経過

は6月17けから 9月 13日まで行った。最初は北側斜面の組掘りから入り、 20[]には東

側斜も併行して調査を開始した二 251二I(こは斜而寄りの農道協より SK02 • 03の土坑を検

出。 26 • 27日には重機により休耕出となっていたL(l央部の表+_除去を行った。 7月l円、業者

委託によるクリッド杭打投作業に人る。 3口、 i十l央部の造構検出作業をし、北西{日IJは盛土であ

る事が判明したり 8日、台地下の南側より遠景写真撮影を行う。 14日、中央部南西側では、黒
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III 上ノ山 1J立跡、
SPA 

SPC 

第Ia層 系1品色土lOYR% [表二1:1

第lJal討 果樹色:1二 lOYR7:i 地山粒10%傑人{造物包含!封)

第酪防 H高褐色 1: 10YR% 1M潟色土粒が 5%混入[網移!習]

第N層 渇色一1: lOYR% 燦 5-10ミリか 5%従人(地111)

第九f隠褐色tli資 iニ 10YR:¥fi [砂撲!(;lJ

北西斜面
第 1al百i M~潟色 1-， 1口YR 7:í l表 1:1

第 1cl¥'i 月三褐色 1， lOYRJ， J也111殺了10%災入

SP昌
Hニ45.300m一一一一

第lJalfi IザH品色士 lOYRh 地IIIH子lS%、炭化物P[5%浪人 [j宣車J包含枠11

5竺! il11Ib層 !lf'i潟色士 10YR7:i 炭化物t:![-lO%混人

第llc層 tこ」斗、長潟立L士 lOYR九 地山粒子30%混入〔波乱〕

第悶!自渇色粘質 1" lOYR対 炭 化 物 粒 [-3%誕入〔般乱]

第限bl¥'J にふL、前掲色 1-， 10YR対地山牧子30%混入[波乱)

第IVRてif畠色fli質こし lOY丘% 褐色土 5%混入

第 2図基本土層図

MB45グリッド

第Ib層 灰主主褐色土 10YRjf 

第1Ial.将 I~\褐色[， 10YR¥.， [遺物包台関]

第1Il!¥"i r昌色粘笥上 lOYRお 〔ロームt罰符府]

第W広g;_褐色粘質 L lOYR% [地111J

f詰V尽 にふし黄段色村1筏 l→lOYR~.; -20，ワ

の l、僚が 5---6 %i昆人

第VI情 tこ... IPl前後色村IJ1ヨJc lOYR九 ff:: S-5日ミ"

の礁が20-3Mi>誕人、も出資土中に桜科Iloι、証芸人

第¥R回 褐色土 lOYR;'G 制H砂に10-50ミリの穣混入[i.作機I?'iJ

SPD 
H -45.000m一一一一

SPF 
45.5申Om一一一一一

褐色の造物包含届が残っており、 MD43、MD44グリッドで 2基の焼土遺構を、 25日には、 LT

41グリッドで炉跡 l基 (SI24)を、また、 LT40グ1)ッドでは土器埋設遺構 (SR33)を検出

し、問問の精査を行う。 8月2目、好天続きで遺構にひび割れが生じてきたため散水後にシー

トで覆いをかける。 17日、この頃より 9月 10日まで北東から東斜面の遺構検出@

的に行い SI11 SI 19や、その周辺のフラスコ状一上坑詳などを確認精査した。この後、中央部

の遺構精査に移り、北側農道脇の黒褐色の溶ち込みが竪穴住居跡 (SI37)であることが判明、

12日には SI34G SR 33などの:陪査@図面作成を行い、 13日に全体写真を撮影し、調査を終了

した。
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ヨi2 ，';'i: ，l}M六のri己対

第 2章調査の記録

第 l節検出遺構と遺物

l 竪穴住居跡

SI 19竪穴住居跡 (第 4図)

北東端の LJ50グリッド し、第臨層 I-~面でも検出したが、杉根が多くあり、上面はかな

り撹乱されている。したがって、 SK18と重複しているが、新!日関係は明瞭ではない。平面形は

惰円形で、長軸 3.17m、短軸 2.00m、深さ 0.83m、長軸方向は南西→北東で、床面積は 4.1rrf 

である。

埋土は 13層に区分した。砂礁層まで揖り込まれているが、各層には礁をほとんど含まない。

8 • 9 • 10 • 14"-' 16層には地LlIの黄掲色粘質土が主体、もしくは大ブロック状に混入し、人

為的な堆積状況を呈するもので、総じて比較的良く締まっている。南西壁際には、確認面から

0.25 m下に、長さ 0.30mの礁が 2個確認され、その礁から床面までさらに 0.58mも下がる。し

たがって上記した層の t面と擦のレベルがほぼ向ーであるということ、さらに埋土の状況を勘

案すれば、礁のある南西壁寄りを出入口とし、 8 • 9 • 10 • 14，...._ 16層上面を再度、床面とし

て使用した可能性が考えられるO

本住居跡は南西から北西に向かつて傾斜している斜面の肩部に構築されているO そのため、

0.83 mと深く、北東では 0.18mと極めて浅くなるO 床面はやや凹凸があるが比較

的良く締まっており、柱穴は長軸線に沿って 3本配列されているが、壁際や遺構外周辺には検

出されなかった。柱穴の P2とP3の間には 0.57x 0.45 mの範聞に、厚さ 0.03mの炭化物粒

るが、炉か否か不明であるO 下に掘り込みは確認されなかった。

1:[1土遺物(第 12I辺1，......， 3・5 • 8、第 14図 1'""5)

lは深鉢形土器と忠われ、単節斜縄文を施すもので、胎土にはわずかに砂粒を含む。 2は底

部で、胎土 a 焼成から lと同じ土器であろう。 3は口縁部で側面圧痕を 5は単節斜縄文に垂下

する綾絡文を施すものであるo 8は単節斜縄文を施文後、細い粘土紐を貼付するものである。

1，......， 3・5は確認面から、 8は埋土の 5層から出土した。これらの出土土器の時期は縄文時代

中期前葉から中葉に比定されるO 第 14図 lは石匙、 2は箆状五器で表裏ともかなり剥離面が磨

滅して光沢がある。 3・4は自IJ器で、 5は擦石で全面に擦った痕跡が見られる。

本遺構のあった場所には多くの杉根があり、確認l面および埋土上面はかなりの撹乱が見られ
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た。したがってこの竪穴住居跡から出土した上器は遺構外からの流れこみと考えられるO 竪穴

住居跡の形態@規模からすれば本遺構が構築された時期は縄文時代前期と考えられるO
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第ヰ図 SI 19竪穴f主居跡.SK18土坑

SI 11竪穴住居跡 (第 5[立D

北東端寄りの LL49 • 50、LM49 • 50グリッドで検出した。 SK17と重複しており本遺構

が古い。約半分が農道の下にあり全容は不明であるが、南北の長さは 3.02m、推定面積は 6.1

rrfである。

埋土は 13J蓄に区分した。 SP.E~F の土層断面図中の 5 層からが本遺構の埋土で、自然堆積

土である。ほぼ中ほどにある 12 • 13層には焼土ー炭化物粒子が比較的多く混入しており、こ

の付近に炉の存在する可能性があるO
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第 5図 SI 11竪穴{主岩跡.SK17土坑

まっている。柱は各コーナーに主柱穴があり、その聞の壁際に副柱穴が 1本ず、つ配列されるも

のと推定されるO

出土遺物(第 12図4• 6 • 7、第 14図6) 

4 は細~)隆起線と棒状工具による瓜形文を、 7は単節斜縄文を施すものでいずれも胎土は良

好である。縄文時代中期中葉に比定される土器である口

SI 37竪穴住居跡 (第 6図)
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MA54・55、 MB 54 • 55グ1)ッドの第W層正面で検出した。 水田造成時に出IJ平されたた

め、大変浅l¥0 2時期の重複で、小さい住居跡が拡張されたもので SI37 A (古)→SI37 B (新)

という変遷をたどる。いずれもほぼ円形で炉を有するO 以下、 SI37 A • Bの111員に記述する。

SI37A竪穴住居跡

規模は直径 3.02mで、床面積は 5.4ばである。床開は大変堅く、 SI37 Bより低く、日芝高は

0.05 "-' 0.06 mである。炉は南東寄りにあり、長さ 0.55m、幅 0.42mで、 0.10"-'0.52mの扇平

の河原石を 9個略H形に並べている O その中に深鉢形土器の口縁部を上にして、斜めに埋設し

ており腕部上半は欠失している。炉石内側がよく焼けている。炉の南東には長袖 0.90m、短車ru

0.86 m、深さ 0.15mの播鉢状の落ち込みがあるが、炉に伴うか否かは明らかではない。炉埋設

十ー器(第 12図 9)は}底部から胴部にかけて外傾しながら直線的に立ち上がる深鉢形土器で、

自信の斜縄文を施す。胎!こには紹砂粒をやや含むが精選され、焼成は良好で、全体が二次的な加

熱を受けほぼ全体が赤褐色となっている。底部には網代痕を施す。土器の器形@胎土@焼成か

ら、時期は縄文時代中期末の大木 10式期に比定されるO

SI 378竪穴住居跡

規模は直径 5.10mで、床面積は 17.9m
2
であるO 度高は 0.09~ 0.15 mで、床の内側は平坦で

堅い。柱穴配置は不規則で主柱穴を推定できない。炉は北東にあり、石間部の外に掘り込みを

もっ石組炉であるO 石閤部は長さ 0.92m、111語0.67mで扇平な内原石を長方形に並べ、石の内担IJ

や底面は加熱により赤変している。前庭部は径 0.82mで、炉全体の長さは1.92mである。埋土

は土層断面図 SP.A"'-'Bによって 4区分できる。 4J膏は地山ブロックを含み、堅く締まってお

りSI37 Aを埋めた土であろう。 4層の上面には厚さ 0.5-----1 cmの硬化した焼土がみられ、

面的には SI37 Bの床面に、 SI37 Aの炉や壁を覆いながら部分的に広がる。

出土遺物(第 15図 14G 15、第 33図 95"-' 97) 

床面から白石 2点(14 • 15)、石1m3点 (95"-' 97)が出土している。

他に埋士から、石鍛(第 15図 7)、円形石器(8 ----10)、石匙(11)、箆状石器(12)、出IJ器

(13)が出土しているO

SI34竪穴住居跡 (第 7図)

南側の LT42グリッド周辺の第IIa層黒褐色土を掘りドげ中に七1型炉を検出した。炉は 6個

の扇平な石をほぼ円形に並べたもので径 0.45mである。炉内には、土器を内側方向に斜めにし

て埋設しており、土器口縁部付近の内外面と炉石の間は焼けてやや硬化しているO 土器を埋設

した際の掘り込みは上面で 0.62m、底面は 0.26m、深さ 0.30mで、上器は掠り込みの西壁と底

面との間にすき間なく埋設されている。検出面である黒褐色士の周囲には粗製の深鉢形土器が

出土しており、炉の問問を何度か平面的に精査したが、柱穴や壁などは確認できなかった。し
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第 5図 SI37A.B竪穴住居跡
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かし、炉内のみならずその周囲に炭化物粒子が多くみられ、深鉢形の粗製土器が少なからず出

したことなど、周囲の状況や床面と柱穴が黒褐色土中に構築された可能性もあることを勘案

して、竪穴住居跡として把らえておきた ~\o 炉埋設土器(第 12 図 10) は、蔵部を欠く深鉢形土

器で、器表面には被節斜縄文を施文後、口縁部に平行な一条の沈線を引き、口縁部との間を磨

治しているものである。胎上にわずかに砂粒を含むが、焼成良好で硬質である。縄文時代中期

末の大木 10式期に比定される土器である。

2 土器埋設遺構

SR33土器埋設遺構 (第 7図)

南側の LTグリッド第IIa層上面で検出した。土器を埋設した際の掘り込みは、 上回で 0.43

m、底面で 0.18m、深さは確認i互iから 0.26mである。土器は掘り込みのほぼ中央に成立状態で

埋設されており、器高は 32crnで全面に単節斜縄文を施す粗製の深鉢形土器であるO

盟申
も
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。
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第 7図 SI 34竪穴住居跡.SR33土器埋設遺構

3 土坑

土坑は 25 した。これらの土坑を平面形 e 断面形 e 規模から a.........hに分けた。

土坑 a 平面形は円形か楕円形、もしくはそれに近いもので、断面形はフラスコ状もしくは

円筒形を呈する。

SKF15 (第 8凶)

北東斜面寄りの LM51グリッドに位霞している。 SK08と重複しており、本遺構が新しい。

平面形は円形で、断面形はフラスコ状を呈する。規模は関口部径 0.9m、!底面径1.07mで、深

さ0.85mで燦層まで掘り込まれている。遺物は山土しなかった。
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SKF21 (第 9図)

北東斜面肩部の LL48グリッド し、 SKF22と隣接している。北東部は現代の炭焼窯

資材の運搬に使われていた道路 (SM20) によって崩されているが、ほぼ円形で関口部径 2.02

m、底面径1.42m、深さ 0.85mで磯層まで掘り込まれているO 断面形はフラスコ状を呈し、底

面は平坦であるO 遺物は出土しなかった。

SKF22 (第 9図)

北京斜面肩部の LK48グ1)ッドに位置し、 SKF21に隣接しているO 北東部は SM20によっ

て崩されているが不整円形で、関口部径1.26m、底面径1.07m、深さ1.13mで、!醸!麗まで掘り

込まれている C 断面形はフラスコ状を呈し、底面は平坦である。埋土には地山が多く混入し、

人為的な堆積状況を呈する。造物は出土しなかった。

SKF23 (第 8図、第 13図 22)

南東斜面肩部の LQ40グリッド しているO 楕円形で、長軸1.40m、短軸1.09m、深さ

1.04 mで磯層まで掘り込まれているO 断面形はフラスコ状を呈し、底面は礁でデコボコしてい

る。 埋士 6層 c 9層には地山 e 擦が多く混入し、人為的堆積状況を示す。埋土から縄文時代前

期中葉かと思われる撚糸文を施した土器 (22)が 1点出土している。胎土は精選され軽い。

SKF27 (第 8図、第 16図 18)

北東斜面寄りの L]49グリッドに位置している。円形で関口部1.20m、底面1.00皿、深さ

0.90 mで、機!麗まで掘り込まれているG 断面形は円筒形に近いが、埋土の 4J霞は壁崩落士と思

われる黄褐色士で、本来はフラスコ状を呈していたものであろう。遺物は半円状扇平打製石器

(18)が l点出土している。

SKF28 (第 8図、第 33図 98)

北東斜面寄りの LK49グリッド している C 楕円形で、関口部の長軸1.12m、底面の長

~由1.02 m、深さ 0.88mで、際層まで掘り込まれているO 断面形はフラスコ状で、埋土の 4J麗は

壁崩落士で"' 1層には地山ブロ y クが多く混じるO 遺物は 6層より縁をもっ石皿 (98)が出土

している。

土坑 b 平面形は円形か楕円形で、断面形は袋:1犬を呈し aに比較してやや規模がIJ¥さ

SIく17 (第 5図、第 131当14"-'21) 

北東端の LL49グ1)':;ドで検出した。 SI11と重複しており、本遺構が新しL、。平面形は楕円

形で、規模は長袖1.02m、短軸 0.86m、深さ 0.45mである。理士は 8層と 10層が黄褐色土ブ

ロックの壁崩落土で、自然堆積であろう。遺物は埋土上面から土器が出土している。 14は粗製

の鉢形土器で、 19はやや器厚があり、胎+-.に砂粒を含みn縁部のやや下に粘土紐を貼付してい
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る。縄文時代中期に比定される土器であろう。

SK18 (第 4図)

北東の LK50グリッドで検出した。 SI19と重複しているが、埋土上部は杉根によるJ賛否Lが

しく、新旧関係は不明である。平面形は円形で、規模は径 0.87m、深さ 0.75mである。埠!土

は2層が黄褐色-1てブロ y ク壁崩落i士で、 4層には炭化物粒子が合まれる。自然堆積であろう。

出土遺物はな l'o

土坑 c 平面形は楕円形で、断面形は血状を呈する。

SK14 (第 10Iまj)

二!との LN53グリッドで検出した。断面jjラは浅いrm状を呈し、その規模は長軌 2.23m、短紬

1.73 m、 深さ 0.33mであるo 1.. 2層とも南ーから流れ込んだ軟かい褐色土粒子が混入してお

り、 2層には炭化物粒子も混入しているO 埋上の堆積状況から自然;堆積と思われるO 出土遺物

はない。

SK32 (第 10図、第 13図 23)

LT41グリッドに第H層で検出した。その規模は長軸1.30m、短軸1.17m、深さ 0.47mであ

る O 埋土は 1~3 層に炭化物粒子、 4 J留には褐色粒子が混入し、 5層は地山の黄褐色土が主体

をなしており、人為的に埋められたものと判断されるO 出土遺物は 23の i点のみであるO 細い

粘土紐を貼付し、浅い沈線を施すもので、縄文時代中期後葉の土器である。

土坑 d 2段構造をもつものであるの

SK08 (第 8図、第 13図 12)

北東斜面寄りの LM51グリッドの第直属上面で検出した。 SKF15と重複しており、本遺構

が古い。 2段構造をしており、いずれも平面形は楕円形で、断面形は上部が皿状、下部が袋状

を呈する。規模は上部が長軸 1.82m、短軸1.61m、深さ 0.49mで、下部が長軸1.05m、短軸

0.95 m、深さ 0.56mで、底部に径 0.38m、深さ 0.08mのピット1{闘を検出した。埋土の観察に

よれば同一時期の所産で、 1----4層に地山粒子が混入しており、レンズ状の堆積を示す。遺物は

12の深鉢形土器が確認面から出jこした。外面は羽状縄文を、口唇部に縄文の側面圧痕を施すも

ので、胎土は精選されている。縄文時代前期中葉の土器と思われる。

土坑 e 平面形は不整楕円形で、断面形はlTIl状か、それに近い形状をLdーする。

SK02 (第 10図)

MJ 54グリッドに位置い SK03に隣接している。平面形は不整楕円形で、断面形は血状を

呈するO 規模は長軸1.24m、短軸 0.87m、深さ 0.18mである。底面には根による撹乱と思われ

る落ち込みが 2カ所にみられる。埋土のら.6層には地山がブロック状に混入しているO 遺物

は出土しなかった。
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SK03 (第 10図、第 13関 11)

MJ 54グリッドに位置している。平面形は不整情円形で、断面形は皿状を呈する。規模は長

紬1.77m、短軸1.25m、深さ 0.22mであるo 11 は地文が縄文でその上に帝国し 1粘土紐を貼付し

た小型の鉢形土器で、縄文時代中期中葉の土器と思われる。

SK05 (第 10図)

MM53グ1)ッドに位置する。平面形は不整楕円形で、断面形は血状を呈するO 規模は長軸

1.53 m、短紬 0.92m、深さ 0.27mで、底面にはやや凹凸がある。出土造物はない。

SK16 (第 10凶、第 13図 13)

LP 53 • 54グリッドに位揮し、約1/3が農道の下になっているため未掠であるO 平面形は不

整惰円形を呈し、断面形は深い血状を呈するものと思われる。規模は短軸 2.32m、深さ 0.85m 

で、長車r11は調査部分で、 2.15mを計る。底面は[醸!雷まで掘りこまれており、回凸がある。 理士に

は地山土が多く、それが主体をなしている層、ブロック状や斑状に混入している層などがあり、

人為的に埋められたものと思われるo 13は撚糸文を施した深鉢形土器であるO 胎士は精選さ

れ、軽く焼成も良好である。縄文時代前期後葉の土器と思われる。

土坑 f 平面形が円形で、断面形は浅い血状を呈するものである。

SK24 (第 11図)

LQ 52グリッドに位置し、 SK25 • 26と隣接している。境模は直径 0.96m、深さ 0.14mで¥

底面は平沼でよく締まっている。出土遺物はない。

土坑 g 平面形が円形で、!折面形が鍋底形を呈するもので、いずれも配石をもつものである。

SK25 (第 11図)

LQ52グリッドに位置する。規模は直径 0.80m、深さ 0.23mで、長さ 0.23，..._， 0.33 mの石 4

f聞を配しているO 埋土は 2層のように地山土が主体をなすものもあり、全体的に地山土の混入

が多く、粘性もある。人為的堆積かと思われる。出土遺物はない。

SK26 (第 11図)

LR 52グリッドに位置する。直径 0.66m、深さ 0.23mで、中に長さ 0.20~ 0.32 mの石 4個

を配している。埋土は 1• 6層を除きいずれも地I11土が混入しており、人為的堆積状況を呈す

るO 出土遺物はなL、o

SK35 (第 11図)

調査区中央部の LS47グリッドに位置し、 SK36と隣接しているO 規模は直径 0.64m、深さ

0.20 mで、中に長さ 0.15，..._， 0.23 mの石 4個を配している。出土遺物はない。

SK36 (第 11図)

調査区中央部の LS46グリッドに位置している。規模は直径 0.57m、深さ 0.18mで、中に長
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さ0.12"-'0.22 mの石 4個を配している。埋土には暗褐色土や炭化物が混入している。出土遺物

はない。

土坑 h 平面形が円形か楕円形で、断面形が血形を呈するものであるO

SK06 (第 11図)

LR 55グリッドに位置している。平は楕円形で、規模は長軸1.72m、短判j1.53 m、深さ

0.38 mである。埋土は 2 • 3層に地山粒子、 4J亘は炭化物粒子が多く混入し、 5属は粘性や締

まりのない炭化物属となっている。出土遺物はな ~ìO

SK12 (第 11図)

LM47グ1)ッドに位i官:し、 SK13や SK31と鱗援している。平面形は楕円形で、規模は長車111

1.38 m、 f厄紬1.25皿、深さ 0.33mである。底面から北側にかけては加熱を受けて赤変してい

るO 埋二土ーは全体に黒色土が多く混入し、本遺構の確認、は容易であった。特に 5層は炭化物かと

思われる黒色粒子が多く混入している。出土遺物はなL】o

SK13 (第 9 • 11図)

LL 48グリッドに位置い SKF21 • SK 12と隣接している。平面形は構円形で、規模は長軸

1.48 m、短紬1.23m、深さ 0.30mであるO 理土は i層が黒色士、 2騒が暗褐色土で、特に l

に炭化物粒子が多く混入し、坑底面にその傾向が著しい口出土遺物はない。

SK31 (第 11図)

LN 47グリ yドに位置し、 SK12と隣接しているO 平面形は円形で、規模は直窪 0.70m、深

さ0.18mであるO 埋二上は 2層だけで、いずれも炭化物粒子を含み、特に l層にはその細粒が多

量に混入している。出土遺物はな ~ìO

4 焼土遺構 (第 3凶)

検出した焼土遺構は13基である。丙側に 1期、北端に 2基あるが、その他は調査区の南側

に集中しており、他の遺構は周辺に見られな CiO 焼士遺構の平面形は略円形か略楕円形で、長

さ0.02m.-._， 1.70 mで、焼土は薄く、そのドに遺構は検出されなかった。出土遺物はなかったが

全体の遺構や遺物の出土状況から勘案すれば、縄文時代の所産であろう。

5 道路状遺構

SM20 (第 9図)

北東端にあり、北斜面に向かつて作られている。 SKF21 • 22と しており、両遺構の東

半分を削っている。路線外の約 15m ほど下の斜面には現代の炭焼窯跡が l基あり、おそらくは

その作業道として使われたものであろう。
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SK23 
第 11科 目青 ìl~色 i: lOYR~(' 炭化粒子10% 地1I1利子約:~O%

市 2¥'1 nn-r-話0J:I!!YR'l， stil!lJ純子全体に泌入

第 3M r品包1:1υYR'>; J也tll牧子混入

守}.1 ~9 盟関色J:10YR'， J出山校(-全体に泌人

者~ 5 ~手 ?昌色 1: IOYR';i詰色士松令Itーに混入mfヒ物:J.~ hti.見人

~;i\ 6府 ntH見色!:10YR"i Ibl(f; !:t:f_'!ll立浪人炭化物'VIlt~Ë:人

ヰ¥7府 間色 1:1 OYR % ~IHIl色 u:[全体 i ニィl:t人

SK08 
者;1府 黒?品色土 IOYR%炭化物粒 f

、~

¥宅島

i~ _2巴
苫

SPs 
U=U.1t10m-一一一

高¥層 11自硲色上 IOYR~i 炭化物校チ 2--3%混入

第 3層 辺倒色土 IOYR1，炭化物粒子 2-_ 3 %混入

者i4層 日前品色土 IOYR;i5炭化物校子 2-3%混入とこニニニコ

."" H"'4!.T鈎m-一“一

第 2-rtt 調官の記録

SKF15 
第 l;;-i潟色土 ]OYR汚J.'ft持o0七粒>iX:二混入、炭化物少泣混入

ヨ2耐i I こぶし・黄潟色土 10YR% 笠li4綾 1: 、少 i止の~潟色土浪人

~3 脳 溺色ニi♂ IOYR%炭化物少延混入

¥、

且防旦
SPB 

SKF27 
第 11N lIii-IM色土 ]OYR%木恨による綬古L府‘ fs色土粒少litiM入

手¥2!言 IIj)'褐色土 IOYRl;ま閉し'i，，̂ft物粒子t克人

お3層 渇色 j: IOYR% f品色 i二主体に11青潟色土混入、炭化物少J止混入

~4 府 lt'U品色ニ1:IOYR'j 是W1Fi;I:lo体屑

お5R;干 烹 t{~色ニヒ IOYR% 炭化物TI詰浪人

宅 b解 黒渇色 1:IUYR!'i f北{ヒ初少r.t混入

SKF28 
第 I層 Uf)-~品色土 IOYR }:í 地はi潟色土混入、炭化物徴墜混入

第 2射 日前品色土 ]OYR%潟色上校全体lニ混入、炭化物混入

持;;3扇 黒潟色土 ]OYR%尚色土混入、炭化物$J孟混入

第 4層 l'ft:fi品色土 IOYR%巳雪崩浮上主体

耳~ 5尉 ?島色土 JOYR1ji炭化物t昆入、下部lに黒色ゴ:多イィJt入

第 S図 SK08'23土坑、 SKF15・27・28フラスコ状土坑
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主主 1婿 虫色土 10YR::<;炭化物性手がJ:.(卒

者'"府黒m色土lOYRe;

Z再3層 黒F品色二仁 10YR.V，

~\ 4耳干潟色上 lOYR%

第 5栂 Hi'干潟色二!こ lOYRJ~ 炭化物粒 {-(IO%) 、地 IIJ校 {-(30%) 混入
第 6続協色ニ1: lOYR~fi j也山粒子 (40%)混入

第 7層階潟色土 lOYR対崩蒸したれの

第 8~干潟色土 10YR対地llJ枝子(10%) 混入

第 91i1 1M色土 10YR%

第10島幸 ilJ色 1:10YR%炭化物粒 r(30%U也山位 {--;d本に120%>浪人

SM20 

第 9図 SK13土壊'SKF21・22フラスコ状土坑
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SK14 
お l軒 丸潟色上 10Yf{)z渇色上松主体(:混入、自1:分(1'，):ニf克n
7五 W; flti'm色七 jOYR'iI品色 1-粒チ多1tt浪人、炭!と物泌入、小石ilE人

SPB 
H:cU.4Hm-一一一ー

SK32 
第1紛 11告Ii&色土 10YR7:i炭化物混入(一部粒子大)

第2層 泉溺色土 10YRy，m化物混入、潟色土粒少

.hl混入

1ii31i'i 持J 色土 10YRY，f{~色_:l:粒 tltt混入、炭化

物少!.t混入

H;:;U.10Qm~ 第4府 I!trf.品色土 jOYHJ"，1I告制色上位付え!こ出人

抗日~'1 I品色土 lOYR~ ;illfr 潟色土部分的.粒子状

に浪人

SK03 

第l層 黒溺色土 10YRY，炭化物粒子30

%混入

第 Z~手 紫陽色土 10YRJi今 I也111位子、炭化

物校子20%1音f誌へ

議31W 11音渇色土 10YR%1也山粒子40%

第4尉 11音尚色土 10YR3，地111粒子、炭化

物紋子各10%混人

i:f¥ 5 ~子 f品色粘fi土 10YR;-"炭化物50%

第6層黒Il"J色_:l:10YRY， 1由山校ニJ-20%

第7層 黒潟色土 10YR?3炭化物粒[-，1也

"“柑，mー笠呈 i幻粒子10%混入

お8層 地山ブロック(潟色-lOYR%)

Fで"'¥
~-fr)j 

ヲわ

SK32 

SP8 
日間Om ー→

F弓予可(基)
~\ヨ\J -= 

SK02 

γ?や
ハJJI直

SK03 

SK16 

;r; 1 ~4 時I!者協色 i二 10YIU， 'H哩 (ft2 ~ 3mm)混人

mz 年，~ f'品色 1: 10YR1f， 炭化物粒子 1%混入

%3悩 11音出色 J: lOYR:J14 

お』問 問色J二lIJYR1:i tj世I11粒子30%混入

第5鳩 H奇偶色二l: 10YR~ :í j血山半々に混入

号';6栂 尚色土 10YR災地山、小穣 5%混入、地山7ロ j 7 t く 60%泌入 ~P.

第 n~ 品色j二lOYR対地山粒子20%混入

第日隔地1I1土潟色ニ!ニ10YR)120%混人

寺 9層 H音潟色 1: 10YR% 

第10隔地山ブロ yク

%111斜 地山 11青褐色二七10YR%が10%混入

議12¥'1 1清弘Hき土 10YRh IIJIj苛潟色枯質土10YR%がは0%)慌が:に混入

第13静 11音潟色土 10YR% 11音渇色土tく混入

第14府 I也山上 (70%)II:H品色土10YR%30%混入

第15幌地111士時間色土10%浪人

E第高凱l凶8除肘i1地也山J上; 小傑を 2多5く合もむ'011

第1叩0図 SKOω2'0ω3'0侃5'1叫4'1時6'3詑2土坑

問

第 2Cfl I淵古の記録

SK02 

?:t11府 泉潟色二iニIIJYRち炭化物粒子、ltl!山牧チ20

~30%混入

第2層 H音1品色土 10YR%

第3持i A¥1出色土 10YR7i1i1l山純子 5-6%混入

第4府 県尚色土 10YR-"'!1血はi粒子10%混入

第5層 階潟色土 10YR'-:i1出LlIブロゾク浪人

第6~干 潟色枯t~二t lOYR九 tilli1J7口 J ク混入

第7~'Í :m品色士 10YR%J也IIJ杓子混入

SK05 

第1M干 潟色村3質 1口YR% 黒潟色土粒子

1%混入

~2 府 11青f1J色 1: lOYR'!-3 地山土粒子30%

混入

守¥3年j 黒潟色 1日YR.% 地11I 土粒子20~.-b

混入

第4I帝 H奇褐色土 10YRJ;i 1也山粒子20%混

第5窃 潟色粘賃上 10YR7:i 1也山上黒褐色

土浪人

第6層 階悩色土 lOYR% 1也山土

第7桝 持J色土 10YRJ語地1I1に絡協色土(20

%)混入

第B層坐俗色土 10YR;tf

第9層且l悩色土 10YR%

B 1也山ブロソク

o 1m 
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SK25 
第 u日 Ilj~.r"品色士 IOYR% )也lli牧子 5%混入
第 2)<(1 にぶ¥，首渇色粘'I'H lOYR，% J也1111ーが主体

与~~ f習 抗潟色 1， lOYR% に、資総e::1
議 Hヨ泌色粘笥土 lOYR%
第待 !tii品色 1: lOYR% j世111寸ロ日ゲ

第日照黒Ige::+. 10YRjf 

j 開 SK35

2詰l府 泉渇色土 lOYR5'3 溺色 u立t部分的小フロック状に斜人

炭化粒少罰混入

第 2f，号 黒潟色 1 10YR，>Z f)，! 化粒少 ~tif~λ
者'i3層 11告掲色+ 10YR% 褐色上粒年最混入SK36 

tal切 Jfi)-褐色上 10YR7J 沼色土粒争後混入

炭化物粒少量混入

草寺 2f'母 褐色 1-， 10YR父 ?品色ご上を主体に黒色~:干す混入

S 
_y 

SK36 

SPO 

SK12 

第 l 出黒色土 10YR~í

第 2府 暗銅色オニ 10YR7:i m~'Îローム漸干事柄
と(以ている

箔 3蔚 黒潟色jニ 10YR7f 1也山枝子'20%混入

H=H.tOom _!竺第 4層術色土 lOYRY，
第 5栂 11音 f;;~色j二 10YR'y' M¥色粒子30%浪人

第 6溺溺色粘'R土 10YR対地山泉品j色j:

iluYR%) i~L布、4犬(~?見入

ヨl7層 J謀総色土 10YRyi 11月賞NJ色村i質土

iIOYR%) 手宣子投ぴ 7 口 2 ケ後 5~2Omm

が10%混入

SPD SK06 竺空

議 i層黒色土 7，5YR::.，炭

ft物総子

第 2層謹溺色土 lOYRお炭

化物 5-6%ilt入

第 3桜 IliI潟色土 10YR7:i 1也
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第12函遺構内出土土器(1 ) 
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第 2節遺構外の出土遺物

1 土器

遺構外から出土した土器は、縄文時代前期，中期 e 晩期ー弥生時代のものであるO 以上の土

器を文様@器形@胎土@焼成により分煩し、さらに細分した。

a 第 I群土器縄文時代前期後葉の上器群であるO

第 l類土器 (第 19図30• 31) 

羽状縄文を施すもので、 30は鉢形土器の口縁部であろう。

第 2類土器 (第 19図32~ 35) 

撚糸文を施すものである。 33• 34は不整撚糸文であるO

第3類土器 (第 19図36)

l点、のみで、竹管による刺突文を施すものであるO

4類土器 (第 19図37 • 38) 

条線を施こしている土器である。いずれも底部から胴部にかけての破片で、土器は大変

軽く、胎土は精選されている。

b 第百群土器縄文時代中期の土器である。

第 l類土器 (第 19図39)

綾絡文を施すものである。中期前葉大木 7a式の土器であるO

第 2類土器 (第 19図40)

口縁部に iSJ字条の側面!王痕を施すもので、鉢形土器であろう。中間前葉大木 7b式の土

器である。

3類土器 (第 19図41)

地文が縄文で、沈線によって渦巻文を施すものであるO 中期中葉大木 8a式の士器である。

第4類土器 (第 19図42• 43・46，__， 49) 

地文が縄文で、 1'"'-'3条の沈線で文様帯を区画するもので、中期中葉の土器であるO

第 5類土器 (第 19図44)

口縁部が波状を呈する土器で、深めの沈線で渦巻文を施すもので、深鉢形土器であろう。

中葉の大木 8b式の土器であるO

6類土器 (第四図 45)

深鉢形土器の把手部分で、縄文の側面圧痕を施すものであるO 中期中葉の土器であろう。

第 7類土器 (第 19図50'"'-'55) 

沈線で文様帯を区画し、中を磨消するものであるo 51 は地文に撚糸文を施しているが、{也
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は縄文である。中期末葉の土器である。

第8類土器 (第 20凶 56)

垂下する l条の細l¥ i尤線から、左右斜め上に 3条の沈線を施すものである。

第9類土器 (第 20図 57 • 58) 

粘土紐を貼付して、縄文布;と磨消帯を区画するものである。

第 10類土器 (第 20図59 • 60) 

細い粘土紐を 2本平行に貼付しているもので、地文は無文である。

11類土器 (第 17図 25'"'-'26、第 18図 27 • 28、第 20図 61'"'-' 71、78'"'-'81) 

縄文のみが施された土器で、あるo 24・25は全体に単節斜縄文を施文した深鉢形土器で、

色調は赤褐色、焼成は堅撤である。 26も深鉢形土器で、底部から胴部過半にかけてアスフア

ルトによる補修痕(スクリーントーン部)が見られる。

第 12類土器 (第 20凶 72----77) 

無文の土器で、いずれも口縁部である。色調は黒褐色を呈する。

第 13類土器 (第 21図 83 • 86 --88) 

撚糸文を施した土器であるO

第 14類土器 (第 21図 82 • 84 • 85) 

条痕を施した土器であるO

c 第皿群土器縄文時代晩期の土器である。

第 l類土器 (第 21図89)

口縁部に羊歯状文を施すもので、前葉の B-C式土器であるO

2類土器 (第 22図 90)

柄部に 3条の沈線を巡らすものである。

第 3類土器 (第 21図 91)

桐部の上半に撚りの細かい縄文を施文し、下半は無文となる。

第 4類土器 (第 21図 92，...__， 98) 

縄文のみを施した粗製土器である。

d 第W群土器 弥生時代の小坂 X式に比定される土器であるO

第 l類土器 (第 21図 的 )

鉢形土器の胴下半部に細かい撚糸文、その下に沈線を巡らす士~~である O

第2類土器 (第 21図 100 • 101) 

細かい撚糸文のみを施した土器である。

e 土器底部 18悶 29、第 21図 102)
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いずれも底外面に網状痕をもつもので、胎土には砂粒を多く

縄文時代中期の所産かと忠われるの

2 石器

色調は日月赤褐色を呈するc

縄文時代の遺構外Hi土石器は、ブレイクを除くと総数 129点、であるが、そのうち 100点を図

した。

石鍛 (第 22図21'"'-' 23) 

21 • 22は平基式で、 とも非常に薄く、丁寧に作られてし喝。 23は南端とも折損し

ているが、石鉱と思われる。

石錐 (第 22図 24.'"""-'26) 

24 • 26は小形で、 24は先端部が折損している。 25は大形で、片側縁に押圧剥離を施してお

り、自IJ器とも考えられるが、先端部が尖っていることから石錐とした。

石墨色 (第 22図 27'"'-'30) 

いずれも横型で、 27 • 29は周縁に押圧長IJ離を施す丁寧な作りであるo 28は小形で、 30は粗

製のものである。

箆状石器 (第 22図 31 a 32) 

31は表面のみに、 32は表裏面に押圧長lJ離を施しているO

掻器 (第 22図33 • 34) 

いずれも小形で、縦長長IJ片の両側縁に長IJ離を施している。

削器 (第 22国35 • 36、第 23図37，...._.. 42) 

縦長@円形及び不定形の最lJ片の 1'"'-'2慎IJ縁に、片面及び両面からの最1]離で刃部を作出したも

のである。 37'"'-'39は比較的大形で、 37 • 38は直刃、 39は弧刃となる。 42は円形で、周縁に

両面から加撃を加え刃部としているものであるO

鼓石 (第 22図 43)

l点、のみであるO 円形で)享みがあり、両面に剥離を施しているもので、全周縁に敵打痕を有

するものである。

残核 (第 22図 44 • 45) 

いずれもやや縦長で、 45は、両端に平担面を残している。

磨製石斧 (第 23図 47)

l 点、のみであるコ基部は折損しており、刃部は刃こぼれによる磨滅が著し~

打製石斧 (第 24図 50)

l 点のみであるc 途中で折れているため、刃部の状態は不明であるが、形状はt~形を呈する
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ものかと思われる。

石鍾 (第 24図48• 49) 

l iずれもfiIii端を打ち欠いた切目石錘で、 48は円形、 49は長方形で扇平な際を用いているG

半円状属平打製石器 (第 25図52~ 56、第 26図57~ 61、第 27図62~66、第 281~ 67，....__ 

71、第 29図72'"'-' 76) 

29点出土したが、そのうち折損したものを除いた 25点を図示した。属，[えな石材を半円状に

成形し、直線的な底縁を使用したもので、その結果、政縁にある幅の磨滅痕を有するものであ

るO 打A ち欠きは I底縁のみのものが多いが、 70'"'-'75のようにほぼ周縁に行なっているものも

ある。 59のように底縁の両端に挟りを入れるものもある。石質は比較的軟かい安山岩.(，疑灰岩

を主に用いているが、 62は頁岩である。

回答 (第 30図77，...__82、第 31図83，...__87) 

円形と楕円形を呈するが、いずれも表裏に凹みを有し、周縁か表裏に擦った痕跡がみられるO

擦石 (第 30凶88，...__94) 

円形か楕円形で、いずれかに擦った痕跡をもつものである。 91e 93は断面形が三角形であ

るが、担IJ縁の三面とも使用しているO

五血 (第 33図99'"'-'101) 

100 • 101は扇平だが、 99は大ぶりで厚みのある河原石を使用しているo 100は中央部付近

が特に凹んでいる。

3 石製品

燕尾状石製品 (第 24図46)

l点の出土である。全体を研磨して作っているもので、端部の片方に 6mmほどの穴を穿ち、

もう l方は縦方向に全体の1/3ほど刻みを入れて、二又にしているO 全体に擦痕が著しい口

線刻磯 (第 24図51)

属平な礁の片面に、交叉する 2方向に 10数条の線を刻んだものであるO

53 



ul Lノ1111追跡、

10cm 

第17図遺犠外出土土器(1 ) 
54 



LD 
Uコ

箆
υ 
Cコ

台、

小3

山
辺
白
川

〔
百
樹
高

M
W
N

掠

(

N

)

締
刊
州
司
求
楳
粥

図
忠
誠

m 
小3



主二三
《仏。，

ト、 -.__，・ー -----一一£三

J~ 、」図(..0 主二三ミ

金画部距トト半+ + 面

乙Cηコ >t>-
o 

lm ア tて二ゴ L甜
--司、、

w 
、、町凶〆

、司

。号とこ二王 さー~九

ω玉三ミ子
主二ミ
ト~

昌三、 色寸 子、



78 

o 10cm 

第20因遺構外出土土器(4 ) 

57 



D82 門 細 仰
i 川 崎郡lyh/7
/)82 ぺ83W;;u

~85 

頂 上ノ LIIIj遺跡;

寸ぷ
関一職、 440 

58 

J:! 100 ~隣 ，0101

-D93糊川轍鱗-a5

-U97 

第21函遺構外出土土器(5 ) 



第 22Z 調古の記録

内
M
V
G

O
 

己一山 9

第22図遺構外出土石器(1 ) 

59 



円川
V

O

川
川

V

A

1

ハ
川
も

A

J

C

 

1II 上ノ 1111j奇跡、

く〉

o 10cm 

第23国遺構外出土石器(2 ) 

60 



立}2 a ~:おdf!j=の記録

46 「づ
亡コ=0

50 

く二コ ζ二コ

51 

c=.... J 

。
第24図 遺構外出土石器(3 ) 

61 



碩 Lノilll遺跡

52:二一三ぎタ

E二三3

ζ三三う

乏三三ミミ〉
。

円

LR
U
 

56 

10cm 

62 

第25図遺構外出土石器(4 ) 



モF三ヨ

J 
t二二三三き

ζpwミミヨ

ミミ三三づ
第諸国 遺講外出土石器(5 ) 

第 2~it I淵古の記録

60 

。 10cm 

63 



m 1:ノ1111 i立跡、

62 

p二 U
63 

ヰーザーナブ

64 

~E弓ヨ

忌ニヱごニニ〉

ヨ

。 lOcm 

第27図 遺構外出土省器(6 ) 

64 



第2t7t 調古の記録

67 

ぞ子ミミデラ

三支挙戦
68 

ヨ三二二三

69 

ミーここ主

ミ三三二三ヨ
70 

。 10cm 

第諸国 遺構外出土石器(7 ) 

65 



73 
一

hマ三三三当

U 八L 苧 4 企画 74

ぞ 6 込二三三ラ

問 1-.; I11 1 ;立跡、

モ云三ラ

6fて三弓

ミト(ヘ二ぅ

75 

てコ

76 

o 10cm 

円。円。

第29国 遺講外出土石器(8 ) 



亡コ

Cコ

Cコ

cコ

n
M
U
 

ヨ~ 2 tft ，\k~古の記録

81 

第30図遺構外出土石器(9 ) 

。 10cm 

67 



乙〉

lOcm 



88 

「づ
90 

9 

93 

l
i
l
-
-
i
J
 

i
lパ
|
|
い
リ

1
1
1
1
Y

94 

にコ
第32図遺構外出土石器 (11)

。

69 



m 1-_ノ1111;立跡;

亡~づ

SI37. RQ3 

/99  

MF43. II層

70 

SI37. PQ5 

亡二二二ヨ。
LN45. II層

第33間 違講内外出土石器

亡コ 98 

SKF28.6層

ハV

…
 

。 20cm 



!412 ~ 調古の記録

務

菌番号 量出区
大きさ

石 質 分類

類 最大長媛大幅最大淳重量

種 自 土地出区
大きさ

石質 分類

類 最大長最大幅最大厚重量

匙石 11 ~I~ 
8層

10.5 4.1 1.41 43.9 泥 岩 b-4 匙石 301 ~B~6 
豆層

6.6 3.7 1.5 18.7 頁岩 b

箆状石器 21 ~1~ 9.4 4.0 1.8 76.3 頁 岩 A-1 
8局

箆 311 N!I~ 7.5 1.2 1.7 40 1/ A 3 
状 I層

持IJ 31 ~I~ 11.4 2.9 1.8 39.6 ノ/ C 
8層

石
321 ~D~7 5.8 3.4 1.2 18.5 B 2 器

1/ 

E層

器 41 ~I~ 8.5 2.9 1.7 31.6 " C 
8層

掻 331 ~E10 3.5 1.4 0.7 2.4 '1/ C 
I層

擦石 5 I 8119 11.9 6.1 5.6 520 苦ロロ百 341 ~E!O 3.7 ノ/ C 
I題

思主i主扇平 61 ~~:2! 16.0 9.2 3.4 455 " 確認面
351 L!E.4 11.8 4.6 2.9 124 /ノ C 

E層

石銭 7 1 ?!37 
埠土

2.2 1.7 0.5 1.4 頁岩 D 361 M~G~3 
立層

9.4 6.1 1.8 65.3 

2.1 i 0.5 1.9 ノf

IIJ 埋土

LN46 
37 -n層 9.7 5.8 2.2 108 11 d 

91 ?~37 2.5 2.1 0.5 2 ノ/

埋土
38 しK50 5.2 6.5 1.7 48.1 /ノ e 1 

II層

斉3
5 1.5 2.8 0.6 

理土
39I lV~G~1 5.5 4.8 1.7 24.7 // e 2 

立層

トー疋主一b一 11

8137 
3.9 1.0 .9 

箆状有面 12 
思土

9.2 62 " B 2 

MA56 
5.1 5.0 1.6 36.7 1/ e 3 

旦台旦首
li MHC層44 

ロ層
4.9 4.2 1.0 17.3 ノf

器削 13ST37791 1 6.71 2.9 115.7 " 

凹
埋81土37i1 |(117) 

6.2 
RQ2 

LN49 
6.5 6.3 2.8 87.8 11 

I-b 

たた石き 43 
MA56 

6.4 .6 .8 .9 
RQ5 

石 15S137 (112) 8.6 6.2 82:3 安山岩
RQ1 

残 44 
ME44 

7.7 6 81 76.2 !! 

I層

状草草半円

161 8137 10.2 10.8 .3 凝灰岩

171 8137 12.8 8.3 3.2 457 ノノ

1818~~7 13.7 11.4 4.8 820 安山岩
mJ欝

核 451 ~F~3 5.2 3.8 2.8 47.6 11 

1 -b 

燕尾1巴 461 L~!8 12.9 2.9 1.0 56 ノノ

E層

磨製石斧 471 L~2，O 8.4 5.9 2.8 安山岩
E層

荷IJ 191 ~~~O 
理土

5.9 4.2 1.7 35.9 頁 岩 C 石 481 ~S~ m層
8.7 7.8 2.4 142 凝灰岩 1 A 

器 201 ~~~O 7.1 5.7 2.9 59.2 1/ F 
埋土

錘 491 ~T4? 12.3 8.9 3.6 370 ノノ 1 B m b 

211 M~D~l 3.6 1.3 0.5 1.8 /ノ B 
石 日}霞

打製斧石 501 L:r~8 9.7 7.8 2.5 246 関緑岩
II}嘗

221 L~2，4 3.5 1.9 0.5 1.8 ノ/ 日
E層

線刻磯 51 LP54 9.3 7.7 2.0 154 凝灰岩
RQ16 

鍬
231 M~D~l 2.4 1.3 0.4 1.4 1/ 

E層
521 L~R2，4 13.1 10 2.3 302 11 IA 

E層

ME57 
4.21 一2寸61 0.81 7.5 

玉髄 E-b 
石 日麗

z円 u戸 LT56 9.01 4.61 1. 61 45.7 賢官 E-a 
RQ7 

iii' N~，E~7 [ 
126 江層

玉 髄 E b 

!27MB56 ，1.<1 
石 I RQ1 

1281 LQ55 I 2.6 

半 53 
LS37 

10.6 7.7 2.3 つt.. Lつ~O、J 11 1 A 
円

日層

状 54 面表採集 13.6 8.2 3.3 390 安山岩 1 A 

編

155 
LR48 

.ijL 
1 b 

13.6 8.7 2.9 425 凝灰岩 1 A 

n 
RQ71|163 製 156 9.2 3.0 532 11 

LN45 
石

~84: 1 14.3 早~ 157 8.9 3.8 589 /.1 1 s 
1 b 

29L1450 33 
lII-b 

L043 
E層

15.2 8.6 2.7 475 11 II 1 

一
第 1表 出土石器観察表

71 



斑 I~ ノ LLI 1追跡

種

重番号 宝地区
大きさ

石質 分類

類 最大長最大幅最大厚重量

種

富著 書里
大きさ

石質 分類

類 最大長最大幅最大厚重量

591 ~~~~ 
RQ24 

17.9 11 3.0 755 安山岩 Il 1 881 ~R4_S 
ill-b 

10.4 9.3 5.7 782 花商岩 A2 

LM48 
14.7 7.7 2.4 305 凝灰岩 Il2 60

1 R"Q22 
89 し1'56 14 6.1 5.4 649 11 

擦
RQ5 

611 L~O~3 14.3 8.3 乙ハ円l 380 N 盟 2
ロ層

90 恥1150 14 6.3 5.2 580 " 直属

三ド 621 ~N4~ 18.4 8.7 3.6 627 頁岩 亙 2
1 -b 

911 L~~~5 17.7 8.7 6.9 1250 // 

IlJ霞

631 M~G~3 15.5 5.8 2.8 323 凝灰岩 取 2
円 E層

641 L~O~l 15.4 6.9 3.0 337 11 ill2 
立!欝

921 ~F~5 17.5 8.2 7.8 1530 11 

日}霞
石

931 ~T5~ 
1 -b 

21.6 8.6 4.8 1110 |安山岩

状
651 ~?~~ 13.6 7.6 2.5 345 ill2 // 

RQ34 
941 L!_:3 15.6 8.2 4.6 663 砂岩

E層

続
661 ~S4? 

ill-b 
11.7 8.6 3.4 294 安山岩 ill2 951 :?~3~ 

RQ4 
32 26.4 7.4 6230 凝灰岩

671 L~.!8 14.5 7.8 2.5 356 11 IV1 

平
日層

681 L!.!6 15.0 9.6 3.0 525 凝灰岩 IV1 
頂層

961 :?~3~ 23.1 15.7 5.1 2700 安山岩

石
RQ3 

971 :?~3~ 25.1 21.2 9.8 5550 /1 

RQ5 

打 691 M~H~6 14.6 7.2 3.1 386 泥岩 IV1 
E層

98IS~~8 (14.5) (9.7) 4.4 423 砂岩
6層

701 ~~~~ 15.2 7.8 2.2 270 安山岩 IV1 
製 RQ36 

711 ~T5~ 15.4 9.4 2.7 351 凝灰岩 IV3 
1 -b 

991 ~F2.3 31.6 23.1 14.6 7790 凝灰岩
E層

血
LN45 

100 
PQ70 

26.3 22 4.9 3410 安山岩

ti 
721 ~C~7 

E層
13.5 8.0 3.5 420 11 V1 101 

LP43 
(14.8) 14.4 3.7 925 凝灰岩

E層

器 731 ~04: 16 11.6 3.7 851 /1 

引1 -b 

LR43 
8.3 413 74

1 RQ28 16.7 2.7 ノ/

(単位は、 cm及び、 g)

※分類は上ノ山 H遺跡の基準に従った

75 LM47 
RQ20 

14.9 7.8 2.8 363 安山岩 V2 

761 L!~4 
E層

13.5 8.1 2.6 310 凝灰岩 V3 

表面
77 採集 9.9 9.2 3.6 314 /1 1 A I 

78 LEQ層41 8.3 9.0 3.9 360 安山岩 1 A 

791 L!~4 15.1 6.8 4.5 461 /1 IlA 
E層

回 801 L!~4 10.9 7.9 4.0 363 /1 IlA 
E題

81llv~C~7 
H層

14.6 5.4 4.2 358 泥岩

821 ~C~7 
E層

10 8.4 4.6 423 凝灰岩 IlB 

83 
LR40 

10.6 8.6 5.1 610 花開岩 IlB 
E層

石 841 LP_:3 10.1 8，1 6.2 fi41 ノ/ Il C 1 

H層

85 
LQ10 

12.7 9.2 6.0 1150 凝灰岩 IlC 

86 
H層

14 10 3.6 620 1/ 

871 J;t~~~ 1 11.1 
.1..- LQ54 

7.7 1.9 484 流紋岩

第 2表 出土石器観察表
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打製石斧(1点)
1% 

鰻亥日韓日点)ー
石錘 (2点)1弘

2% 

蔽石

( 1点) 残核

1 % (2点) 撞器箆状丹形、石錐
、(2点) 石器 (3点)(3点)

2% 2% (4点(2 % 2% 
3% 

第 3表石器種類別の出土割合

第 2章調査の記録
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第 3章ま ム〕 め

今回の調査で検出した遺構は、縄文時代の竪穴住民跡4軒、土器埋設遺構 l基、士坑 25

焼土遺構 13基である O 出土造物は縄文時代前期@中期 e 晩期の土器とそれに伴う石器、弥生時

代の土器なとである。遺;構のおi告を見てみると、部!E上遺構以外は台地の縁辺部それに近し

にあり、特にフラスコ状土坑はその傾向が強い。焼土遺構は南側に多く分布しており、その周

辺に遺構は少なし iO 中央部は開聞による削平が著しく、遺構の有無を確認することは国難で

あった。出土遺物からは、縄文時代前期から中期にかけて構築された遺構であることが判明し

たが、前期の遺構が縁辺部か斜面肩部に占地する傾向が比較的強いことがうかがえる。中央部

寄りに位置する、小規模なrYjf;の土坑 CSK24 --26 G 35 • 36)は比較的良好に残っていた。

このうち、 SK24以外は配石をもつもので、出土遺物がなく特定できないが、その形態から縄

文時代後 e 晩期のものと思われる口さらに、遺構外から晩期の土器が出土していることを考え

合わせると、その時期に構築された可能性が強い。

検出した竪穴住居跡のうち縄文時代のものは 4軒あり、炉をもつものが 2軒であるoS134は

炉のみの確認で全体の形状は不明であるが、石をほぼ円形に並べ、その中に土器を斜めに埋設

したものであるo S137は2時期の重擾であるが、このうち S137 Aは、石を略方形に並べ、そ

の中に土器を斜めに埋設したものである。このように石囲炉中に土器を斜めに用いる例はこれ

まで県内ではないが、大岱 I遺跡の S103とやや類似性がある。大岱 I遺跡の炉は、円形石組炉

で、炉石の間に粗製深鉢形土器の口縁を、二重に炉の内側に向けて横位に置いたもので、縄文

時代後期初頭に属するO 県外では岩手県の湯沢遺跡に共通性が見られる。湯沢遺跡の炉は、「石

組形斜位土器埋設炉……円形の石組の一端に土器を斜めに埋設したものjで、縄文時代中期末

葉の大木 10式期に比定され、本遺跡の時期と同じである。また、 S137 Bの炉は、石四部の外に

掘り込みをもつもので、「前庭部付石組炉」と呼ばれるものであるo S137は前記のように 2時

期の重複があり、「石組形斜位土器埋設炉jから「前庭部付石組炉」へと変遷したことが判明し

たが、いずれも類例が少なく、資料の増加を待って検討したい。

註 l 秋田県教育委員会 Ir東北縦貫自動車道発掘調査報告書 XJ 1984 (昭和 59年)

註2 岩手県埋蔵文化財センター 『都南村湯沢遺跡J 1978 (昭和 53年)

註 3 目黒吉明 「住屈の炉J r縄文文化の研究 8J 雄山惜J 1982 CHRf口57年)

註4 註3文献と同じ
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遺跡遠景 (穣jt} ~t) 



調査後 (商静北)

北東部調査後(北西'衛策)
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東端部調査状況 (南 .，~と)
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竪穴住居跡(南東静北西)SI 19 

竪穴住居跡(北東 þo~明笛i)日I19 
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完鋸状況(北東怪南西)SI 11 
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害警燭状況 {商業'北西)81 37 



81 37 土層断面 (北.，陣)

81 37 Aの炉{西'東)
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検出状況 (~tJl!:酔南西}34 SI 
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立割け状況(北東静南西)34 SJ 
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検出状況 (JH西)SR33 

埋設状況 {東b西)SR33 
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南端部遺構検出状況(商~ ~t) 
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土層断面(北東炉南西)SM20 SKF22 
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造様外出土石鍔 (1) 
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遺禍外出土石器(3)
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IV 舘野遺跡

( 7 TN.. NO.38) 

所 在 地 秋田県仙北郡協和町中淀川字千着舘野 184他

調 査期間 昭和 61年 9月 12日"-'12月9日

調 査面積 4，900 ni 



IV 館野追跡
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96 第 1図 遺跡周辺の地形と調査区



第 l章調査の概要

第 1章調査の概要

第 l節遺跡の概観

舘野遺跡は、奥羽本線羽後境駅から南西 3.8kmの地点に位置する。遺跡は雄物川の支流淀川

の右岸に発達して南東へ舌状に張り出した河岸段丘上に立地している。遺跡の標高は 46m前

後で、調査地区を除いたその大半は杉林である。また、遺跡西側の沢呂をはさんで隣接する南

西側の台地上には、上ノ山 I遺跡(遺跡No.29)が所在し、向台地より一段高い西側の台地上に

は、上ノ山H遺跡(遺跡No.30)が所在してし喝。調査地区の現況は、調査区外南側の慕所に通

じる農道が南北に走っており、この農道を墳に東側が杉林と水田、西側が休耕田(牧草地)と

なっているO 調査地区の標高は 46m前後の平坦地で、 MDライン付近から西側の沢にかけて

は緩く傾斜している O

なお、調査区全域は、過去に行なわれた水田造成の擦に遺講確認面である第lV層面まで擾乱

を受けており、遺存状態の良好な遺構は少なかった。また、 LGライン付近から MDライン付

近にかけては第E層を欠如する笛所が多く、ほとんど遺物も出土しなかった。調査区全体で土

は以下の通り分けられた。

第 I層は 13'"""-'40 cmの層厚をもっ表土(耕作土)であり、農道東側は黒色、農道西側は暗褐

る。

第百)語は 3，..._， 38 cmの層厚をもっ黒褐色士である。縄文土器片、石器を含んでいるが、水田造

成時に擾乱を受けたものと推定されるO

第班層は 6'"""-'14 cmの層厚をもっ褐色粘質土である。第日7層漸移層で縄文土器片などを若干

含んでいるO

第百層は明黄褐色粘質士でソト砂磯を含んでいる。上面で縄文時代の遺構が確認できる。

第 2節調査の経過

4月30口，..._， 5月 15日まで範囲確認調査を実施した。その結果、高速道路建設予定地内の発

掘対象区域は、水田造成などによって第W層まで撹乱を受けていることが判明した。これを基

に6月下旬、バックホーで第 1J語表土除去と抜根を行い、その後グリッド杭を打設した。

館野遺跡の発掘調査は、昭和 61年 9月 12日から 12月9日まで実施した。
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IV 館野遺跡、

9月12日、発掘機材の搬入と調査区の草刈り作業を行った。翌日目、農道西側から粗描

りと遺構確認精査を開始し、土坑1基 (SK01)を検出した。 24日、土坑2基 (SK02 9 03)、

翌 25日は、土坑 14基 (SK04，...._， 17)を検出した。また縄文土器と石器などが少量出土した0

29日、農道西側調査区の調査と平行して、同東側調査区の粗掘りと遺構確認精査を開始し

た。 30臼、土坑2基 (SK18 • 19)を検出した。 10月 1日から検出された遺構の調査を始めた。

6日、土坑 2墓 (SK20 • 21)、 7日にも土坑 2基 (SK22争 23)を検出した。 15日は士坑4

(SK 24 "'-' 26 e 28)、竪穴住居跡 l軒 (SI27)、掘立柱建物跡 l棟 (SB29)を検出した。 25

日、ほぼ粗掘りを終了。この後 11月7日までに土坑 16基 (SK30 e 33，...._， 47)、焔し穴状遺構

(SKT 31)、焼土遺構 1基 (SN32)を検出したが、遺物の出土量は少ない。 13日、 SK06 • 

34 e 41 • 42は現代の境乱や木の根跡であることが判明したため欠番とした。また 17Bには、

SK 08 0 10 • 11 • 14 0 16・17は向ーの竪穴住居跡、に伴う柱穴であり、 SK09 • 12は、こ

の竪穴住居跡の地床炉であることが判明したため、 SI08として他の遺構は欠番とした。 28目、

SI27と重複関係にある土坑 1基 (SK48)、掘立柱建物跡 l棟 (SB49)を検出。同目、遺構確

認精査と SB49を除く各遺構の調査を終了した。 12月8目、全遺横の実測と写真J最影および発

掘後の調査区全景の写真撮影を終えた。 9日、発掘器材を撤収し、舘野遺跡の発掘調査を

終了したむ
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第 2章調査の記録

第 2章調査の記録

第 1節検出遺構と遺物

本調査では、縄文時代の竪穴住居跡 2軒、土坑31基、焔し穴状遺構 1基、焼土遺構 1基、

その他時期不明の掘立柱建物跡 2棟の計37遺構が検出されたが、第 1章の第 1節でも記し

た通り調資区全域が水田造成の際に、遺構確認面である第N層明黄褐色粘質土面まで撹乱

されており、遺存状態の良好な遺構はほとんどなかった。遺物は縄文時代前期・中期ー晩

期の土器片と石器が出土したが、その出土量は遺構内外合わせてコンテナ(大) 4箱であ

った。また37遺構のうち遺物が出土したのは 9遺構と少なかった。

l 竪穴住居跡

8108 (第 2• 3図、図版 3) 

MD 45 ---47、ME46 号 47、lVIF46 .. 47グリッドにかけて確認され、 SK13 • 15と重複し

ているoSK 13は本竪穴住居跡の床面を掘り込んで構築されており、本竪穴住居跡、より新しし )0

SK 15はPit4の確認面と同レベルで確認されたが、新!日関係を決定できる遺物も出土しな

かったため本竪穴住居跡との新旧関係は不明であるO 本竪穴住居跡の平面形は、検出された 8

個の柱穴の位置関係から長惰円形を呈するものと推察されるO またその規模は推定で、長軸

(北西-南東)7.96 m、短軸(北東一南西)3.88 m、床面積 25rrfである。壁は水田造成によって

削平されており、明確に把握することができなかった。床面はほぼ平坦で竪くしまっているO

住居壁に沿うと思われる各柱穴の平面形はほぼ円形を呈しており、Pit1は径0.75m'深さ0.9m、

Pit 2は径 0.6m .深さ 0.67m、Pit3は径 0.56m .深さ 0.82m、Pit4は径 0.69m e 深さ 0.6

m、Pit5は径:0.47 m . i菜さ 1m、Pit6は?宅 0.68m . i架;さ 0.93m、Pit7は{主 0.54m . i菜さ 0.79

m、Pit8は径 0.38m .深さ 0.6mを担IJる。炉は地床炉が 2基あり、それぞれ床面中央部を境と

して、北西側と南東但IJに位置している。北西側の A地床炉の平面形は楕円形を呈し、長軸(北

1.5 m、短軸(北東南西)0.9 mを測り、 0.02m ほど凹んでいる。南東側の B地床

炉の平面形も楕円形を呈しており、長軸(北東南西)1.14 m、短軸(北西南東)0.94 mを

?~IJ り、 0.04 ~ 0.07 m ほど凹んでいる。

遺物は Pit6から北西へ 0.5mの床面で縄文土器片、 Pit2の覆土上層部から石器が出土した

(第 4図 1.2)01は深鉢形土器の体部下端から底部の破片で、底径約 8.5cmを測る。 2は安LlI
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岩を石材とした半円状扇平打製石器である。平坦

で誼線的な側縁を打ち欠き、その側面には長さ

13.2cm 、 l幅0.5~ 1. 2cmほど擦痕が認められる o

8127 (第 29 5図、図版 3)

KS 44 • 45、KT45グ 1)ッドにかけて確認され

た。 SK48と重複関係にあり、本竪穴住居跡が新

しいzコ大部分は調査区外西側にかかっているた

め、全容を把握することができなかったが、円形

もしくは楕円形を平ーするものと准察される。検出

部分のみ長軸は(北西一南東)5.64 m、短軸は(北

1.64mを測る。 覆土は 8J霞に分けら

れ、全体的にしまりがな ~ìO 壁は緩やかに立ち

第 2章調査の記録

仁三三三ヲ
つι， 

10倒

がっており、確認面からの深さは 0.2~ 0.46 mを 第 4図 SI08出土遺物

担IJる。床面は軟らかくほぼ平坦であるが、南東側は一段高くなっている G 検出された柱穴は 3

個で、平面形はほぼ円形を呈しており、 Pit1は径 0.23m .深さ 0.26m、Pit2は径 0.25m e深

さ0.21m、Pit3は径 0.21m e 深さ 0.16m を測る。壁溝は検出されなかった。

遺物は主に 1~ 2 • 8層から縄文土器の破片少量と石器 2点が出土したが、うち土器は磨滅

したものが多い(第 6図 1--18) 0 1は指頭押圧文が施文された l条の陸幕がめぐり、体部には

白状撚糸文が施されている。 2e 4 • 5 はRL縄文を地文として、口縁部には粘土紐貼付に

よる隆帯が施されている。 3は口縁部に渦巻状の降帯が 2段あり、体部上端には RL縄文を地

文として、粘土紐貼付による細い降帯が 2条平行にめぐらされている 0 6-7-8はLR縄文

を地文として、 2条の平行沈線が、 9 • 10はLR縄文が施されている。 11はLR縄文を地文と

して、縦方向に l条の沈線が施されている。 12 • 13 • 14は同一個体である。撚糸文を地文と

して、 2条の平行沈線をめぐらいそれに連繋しで沈線が垂下する。 15の口縁部は無文部を隆

帯で横長に区画し、 LR縄文の施される体部とは 3条の沈線で画されるo 16はLR縄文が施さ

れている。

石器 17 • 18は一層中から出土した。 17は頁岩を石材としたスクレイパーであるO 刃部は弧

状で、断面形はほぼ三角形を呈している。片面には加工が施されているが、背面はあまり加工

されておらず主要剥離面を残しているo 18は安山岩を石材とした凹七である。片面の中央部が

1笛所胆|んでいる。また凹をもっ面の背面から火熱を受けており、ほほ全体が赤変している。
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IV 館野遺跡

2 土坑

SK01 (第 2・7図、図版 4) 

LQ46、LR46・47グリッドにかけて確認された。平面形は不整楕円形を景し、長軸(北西

2.58m、短軸(北東一南西)0.98 m、確認、面からの深さ 0.54mであるO 誌面は南東側

から北西側へ傾斜しており、壁は急傾斜で立ち上がっている O 遺物は出土しなかった。

SK02 (第 2・7図、図版 4) 

ME47グリッドの東側で確認された。平面形はほぼ楕円形を呈し、長軸(北西一南東) 1.26 

m、短軸(北東 南西)0.78 m、確認面からの深さ 0.2mである。底面はほぼ平坦であり、

垂直に近く立ち上がっているG 覆土中には拳大の磯 2侶と大きさが 0.22m前後ある扇平な襟

1倍が含まれているO 遺物は、北東i璃i麗中から同一個体の縄文士器がー訴して出土した

13図 1)01は口縁部がやや外反し、体部中央でわず‘かに膨らみをもっ深鉢形土器である O 口縁

部と休部には縄文が施され、両部の境には原体の先端部の側面圧痕文が施された 1条の臨帯が

めぐらされている。

SK03 (第 2.. 7図)

MD47グリッド中央部の南西寄りで確認された。一平面形は嬉円形を呈し、長軌(北西-南東)

1.羽田、短軸(北東一南西)1.2 m、確認面からの深さ 0.2mであるG 底面はわずかに丸みを帯び

て北東側から南西側へ傾斜しており、壁は急傾斜で立ち上がっている。遺物は出土しなかったo

SK04 (第 29 8図、図版 4)

ME48、MF48グリッドにかけて確認された。平面形は楕円形を呈し、長軸(北東一南向)

1.0 m、短軸(北西一南東)0.8 m、確認、面からの深さ 0.23mである。底面はほぼ平坦で、あり、

壌は急傾斜で立ち上がっている。遺物は出土しなかった。

SK05 (第 2• 8図、図版 4)

ME48、MF48グリッドにかけて確認された。平面形はほぼ楕円形を呈し、長軸(北東一南

西)2.39 m、短軸(北西南東)1.52 m、確認、面からの深さ 0.21mである tこI 底面は北東側から

南西側へ緩く傾斜しており、中央部の南西寄りに径 0.33m、底面からの深さ 0.28mのピット

をもっている。壁は南西側が緩額斜で、北西§北東 e 南東(ftiJは急傾斜で、立ち上がっている。

物は出土しなかった。

SK07 (第 2$ 8図)

ME47グリッド中央部の西寄りで確認された。平面形は楕円形を呈し、長軸(北東一南西)

0.82m、短軸(北西-南東)0.64 mである。底面は南西側の長軸 0.3m、短軸 0.23mの凹みに

向かつて傾斜しているO 確認、聞からの深さは、南西側の回み最深部で 0.41m、中央部で 0.2m、

最も浅い東側で 0.13mを測る。援は南西側が急傾斜で、北東側は緩やかに立ち上がってし喝。
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第 2章調査の記録

⑭ 
SK01 

A (/ 一寸-一一~-~ ¥ ¥  ¥ B 
1 黒褐色土 (7.5YR70
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3 黒褐色土 (iOYR.%)

4. am掲色土(lOYR}4')

A 一一一 日:46.00m 8 5 褐色土 (10YR%)

6 明糞褐色士(lOYR%)

7.黒掲色土 (10YRYa'l

8 褐色土(lOYRY4)

§ 時議色二七(lOYR，%)

10.黒色土 (7.5YR7()

11.資褐色土 (10YR%)

S瓦02

8 

A 一一一 B 

A H : 45.90m 一一 B
A一一一 日:46.00m -- B 

4.掲色土(lOYRY!i)

5.'褐色土ブロック (10YRYs)
1 黒褐色土 (10YRYz)
2.黒褐色土 (10YR.%)

3. a音褐色土 (10YR，%)
1 .陪褐色土 (lOYR}4')

6.木の根による撹苦L
2.補色土 (10YRY4)と明糞褐色土 (10YR%) の混合土

3. 陪謁色土 (lOYR7~-) 0 1m 

第 7図 SKOl・02・03土坑

造物は出土しなかった0

SK13 (第 2e 8図、図版 5) 

MD46グリッド南西隅で確認された。平面形はほぼ楕円形を呈し、長軸(北東一南西) 0.8 

m、短軸(北西一南東)0.55 mである。底部は西側から中央部のやや東寄りへ緩く傾斜し、こ

こで 0.02m ほど高くなって東壁下に至っているO 確認面からの深さは中央部の東寄り最深部

で 0.14m、わずか 1東側で 0.12m を測る。援は緩やかに立ち上がっている。覆土上層部に

は0.12，..._， 0.14 m の細長い磯 3個と径 0.15，..._， 0.3 m の扇平な磯 4個が含まれている。遺物は北

西部の覆土上層部から、結晶片岩を石材とした刻線機(第 13図2)が出土した。
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第 2章調査の記録

SK15 (第 2• 8図、図版 5) 

MD46グリッド中央部の南寄りで確認された。平面形はほぼ楕円形を呈し、長姑(北東一南

西)0.89 m、短軸 (Jヒ西一南東)0.72 m、確認面からの深さ 0.34mである。底面は若干凹凸が

あり、壁はほほご雫-直に立ち上がっているO 覆土下部層と底面には 0.11"'-' 0.19 mの細長い磯 5

倒と事大の磯 2f[討が含まれている。 J毒物は出土しなかった。

SK18 (第 2 • 9図、図版 5) 

ME43グリッドの北西隅部で確認されたc 本土坑は覆土の堆積状況や断面形からフラスコ状

土坑と考えられる。平荷形はほぼ円形を呈し、上面i茎約1.19m、底面徒約1.17mで、上市より

19 crn下部は径1.05m と狭くなっており、確認面からの深さは 0.56mであるO 底面は平坦で、あ

り、壁は北但Ijがオーバーハングし、南側は急傾斜で立ち上がっている。 遺物は縄文土器細片が

したが、図示できなかっ

SIく19 (第 2 e 9図)

lVID 43、lVIE43グリッドにかけて確認された。平面:形はほぼ楕円形を呈し、長軸(北東一南

西)1.44111、短軸(北西-南東)1.31 m、確認、面からの深さ 0.16mである。底面は砂磯が多く

露出しており若干凹凸がある円壁は緩やかに立ち上がっている。遺物は縄文土器細片が若干出

したが、図示できなかった。

SK20 (第 2 9図)

MD 45 e 46グリッドにかけて確認された。平面形は椿円形を呈し、長軸(北東一南西)0.96 

m、短軸(北西-南東)0.57 m、確認面からの深さ 0.21mである。底面はほぼ平坦であり、壁

は急傾斜で立ち上がっている。 遺物は出土しなかった。

SK21 (第 2• 9図、図版 6) 

MC45グリッド北側中央部の西寄りで確認された。平面形はほぼ楕円形を呈し、長軸(北東

南西)0.70 m、短軸(北西-南東)0.57 m、確認面からの深さ 0.32mであるO 底面は丸底ぎ

みであり、壁は緩やかに立ち上がっている。 は長さ 0.23m & I幅0.12mほどの擦が

l個含まれているO 遺物は出土しなかったo

SK22 (第 2e 9図)

MC47グリッドの北西隅部で確認された。平一面1f;はほぼ楕円形を呈し、長軸(北西一南東)0.56

m、煙車出(北東一南西)0.48 m、確認面からの深さ 0.18mである。底面は丸みを帯びており、

壁は北東側が緩傾斜で、南西側は急傾斜で立ち上がっているO 遺物は出土しなかった。

SK23 (第 2• 9図)

MC48グリッドの南西隅部で確認された。平面形はほぼ楕円形を呈し、長軸(東西)0.67 m、

短軸(南北)0.56 m、確認、面からの深さ 0.17mであるO 底部はほぼ平坦で、東側から西側へ傾
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第 2章 据至宝の記録

斜しており、壁は急傾斜で立ち上がっている。造物は出土しなかった。

SK24 (第 2・9図)

lVID 42 • 43グリッドにかけて確認された。平面形は楕円形を呈し、長軸(南北)1.03 m、短

軸(東西)0.53 m、確認面からの深さ 0.24mであるO 底面は北側から南側へ傾斜しており、

は緩やかに立ち上がっている。遺物は出土しなかった。

SK25 (第 2 色 10図)

lVIC 49グリッド中央部の北東寄りで確認された。平面形はほぼ円形を呈し、上面径約1.04

田、底面径約 0.55m、確認面からの深さ 0.24mである O 底面は平坦であり、壁は緩やかに立ち

上がっているO 遺物は出土しなかった。

SK26 (第 2 • 10図)

KS 44グリッド中央部の南東寄りで確認された。本土坑の西側は調査区外にかかっているた

め、全容を把握することができなかったが、その半出

出部の長軸(北西一南東)1.14 m、短軸 (αj北ヒ東一南西)1.1ロ2mで、確認認、面からのj深栗さ lはま 0.2怨8m

でで、ある O 底面はほぼ平坦であり、壁は急傾斜で立ち上がっている。遺物は出土しなかった。

SK28 (第 2 • 10図)

LF 58、LG58グリッドにかけて確認された。平面形は楕円形を呈し、長軸(北西-南東)1.32 

m、短軸(北東一南西)1.04 m、確認面からの深さ 0.35mである。底面はほぼ平坦であり、壁

は急傾斜で立ち上がっているG 遺物は出土しなかった。

SK30 (第 2 • 10図)

LE57・58グリッドにかけて確認された。平面形は楕円形を呈し、長軸(東西) 0.99m、

短軸(南北)0.81m、確認面からの深さ0.09mである。底面はほぼ平坦であり、壁は緩やか

に立ち上がっている。遺物は出土しなかった。

SK33 (第 2 • 10図、図版 6)

LB48 • 49グリッドにかけて確認された。平面形はほぼ楕円形を呈し、長紬(北西-南東)

0.93m、短軸(北東一南西)0.53mで、ある。底面は中央部を境に北側が高く南側が一段低くなっ

ており、 とも丸みを帯びている。確認、面からの深さは北側で0.6m、南側で0.7mを測る。壁

は急傾斜で立ち上がっている。覆土上層部には拳大とO.13m前後の細長い磯 7昭、大きさが O.3m前後の

際2個、上面からO.51m下部には大きさO.15mlまどの燥が含まれているO 遺物は出土しなかった。

SK35 (第 2・11図)

LD48グリッド南東隅部で確認された。平面形は楕円形を呈し、長軸(南北)0.8m、鎧軸(東

西)0.52 m、確認面からの深さ 0.12mであるO 底面は北側から南側へ傾斜しており、壁は緩や

かに立ち上がっている。遺物は出土しなかった。
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SK25 

一一-B 

A…一一 H : 46.10m--B 

(lOYR)i) 4.糞褐色土(lOYR%)

2.褐色土 (lOYR.%) 5.明黄楊色土(10YR.%)

3.黄褐色土 (lOYRYs)

SK28 

A一一一 一一-B

A一一 H:45.50m一一 B

1 .暗褐色土 (10YRJ{) 4.黒褐色土 (10YR，%)

2.黒褐色土 (10YR%)

3.暗褐色土 (10YR%，)

SK30 

A一一一 一一-B

A一一一 日:45.6Om 一一 B

1 .暗褐色土 (10YR%，) 2.黄褐色土 (10YR.%)

SK26 

事
A 一一-B

A一一一 日:45.80m 一一一-B 

1 .黒色土 (10YRfr{) 4.褐色土 (10YRYs)
2.黒褐色土 (10YR%) 5.木の根による撹乱

3.陪褐色土(lOYR%，)

一一-B

A一一一 日:46.20m一一一-B 

。 1m 

第10図 SK25・26・28・30・33土坑
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SK36 (第 2・11図)

LF 51、LG51グリッドにかけて確認された。平面形はほぼ楕円形を呈し、長軸(東西)1.34 

m、短軸(南北)1.09 mである。鹿面は西側から中央部の東寄りの最深部へ向かつて緩やかに

傾斜し、ここで 0.1m ほど高くなって東壁下に至っているO 確認面からの深さは西側で 0.16

m、中央部の東寄り最深部で 0.37m、一段高い東側で 0.23mを測るO 壁はほぼ垂直に立ち上

がっている。遺物は出土しなかった。

SK37 (第 2• 11図、図版 6)

LS 44グリッド東側中央部で確認された。平面形は楕円形を呈し、長軸(北東一南西)0.73 

m、短軸(北西南東)0.46 m、確認、面からの深さ 0.47mである。底面は北側から南側に向かつ

て緩く傾斜しており、墜はほぼ垂直に立ち上がっているO 遺物は縄文土器片が若干出土した

13図 3e 4)0 3はRLの原体による側面圧痕文、 4は木白状撚糸文が施されているO

SK39 (第 2e 11 図)

LF 51グリッド中央部のやや西寄りで確認された。平面形はほぼ円形を呈し、上面径約 0.78

m、底面径約 0.67m、確認面からの深さ 0.14mである。底面はほぼ平坦であり、壁は緩やかに

立ち上がっているO 遺物は出土しなかった。

SK40 (第 2 • 11図)

LC49グリッド南東側で確認された。平面形は楕円形を呈し、長軸(北東 南西)1.07 m、短

軸(北西南東)0.78 mで、確認面からの深さは 0.06rnと浅い。底面は平坦であり、壁は緩や

かに立ち上がっている。 遺物は出十ーしなかった。

SK43 (第 2• 11図)

LA 48グリッド中央部の北東寄りで確認された。平面形はほぼ円形を呈し、上面径約1.56

m、底面径約1.38m、確認面からの深さ 0.11mであるO 底面はほぼ平坦であり、援は緩やかに

立ち上がっているO 遺物は出土しなかった。

SK44 (第 2e 12図、図版 7)

LA48グリッドの西側で確認された。平面形は楕円形を呈し、長軸(北東一南西)0.86 m、短

軸(北r:i-南東)0.64 mである。底由は中央部を境に東側が高く西側が一段低くなっているが、

両面ともとド坦である。擁認|由Aからの深さは東側で 0.33m、西側で 0.41mを測る。壁はほぼ垂直

に立ち上がっているO 遺物は出土しなかった。

SK45 (第 2 • 12図)

KJ 58 • 59グリッドにかけて確認された。平面形はほぼ円形を呈し、上面径約 0.78m、底面

径約 0.68m、確認面からの深さ 0.22mである。底面は平坦であり、壌はほぼ垂直に立ち上がっ

ている。遺物は出土しなかった。
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時ト
8一一一 日:46.10m--A 

1 .階潟色土(lOYR%) 2.黄鴇色一i二 (10YRYa)

A-- H: 46.10m--B 

SK40 

A一一一 日:46.10m一一-8

1 .黒褐色土 (10YR%) 2.黄褐色土(lOYRYa)

SK36 

一一-8

A H : 45. 90m -~-B 

1 .黒褐色土C10YRYzJ 3. Jt告褐色土 (10YR74')

2.黒掲色土 (10YR3i) 4.黄鴇色土 (lOYRYa)

SK39 

A一一一 一一-B

A-- H: 45.90m一一-B

1 .黒褐色土(lOYR%) と黄褐色上 (lOYR;ii)の混合二七

SK43 

一一一B

A H:46.10m一一-8

1 .黒褐色土 (10YRYz)

。 1m 
第11図 SK35・36・37・39・40'"43土坑
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SK44 

A一一一 一-B
一一-B

A一一一 日:46. 10m --B  

A一一一 日:45.50m一一-B

1.褐色二1::(lOYR}4') 4.褐色土(lOYRYs)
2.糞黒褐色土 (10YR%) 5.務責褐色土(lOYR，%l

3.陪褐色土 (10YR，%')

1 .にぶL 、黄褐色土 (lOYR~) 4.陪褐色土 (lOYR，%')

2.にぶい糞褐色土(luYR%) 5.賞褐色土 (10YR%)

3.灰黄褐色土 (lOYRjf)

SK46 

A一一一 一-B

A一一一 日:46. 10m --B 
A一一一 日:45.60 m一一一句B

1 .塁褐色土 (lOYR~) 2.賛褐色土(lOYR%)

1 .黒褐色土 (lOYR.%) 3. にぶい黄褐色土 (lOYR~)

2.にふ;¥，、黄褐色土 (10YR，%)
nu--‘ー

m
 

噌

iz--』

第12図 SK44・45・46・47土坑

SK46 (第 2G 12図)

LH57グリッド中央部で確認された。平面形は不整楕円形を呈し、長紬(北東一南西) 1.28 

m、短軸(北西-南東)1.08 mであるO 底面は出凸しており、中央部のやや南西寄りが最も深

く凹んでいる。確認面からの深さは北東側で 0.2m、 中央部のやや南西寄り凹最深部で0.26

m、南西側で 0.17m を測るO 援は緩やかに立ち上がっているO 遺物は縄文土器片が若干出土し

た(第13図5・6)0 5・6は同一個体である。器面にはLR縄文が施されている。

SK47 (第 2• 12図、図版 7) 

LC48グリッドで確認された。平面形はほぼ円形を呈し、上面径約 0.69m、底面径約 0.55m、

確認面からの深さ 0.18mである。底面はほぼ平坦であり、壁はほぼ垂直に立ち上がっているO

覆土中には 0.18_， 0.23 mの細長い磯 5偲が含まれているO 遺物は縄文土器片が若干出土した

(第 13図7e 8)0 7 e 8はLR縄文を地文として、先端が渦巻状の沈線文が施されている。
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第 2章調査の記録

SKT31 
口

口

A 一一一

A 
にJ にJ

H: 45.50m --B 

。
第14図 SKT31路し穴状遺構

3 焔し穴状遺構

SKT31 (第 2D 14図、図版 7) ~ 

LJ 57 e 58グリッドにかけて確認された。平面形は溝状を呈¥必需/

し、上面の長軸(北西一南東) 3.3 m、短軸(北東一南西) A 

0.45m、底面の長軸(北西-南東) 3.19m、短軸(北東一南

西) 0.09m 、確認面からの深さは0.76~0.86mで、ある。底面は

ほぼ平坦であり、壁は北・南側がややオーバーハングぎみで、

東・西側は急傾斜で、立ち上がっている。遺物は出土しなかった。 A一一

4 焼土遺構
A一一一

SN32 (第 2e 15図)

1 .黒色土 (10YRl.7/1) 

2.踏褐色土 (10YR%)

3.黒褐色二上 (lOYR，%')

4.にふ;l、葉褐色土 (lOYR%)

5.にふ入、糞褐色土 (10YR%)

6.にふ'い黄褐色土(lQYR]1)

7.黒褐色土 (10YRYz)

1m 

SN32 

一一-B

H : 46. 20m一一- B 

LE49グリッド中央部より北側で確認された。平面形は不整

な楕円形を呈し、長軸(東西)0.89皿、短軸(南北)0.71 m、確

認面からの深さは 0.08mである。底面は平坦で‘あり、壁は緩や

かに立ち上がっている。 この浅い出に含まれた焼土の広がり

は、長軸(東西)0.76 m、短軸(南北)0.65 m、確認聞からの!享

さは 0.02'"'-'0.06 mであった。遺物は出土しなかった。

1 .赤穂色土 (5YR;Ys') -焼土

2.結集褐色土 .(7.5YR;Y:i)

1m 

第15図 SN32焼土遺構
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掘立柱建物跡

W 

一:::>

一一コ

-B  

ο φ一一一

l 事

。

(第 2・16図)

6 

SB29 
行一一山06.SV:H 

LI49" LJ 48・49グリッドにかけて確認〕

l間×梁行(北された。桁行(北東南西)

口一一1間の掘立柱建物跡である。柱問百一南東)

寸法は桁行が 2.99m、梁行がZ.42mであり、

柱穴は直径 0.4"-' 0.57 mでほぼ円形を呈し、

覆土は上層部深さは 0.25，.._.0.41 m である。

が黒掲色土で、下層部が黄褐色土粒子を含む

暗褐色土である。柱痕跡、仕認められず、遺物

。一一
の出土もなかった。

(第 2. 17図)SB49 

A 
LI50・51グリッドにかけて確認された。

H :45. 90m一一一B

桁行(北東一南西) 1間×梁行(北西-南東)

1間の掘立柱建物跡である。柱間寸法は桁行 A一

が 2.34m、梁行が1.9rnで、あり、柱穴の直径

深さはは0.29，....__0.35 mでほぼ円形を皇し、
o 1m S昌29掘立柱建物跡第16図0.3'""'-' 0.37 mであるO 覆土は上層部が黒褐色

コ

コ

間

AMYl--

SB49 
や

土で、下層部が暗褐色土である。柱痕跡は認

G 

4個の深いピットが方形に口

配置されていることから掘立柱建物跡としたが、 71<

められず遺物の出土もなかった。

上記 SB29 • 49は、

国造成の際に上部を削平されて本来の形を失ってお

骨
り、遺物の出土もなく、その内容は明療でないため

竪穴住居跡の主柱穴であった可能性も考えられる遺

構であるO

一-B 

Pit2 
H:45.80m- B Pitl 

A 一一

A-

一
寸一掘n可一

v

A
U寸B

 
S
 

第17図
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第 2節遺構外の出土遺物

遺構外の造物は主に、調査区の南東部と MDライン以西の第E層黒褐色土中から出土したも

ので、その出土量はコンテナで 3箱ほどである。

器

出土した土器は破片で、磨滅したものが多く、図示可能な資料は少なかった。

縄文時代前期の土器 (第18図 1~29) 

1は口唇部に LRの原体による側面圧痕丈、体部には LRとRLの結束現状縄文が施さ

れている。 2はL撚糸文が、 3 は RL縄文が施されている。 4~6 は向一個体である。器

面にはR撚糸文が施されている。 7 ・8は同一個体である。口縁上端には LR縄文、その

下部には LとRを結束して 1本の原体とした側面圧痕文が施されている。 9・14は竹管状

によって斜めに刻みが施された 1条の隆帯がめぐり、 C1縁部には RLRの原体による

側面圧痕文が施されている。 10は指頭押圧文が施された 1条の隆帝がめぐり、その下面に

はLとRの撚糸丈が施文されている。 11は刻みが施された 1条の隆帝がめぐり、その上下

面には LRの原体による側面圧痕文が施されている。 12はL原体による網目状撚糸丈が施

されている。 13・15はLRの原体による側面圧痕文が施されている。 16はL撚糸文が施さ

れている。 17は沼状縄文が施されている。 18は RL の結節縄文が施されている。 19~23は

木白状撚糸文が施されている。 24はRLの原体による側面圧痕文、鋸歯状の沈線文が 2条

施されている。 25は平行沈線文が 3条、鋸歯状の沈線文が 1条施されている。 26は口縁部

上端に鋸歯状の沈線文と刺突文、その下にRLの原体による側面圧痕文が施されている。

27は口縁部上端に幾何学状の沈線文と刺突文、その下には 2条の平行沈線文が施されてい

る口 28は口唇部に斜めの刻み、その下には 3条の平行沈線文が施されている。 29は口唇部

に太い刻み、その下には 1条の沈線丈が施されている。

縄文時代中期の土器 (第 191~130~43 ・第 20凶50~56)

30は外反する口縁部に波状の太い隆帝がめぐる。体部には RL縄文が施されている。 31

は内湾する口縁部で RLの縄文帯を狭んで上下に隆帯がある。 33は指頭押圧と RLの原体

による側面庄痕文が施されている。 34は渦巻文が施されている。 35は波状口縁部の頂部か

ら垂下する峰帯をもち、隆帝上には RL の原体による側面圧痕丈が施されている。 36~38

は縄文を地文として、沈線が施されている。 39は口縁部に指頭押圧文、体部には LR縄文

が施されている。 40~43は粗製深鉢形土器の体部の破片で、器面には縄文が施されているD
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W 館野j遺跡

50・51は深鉢形土器の体部半ばから底部の破片である。 50は体部に LR縄文、 51はLR縄

文を地文として垂下沈線が施されている。 52は口縁部に波頂部をもっ深鉢形土器である。

口縁部には沈線による渦巻文、体部には上端に平行沈線をめぐらし、それから連繋する垂

下沈線が施されている。地文は RL縄文で口縁部は横位、体部は縦位に施されている。 53

~55は深鉢形土器の体部下端から底部の破片である。 53は体部に LR縄文、 54 ・ 55 は LR

縄文を地文として縦方向に波状の隆帯が施されている。 56は渦巻文をあしらった中空把手

である。

縄文時代晩期の土器 (第 19図44~49)

44は口縁部に三叉丈、その下には 2条の平行沈線に画くされて、体部に LR縄文が施さ

れている口 45~49は粗製深鉢形土器の体部の破片で、体部には LR縄文が施されている。

2 石器

出土した石器の多くは半円状扇平打製石器 e 凹石などで、{也の石器は少なかった。

石鍛(第 21図 57 D 58): a:J基式 (57) と (58) の 2点である。

石錐(第 21図 59):つまみ部と錐部は両国から二次加工が施されてし1る。

五匙(第 21図 60"-' 63) :縦型 (60) と横型 (61----63)の2種類ある。いずれもつまみ部以外

は主要剥離面を残し、背面に二次加工が施されているO

掻器(第 21図64):主要剥離面を残し、背面に二次加I.を施して刃部が作出されている。

石箆(第 21図65~ 69):両側縁と先端部に二次加工が施されている。 66，..._， 69は両面とも二次

加工が施されているが、 65は背面だけで主要剥離面は未加工のままである。

石槍(第22図70):基部は片側が扶れ、左右非相称形を呈する。二次加工は両面とも全面に

施され、素材の剥離面を残さない。

麿製{;器(第 22図71):一端を欠損するが、残存部の平面形は切っ先形をなすが、側面形は若

干そっている。全面は了寧に研磨されているo {也に類がなく性格不明の石器である。

磨製石斧(第 22図 72-....， 74):3点出土したうち完形のものは l点、で、他は基部や刃部を欠損し

ている。いずれも定角式磨製石斧である。 72 • 73は使用による刃こぼれが認められる。

五銭(第 22図 75 • 76):扇平な河原石の長軸両端を打ち欠いているO

半円状嘉平打製石器(第23図77~84 ・第24図85~92 ・第25図92 ・ 93) :河原石の領IJ縁を打ち

欠いており、両面には自然閣を残している。77~90は直線状を呈する側面が摩耗している 0

92・93は片面に、 94は両面に蔽打による凹が存在する。

出石(第 25図 95，..._， 100) :円礁などを素材とし、両面に 1，..._， 3箇所ず、つの出が作られている。

以上これらの石器は、頁岩 (57，..._， 71 • 87 • 88)、安山岩 (72 • 73 • 75 • 77，..._， 86 • 89，..._， 

100) .蛇紋岩 (73) .凝灰岩 (76)などを石材としている。
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第 3主主 まとめ

第 3章まとめ

調査の結果、舘野遺跡は縄文時代前期@中期 e 晩期に営まれた遺跡であることが判明した。

検出された遺構は、調査区の東端部と西側の沢に向かった緩斜面に集中しており、遺物もこの

地区から多く出土し、調査区中央部では、遺構や遺物の数が僅少であるG また調査区中央の東

りを南側の墓所に通じる農道が南北に走っているが、この農道を境lこして、調査区西側では、

主に円筒下層 b式土器をはじめとする、縄文時代前期の土器片や円筒土器に伴う石器とされて

いる半月状馬平打製石器などが、調査区東側では、縄文時代中期の大木8a g 8 b式土器等の土

器片と石器、縄文時代晩期の土器片などが出土した。

調査対象区は水田造成の際に地山面まで削平されており、遺存状態が良好な遺構は少なかっ

た。調査区西側で数基の土坑とともに検出された縄文時代前期の竪穴住居跡、 (S118)は、壁の

立ち乞がりを日月額に確認することができず、竪穴住居全体のプランは柱穴の配置から推定し

た。調査区東側で検出した縄文時代中期の竪穴住居跡 (SI27)は大半が調査区外にあり、その

全容を明らかにできなかった。また調査区中央部で検出された掘立柱建物跡 (SB29 9 49) と

した遺構は、水田造成時に壁面を失った竪穴住民跡であった可能性も考えられるO 時期は出土

遺物がなく不明であるO 土坑は平面形が円形もしくは楕円形を呈するもの 30基 (SK01 '""-'05 e 

07 • 13 • 15 • 19，......，26 • 28 0 30 • 33 • 35，......，37 • 39 0 40 • 43，......，48)、フラスコ状土坑 1基 (SK18) 

及び陥し穴状遺構 (SKT31) 1基であるO これらの遺構からは遺物が出土しなかったものもあ

り、全土坑の時期を明確にすることはできないが、一部の土坑や周囲の出土遺物から縄文時代

のものと考えられる。

なお、調査区東側で検出された竪穴住居跡 (SI27) と士坑 (SK26)等が調査区外南側の墓

所 e 杉林へのびていることや同南側で多くの土器片、石器が採集されていることから、館野遺

跡は東西を開析谷にはさまれた南北約 170rn、東西約 120rnの舌状台地全体を占め、その主体

となる遺構群などは、今回の調査区の南側台地縁辺部に存在するものと推察される。従って今

回の調査は、遺跡北端部を調査したことになると考えられる。しかしながら、今回の調査では、

本遺跡の西側に隣接する上ノLlJ1遺跡、上ノ山H遺跡と共通する時期の遺構や遺物などが検出

されており、この両遺跡と関連を持つ遺跡で、あることが考えられるO
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第 l章調査の概要

第 1章調査の概要

第 1節遺跡の概観

l 遺跡とその周辺の微地形@立地

遺跡は、淀川によって形成された数面の河岸段Eのうち、中淀川地区では標高45~50m の

館野段丘上に立地する。遺跡付近における館野段丘は、その東端が淀川iに面して沖積地との比

高差約20mの明瞭な崖面をなしているが、西側は山地に向かつて緩やかに高度を上げている。

段丘東端部と西端部の高低差は5m ほどであるが、山地裾部で、は横中高数10~100m の平坦面とな

って坊台北側から上ノ山まで続いている。この平坦面の南西端部が上ノ LL!II遺跡、の立地する部

分で、比高差 5mの斜面をもって上ノ山 I遺跡側の平坦面に続いている O従って遺跡付近では、

あたかも 2つの段丘面が存在するように見える。また、遺跡の西~北西側は古種沢が刻んだ深

い谷となっており、急、な斜面である。

また、微視的にみれば、遺跡の南西~南裾と、東~北東裾にかけては、上ノ山 I遺跡と館野

遺跡とを画する沢が 2つに分岐して入り込んでおり、特に遺跡北東部には一方の沢頭がある。

そして、遺跡の西~北西側は比高差約28mもの急な斜面となって古種沢に至る。この斜面は

北西側ほどきつく、西側部分では斜面の途中に小さな範囲ではあるが、ごくゆるい斜面かあ

るいは平場に近いような部分があり、わずかながら湧水もあり、現在でもグチャグチャした

j毘地となっている。

調査区あるいはその屑困の現況は、大部分がミズナラ・クリ@ヤマザクラ・ヤマホウシなど

の落葉広葉樹林で、下草としてササダケが見られるO 遺跡の南西~南にかけては昭和 45年の、

東~北東にかけては昭和 37年の関田事業により、それぞれ削平を受けており、特に調査堅北東

部では遺物包含層・遺構の大部分が失われているO

2 遺跡の基本層序

第 2図は本遺跡調査区中央やや北寄りの MT54'"'-'NA54ラインの北面土層断面図である。 こ

れによると本遺跡における土層の基本層序は、同様な段丘面上に立地する他の遺跡と大差はな

い。つまり一番上位に黒ボクと呼ばれる黒~黒褐色の腐蝕土層 (1'"'-'rr')及び漸移層(1lI)が

あり、以下褐~黄褐色の粘質土 (IV'"'-'羽)、灰白色粘質土と同色か灰黄色の砂質土の互層(刊~

xm')、段丘砂磯層 (XIV)の111買となっている。しかしながら、この基本層序は広い調査区全面で

3 



V 上ノ IJlll遺跡、

一様でない。例えば、調査区北半では最上位の腐

蝕土の色調が黒褐色ではなく赤褐色を呈してお

り、調査区の南側段丘南端部で、は漸移層(彊)の

下に直接砂磯層が存在したりする箇所もある。こ

のうち縄文時代の遺物は第E層中にほとんどが包含さ

れ、生活面もこの層中にあったものと考えられる。

3 遺構の分布

検出された遺構は縄文時代前期の竪穴住居跡@

土坑@土器埋設遺構@配石遺構などである。これ

らの遺構の段丘面における位置は、北西側から南

西に延び、る段丘の南西端部にあたる O また、調査

区を南北約 220m、東西約 150mの楕円形の範囲

としてみた場合北西端の竪穴住窟跡 l軒と 3基の

土坑を除くと、楕円形の南部5分の3に遺構群が集

中し、その範囲は直径約 130mの円形の中に含まれるO

Hヱ=48.00m

第 2図遺跡の基本土層

この大部分の遺構が集中する直径 130mの円形の範閤内における遺構の分布を観ると、円の

中心点の南側約 20mには l基の配石遺構があり、この配石遺構を中心として長軸約 50mX短

軸約 25m (長軸方向は南西一北東)の範囲にはほとんど遺構の存在しない部分がある。(これ

を仮に「広場」とよぶ)。そしてこの広場の周囲には、いずれも長軸線が広場の中央部に集まる

ように配置された 9軒の大きな住居跡(大型住居)が存在する。さらに広場を閤む放射状配

列の大きな住居跡群の西側と北東側には、大小の住居跡・土坑などの遺構が集中する部分が

あり、南西一帯一東側には遺物の捨場がある口

4 遺物の分布

遺物の大部分は、調査区の中央部から南側で出土した。その出土のあり方には、大きく 2つ

の傾向が見られた。 1つは調査区南西-南一南東斜面から集中して出土したものであり、他は、

広場とこれを放射状に閤む大きな住居跡群以外の竪穴住居跡及びその周囲から集中して出土し

たものである。広場とこれを放射状に囲む大型住居跡群の範囲からと、 その北東側水田部分

からは遺物の出土量が他の部分に比べて非常に少ない。

註 l これが南側に行くに従って黒味を増し、調査区中央やや南寄りあたりで最も厚~ ¥0 
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v J二ノ山口遺跡、

第 2節調査の経過

調査対象面積が 24，330rrfと広いために、昭和 61年 4月30日から 5月 15Bまで、行った範閤

確認調査の結果をもとに、人力による発掘作業前に重機で表土を約 20cm C場所によっては約

10 cm)掘削した。ただし、立木の切株は遺構@遺物の破壊を招く恐れがあったためにこれを残

し、調査と併行して入手で抜根することとした。また、面積と調査期間との関係から調査員 2

名 1組で計3班編成の調査体制とし、調査区を東西3つに輪切りするように各班を配した。

昭和 61年 6月 16日、調査区北半部から人力による発掘調査に入り、 6月30日からはそれぞ

れの班の担当部分に従って作業を行う(調査区北側から l斑.2斑.3班の111買である)02 • 3 

班は調査区西側から東の方向に調査を進めるO 調査区南西部では発掘開始と同時に多量の造物

が出土し、その中には映状耳飾も含まれている。 7月5日'"'-'8日にかけて、調査区西端部 CNA

'"'-'NF. 30'"'-' 40グリッド周辺) 11層上面で土色の分布に違いのあることを 4箇所で確認する。

初めは小さな沢が入り込んでいるのかとも考えたが、よく観察するとそれは第 I層が大きな楕

円形に落ち込んでいるもので 4笛所の長軸線方向が一定していないことに気づく。このためこ

の下に何らかの遺構が存在するかもしれないとして、ベルトを残してそのうちの l力所を掘り

下げる。同 9日には床面を検出できたのでこれを竪穴住居跡とする CSI200)。この竪穴住居跡

はゆるい斜面に構築されているために、その南援を確認することはできなかったが、長軸が 10

m を超す大きな住居跡(大型住居)であるO その後の調査で、同様な他の 3箇所の黒色土の落

ち込みも大型の竪穴住居跡であることが判明し (SI118 • 123 • 156)、しかも他の住居跡との

重壌があった場合はその中で最も新しいものであることがわかる O このことは、大型の竪穴住

居跡が、廃棄された後完全には埋まりきらないで、現在に至ったものと考えられた。

7月中旬から調査区西部などで土坑や竪穴住居跡などの遺構確認が棺次ぎ、南西端斜面から

は大量の土器@石器が出土し始める。この南西端斜面の遺物包含層は最も厚いところで 60'"'-' 

80 cmfこ達し、この部分が遺物の捨場であったと判明する。

8月 22日、調査区南部の平坦面から南西斜面にゆるく傾斜するその肩部から斜面にかけて

長さ 17m余、幅 5m弱のプランを確認するO 向月 25日にはこれが大型の竪穴住居跡であるこ

とが判明し (SI213)、本遺跡にもりっぱな大型住居の存在することを知らしめ、この後の大型

住居跡の確認の先達となる。

8月27日から、調査区中央部から北側にかけて検出していた竪穴住間跡 (SI010や013な

ど) 土坑 (SK 006や007など) の精査などを行うが、 これらの遺構群の北側には SI003や

SKOOl・002・004を除いて他に全く遺構の存在しないことがわかる。

9月 12日頃から調査区南部の台地縁辺に平面形があまり整っていない大きな住居跡 (SI

6 



第 l章調査の概要

215・216 • 217)を確認するがいずれも南側の摩は斜面であるため検出できない。また、これ

と柏前後して、この大型住居群とは遺構が全くなく遺物も希薄な平坦面をはさんで北西側に、

長大な遺構フ。ラン (SI150)が確認される。この S1105は大型住居跡で長径が約 24mほどもあ

るが、確認面からの掘り込みが浅く、床・壁面とも明確ではない。 9月22日、周聞に全く遺構

のない MK32グリッドに、人頭大の河原石を 30個前後配した配石遺構 (SQ219)を確認するO

この頃に、平坦部の縁辺から検出されている大型住居群と、 SQ219を点対象として検出されて

いる大型住居跡の長軸方向が、 SQ219問辺に集中するのではなし1かということに気付く。その

後、 S1150の北東側に SI170 • S1 180と続けて大型住居跡が検出されるに及んでこれは動かし

難い事実となるO それにしても、 SQ219の周囲には遺構が検出されず、遺物も少ない。

10月中はこれまで検出した竪穴住属跡(大型住居跡を含む)や土坑等の精査と併行して、{也

の遺構の検出にも努める。その結果、それまで I基しか検出されていなかったフラスコ状ピッ

トが、調査区中央西端部から 7基が列をなすように検出されるO この部分は台地の西端にもあ

たる所であるが急な斜面にまではまだ数 m を残しているので、その部分にも多数のフラスコ

状ピットの存在することが予想される。下旬になって、 SI150 • 170 • 180などの広場を囲む

放射状配列の大型住居跡に長軸線が直交し、それよりも新しい大型住居跡 (SI190 • 199など)

を検出する。また 11月には S1230やS1180と重複のある焔し穴状遺構を検出するが、いずれ

も大型住居跡を切っており、調査区中央部から東側に分布する陥し穴状遺構は、大型住居跡な

どよりは新しいと考えられる。また、調査区中央部から北東部にかけては、昭和 37年の開田事

業により上部が削平されているためにほとんど遺構等は存在していないものと見られたが、精

査の結果小さな竪穴住居跡 (SI132) や土坑などと共に小さい柱穴様のピットが数多く検出さ

れる。広場の北側にある遺構群が北東側にものびていたことがわかるO

広場を閤む放射状配列の大型住居跡のうち、 S1217の北側には台地から斜面にかけての肩部

に連続的に分布する焼土と若干の柱穴が認められるがこれが S1217などと中軸線が同方向の

ものなのか、そうでないのか、ほとんど掘り込みなどがないために不明であったが、調査最終

末にやっと S1217の中軸線などと、ほぼ直交する 3軒の大型住居跡であると判断を下す。

11月下旬からは、最終的な図面のチェックや柱穴の確認などの作業に追われたが、この時期

にしてはめずらしく雪が少なく、 5crn積もったのが最大でそれもすぐ消えてしまうという好天

にめぐまれ、 12月9日には全ての調査を終えることができた。また、調査期間中 10月第 1週か♂

ら第 4週にかけては毎週専門指導員の先生方の来跡による指導を得、 10月 25日には現地説明

会を開くことができた。現地説明会には 200名余の参加が得られたが、これは前例のない大型

住居跡の数とその配列のあり方、燕尾形石製品@カツオブシ形石製品@決状耳飾をはじめとす

る珍しくしかも大量に出土した遺物などが、一般の方々の興味を呼んだものと思われる。
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第 2章調査の記録

第 1節検出遺構と遺物

今回の上ノ山 E遺跡発掘調査で検出された遺構は、竪穴住居跡 64軒@土坑 117基@フラス

コ状土坑 13基@摘し穴状遺構 6慕@土器埋設遺構 6基@配E遺構 3基@溝状遺構 l条の他、

多数の焼土@小ピット、それに捨場である。これらの遺構は、その伴出遺物などから全て縄文

時代前期後葉に議するものと考えられる O これらの遺構は、前節で述べたように、調査区北部

西端部の小さな竪穴住居跡 1軒と 3基の土坑を除けば、南北に長い調査区の南側に集中するO

調査区中央から北東側では、確認された遺構数が少ないが、これは昭和 37年の関罰事業によっ

て上面数十cmが削平されたためであり、わずかに残った竪穴住居跡や小ピットなどからして、

この部分にももともとは多数の遺構が存在したものと推測される。これらの遺構の説明にあ

たっては、大きく竪穴住居跡と竪穴住居跡以外の遺構に分けて行うこととする O

1 竪穴住居跡

64軒を数える竪穴住居跡には、住居跡プランを確認しその全容を検出できたものと、住居跡

プランは明確ではないが、焼土例と柱穴配蓋からその存在を推定したものがある。この 2者を

同一レベルで、扱うことと、機能面から全てを竪穴住居跡、としてしまうことに問題がない訳では

ない。深く掘り込まれ、住居跡プランが明確なものは問題とならないが、極めて浅い掘り込み

あるいは掘り込みを全く検出できなかった住居跡や、柱穴配列から住居跡プランを推定した住

居跡の場合は、前述の通り調査区中央から北東側の関田時期j平地区に検出された柱穴あるいは

柱穴様ピット群と、推定プランによる住居跡集中地区におけるプラン推定に「使用されなかっ

た」柱穴あるいは柱穴様ピット群の中には、より詳細@綿密なる検討から更に多くの住居跡プ

ランが推定できょう。本報告書での 63軒という数字は、調査担当者が明らかに竪穴住居跡であ

ると認めたものに限って図示@カウントした数字である。

各竪穴住居跡については、規模の小さい方から傾次説明を加える 0

81003 (付図 3、第69図、図版 7) 

MT 62 • 63、NA62 • 63の4グワッドで検出された。北北西一南南東に長軸 3.8m、短軸

3.4mの楕円形プランを呈するO 覆土は 8層に分層された。壁に近い初期の堆積土層は地山層

の再堆積土と見られることから、本竪穴住居跡を掘り下げた擦の排土を、その周聞に盛土して
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第 2章調査の記録

いたが、廃棄後に流入堆積したと推定される。壁面は緩く傾斜しているが、壁高は東側と北側

で0.2m、西側と南側で 0.3mである。床面は、 2段の鍋蔵状を呈する。柱穴@炉@援溝等は検

出されなかった。

ごく少量の土器と石錘 1点及びブレイク l点が覆土中から出土している。石錐(第 69図

219)は、多孔質の石材を用いているO

81010 (付図 3、図版 7) 

ML 53 • 54、ML53 • 54の4グ1)ッドで検出され、長軸方向を北東一南西にもち、長軸 3.5

m、短軸 2.6mの楕円形を呈するO 覆土は、木根による撹舌しの影響か、複雑な様相を呈してい

る。壁高は、 0.1，..__ 0.15 mであるO 床面は、凹凸があり、特に北西側と東側にベット状の盛り

がりがみられる。柱穴@炉@壁溝等は検出されなかった。

遺物は出土しなかった。

81016 (付図 3、第40図、図版社)

MJ 49 • 50 の雨グリッドで、 S1034 と重複して検出されたが、本竪穴住居跡の方が新し ~\o

長軸方向をほぼ南北にもち、長軸 3.46m、短軸 2.78mの長方形プランを呈するO 覆土は、柱

穴@くぼみ部分を除けば同じ土居である。壁面は若干傾斜しており、壁高は 0.1，...... 0.15 mを測

る。床面は踏み固められており、ほぼ平坦である。西側壁下、東側壁中央から北半、南東側隅

部に壁溝があるが一巡せず、深さも一定しなし ¥0 東側壁の北半にある壁溝は 0.18，..__0.2 m壁面

から離れているO 柱穴は、 4個 (P1 ，.._，p 4 )穿たれているが、 P1-P2が主柱穴と考えられるO

また、住居の中軸線上の南@北に各 1個、東側に 1個、径 0.4，..__0.6 mの円形@楕円形のピット

が穿たれているO 炉は検出されなかった。

遺物は、覆土中から土器片 4点、フレーク 4点が、床面から土器片 2点出土した。第 40図

31 • 32は地文として縦位の撚糸文を施し、頚部には隆帯を巡らす。隆帯中央部に深い凹線が

あるので、降帯は粘土紐2本の貼付のように見える O

81022 (付図 3、第60・71図、図版10)

MH  49 • 50の2グ1)ッドで検出され、平面プランの東側約半分を開田のため削平されてい

るO 削平部に 2箇所柱穴が残っていることから、その規模@プランを推定できるO 西北西一東

南東に長軸方向をもち、長軸 2.65m、短軸1.95mの腕張りのある長方形プランと推定される。

覆土は 3層に分層されるが、上位窟である I麗に炭化物粒が混入しているO 床面は、木根によ

る撹乱等のため凹凸が激しL、。柱穴は、 Pl，..__P 5が主柱穴と考えられる。

遺物は、床上 5cmの覆土中から土器片 1点、半円状扇平打製石器 1点(第 60図 149)、凹石 1

点(第 71図 246)、床面から磯 l点出土した。凹石は 3面に凹みの認められるものである。

81025 (付図 3、図版 10)
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MC49とMC50の2グリッドで検出されたが、開田時に削平されている。直径 2.5mの略円

形を呈するが、周囲に 1段高い床面をもち、外側の壁下に柱穴のある竪穴住居であるとすれば、

南北に長軸約 3.7m、短軸 3.6mの略円形プランの竪穴住居跡となる。覆土は、 5層に分属され

たが、上位層に炭化物粒の混入がみられる。現況では、 0.04，..__0.08 mの壁高を計測するが、上

部が削平されており、 2段の床面をもっ竪穴住居であったとすれば、外側の壁高は不明である O

床面は、木根による撹乱が多く凹凸が激しし 1。柱穴は内側に 6個、外側に 13個存在するO 外側

の柱穴は、外側の壁下に穿たれた柱穴と考えられる。炉および焼土は検出されなかった。壁溝

は検出されなかった。

遺物は出土しなかった。

81031 (付図 3、図版 9)

ME 42 • 43、MF42 • 43のグリッドに検出されたが上部を開田のため削平されているO 北

西-南東に長軸方向をとり、長軸 2.56m、短軸1.85mのやや胴張りのある長方形プランであ

る。壁高が 0.025，..._， 0.11 mと低いためか、覆土は、黒褐色土の 1J蓄しか認められなかった。床

面は、わずかに凹凸があるが、よく踏み固められている。柱穴は床面に 2個検出されたが、主

柱穴なのか不明であるO 炉@壁溝@出入口は検出されなかった。

遺物は出土しなかった。

81032 (付図 3)

MC42、MD42、MC43、MD43の4グリッドで検出されたが、開田のため上部を削平されて

いる。長方形の掘り込みの外側に、柱穴様ピットが並んでいることから、上@下 2段の床面を

もち、外側の壁面下に柱穴が穿たれている竪穴住居跡と判断された。掘り込み部は、長軸 4.24

m、短軸 2.93mで西側壁が若干短く、弧を描いているO また外側の柱穴の外側を結んだプラン

では、長軸 4.75m、短鞍 4.1mを推測する。長軸方向は西北西一東南東である。覆土は、 5層

に分層された。 1層には、水田粘土の浸透が認められた。床面は平坦であるが、西側壁中央部

に幅 0.2m、長さ 0.5m、高さ 0.16mの盛り上がり部分がある。柱穴は、掘り込み部床面に 7

個、外側に 14個検出された。 P1-P2、P3-P4、P5 -P 6... P 7 -P 8が対となり、 P9

P 10 (未検出)を合わせ主柱穴と考えられる。その他の柱穴は副次的な柱穴あるいは、時間差の

ある柱穴と考えられる。炉@壁溝及び出入口は検出されなかった。

遺物はごく少量の土器片が出土した。

81034 (付図 3、図版 11)

MJ 50、MK49 • 50、の 3グリッドに、 S1016と重複して検出されたが、 S1016に東側を掘

り込まれているので、本竪穴住居跡の方が古い。平面プランは、竪穴住居の西側部分しか遺存

していないので、不明確であるが、長軸 4mを超えない楕円形プランと思われる。遺存部分は、

10 
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南北 2.6m、東西1.5mで半円形を呈するO 壁高は、 0.04"-'0.07 mである。床面は、小さな凹

凸はあるが、堅く踏み臨められている。柱穴は床面上に 3個 (P1 ，，-，p 3 )検出されているO 炉@

壁溝及び出入口は検出されなかった。

大きな礁が 2点出土したのみで、人工遺物は出土しなかった0

81037 (付図 3、図版 6)

M152 • 53、MJ52 • 53の4グ1)ッドに位置し、 S1012と重複するが、 S1012が本遺構上面

に貼床して構築されているので、本遺構が S1012より古い。長軸方向を東西にとり、長紬 3.22

m、短軸 2.72mの隅丸形プランを呈する。覆土は、 1 J蓄のみで上部が堅く踏みしめられてい

る。壁高は、 SI012の床面から測ると 0.07'"'-'0.1 mであるが、遺跡のプラン確認酷からは、 0.31

，...__.， 0.47 m となる。壁面は外側にやや傾斜している。張り出し部では、 0.04"-' 0.07 mの高さであ

る。床面は、中央部が直径 2'"'-'2.3 mの略方形に 0.07'"'-'0.11 m掘りくぼめられて、平坦な踏み

閉められ、張り出し部は緩やかな傾斜がつけられているO 円形に掘りくぼめられた床面の西側

と、張り出し部のある南東隅部の一部に深さが、 0.02m と非常に浅い壁溝が検出された。柱穴

は16個 (P1 ，..._，p 16)検出され P1-P2-P3が主柱穴で、{也は支柱的要素の柱穴と考えられ

る。炉は検出されなかった。張り出し部は出入口かとも思われる。

覆土中から少量の土器片とブレイク l点が出土した。第 40図33は網代痕のある底部破片で

ある。

81107 (付図 3、図版 9) 

NB43、NC43に位援し、 SK112と重複するが、プラン確認時の切り合い関係から SK112よ

り新しいことが確認された。長軸方向を北西-南東にとり、長軸 3.1m、短軸 2.65mの楕円形

プランを呈するO 覆土は黒褐色土と培褐色土を主体とし、炭化物粒が含まれているが、 2• 4 

層ではその合有が顕著である。壁面は外傾して緩やかに立ち上がり、壁高は 0.16"-'0.2 mであ

るO 床面は平坦であるO 柱穴は 5個検出されたが、上部構造を支える主柱穴なのか明確にでき

なかった。炉@ @出入口は検出できなかった。

遺物は覆土中からブレイク 2点が出土したにとどまるo

81116 (付図 3、第43図)

NE 39 • 40に位置し、 SK121と重複するが、切り合い状態から SK121より新しいことを

確認した。長軸方向を北西一南東にとり、長軸 3.4m、短軸 2.6mの歪んだ楕円形プランを呈す

る。覆土は暗褐色土と褐色土を主体とし、 l層には炭化物と焼土粒を含んでいる。壁面は南東

側の一部が撹乱されているが、やや外傾して立ち上がるO 床面は平塩ではあるが北から南へわ

ずかに傾斜しているO 柱穴は 2個検出されているが、主柱穴かどうか不明である。炉は住居跡

の中央やや北寄りに 0.3x 0.36 mの地床炉があり、地床炉はやや凹み、焼土は堅くしまってし 1る。

11 
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遺物は覆土中からごく少量の土器が出土した。第 43図 34は少なくとも 2段にわたる粘土紐

の波状文が描かれるが剥落している。口唇部にはそれよりも幅の広い波状文が貼付されてし唱。

SI128 (付鴎 3、図版 14)

NE 33 • 34に位置し、 SI123 • SI 147と霊捜している。新!日関係は、 SIl28の覆土上部が踏

み固められた部分に SI123の焼土が堆積していることから、 SI123 • SI 147より古いことが確

認された。長軸方向を北北西-南南東にとり、長軸 3.1m、短軸 2.5m の偶丸方形プラン

るO 覆土は褐色土を主体とする。壁高は 0.16"'-'0.3 mで、外傾する壁面は焼けているが、炉は

検出されなかった。床面は平坦で堅くしまっているO 本住居跡のものと特定できる柱穴はなl'o

壁溝@出入口は検出できなかった。

遺物は出土しなかった。

81237 (付図 3、図版 20)

LQ. LR 38のグリッドに位置するO 一辺約 2.9mの方形フoランを呈している。壁高は東北隅

を中心とする部分が不明であるが、他では 0.1m ほどでほぼ垂直に立ち上がる。柱穴や炉は検

出できなかったが、床面は周辺の地山よりも若干竪く、しまりのある黒色土が混入しているO

81189 (付図 3、第71関)

MI43、MJ42 • 43に位置し、 SI323 • SK 188と重捜しているが、 SK118の覆土に柱穴が穿

たれていることから、 SK188より新しいことは確認されたが、 SI323との新!日関係はどちらも

柱穴配置から確認しているため不明である。柱穴配置から、長軸方向を北東一南西にとる。柱

穴間距離から推定する規模は長軸 4.7m、短軸 2.7m となるが、他の住居跡の柱穴配置とプラ

ンとの関係から推定すると、長軸 6.5m、短軸 4.3mの楕円形となるO 柱穴は P10-P 11を結

ぶ線を中軸線として、 P 1 "，-，p 6とP7，..._，P 9が対称、に配列されており、 P 1 "，-，p 11の 11箇所

が、上部構造を支える主柱穴と考えられる。炉@壁溝@出入口等は検出されず、平坦な床面も

あまり堅くない。

遺物は、床面から土器底部 l点、と柱穴中から出石 1点(第 71図 247)が出土しているo

81239 (付図 3、図版 21)

MR25、MS24 • 25、MT24 • 25の南西に降りる緩斜面に位置する。住居跡の北側を径が

3mを超す大きな倒木痕により破壊されている。遺構は、倒木痕の南側の地山間において、堅

く締まった床面と炉と考えられる焼土を確認したことから住居跡と確認したものである。北東

南西の傾斜に平行する線を長軸とすると、対をなして柱穴の並ぶ短軸では柱穴間 3.5"'-'4 m 

を測る。床面の高低差を考慮して図のように線引きを行った。従って推定される長軸は約 5m、

短軸約 4.8mの円形に近いプランを推定できる。倒木痕に切られる形で東壁のごく一部を確認

している。最大で 0.33mの壁高がある。残存する床面は非常に堅く締まっている。柱穴は、径
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0.15'"""-' 0.3 mの小さいもので、深さは床面から 0.08'"""-'0.22 mであるO 床面中央北側には炉が検

出された。径0.25mの範囲に焼土が堵様に悶化して認められるもので、中軸線にのるものであろう。

遺物は出土しなかった。

81310 (付図 3、図版 22)

MH 48 • 49、MI48 • 49に位置し、東側が開田のため削平されている。長軸方向を東一西

にとり、東西 3.2m、南北 3.15mの方形プランを呈するO 黒褐色土を主体とする覆土には炭化

物がわずかに含まれているO 壁は東側で欠失するが、 残存する壁の高さは 0.1'"""-'0.14 mであ

る。床面はほぼ平坦であるがあまり堅くない。主柱穴は、 4隅 (P1 '"""-'P 4)にあり、ほかの支

柱穴と考えられる柱穴も検出されている。炉は検出されなかった。壁溝は各壁際に幅 0.1'"""-' 

0.25m、深さ 0.03'"""-'0.11 mである。

遺物は出土しなかったo

81321 (付図 3、図版 23)

MH47に位置し、 東側半分が開田時に削平されているが、 柱穴配置により全容を推定でき

るO また、 SK308と重複するが、新!日関係は不明であるO 柱穴配置と壁溝から推定される住居

跡の形態は長軸方向をほぼ東一西にとり、長軸 3.1m、短軸 2.6mの隅丸方形あるいは長円形

プランと考えられる。床面は SK308との重援により明確ではなし1。柱穴は P8とP9及び P

10を結ぶ線を中軸線として P1 '"""-'P 3とP5 '"""-'P 7がほぼ対称に配列されており、これに P4を

加えた 10箇所が主柱穴と考えられる。西側に断続的ではあるが、 i福0.25'"""-'0.3 m、深さ 0.07_.._， 

0.15 mの壁溝が検出された。炉@出入口は検出されなかった。

遺物は出土しなかった。

81322 (付図 3、第60図、図版23)

MH 46 • MI46に位置し、東側半分を開田時に削平されているが、柱穴配置により、全容を

推定できるO また SI320と重複するが、新!日関係は不明である。柱穴配置と壁溝から推定され

る住居跡の形態は、長軸方向を北西-南東にとり、長軸 4m、短軸 3.5mの長円形を呈する。床

面は明確ではない。柱穴は、 P10とP13を結ぶ線を中軸線とし、 P1 _.._，p 4とP5 _.._，p 9がほぼ

対称に配列されているので、これらの柱穴が上部構造を支える主柱穴と考えられる。対称に配

列された柱穴は幅 0.2_.._， 0.3 m、深さ 0.01_.._， 0.2 mの壁溝の中に穿たれている。その{也副次的

な柱穴も多く検出されている。!炉@出入口は検出されなかった。

出土遺物は、柱穴内から擦り面を長辺の 2辺にもつ半円状扇平打製石器(第 60図 150)が 1

点出土したのみである。

81111 (付図 3、第40・60図、図版12)

NA 42 • 43、NB42 • 43のグリッド しており、長軸方向を北東一南西にとり、長軸
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5.2m、短軸 4.2mの楕円形を呈するプランであるが、北西部がやや張り出している。覆土には

暗褐色土を主体とし、拳大の礁を含んでいる。 1層中には炭化物や、土器片を多く含んでいる。

壁面は外傾して立ち上がり、 0.11，...__ 0.14 mの高さであるO 床面は、ほぼ平坦で竪くしまってい

るO 柱穴は P1を通る長紬を中軸線とし、 P2，...__P 5とP6，，-，P8が対称に配列されてし 1る。床面

のほぼ中央に不整形を呈する焼土の堆積が検出された。焼土はしまりがないが、地床炉と思わ

れる。壁溝@出入口は検出されなかった。

覆土中から多量の土器片と、半円状扇平打製石器 2点(第 60図 154 • 155)ブレイク 77点及

び磯が出土してし帰。第 40図 35はわずかに外反する口頚部破片で、外面に斜縄文、口唇部に

刺突文が並列する。半円状扇平打製石器 154は擦り面がやや凸状を示しているO 多子し質の石材

を用いている。

SI014 (付図 3、第60・69・71図、図版 8) 

MJ 51 • 52、MK51 • 52のグリッドに位置するo SI015の床面上の柱穴配置からその存在

が確認された。 SI015との新!日関係は、床面まで達する土坑状の撹乱が多いため不明であった。

P 1 ，...__p 13を結ぶ柱穴配列から、長軸方向を東一酉にとる長軸 4.8m、短軸 4mの楕円形プラ

ンと考えられるO 床面を明確にできず、炉@壁溝も検出できなかった。

遺物は少量の土器片と、半円状扇平打製石器 3点(第 60図 151，...__153)、石錘 2点(第 69図

220 • 221)、凹石 l点(第 71図 248)、ブレイク 1点、が覆土中から出土している。半円状肩平打

製石器は 3点とも両面に凹みを有し、 4は刃部の擦り面を上下の 2辺にもつO 石錘 72は大型の

もので、半円状扇平打製石器の未製品の可能性もある。凹石は、火熱を受け部分に煤の付着が

認められる。凹面と摩面が 2面ず、つあり、両端部を敵いている。

SI192 (付図 3、第61・79・82図、図版13)

MJ 44、MK44 • 45に位置しており、楕円形に暗褐色土が落ち込むプランが確認され、その

後柱穴配列が7"ランの中軸線とずれて検出されたものであるO 落ち込みプランと柱穴列の中軸

線はずれているが、 1棟と考えている。長軸方向を北西-南東にとり、柱穴間距離で長軸 5.2

m、短軸1.8mを計測するが、一段低く掘り込まれたプランから推定すると、長軸 6.5m、短軸

3.3mの楕円形プランと考えられる。楕円形の一段低い部分の覆土は、暗褐色土と褐色土を主

体とし、人頭大の磯が 9伺混入しているO 外側の壁面は検出されなかったが、 0.04，...__0.1 m母

い部分の壁面は外傾しており床面はほぼ平坦である。柱穴は長軸線を中心として、 P1 "，-，p 7と

P 8 ---P 14がほぼ対称に配謹されており、主柱穴と考えられる。この柱穴列の中で、 4個の柱穴

に根回めと思われる擦が入っていた。長軸線上の中央やや北西寄りで、堆積する焼土を確認し

たが、約 0.1mの淳さにもかかわらず床面が焼けていないことから、炉と断定することはでき

なし」壁溝@出入口は検出できなかった。
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遺物は、覆土中から半円状扇平打製石器 l点(第 61図 156) と、五皿 l点(第 79図 316)、

ブレイク l点、なお、 P4とP5の間で検出された台石様の石には図(第 82図 326)のように、

沈線@刺突が認められるO 半円状屑平打製石器は刃部のきちl離の大きく粗いもので、未製品の可

能性もある。石血 (316)は厚さ 3.2cmの板状の石材を用いており、長方形を呈すると思われる

が、幅 20.5cmを測るが長さは欠損しており不明であるO 使用面はほぼ平坦であるO

81236 (付図 3)

LQ 36 • 34、LR36 • 37、LS36 • 37に位置するO 長軸方向を北北西-南南東にとり、その

規模は推定で長軸 6.1m、短軸 5.4mの長方形プランを呈すると考えられるO この推定線は遺構

掘り下げ前後の土の状況から判断したものである。床面の中央部分に長軸で 2.2m、短軸1.95

mの楕円形を呈する掘り込みを確認したが、この住居に伴うものと思われる O この床面は地山

砂礁層面にあり、南側に径約 0.5mの焼土を確認できるO 焼土はごく薄く広がっており、地山土

に類似する褐色を示しているO 北側には床面からは約 0.05m浮いているが、厚さ 0.04'""'-'0.05 

mの焼土が径約 0.3mに認めることができるO 柱穴は大小 14僧確認したが。南東部分はレベル

が低いせいもあろうが、柱穴を検出できなかった。柱穴の深さは床面から 0.13'""'-'0.35 mであ

る。北西側の一部に断面 V字状の浅い溝が認められる。地山面から 0.1'""'-' 0.15 m、床面から

0.03'""'-' 0.05 mほどの深さがある。西壁の一部が、二重に確認でき、かっ柱穴が 2偲 l組のよう

に配されていることから、 2時期にわたる住居跡とも考えられるが、明確にできなかった。

遺物は出土しなかった。

81323 (付図 3) 

MI43・44、MJ43・44に位置し、 S1189、SK188と重複しているO 新!日関係は SK188の

覆土を柱穴が掘り込んでいることから、 SK188より新しいことは確認されたが、 S1189との関

係は明確に出来なかった。壁面は確認されていないが、柱穴配置から長軸方向を西南西-東北

東にもち、柱穴間距離で長軸 6盟、短軸 3.3mの楕円形プランと推定される。床面は平坦ではあ

るが、あまり堅くな ~)o 柱穴は、 P 13とP14を結ぶ線を中軸線として、 P1 '""'-'P 6とP7 '""'-'P 12 

が対称に配列されており、 P1 '""'-'P 14の 14笛所が上部構造を支える主柱穴と考えられるO 炉@

壁溝@出入口等は検出できなかった。

遺物は出土しなかった0

81324 (付図 3)

MK43・ML43に位置しており、柱穴配置からその存在を確認したもので、長軸方向を北西

一南東にとり、柱穴間距離で長軸 6.2m、短軸 2.8mの楕円形フoランを呈すると考えられる。長

軸線を中軸とて P1 '""'-'P 8とP9 '""'-'P 15が対称に配列されており、 上部構造を支える主柱穴と

考えられる柱穴も検出されたが特定できなし 1。床面は現状では平坦であるが、しまりがない。
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!炉@壁溝@出入口等は検出できなかった。

遺物は出土しなかった。

81135 (付図 4、第61図)

NE 35 • 36、NF35 e 36 Iこ位置し、 S1148 e SK 136 e SK 139と しているO 新旧関係

は、 S1148の構築時に S1135の炉に貼床しているため S1148が新しし'0SK 136・SK139は、

本住居跡床面にてプランが確認されており、上部がわずかに堅く固められていることから、本

住居跡の方が新しい。床面は確認されていないが柱穴配置から長軸方向を東一西にとり、柱穴

間距離で長軸 6.7m、短軸 3.1mで、あるが、東側に残る壁面から推定すると長軸 8.3m、短軸 4

mの楕円形プランと考えられる。わずかに残る褐色土を主体とし、炭化物を含んでいる。東側

に残る壁の高さは 0.05--0.12 mで外傾して立ち上がっている O 床面は平坦で堅くしまってい

るが東側の床面がベット状の高まりを有することから、 2段の床面をもっ可能性もある。柱穴

は、 P9とP10を結ぶ線を中軸線として P1 --P 4とP5 --P 8が対称に配列されており、この

10箇所が上部構造を支える主柱穴と考えられるO 副次的な支柱穴も推定されるが特定できな

い。中軸線上にほぼ等間隔に地床炉を 4笛所検出した。このうち西側から 3箇所の炉は、 SI148 

構築時に貼床されている。壁溝@出入口は検出できなかった。

覆土中から半円状扇平打製石器 l点(第 61図 157)とが出土した。片面の一部に擦り切り痕

跡をもつことから石鋸とも考えられる。片面の 2箇所に凹みが認められる。

81240 (付図 4、第43・61図、図版21)

MK 23 • 24、ML23 • 24、M M23 • 24に位置するO 北側に S1229が存在し一部重複も考

えられるが、両遺構とも壁が途切れる箇所であるので、重複の有無も含めて、新旧関係は不明

であるO 柱穴間では東西約 4.7m、南北約 6mo北壁での柱穴までの間隔を均一に保って線引き

すると、東西 6.4m、南北 6.2mのほぼ円形プランを呈すると考えられるO 壁は北側で一部を確

認した。 0.18"-'0.33 mの壁高があるO 床面は地山砂磯層面にある。特に堅く締められた様子は

ないが、 4箇所の焼土の内側は周回より若干堅くなっているO 床面東側には長軸を南-北にと

る細長い土坑が掘り込まれている。長さ約 2.6m、幅 0.6--0.8 m、深さ 0.1m前後であるO 確

認状況@位置から、この住居に伴うものと考えられる。 34個の柱穴を確認している。規模の割

には密度は大であるO 焼土を囲むように円形に配されているが、上部構造を支える主柱穴は、

明らかにできなかった。床面のほぼ中央に 4箇所の焼土があり、いずれも掘り込みを持たない

地床炉と考えられるo Aが最も良く焼けており、直下の砂礁が赤化している。なお、住居外東

側にある焼土は地山富から 0.3m 以上浮いていた。遺物は覆土中と柱穴 P1 ，，-，p 9から出土し

ている。 P9では、高さ 0.15m位のほぼ完形の土器を、横倒しの状態で確認した。しかし、非常

にもろく、関化はできなかった。なお、この住居は焼土と柱穴のあり方から、 l時期ではなく
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複数期にわたって建替えが行なわれた可能性がある。 PlOは焼土(炉)Aより古いもので、柱

穴内の覆土に焼土・炭化物を合んでいることから、少なくとも P10の住居の時期と焼土(炉)

Aを有する住居の 2時期を推定できょう。

遺物は覆土中からごく少量の土器と、 ブレイクが 49点出土したにすぎないが、柱穴内から

は、石器が出土しているo P 6から縦型石匙(第 43図 2)、 P7から先端が尖り内脅する側に刃

部を持つ首Ij器(第 43図 1)が、半円状属平打製石器は P1(第 61図 158) と、 P3 (159)から

出土している。 158は片面を整形剥離したのちに刃部を作出している。擦り面はトロトロして

おり、稜線が丸昧をもっO

81012 (付図 4、第43図、図版 6) 

MI52 • 53、MJ52 0 53、MK53のグリッドで検出され、 SK013、SI037と重複するo SI 

037を貼床しているので、 SI037よりは新しく、 SK013に切られているので SK013よりは古

い。長軸方向を北西-南東にとり、長軸 7.4拐、短軸 4.3mの楕円形を呈する。覆土は 6層に分

されたが上位の層中には炭化物粒の混入がみられる。壁高は 0.24"-' 0.37 mで、壁面はやや外

側に傾斜しているO 床面は、中央部が SI037に鮎床したためか、若干低くなっているが、ほぼ

平坦である。また、北東側は幅 0.56"-' 0.83 mでU字形に一段高くなっており、その上面は平坦

である O また東側には壁から一段下がった平坦面とそれに続くスロープがあり、出入口と思わ

れる。柱穴は 14個 (P1 ，，-，p 14)検出されたが、 P1 ，，-，p 7が上部構造を支える主柱穴、 P11 "-' 

P 13が支柱穴、 P8とP9が出入口部の上部構造を支える柱穴と考えられる。出入口部の南側

の壁面下方には、長軸 0.61m、短軸 0.48m、深さ 0.2mの楕円形を呈するピットがあるが、こ

れは、屋内貯蔵穴と考えられる。炉は、長軸線上に 2箇所検出された。東側の炉は、長軸 0.7m、

短軸 0.6mの楕円形を呈する地床炉である。1.2m離れた西側の炉は長軸 0.83m、短軸 0.56m 

の楕円形を呈するが、その周聞に 3箇所、炉石の抜き取り痕と思われるくぼみが検出されたこ

とから石組炉とも思われる。壁溝は検出されなかった。

遺物は、覆土中から 5点の土器片と縦型石匙(第 43図3)、削器(第 43図 5)、41点、のブレ

イク、 12点の大礁が出土し、床面上から削器(第 43図4)、土器片、ブレイク、巨磯各 l点が出土したo

81017 (付図 4、第35・71・83図、図版11)

MK  49 • 50、ML49 "-' 51、MN50 • 51のグリッドにまたがり検i古された。 SK018、SK038

と重複するが、その新!日関係は土層の堆積状態から SK038→ SI017→ SK 018と新しくなるO

また、床面下まで達するものは少ないが、木根による撹乱も多い。長軸方向を西北西-東南東

にもち、長紬 7.9m、短軸 4.8mの楕円形を呈する。覆土は 11層に分層されたが、木根による

撹乱も多い。壁高は 0.04"-' 0.09 mを計測するO 床面は中央部が低くなっており、所謂鍋底状を

呈するO 長軸方向の両側の壁面下方には、 0.8"-' 1.05 mのi福で、 l段高い (0.07"-'0.16 m)平
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坦面があるO 床面と l段高い平坦面は木較による撹乱のため由凸が激しいが、よく踏み固めら

れているO 柱穴は住居跡内に 6個 (P1 ----P 6 )検出されたが、主柱穴かどうか不明であるoP7

は長径 0.6m、短径 0.52m、深さ 0.12mの楕円形フoランを呈するピットで、屋内貯蔵穴かと思

われる。炉は長軸線上に 3笛所検出され、いずれも掘り込みのない地床炉である。炉 Aは長紬

0.85 m、短軸 0.47m、炉 Bは直径 0.38m、炉 Cは長軸 0.24m、短軸 0.16mで焼土の厚さは

0.003 ----0.005 mである。壁溝は東南部壁下に幅 0.1----0.15 m、深さ 0.08mで、長さ 0.9m、0.38

mの2条が検出された。出入口は検出されなかった。

遺物は、覆土中及び床面から土器片、半円状扇平打製石器 2点、凹石 1点(第 71関 249)、

貧Ij1点(第 83図の 330)、ブレイク 8点の他、機が多量に出土した。炉 Aの焼土中から石貧Ijが

床面とほぼ平行に出土した。第 35図 1は、内傾する体部上半から口頭部が強く外反する器形で

ある O 口縁部に粘土紐貼付による鋸歯状装飾体があり、頚部にも横位の粘土紐波状文が貼付さ

れるO 出石は両面に浅い凹みをもっO 石剣は、粘板岩を素材とし、全面に斜め方向の擦痕が認

められる。頭部は組く磨かれており、断面は力マボコ形を呈する。

81110 (付国 4、第43図、図版12)

MS45・46、MT45 ----47、NA46に位置し、長軸方向を北北西南南東にとり、長軸 7.7

m、短軸 4.5自の楕円形を呈するプランである。覆土は黒褐色土と褐色土を主体とし、第 6• 

8・9・11層に炭化物がわずかに含まれているO 壁面は凹凸が多いが、緩やかに立ち上がる。

壁高は 0.1----0.15 mである O 柱穴は長軸を中軸線として P1 ----P 5とP6 ----P 10がほぼ対称に

配列されており、これらが主柱穴と考えられる。中軸線のほぼ中央の床面上に 0.2x 0.3 mの焼

土推積が見られるが、地床炉とは断定しがたし、。壁溝・出入口は検出されなかった。

遺物は覆土中から箆状石器 1点(第 43図 6)とブレイク 7点が出土している。

81133 (付図 4、第35・36・43・61・85図、図版37・38)

NA 35 ----37、NB35 '""'-' 37に位置し、 SI130と重複するが、 SI130より新しい。長軸方向を北

北西-南南東にとり、東側に壁面が残存しているO 住居跡の規模は、全容を知ることが出来な

いので、残存する壁面と、柱穴配置の関係から推定すると、長軸約 8.6m、短軸約 4.1mの楕円

形と考えられるO なお、柱穴配置のみで計測すると長軸 6.85m、短軸 30mであるO 面積はそれ

ぞれ 33.2ni、17.6niとなる。住居跡覆土は、黒褐色土を主体とし、大量の縄文土器片、炭化物、

焼土粒を含んでいる。残存する壁は、緩やかに立ち上がり、高さは 0.08----0.2 mである。柱穴

は多数検出されたが、 P19-P 20を結ぶ中軸線を中軸とし、ほぼ対称に並ぶ 18個が主柱穴と

考えられる。副次的な支柱穴も考えられるが、重複する SI130の柱穴と区別しがたい。焼土の

堆積が床面に近い覆土中の長軸線上に 3箇所、方向の柱穴の西方で l筒所確認された。しかし、

土器片と混じり合う状態であり、本住居跡涜棄後に土器と共に廃棄された焼土と考えられ、本
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住居跡の炉としては認められない。壁溝・出入口は検出されなかった。

覆土中からやや多量の土器と、石器 3点、決状耳飾 1点、ブレイク 62点、自然磯が出土した。

第 35図 2は口縁部が外反し、ほぼ直線的な体部を有するが底部付近では内湾に転じ、底部に至

ると外方に強く張り出す。外面と口唇部に同一原体の複節斜縄文を施す。 3は外反する口縁部、

わずかに内傾ぎみとなる頚部を有し、張りの少ない体部から直線的に底部へすぼむ。底部はい

くぶん外方へ張り出しているO 外面と口唇部に単節斜縄文を施す。 2個 1対の補修孔と思われ

る小孔がある。 4はわずかに外反する口縁部を有し、体部最大径が口窪とほぼ同じである。 5

も4に似た器形であるが外面のほか内面の口唇部にも羽状縄文が施されるO この羽状縄文の原

体は R{jとL{;を結束したもので施文時にこの原体の上下を持ちかえているo第 36図6は口

従が 33.5cmほどに復原される大型の土器で、口頚部がなだらかなカーブを描き、網部が少し張

り出す。口縁部に原体の側面在痕による 2段の平行線とこれを斜位に連結する文様を描く。 7

--9は口縁部に 2個 l対の山形突起が付されるものである。器形は各々異なり、 7は口縁部か

ら底部までほぼ甚線的にすぼむが、 8は直立する口縁部からやや丸みをもって底部に至る。 9

は口縁部が外反して体部がわずかに膨らむ。山形突起も?の場合は l単位であるが、 8は4単

位、 9は少なくとも 2単位が残存するが、正確な数は不明であるo 10は口縁部から底部にかけ

てほぼ直線的にすぼむ。口唇部に指頭圧痕を施す。石錐(第 43図7)の錐部は破損後再調整さ

れているO 箆状石器(第 43図8) は基端の腹面側から 1，...._， 2回の加撃によって彫万面を作出

し、彫刻刀ち器に転用された疑いもある。半円状扇平打製石器(第 61図 160)は多孔質の石材

を素材としているO 断面が丸みのある棒状の自然蝶(第 85図 340)は、片面に縦方向の擦痕が

あり、中央下半には深く鋭い溝がある。 決状耳飾(第 85図 341)は凝灰岩を素材とする破片で

ある。両国を粗く磨き出してはいるが、切り自部も破損しているO

81147 (付関 4、第44・83図、関版14)

NF 33・34に位置し、 SI123、SI128と重複している。 SI123の南西側と大きく重なり、中

央部では円形の SI128が重なっているO 確認面が、北東から南側に傾斜する地山面であったた

め、北側では暗褐色土 (7.5YR 3 /3)の広がりをプランとして認めたが、南側では全くプラ

ンは把えられなかった。覆土の観察によれば、 SI147の覆土を切って SI123の覆土が堆積して

いるO このことから、 3つの住居跡の新旧関係は、古い方から SI128→SI147→ SI123の順に

なる。北側ではラインがやや不整であるが壁を確認しているO 北側柱穴の列よりは、1.0自前後

外側にある。この壁が柱穴の外側を全周するものと考えると長軸方向を北東一南西方向にも

ち、長軸約 10.0m、短軸 7.5m前後の楕円形を呈する住居跡と考えられるo SI 123に切られて

いるため、北側に一部しか残っていない覆土は、しまりのある暗褐色土 (7.5YR 3/3)で、

炭化物を含んでいるO 北側にのみ確認された壁は、高さ約 0.4mで緩く立ち上がる。 SI123とほ
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ぼ共有する床面は、全体的に堅くしまっているが南側では軟かくなるO 地形に左右されるため

か、わずかに北から南に傾斜している。柱穴は整然としないが、ほぼ楕円形に並んでいるO 柱

穴は径 0.2m自立後で、深さは 0.1，..._， 0.6 mと1福があり、 このうち 0.3，..._， 0.6 mほどのものが主柱

穴 (P1 ---P 14)と考えられる。住居南側に 4箇所焼土の広がりを確認したが、 f立霞的に炉とす

るには無理があるO 護溝と出入口は検出されなかった。

土器は出土しなかったが、石剣が l点、覆土掘り下げ中にほぼ直立して出土した。床面に若干

埋って立っていた可能性もあるが、これを確認できなかった。石剣(第 83図 331)は、全面を

磨いており、断面は楕円形を呈している。切先側は切り落とされたように平滑であるO また P

4の覆土中からは箆状石器 1点(第 44図9)が出土しているO 刃部背面倒と右側辺の一部が再

調整されている。刃縁は丸刃、側面形は片刃となっているO

81325 (付図 4、第68図)

MJ 41 • 42、MK41 • 42、ML42に位置しているが、柱穴配置からその存在を確認したも

ので、壁面、壁溝、炉、出入口等は不明である。柱穴配置から長斡方向を東一西にとり、柱穴

間距離で長軸 8.1m、短軸 3.2mの楕円形プランを呈すると推定される。 P15 ，..._，p 16を中軸線

として Pl，..._，P 7とP8，..._，P 14が対称に配列されており、 P17、P18も含めたこれらが主柱穴

と考えられる。副次的な支柱穴も存在するであろうが、明確にできなかった。

柱穴内より断面が逆三角形を呈する属平擦石 l点(第 68図 214)が出土した0

81130 (付図的

NA 35，..._， 37、NB35，..._， 37に位置し、 SI133と重複するが、本住居跡が SI133に切られてい

るので、 SI133より古いことが確認された。長軸方向を北北西-南南東にとり、長軸 9.8m、短

軸は東側が SI133と重複して壁面が不明であるが、推定で 4.4mを計測し、楕円形プランと思

われるO 覆土は褐色土を主体とし、土器片や炭化物が含まれているO 壁面は東側を除いて検出

されており、 0.05'-'"0.22 mの高さで緩やかに立ち上がる。 床面はほぼ平坦で整くしまってい

るO 柱穴は長軸を中軸線として Pl，..._，P 7とP8，..._，P 14がほぼ対称に配列されているが、 これ

に中軸線上の P15を加えた 15簡所が主柱穴と考えられる。また中軸線上の床面に地床炉が 5

箇所並んで検出された。壁溝は両側の柱列ラインを幅 0.1，..，__ 0.2 m、深さ 0.04，..._， 0.1 mで断続的

に巡っている。

覆土中から多量の土器と石匙 2点(第 44図 11 e 12)、箆状石器 1点(第 44図 13)、自il器 2

点(第 44図 14 • 15)、有撮石器の撮部破片 I点、半円状扇平打製石器 2点(第 61国 161 • 

162)、凹石 3点(うち 2点は第 72図 250 • 251)とフレイク 251点が出土した。土器は多量に

出土したが、復原できるものはな ~)o 第 40 国 36 は横走、縦走する沈線文と菱形状に角張った

渦巻を施す。 37もこれに似た渦巻文となるらしい。 38 • 39は斜縄文と綾絡文が施されるo 36 
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"-' 38は口唇部にも斜縄文を施しであり、鋸歯状の装飾効果を高めたものかと思われるO

81015 (付図4、図版 8) 

MJ 50.-.....; 52、MK50 "-' 52、ML51 • 52 • MM  51 • 52の各グリッドにまたがり、黒褐色土

(10 YR 2 // 2)の落ち込みが確認された。精査の過程で、柱穴配置により確認された円形プラ

ンをもっ SI014と重複し、かっ SI015も少なくとも-震の建替えと数回の部分補修が行なわ

れた形跡があるO 柱穴配置の検討過程で、 SI015が中軸線をそのままに建番えられたのか、中

軸線を南けとし1ずれかに移動して建替えられたのか疑義を生じたが、中軸線を狭ぐで対称とな

る柱穴配寵を考慮すれば、中軸線をそのままに建替えられたとした方がより妥当と判断され

た。しかし、この建替えプランの新|日関係は明確にできなかった。便宜上柱穴配讃に関しては

A.Bと分けて説明するO 長紬方向を北西-南東にとり長軸 11.8m、短軸 5.65mの楕円形プラ

ンを呈する。覆土は 28層に分層されたが、土坑様の落ち込みゃ、木根による撹乱が認められ

るO 壁高は一部損乱部分で 0.19，，-， 0.28 mを計測するが、全体的には 0.03'"'-'0.15 mを計測する。

床面は土坑様の落ち込みゃ、木根による撹舌しが認められ、出凸が激しく、ベット状に 2段の床

面を持つように観察される部分もあるが、本来は l段の平坦な床面であることが土層堆積図に

よっても確認される。柱穴の配列は、プラン AがP14.-.....;P 29までの 16個の柱穴で上部構造を

支えたと考えられ、 P15 -P 28 -P 29 -P 23が中軸線となり P14-P 17、P18 -P 27、P19 

-P26、P20-P 25、P21-P 24が対称に配置されてし 1る。 P30は貯蔵穴と考えられるO プラ

ンBでは、 P31 .-.....;p 48までの 19個の柱穴で上部構造を支えたと考えられ、 P31-P46-P47

-P 48-P 39が中軸線となり、 P14-P32、P33-P 45、P34-P44、P35-P 43、P36-P

42、P37 -P 41が対称に配置されている。 P49、P50は貯蔵穴と考えられる。このプラン A.

Bに配列された柱穴以外の柱穴は、副次的な支柱穴と考えられるO 炉@壁溝及び出入口は検出

できなかった。

遺物は覆土中からごく少量の土器片と、内湾してつまみの軸線に直交する刃部を持つ石匙の

破片が l点、ブレイク 17点が出土した。

81123 (付図 4、第40・45・72図、図版14)

SI147は調査途中で、北側の援と壁溝@柱穴によって偲握された住居跡で ND34 • 35、NE

33"-' 35、NF33 • 34に位置するoSI 147、128と重複しており、また東側には SI123の長軸に

直交するように SI156 • SI 126が近接している。覆土の堆積状況を観察すると、 S1147の覆土

を切って SI123の覆土が堆積しているO また中央部床面は、 SI128を埋めて貼り床をしてお

り、このことから 3つの住民跡の新旧関係は、古いほうから SI128→ SI147→ SI123となる。

SI123が最も新しいことは、この部分が表土除去後に、 SI123の長軸方向と一致するように窪

んでいたことからも明らかであるO 北側に一部残る壁、北と南側の柱穴列、それに重なる壁溝
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を検出している O 北側の壁の推定延長線上をたどるとほぼ壁溝に至るので、住居の規模はおお

よそ柱穴舛のラインに考えられるO このことから本住居跡は、長軸方向を北東一南西方向にと

り、長軸約10m、短軸(北・南側の壁溝問)約3.5mの楕円形を呈していたと思われるO 覆

土は、厚さ 0.1mほどの暗褐色土 (7.5YR 3 /' 3 )で、明褐色土 (7.5YR 5 / 5)のブロックや

焼土ブロックが多量に混入しているO 北東側に残る壁は高さ 0.3-----0.1 mでほぼ垂直に立ち

がる。床面は全体的に比較的堅くしまっているが、特に中央部の SI128上に鮎床した部分、そ

れに炉の周辺は堅い。直径0.2m、深さ 0.3-----0.6mの柱穴が壁溝内あるいは北側の援に沿って

検出されているO また住居内北側の小ピットは径 0.1m、深さ 0.4-----0.6 mである。長軸を中軸

線として P1 -----p 9とP10 -----P 17が対称に配列されており、主柱穴と思われるO 長軸線上の北

東部に地床炉が4箇所検出されている。炉の焼土は堅くしまり、最も北東側の炉は浅い落ち込

みを伴う。また高西側の炉焼土は SI128の上面を一部覆っているO 南北両側にほぼ平行して検

出されており、北側は長さ 4.1m、南慨は1.5mほどで、溝の幅は約 0.2m、深さは 0.1mほど

である。北側の壁溝内にはいくつかの柱穴があるO

覆土中からやや多量に土器と石器@ブレイク・礁が出土しているO 第 40図 40は上部の沈線

による孤文と横位沈線が見られ、その下位に斜縄文を施す。 41は口縁部の破片で、横走する波

状沈線と斜位の 2条単位の沈線文が見られ、口唇部に指頭圧痕が並ぶ。石器は、石鍛 2点(第

45図 16 • 17)、削器 l点(第 45図 18)、凹石 1点(第 72図 252) と石匙の破損品が l点出土

しているO また、ブレイクは 26点出土しているO

81148 (付図 4、第79・83図、図版14)

NE 35 -----37、NF35 -----37に位置し、 SI118・SI135・SKF143・SKF149・SK137・SK

138 • SK 146と重複しているO 新旧関係は、 SI135の地床炉に貼床していることから、 SI135 

より新し ~)o また、 SI118 に切られていることから SI118 よりは古いことが確認された。 SKF

148の柱穴が掘り込んでおり、その他の土坑も床面でプラン確認されたことから、これらの土

坑よりは新しいことが確認された。長軸方向を北北西 南南東にとり、柱穴間距離で長軸 9.4

m、短軸 4.1mを計測するが、西側に残る壁面から推定すると、長軸 11m、短軸 5mの楕円形

プランを呈すると思われる。褐色土を主体とする覆土には炭化物が混入しているO 壁高は 0.1

-----0.18 mで、緩やかに立ち上がっているO 床面は、平坦で堅くしまってし喝。長軸は P13-P 

14 -P 15を結ぶ線を中軸線として、 P1 -----P 6とP7 -----P 12が対象に配列されており、この 15

箇所が上部構造を支える主柱穴と考えられる。副次的な支柱穴もあると思われるが特定しがた

~ )。床面の中軸線上には地床炉が 3箇所検出された。

住居跡南東壁際で床に密着した状態で石棒が出土した。この石棒の南側に石棒に接するよう

に窪 8crn、深さ 12crnのピットが検出されており、本来石棒はこのピットに立てられていた可能
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性も考えられる。遺物は、石棒 1点(第 83図329)と柱穴内から石皿 1点(第 79図317)が出

しているo E棒は柱状節理のある凝灰岩の稜を磨いており両端も組く磨いている。石皿は、

両面を使用しているO 使用面はし、ずれもやや凹状を呈しているO 欠損のため形状は不明である

が、厚さは 4.2"-' 5.0 cmで、ある O 火熱を受けているo

81217 (付図 4、第45・62・72図、図版18)

MG 28 • 29、MH27 ----30、MI28 ----30、MJ29に位置するO 長軸方向を北西一南東にとり、

推定長軸 11.2m、短軸 5.5----5.8 mの楕円形プランを呈する。覆土の 2層には地山砂磯層に含

まれる小擦を多量に混入している。 3層は地山土の盛り上がりであり、倒木痕によるものであ

るO 壁高は北壁で最大 0.46m、南壁は確認できなかった。床面は地山砂磯層面に位置している。

特に堅く締められてはいない。北東部では、壁外に一部テラス状の段差を認めることができるO

残存する長さは約 0.3m、幅約 0.6mでテラスから住居内、テラスから住居外の高低差はどちら

も0.1----0.15 mである(床面での高低差は長軸方向で 0.5mある)。柱穴は床面に掘り込まれて

いるものと、壁と重複しているものがある。焼土の堆積が床面北側に検出された。住居跡の中

軸線よりは、やや西にずれており、 1.1x 0.6 mの範囲に焼土粒子がうすく分布している程度で

あるが一応地床炉と考えられるO

覆土中から少量の土器片と、石鍬 2点(第 45図 19・20)、箆状石器 1点 (45図 21)、掻器 1

点(第 45図 22)、打製石斧 1点(第 45図 23)、半円状扇平打製右器 4点(うち 2点は第 62図

163・164)、出石 2点(第 72図 253 • 254)の他、ブレイク 45点が出土している。 21は横長

剥片素材で片面調整であるo23の打製石斧は撹形の河原石の先端部に両面からの加撃で刃部を

形成してし喝。半円状扇平打製石器第 62図 163の擦り面は平坦で使用頻度は高いと思われる 0

164は花闘岩を素材としている。凹石第 72図 254は、両面に由み、磨りは片面に、線条痕を両

面にももっo 2面ともほぼ同一方向に走っている。

81218 (付図 4、第45図、図版18・19)

MI26 • 28、MJ26・28、MK26 • 28にあり SI229とSI217の間に位置する。住居跡の中

央から西側にかけて大きな倒木痕があり、床面と西壁の一部を破壊しているO 長軸方向を北西

一南東にとり推定長軸 10.7m、短軸で最大 5.5m、最小 4.4mを計測し、楕円形プランを呈す

るO 西壁は外側にふくれる形状を呈しているが、これは倒木に起因するものであり、本来は東

壁のように南北にやや丸みをもちながらもほぼ直線的に結んでいたものと推定されるO 覆土はー

しまりのあまりないやわらかい土が入っている。 3----7層は倒木痕に伴い逆転された土層であ

るO 壁高は、最大 0.6mで、南にいくにつれて次第に高さを減じ南壁は確認できなかった。床面

は地山砂磯層面にある。特に堅く締められた様子は観察できない。床面での長軸方向の高低差

は0.4mある。柱穴は住居の規模の割には数が少ない。焼土は床面北側、ほぼ中軸線にのる位置
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で検出した。径約 0.4mの小さいもので、炉と考えられる。西壁中央部分にも焼土のILがりを見

いだせるが、住居を切つっている倒木痕より新しい時期のものである O

覆土中から第 45図 24の箆状石器 l点、 25の削器 1点の{也、ブレイク 4点が出土している 0

24は、両面調整で刃縁は直刃、側面形は両刃となっている。

SI229 (付図 5、第46・62・79図、図版18・19)

MJ 25 • 26、MK25 ""-' 27、ML24 ""-' 27、MM26にあり、 S1218とSI215の聞に位置する。

住居跡は、 2つの大きな倒木痕により破壊を受けてliる。長紬方向を北西-南東にとり推定長

軸 10.4m、短軸は最大で 7.0m、最小で 5.4mの不整楕円形を呈する。覆土は大きく 2層に分け

られる。長軸に添って北側 3分の lを l層、それ以南を 2層とした。両層の識別は容易であるO

l層は粒子の細かい褐色土が充填しており、混入物をほとんど含まなliO一方の 2層は、地山

砂磯!語の小!擦を多量に含む暗褐色土で、ある(時間の住居跡確認、面での護士は、おおよそ本住居

跡覆土の 2層と同じであるのに対し、 l層の存在は特異である。この 1層は人為的に埋められ

た土である可能性がある)。壁高は北壁で 0.2""-'0.25 m、東@西壁では 0.15""-'0.2 mあるが、南

壁と東壁の南半は検出できなかった。床面は地山砂磯層面にあり、堅く踏み締められてはし】な

い。長軸方向における高低差は 0.45mである。柱穴はほぼ壁に沿うように配置されているもの

と、中央部寄りにも掘り込まれている。 P4 • 6 • 7では、長さ 0.2""-'0.28 m、幅 0.22"，-， 0.26 

m、厚さ 0.05"'-'0.06自の板状の石材が立った状態で検出された。石の位置は柱穴中央より片方

に偏している。 P4 • P 6は磨製石斧などの素材と考えられる緑色凝灰岩であり、 P7では石が

赤化しており、もろくなっていた。焼土は 4箆所で確認した。うち焼土 A と焼土 Cは床面上に

し、おおよそ中軸線上に並ぶようであり、この 2つは炉と考えられる。焼土 Bは、床面よ

りやや浮いているが、炉の可能性もある。焼土 Dは確認面で検出できたものであり、住居跡よ

り新しい。 P1 "，，-，p 3 • P 5から遺物が出土しているO

覆土中から誇Ij器 l点 (第 46図 26)、 半円状扇平打製石器 6点 (うち 4点は第 62図 165""-' 

168)、凹石 2点、の{也、ブレイク 4点が出土しているO また P4内から石血 1点(第 79図 318)

が出土しているO 図示した半円状属平打製石器は、いずれも刃部の擦りの顕著のものはない。

石血 (318) は片面を使用したもので、使用面はやや凹んでいる。厚さは 4.2"'-'4.7 cmで、ある 0

SI315 (付岡 5、第80図)

MM  42 e 43、MN42 e 43、MO42 • 43に位置し、 S1315を拡張して、 S1195を構築してい

るので、 S1315はS1195より古い。壁面が失われているので柱穴配置でその存在が確認された

もので、長軸方向を西北西 東南東にとり、柱穴間距離で長軸 9.8m、短紬 3.2mで、あるが、他

の住居跡の柱穴配置とプランの関係から推定すると長軸 11m、短軸 4.5mの楕円形プランをま

すると思われる。床面は平坦でしまっているoPllとP23を結ぶ線を中軸線として P1 "，-，p 10 
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とP12 ，"，"，p 21が対称に配列されている。これらの柱穴に P22を加えた 23筒所が上部構造を

支える主柱穴と推定される。重複する SI195の柱穴より規模が小さく、柱穴覆土に白色粘土ブ

ロックを含むものがある。炉@壁溝@出入口は検出できなかった。

遺物は、床面から石血 1点(第 80図 319)とブレイク l点が出土している。使用は 1面のみ

でやや凹状を呈しており、使用頻度は高くなし、0 3.2 crn前後の板状の石材を用いている。

81320 (付図 5、図版 23)

MG 46 '"'"' 47、MH45，..._， 47、MI45 '"'"' 47の各グ 1)ッドにまたがり位置する。壁面も確認され

ず東側半分も、開田のため削平されていたが、柱穴配霞から住居跡プランを確認したものであ

るo SI321 • SI 322 • SK 308 • SK 309と重複するが、柱穴配置のみでその存在を確認したこ

とから新IB関係は不明であるO 長軸方向を北北東一南南西にとり、柱穴間距離から推定すると、

長軸 8.7m、煙車由 4.8mの楕円形を呈するプランと考えられる。床面は明確ではなく、プラン確

認面ではしまりがなし 1。柱穴は P21… P 22 -P 23 -P 24を中軸線として、 P1 '"'"'P 10とP11

'"'"'P 20がほぼ対称に配置されており、これらが主柱穴と考えられる。また、西側の柱穴列が P

25 '"'"'P 30の柱穴子IJと重複しており、改築が行なわれたと考えられる。重複関係から P1 '"'"'P 10 

の柱穴列が P25 '"'"'P 30の柱穴列より古いと考えられるO 炉@壁溝@出入口は検出できなかった。

遺物は出土しなかった0

81118 (付図 5、第37・46・47・63・69・72・80図、図版14)

ME 36 '"'"' 38、NF36，..._， 39、NG37"""" 39に位置する O この部分は、 SI200と同様表土除去し

た段階で長楕円形に若干窪んでおり、その中央部には基本土層の第 1層である黒色土が見え

た。 SI148 • SK 114 • SK 129 • SK 132 • SK 146 • SKF 149と重複する。 SI148との新旧関

係は、 土層堆積状況から本住層跡のほうが SI148より新しいことを確認した。 SK129 0 SK 

132 • SK 146 • SKF 149との関係では、プラン確認時に本住民跡の方が新しいことを確認し

た。また、 SK114はプラン確認時に本住居跡の方が古いことを確認した。長軸方向を北西一南

東にとり、柱穴間距離は長軸 11.7m、短軸 4.5mであるが、残存する壁面から推定すると長軸

14.3 m、短軸 5.5mの楕円形を呈するプランと思われるO 覆土は黒色土と暗褐色土を主体とし、

焼ニ!こ@炭化物@土器片が含まれているO 壁面は凹凸があるが、緩やかに立ち上がるO 壁高は

0.11，......， 0.25mである。柱穴は長軸を中軸線として P1 '"'"'P 8とP9とP15がほぼ対称に配列さ

れており主柱穴と考えられるO 床面の 14館所で焼土堆積を検出した。いずれも堅くしまっておー

り、下方の床面も焼けている。特に中軸線上の焼土の範囲が比較的大きく明確で、本住居跡、に

伴う地床炉である。

遺物は、覆土中から と、石鍛 1点(第 46図 27)、五錐 1点(第 46図 28)、箆状石

器 2点(第 46図 29 • 30)、首1]器 7点(第 46図 31""""34、第 47図35，......， 37)、石匙の破損品 1点、
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半円状属平打製石器 l点(第 63図 171)、石錘 l点(第 69図 222)、回石 2点(第 72図257・

258)、台石 l点(第 80図 320)が出土した。第 37図 11は体部下半の破片で摩滅しているが斜

縄文と綾絡文が見られるO 石鍛 27は両側辺の中央部に挟りを持つもので、本遺跡出土の石鍛で

は少ない形態の lつであるO 半円状馬平打製石器(第 63図 171)は多孔質の石材を用いているO

擦りの使用頻度は高l'。回石 258は3面の回みのうち 2面の凹みから放射状に線状痕が走る。

台石は片面に凹みと弱l'線状痕をもつものであるO

81326 (付図 5、第37図)

ML 37 ----39、MM37 ----39、MN37 ----40、M039に位置し、 SI180 • SI 190 • SI 199・SI

327 • SKT 319と重捜している。これらの新!日関係は、 SI326がSI190 • SI 199 • SI 327廃棄

直後に投棄されたと考えられる焼土に覆われていることから、これら 3住居跡より古いことが

判明している。 SI180との関係は、本住居跡が SI180の壁面の一部を掘り込んでいることから

SI 180より新しし'0SKT 319との関係は、プラン確認時の切り合い関係から本住居跡の方が古

いことがわかっている。このことから SI180→ SI326→ SI190・SI199 • SI 327・SKT317

の順に新しくなる。長軸方向を北西一南東にとり、柱穴問距離では、長軸 10.7m、短軸 3.2m 

であるが、北西部に残る壁と壁溝から推定すると長軸 14.1m、短軸 6.8mの楕円形を呈するプ

ランと思われる。覆土は褐色土を主体とし、焼土と炭化物をわずかに含んでいるO 壁面は一部

が残っているだけであるが、 0.04----0.11 mの高さをもち、緩やかに立ち上がっているO 床面は

ほぼ平坦である。柱穴は長軸を中軸線として、 P1 ----P 7とP8 ----P 14がほぼ対称に配列されて

いるO 壁溝内にも柱穴が多いが、他の遺構との重複があるため、本住居跡の副次的な柱穴かど

うか判断がつかないものが多し」炉は検出されなかった。壁溝は北西部に幅 0.2"'-'0.25 m、深

さ0.05----0.22 mで断続しながら巡っている。

遺物は、斜縄文が施された小型土器の底部付近の破片が 1点(第 37図12)出土したのみである0

81195 (付図 5、第37・47・62・69・72・74・85図、図版13・39・40)

ML 42 • 43、MM42・43、MN42 • 43、MO42 • 43の各グリッドに位置し、 SI315と重

複するが、 SI315の上面を本住居跡廃棄直後に投棄されたと考えられる焼土が覆っていること

から、 SI315より本住居跡の方が新しい。長軸方向を西北西一東南東にとり、柱穴間距離では

長軸 12.7血、短軸 4.85mであるが、 3方に残る壁溝から推定すると長軸 14.3m、短軸 6.56m 

の長方形フ。ランを呈すると思われるO 覆土は褐色土を主体とし、焼土@炭化物@土器片を多量

に混入しているO 床面は平坦で堅くしまってし喝。柱穴は長軸を中軸線として P1 ----P 10とP

11 ----P 20が対称に配列されており、これらが上部構造を支える主柱穴と考えられる。柱穴を連

結するように幅 0.15----0.3 m、深さ 0.06----0.1 mの壁溝が断続し、その底面に柱穴が多く検出

されている。焼土の堆積を 8箇所確認したが、しまりがなく床面も焼けていないことから、
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器と共に廃棄されたと思われるO

遺物は、覆土中から多量の土器と、縦型石匙(第 47図 38)、半円状属平打製石器 4点(うち

2点は第 62図 169・170)、石錘 2点(第 69図 223・224)、四石 2点(うち 1点は第 72図

259)、磨石 2点(第 74図 279 • 280)、石製品(第 85図 343)の他ブレイク 18点が出土してい

る。第 37図 13は外反する口縁部を有し、体部が強く張り出すため頚部がかなりくたびれた感

じとなる。底部は少し外方に張り出す。日縁部に 2個 1対の突起を相対して付し、口頭部には

向きが異なり左右対称となる 2個 1対の粘土紐の渦巻文を、これも反対側器面に相対して貼付

するO 口唇部と器外面に斜縄文を施すが、器外面のそれは撚りの異なる 2種の原体を用いてい

る。 14 • 15は口縁部からほとんど謹線的に底部に至る器形で、それぞれ太い斜縄文、縦走する

撚糸文施され、口底部に指頭庄痕を付す。 16は口唇部が外反し、顕部が少しくびれ、体部はい

くぶん丸みを帯びる。口唇部に指頭圧痕、器外面全体に縦位の撚糸文を施す。 17は口径と体部

最大径がほぼ同一に復原され、日頚部は極めて緩やかなカーブを描いて外反する。口唇部に指

頭圧痕、器外面に網目状撚糸文を施文するO 縦型石匙は、つまみ部の幅が他の石匙に比べて非

常に大きし】。半円状扇平打製石器(170)は軟質の石材(凝灰岩)を用いているO 石錘は小型で

いずれも火熱を受けている可能性があるo 279は火熱を受けている。石製品は軟質の凝灰岩を

粗く打ち欠いた後に縦方向に磨きを行っているO 長lj離は両辺にのみ行なわれているO

81199 (付図 5、第47・63・70・72・74図)

MK41・42、ML39"""'" 42、MM39 --41に位置し、 SI180・SI190・SI328・SK196・SK

300 --SK 303と重復している。各遺構との新旧関係は、本住居跡に伴う焼土が SI328の一部を

覆っており、本住居跡が新しい。 SI190との関係は不明である。 SK196・SK303との関係は

プラン確認時の切り合~)からこられ土坑より吉いことがわかっている。 SK300 """"'SK 302は本

住居跡に伴う土坑と考えられる。長軸方向を北東一南西にとり、住穴間距離から推定すると長

軸は 11.7m、短軸 4mを計測するが、西側に一部残存する壁溝から推定すると長軸 14.7m、短

軸 7mの楕円形を呈するプランと思われる。覆土は、暗褐色土を主体とし、焼土を多量に含ん

でいるO 床面は平坦であるがしまりはなし 1。柱穴は、長軸を中軸線として P1 --P 10とP11--

P 21がほぼ対称に配置され、主柱穴と考えられるo f也に支柱穴と考えられる柱穴が多数検出さ

れているが本住居跡と特定できない。中軸線上に 3箇所(図中 A""""'C)の厚い焼土の堆積する地

床炉がある。西側に長さ約3.6m、幅0.1--0.15m、深さo.03--0 . 18 mの壁溝が検出されている。

遺物は、覆土中から少量の土器と、削器 l点、(第 47図 40)、半円状扇平打製石器 4点(うち

2点、は第 63図 172 • 173)、石錘 1点(第 70図 225)、回石 6点(うち 2点は第 72図 260 • 

261)、磨石 l点(第 74図 281)の他、ブレイク 23点が出土しているO 石匙 39はつまみの中心

線が器中軸線よりも少しずれる横型石匙で下端の表裏面にポリッシュ(光沢)がある。削器の
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40の裏面左側辺にもポリシュが見える。凹石 (260)は片面に凹みをもち、両面に磨りが入る。

磨石としての利用が大であるO

81200 (付図 5、第63・70・85図、図版15)

ND 30 ----32、NE30.-._， 32、NF31 ~ 32グリッドで検出した。この部分は南側jに下降する緩

い斜面であるが、表土を除去した段階で黒色土全体が窪んでおり、当初は小さな沢が何か自然

的な要因による務ち込みと考えられた。しかしながら、沢とした場合その方向が現地形に合わ

ないで、竪穴住居跡の可能性もありとして、ベルトを十字に残して掘り下げることとした。プ

ラン内に SK208が重復するが新旧関係はやi然としなし'0NE • NF 31グリッド内にあるピット

の状況が、この住居の規模を示すものと考えられ、長軸推定 8.8m、短軸推定 5.3mの楕円形を

呈し、面積約 38.4rrfに推定される。覆土は壁のある北側から軟らかな黒褐色土が流入し、その

上に焼土粒が少量混入した黒褐色土、さらに黒色土が乗り、自然堆積の様相を呈するO 壁は北

側に 0.2，..._， 0.25 mほどの高さでやや急角度の立ち上がりを示して残存するが、東側では非常に

なだらかとなり、 SK208の西側には全く克られない。床面は地山に含まれる小擦が露出してお

り、さほど堅くはな~，。南@西側ほどしだいに傾斜して低くなるoP 1 ，....__p 17は床面からの深さ

が0.14，..._， 0.67 mと一定しないが、位置的に本住居の柱穴であろうと思われる。東寄りの床に

0.56 x 0.4 mの範囲でわずかに焼土を有する地床炉がある。 P16の西側には約 0.1mの厚さで

調査範囲外に入り込んで焼土が見られるが、住居範間からは逸脱する位置にあり、この住居に

伴う炉ではなし、。 P1 • 2付近に幅 0.2mほどの壁溝が1.5mほどの長さで検出されたが、他所

では検出されなかった。出入口の位置は定かでない。住居東端に南北 2.2m、東西1.75mほど

で、床面からの深さが 0.55mほどの大きな凹みがあるO この南側は床面から 0.35mで、一段浅

くなっている。この凹みのすぐ西側に径約 0.9m、深さ約 0.36mの円形のピットがあり、両者

の堆積土は非常に近似している。東端の凹みの堆積土上方にはわず、かに黄褐色の地山土が貼ら

れており、埋土後に住居の床面としたものらしい。堆積土は住居覆土とは異なっており、両

ピットは住居構築前の遺構である可能性が強い。

遺物は少量の土器と半円状属平打製石器 1点(第 63図 174)、石錘 1点(第 70図 226)、凹石

2点(うち 1点、は第 63図 26)、決状耳飾 l点(第 85図 342)が出土している O 第 40図 42の土

器はわずかに外反する口縁部であるO 外面に太い斜縄文を施し、口唇部に刻み尽を加えているO

半円状扇平打製石器は軟質の石材を用い、片面の半分を整形禁IJ離ののち刃部を作出している 0

2点、の凹石は住居内東端の土;坑から出土している。 決状耳飾(第 85図の 342)は、緑色凝灰岩

を素材とし、切目部の長いものである。穿孔は両面からの回転運動による。補修孔も両面から

行なわれる。断面形はほぼ台形を呈し、切目部先端は研ぎ出されている。

81214 (付図 5、第38・40・41・44・47・48・63・70・73図、図版17・40)
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NC 26 '""-' 28、ND27・28の南部に降りる緩斜面に位置する。 南西側は調査区外に延びている

ため、長軸方向の長さは不明であるが、現存長 7.2m、短軸は最大で 6.2mで、あるO 長軸方向を

北東一南西にとるやや先細りの楕円形を呈する形態のものと考えられるO 覆土は傾斜に沿って

流れ込んでいる様子を観察できるO にわたって炭化物を若干含み、 1，..._， 3層には焼土を若

子含んでいる。壁は一部を除き明確に残る。北東側で 0.34m、南側で 0.1mの壁高があるO 床

面はほぼ平坦で、中央部分を中心にやや整く踏み締められている(床面での高低差は長軸方向

で0.3mある)。柱穴は住居跡内外に多数あり、そのいずれが住居に伴うものか特定できない。

床面上ほぼ中軸線に添って 3館所の焼土を検出した。南西のー箇所については調査区外にも延

びている。いずれも掘り込みをもたない地床炉と考えられる。

遺物については、この場所は遺構確認以前から捨場と考えられる箇所の一部であったため、

多量の遺物を検出していた。遺構確認面上にも多くの造物を検出しているO 明らかに住居跡に

伴うと考えられるものは、床面底上の第38図18、第40.41図43'""-'54と凹石がある。第38図18は、

口縁部のみが短く外反し、直線的に底部へ至る。縞呂状の撚糸文を施し、口唇部には指頭圧痕

を並べる。第40図43• 45 • 46、第41図47は頚部に指頭押庄のある隆帯が巡るものであるが、第

40図44のみは縦位に垂下するO 第41図48は地文として細かな斜縄文を施し、そのうえに半裁竹

管によると思われる 4条の存郎、平行沈線文を施す。 49，....__51は網目状撚糸文、 52も撚糸文である。

53は縦位の羽状縄文、 54は波状口縁頂部の突起で、中央の孔を中心にして半裁竹管による円状

刺突文が取り囲む。覆土中及び柱穴内から石匙 1点(第47図41)、箆状石器 3点(うち 1点、は第

44図10)、削器 6点(うち 5点は第47国42、第48図43'""-'46)、掻器 1点(第48図47)、磨裂石斧 3

(うち 1点は第48図48)が出土している。第47図41と第48図44は本住居跡のピット内から出

土したもので、 41はつまみ部が欠損した縦型石匙であるO 箆状石器のうち図示しなかったもの

のうち l点は、小型で片面調整、刃縁は円刃、側面形が片刃をなすものである。第48図48は緑

色凝灰岩製で、擦切手法によって製作されたことが側面に残る擦切痕によってわかるo i-也の 2

点の磨製石斧は刃部破片である。また、半円状属平打製石器 6点(第63図175'""-'178)、石錘 2点

(第70図227• 228)、白石 5点(第73図263• 264) も出土しているo 175は床面出土。 176と凹石

263は柱穴内出土。半円状扇平打製石器175は小型であるが刃部は両面から剥離して作出しであ

るo 176は両国を組く整形剥離したのち、刃部を作出している。石鍾228は図右の決りは鼓きに

よる。白石264は断面かまぼこ状の球形を呈するものに回みが 2笛所入るものであるO

81215 (付図 5、第49・63・70・73・85図、図版17)

MM  26 • 27、MN24'""-' 27、MO24 '"'-' 27に位置する O 壁は南側と西側の南半を確認できず、

長軸に添って柱穴が対をなして配列されている箇所から推定すると、長軸方向を北北東一南南

西にとり、長軸 12.4m、短軸は最大で 6mを測り、南にいくにつれて幅がやや狭くなり最少で
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約 4.5rnになると思われる。覆土 2層には焼土を少量含んでいるo 3腐は地山砂磯層の小!擦を

極めて多く含有している。壁高は、北壁で最大 0.2rn、その他は 0.1rn前後を測る。床面は地山

砂磯層面にあり、小さな凹凸があるO 北東部では一部、柱穴と周壁の簡でベット状の高まりを

確認しているO 床面より約 0.2rn高くなっている。床面での高低差は長軸方向で 0.4rnである。

柱穴は、壁からおよそ 0.7"-'0.8 rnの間隔を保って配されている。焼土の堆積が床面の北側に l

箇所あり、ほぼ中軸線上にのる。長さ 0.9rn、幅 0.5rnで焼土粒子が密に分布していると

ないが、地床炉と考えられる。

土器は出土しなかったが、覆土中から箆状石器 3点(うち 2点は第 49図 49 • 50)、削器 1点、

(第 49図51)、半円状扇平打製石器 l点(第 63図 179)、五錘 1点(第 70図229)、凹石 2点(う

ち1点、は第 73図 265)、アレイク 38点の他石製品 i点(第 85図347)が出土している。 49は両

面調整で刃縁は円刃、側面形は両刃であるが、 50は半両面調整で、側面形が片刃をまするもの

と考えられるO 四石は片面のみに凹みをもち、裏面には磨りが認められるO 火熱を受けている。

石製品は、棒状の凝灰岩に 4条の溝を巡らしたものであり、下端の折損部はちょうど溝からき

れいに折れており、この溝が、石を切断する過程を示すものかもしれない。

81220 

遺構は当初、南西側の壁を確認した時点において住居跡番号を付し、南北方向に長軸をとる

ものと考えていた。しかし規模については精査を繰り返しでもなかなか特定できなかったもの

で、最終的に炉・柱穴の配列から軸線の異なる 2軒の重復と判断し、南側を SI220 A、北側を

SI 220 Bとした。両者の新旧関係は不明である。

8I220A (付図 6)

MF 31 "-' 33、MG30 "-' 33、MH30 "-' 33に位置する。西壁には一部接合しない箇所がありか

っピットが 2儒 1組のように配られていることから、二時期あるいは重復も考えられるO 長軸

方向を北東一南西にとり、規模は推定で長軸 13.2rn、短軸 8.6rnであるO 壁は南援と西壁のそ

れぞれ一部を確認しており、壁高は最大でも 0.2rnである O 床面は地山面上にあり、特に堅く締

められた様子は観察できない。床面南側ほぼ中央部には土坑様の掘り込みを 2筒所で検出し

た。いずれも住居に伴うものと考えられる。柱穴と考えられるピットは規模の割には検出個数

が少ない。床面に堆積する焼土は推定中軸線に対しやや北西側に偏在している。 4筒所の焼土

のうち、 A.Bは地床炉と考えられるoCは炉がいくつか複合したものとも思われるoDは焼土

粒子の分布が密でなく、炉とは明確に言えなL可。

81220B (付図 6) 

MF 33 "-' 36、MG33 "-' 36、MH34 "-' 36に位置する。北側で SI230と重複する。新!日関係は

不明であるが、 SI230壁が、この住居跡を重複する箇所で途切れていることから、 SI230より
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新しい時期の可能性はあるO 長軸方向を南-北にとると考えられ、中軸線上には細長い焼土列

がある。壁を全く確認できず、規模を明獲にできないが、焼土列と柱穴から推定して、長軸約

13.5 m、短軸 7.1mになるものと考えているO 床面は地山屈にあるO 堅く締められてはいない。

中軸線の東側ではほとんど柱穴を検出できなかった。さらに S1230との重複部分での柱穴がど

ちらに属するのかについても明らかにできなかった。中軸線上にのる焼土列は、炉の複合して

いるものと理解される。

81230 (付図 6、第49・64・73図、図版20)

MF 36 "-' 39、MG36"-' 39、MH36 • 37に位置する。南側で SI220 Bと重複し、新旧関係は

明確にできなかったが、 SI230の壁が重複部分で検出できなかったことから、 SI220 Bより古

し、可能性がある。さらに東軍ーを SKT231 に、また北側を東西に走る新しい水路(現代〉にそれ

ぞれ切られている。東・西壁の残る短軸は 6.6mであるが、長軸は南北とも重複があり推定で

はつぎのようになる。南限は、商壁が南側でおれて南壁に移行する箇所、北限は新しい溝の北

側に残る柱穴としてみると、推定長軸 12.6mになり、長軸方向は北北東一南南西にとる。覆土

は全層にわたって焼土@炭化物を微量含んでいる。壁高は、西壁で最大 0.25m、東撃では 0.05

""""0.06 mである。床面は掘り込んだ地111面をそのまま使用しているO 中央部近くに長軸1.7m、

短軸 0.7mの隅丸長方形プランを呈する土坑がある。柱穴は位置@深さなどから P1 ，......，p 12を

主柱穴と考えているO 焼土の堆積が床面上に 10箇所近く認められるO うち明らかに炉と考えら

れるのは AとBで焼土面が堅く締まっている。その他については、焼土粒子が薄く分布してい

るのみであり、仮に炉としてもごく短期間に使用されたものと思われるO 壁溝は西壁中央部で

一部を確認している。幅約O.2m、深さは床面からO.lm前後で、壁から約O.lm内館1]に掘り込まれている。

覆土中から、箆状石器 l点、誇1]器 1点(第 49図 53)、磨製石斧 l点(第 49図 55)、半円状扇

平打製石器 4点(うち 2点は第 64図 180・181)、凹石 5点の{也、ブレイク 33点が出土してい

る。床面に穿たれた士坑内からは、自!J器 2点(第 49図 52e 54)と凹石 l点(第 73図 266)が

出土している。磨製石斧 (55)の刃部には、刃縁に平行する微細な線と、これに直行する微細

な線とが見える。この 2種類の微細な線は、前者がより組織的で研磨の際の擦痕と見られるの

に対し、後者は刃縁から線が始っていて使用による痕と考えられる。後者が前者を切っており、

この磨製石斧が横斧であったことを示しているO 半円状属平打製石器 180は、約 12m距てた

MC37グリッドから出土した破片と接合してできたものである。 181は擦り面が 2辺にあるも

ので、どちらも使用頻度は高い。多孔質の石材を用いているO

81311 (付図 6) 

MI 44，......， 47、MJ44，..._， 47のグリッドに位置するが、柱穴配置からその存在を確認したもので

あるo SK 197・SK198が本住居跡内で検出されている。新旧関係は SK197・SK198の覆土
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上面に本住居跡廃棄直後に投棄されたと考えられる焼土が一部堆積していることから、本住居

跡が新しいと判断された。長軸方向を北-南にとり、柱穴間距離から推定すると長紬 11.6m、

短斡 5.7mであるが、他の住居跡柱穴配置とプランの関係から推定すると長軸 13.6m、煙車由 7.2

mの楕円形を呈するプランと思われるO 覆土は暗褐色土を主体とするが極めて薄い。床面は平

坦でしまりがない。柱穴は長軸を中軸線として、 P1 ，__，p 8とP9 ，__，p 15が対称となり、上部構

造を支えたと考えられるO 炉は検出されなかった。

造物は、床面上からブレイクが 1点出土しただけであるo

81156 (付図 6)

NB 34，__， 36、NC34，__， 38、MD35 ，__， 38に位霞しているO この部分でも SI118 • 123 • 200 

と同様に表土を除去した段階で、南北に長い窪みを確認したが、乙れ程大きな規模の竪穴住居

跡であるとは予測できなかったものであるO 他の遺構との重複は、本住居跡の南半で SI126の

北半と、北東部で SK159と、中央部で SK157とそれぞれ切り合っている。 SI126とは、表土

除去後の窪みの範囲及び覆土の観察から本住居跡が新しく、 SK159 • SK 157とは、本住居跡

の覆土が SK159 • 157によって切られていることから本住居跡が古し」従ってこれらの遺構

の新!日関係は古い方から SI126→ SI156→SK 157 • 159となるO また、本住居跡の東側には、

本住居跡と長軸方向をほぼ同じにする SI130 • 133が隣合っているO 柱穴は中軸線にほぼ平行

し、これに東@西側には溝が伴う。西側の溝からさらに外側に1.0mほどで出入りのある立ち

上がりがあるが、 S1156の壁かどうかは明らかではない。柱穴間だけを計ると、長軸約 17.0m、

短軸 5.3mほどであるが仮に西側の立ち上がりを壁として、柱穴列の外をめぐるとすれば、推

定規模は長軸 20.0m、短軸 7.7mほどになる。長軸方向を北北西-南南西にとっているO 覆土

はしまりのある暗褐色土と褐色土からなるが、 SI126の覆土に比べて、土器 e 石器の

極めて少ない。住居西側で検出された立ち上がりは高さ 0.2mほどあるが、この立ち上がりの

ラインは出入りが激しく、また南側の端部は柱穴列から大きく離れて外側に聞く傾向にあるた

め、 SI156の壁かどうかは明らかではなし」床面は重複する SI126よりも軟かく、特別堅い部

分はない。柱穴は床面からの深さ 0.5，__， 0.7 mほどのものが主柱穴 (P1 ，__，p 31)と考えられるO

柱穴内には人頭大の擦の混入するものもある。また主柱穴に深さ 0.2，__， 0.3 mの小ピット (P32 

---P 46)があり、さらに東側の主柱穴亨IJの外側には、内傾するピット (P47 ，__，p 52)がある。床

面には若干の焼土が認められたが、ごく痕跡程度のものであった。東@西にほぼ平行して検出

された溝は、両者とも長さ約 7.3m、幅 0.2m、深さ 0.1m程で、柱穴と重なることもある。炉

は図示出来なかったものの、調査中に中軸線上で極めて薄く堆積する焼土を 2箇所で確認しているO

覆土中から全面を斜め方向に欝き、頭部先端も丁寧に磨いた石剣の頭部破片 l点(第 85図

345)の他少量の土器片、ブレイク 24点が出土している。
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81171 (付図 6) 

NG 33 '""-' 38に位置するが、西側部分には調査区外にあり、全容を知り得なl¥o また、 SKF

177、178、181、182、184と重複するが、土墳が人為的な堆積状況を示すことから、本住居構築

時にこれらの土壌を埋め戻したと思われる。全容が明らかになっていないが、住居跡の規模は、

柱穴配列から推定すると長軸方向を北北西…南南西にもち、長軸 16.2mの楕円形プランと考

えられる(短軸は不明)。褐色土を主体とする覆土には、炭化物が多く混入しているO 残存する

壁面は、 0.09'""-'0.12 m の高さをもち、緩く立ち上がっているO 床面は、ほぼ平垣で部分的に竪

くしまってし喝。床面上には上部構造を支える主柱穴は 14個 (P1 "，-，p 14)の他に、副次的な

支柱穴と考えられる柱穴も検出された。この主柱穴を結ぶ!福 0.1'""-' 0.15 m、深さ 0.05'""-'0.3 m 

の溝が検出されており、壁溝と断定された。長軸線上の南壁際に堆積する焼土を検出したが、

しまりもなく床面も焼けていないため、本住居跡の地床炉とは断定しがたい。

遺物はごく少量の土器片とブレイク 8点が出土したにとどまる。

81180 (付図 6、第49・50・64・69・70・73・81・84図)

ML 37 '""-' 39、MM37'""-' 40、MN38 '""-' 41、MD39 '""-' 42、MP40 • 41に位置している。放射

状に配列された住居群の 1つで、 SI170に隣接している。確認時には、住居跡北西側のプラン

と壁溝の一部を把握できたが南東側は SI190 • 199 o 326 0 327 • SKT 319と重複しており、

明確なプランは確認できなかった。重複する遺構群との新!日関係は、覆土の堆積状況や、柱穴

の切り合いなどから SI180がこれら遺構群よりは古いと判断された。長軸線に平行する北東側

と南西側には柱穴列、北西側には一部二重となる「コjの字状の溝があるO この溝が住居跡を

全周するとすれば、住居跡の規模は長軸方向を北西 南東にとり長軸 18.0m、短軸 4.5m前後

となり、溝状の形状からすれば平面形は隅丸方形を呈すると考えられるO 覆土の惇さは 0.2m

ほどしかなく、暗褐E.土や褐色土がブロック状に入り込んでいる。明確な立ち上がりをもっ壁

は検出できなかったが、住居長軸椋に向かつて、北東側と南西側から地山穫認面が緩やかに落

ち込む程度で、住居跡床面と周辺の地山面との比高差は約 0.15mである。床面は全体的に軟か

l )0 柱穴は、床面ーからの深さが 0.4m以上のもの (P1 '""-'P 30)が主柱穴と考えられ、他の柱穴

は深さ 0.3m前後である。柱穴列は東西に認められるが、長軸線上の東側には 0.4mほどの深

さの柱穴があるだけである。炉は、中軸線上北西側に 1箇所認められた。焼土の広がりは 0.9x 

0.6mであるが、焼土自体にはそれほど堅さはみられなl)o また焼土の下には掘り込みも認め

られない。住居跡北西傾IJを取り閤むような「コ」の字状の溝は、幅 0.2m、深さ 0.1m前後で柱

穴列から約 0.1m外側を巡っている。またこの溝と平行して北西側には内側にさらに l条の溝

があり、これは幅 0.2m、深さ 0.2mほでである。

遺物は覆土中、床面上、柱穴内から出土しているO 土器は少量出土したのみである。石器は
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覆土中及び柱穴内、床面直上から石鎌 1点(第49図56)、石錐 l点(第49図57)、石匙 5点(第

50図58，..._，62)、削器 2点(うち 1点、は第50図63)、箆状石器 l点、掻器 I点(第50図64)、磨製石

斧 l点(第50図65)、半円状属平打製石器 7点、属平磨石 l点、石錘4点、出石 3点、敵石 l点、

石皿 l点、石製品の他ブレイク 44点が出土しているo 56はP29、箆状石器は P24、65はP13 

からそれぞれ出土した。 61と62の石匙はつまみ部あるいはつまみ部側を欠損しているo 58，..._， 

60は赤色をした鉄石英の小さな最IJ片を素材とし、つまみ部のみを作出した石匙で、これで完形

である。床面直上からまとまって出土している。散石は柱穴から、石皿(第81図322)はP24か

ら、半円状扇平打製石器(第64図183)、凹石(第73図268)はP29から、凹五(第73図269)は

柱穴内から、石錘(第70関232) は壁溝からの出土であるO 半円状属平打製石器(第64図182，..._，

184) 182は両面の一部に磨きが入る。 3箇所の打ち欠きは向出から丁寧に施されている。 183

は擦り面を 2辺にもつO 図上の辺は打ち欠きをほとんど伴わず、属平擦石様である。 184も2辺

に擦り面を有するO 片面に凹みを合わせ持つO 扇平擦石(第69図216)は2辺に擦り面をもつが、

使用頻度は高くないようであるO 凹石 (268) は片面に磨屈を有する。石皿 (322) は片面を使

用しており、火熱を受けている。使用面はやや問状を示している O 形状は不明であるが、庫さ

は4.2，..._，4.8cmあるO 石製品(第84図333)は短冊型の凝灰岩の縁辺を組く剥離し、その後磨いているo

SI190 (付図 7、第50・51・56・64・65・73・74・83・84悶)

MM  37，..._， 39、 MN36，..._， 39、MO35，..._， 38、MP35，..._， 37のグリッドに位置し、 SI150 • SI 

170 • SI 180 • SI 199 • SI326 0 S1 237・SK302 • SK 303と重複している。本住居跡廃棄直

後に投棄されたと考えられる。焼土が S1150 • SI 170 • S1 180・S1326を一部覆っていること

からこれら竪穴住居跡より新しいことが確認されている。 SI199 • SI 327 • S1 302 • SK 303 

との新!日関係は不明である。長軸方向を北東一南西にとり、柱穴間距離から推定すると長軸

17.2 m、続軸 4.1m の楕円形を呈するプランと思われる。覆土は、暗褐色土を主体とし焼土を

多量に含んでいる。壁面は極く一部に認められ、壁高は 0.03....._， 0.07 m である。床面は平坦であ

る。柱穴は、長車由を中軸線として、 P1 ---P 13とP14.-....-P 26がほぼ対称に配列されており

穴と考えられる O 炉は、中軸線上にある焼土(図中 A，..._，D) 4箇所である。他の焼土は、しまり

がなく、薄く堆積しているだけで炉とは考えられない。壁溝@出入口は検出されなかった。

遺物は、覆土中から少量の土器と縦@横 9cm、厚さ 4cmの焼けた粘士塊 1点、石匙 3点(第

50図 66.第 51図 67・68)、箆状石器 l点、削器 2点(第 51図69 • 70)、打製石斧 1点(第

51図 72)、半円状扇平打製石器 11点(うち 5点、は第 64図 185・186、第 65図 187・190・

191)、凹石 6点(うち 2点は第 73図 271 • 272)、磨石 1点(第 74図 282)、石剣 l点(第 83図

332)、球状石製品 1点(第 84図 335)の他フレイク 67点出土している。また、柱穴内からも遺

物が出土しているO 石銭安 1点(第 56図 166)、石匙 2点、磨製石斧 l点(第 51図 71)の他、
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円状扇平打製石器は P5 (第 65図 191)、P2 (188) ・P27 (189)から、出石は P21 (第 73図

270)、P27から 1点出土している。石匙 67の裏面下半にはポリッシュが見えるo 71の磨製石

斧は刃部側を欠損しているが、右側面に明瞭な擦切痕を残している。この磨切痕をもとに、擦

切呉が作った溝の深さは 7mm 以上、!隔は上面近くで 8mmJ主上、下面で 2mm以上あったことがわ

かる。半円状扇平打製石器 185~ 187は多孔震の石材を用いているo 191は花闘岩であるo 187 

は接合資料である。図右の破片は MJ47グリッドから出土したもので、 SI190の北東約 36m

の位置で検出されたものである。ここは SI311の北部にあるため、同住居跡に帰属する可能性

がある。 188は2つの擦り面が同一接地面になく、別個に使用された可能性がある。刃部の対辺

には 2つの関りを有する。凹石 271には端部に敵きによるつぶれが認められる。磨石は 285は

片面にのみ磨面をもつもので、顕著な使用は観察できない。球状の石製品は、青白色の灰を磨

いており、中央部をさらにくぼませているO 石剣 332は頭部に穿孔の痕跡、があり、その部分か

ら折損しているO 先端部は鋭く研ぎ出されているが、この部分は再加工したものである。

81213 (付図 7、第41・51~53 ・ 65 ・ 66 ・ 69 ・ 70 ・ 74 ・ 81 ・ 84図、図版16)

MP30、MQ29 ~ 31、MR29 ~ 31、MS29 • 30、 MT28~30、 NA29 グリッドにある。長

軸推定 17.9m、短軸 6.2mの長円形で、面積推定 93.6nf、長軸方向は北東~南西であるO 覆土

全体に焼土を多く含み、殊に床面に近い下方ではレンガ状のブロックとなって固まっているO

住居廃絶直後にこれら焼土が投棄されたものと考えられるO 壁は住居西側では検出できなかっ

たが、東側では 0.2m前後の高さの急、角度で立ち上がり、北側では 0.17~ 0.28 m、南側では

0.15 ~ 0.2 mの高さで、東壁よりは緩やかに外方に傾斜する。床面は全体に竪く地山に含まれ

る小擦がわずかに露出する。住居が西向きの斜面に構築されているため、床面も東西両端では

約 1mの高低差がある。中央部よりやや西寄りに 0.7x 0.6 mの範囲で、焼土が非常に硬化し

た地床炉がある G この他に床面がやや広い範囲で焼けているが、硬質化せず不整形で焼土範屈

も地床炉のように明瞭ではなく、地床炉とは巽なった様相を示す。住居廃絶後の出みを利用し

娃時間の焚火によるものかと考えられる。壁溝は設けられてない。床面に多数の柱穴が検出さ

れたが、 P1 ~P 49が柱穴間隔・配列から主柱穴と考えられるが、複数期(建て替え)が推定でき

る。また P50，..__， 61も柱筋が通るo P 62 ---...-p 68、P69 -----P 74、P75 -----P 79の3列は間仕切りの

柱穴かと思われる。出入口の位置は不明である。この炉の西側に 2.85x 1.74 mの規模の楕円

形の土坑がある。深さ 0.23-----0.27 m で、底面はほぼ平塩、壁もしっかりとして~)る。若干の土

器片などが出土したほか特に南側において東西方向から焼土が坑底まで流入していた。同様の

形態の土坑は他の住居内に見られず、この住居廃絶後に構築され、住居内の焼土が流入したも

のと考えられるO 遺物は主として覆土中よりやや多量に出土した。

覆土中・床面上及び柱穴内からやや多量の土器と、石器@ブレイク・磯が出土している。
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器は図示し得るものは少なし】。第 41図 55は外反する口縁部で縦位の撚糸文と沈線による鋸歯

文が施されているo 56 • 57は指頭圧痕のある!盗帯が巡るもので、 58は網目状撚糸文である。

石鍛2点(第 51図 73 • 74)、石錐 l点(第 51図 75)、石匙 3点(うち 2点は第 51図 76 • 77)、

箆状石器 7点(うち 4点は第 52図 78'""-'81)、削器 9点(うち 8点は第 52図 82 • 83、第 53図

84，....__ 89)、掻器 1点(第 53図 90)は覆土中からの出土であるO 石匙 77は、側縁の製作過程が

わかる。これによるとまず背面左側縁から細かい調整を加えた後、これを打面にして覆面側か

ら丁箪な押圧剥離を背面仮Ijに施している。箆状石器の刃部側面形は第 52図 78が両刃、第 52図

79，....__ 81が片刃であるO 第 52関 82は大型で、器中央部が分厚く、刃縁は丸のみ状を呈し、形状の

みからすると縄文時代初頭の片刃五斧に似るO 首Ij器は、比較的大きな剥片を素材とし、刃部が

内湾する形態のもの(第 52 • 53図 82'"""-'85) が多い。半円状扇平打製石器 30 点、偏~乙j書記 3

石錘8点、山石 1点、台石 l点、その他自然、石であるが孔を有する石も l点出土しており、

半円状扇平打製石器のうち第 65図 193.第 66図 200が床面から出土し、 2点(第 65図 194、

第 66関 195)が柱穴内から出土した。石錘(第 70図 235)、凹石(第 74図 274) も柱穴内から

の出土であるO 半円状属平打製石器(第 65図 193'"""-'第 67図 204)では、 197 • 202が多孔質の

石材を用いている。 193は片面を整形剥離ののち刃部を作出している。 203は、片面を部分的に

整形剥離ののち刃部作出。刃部の擦りは顕著でほぼ平坦となっている O この擦り幅は最大で1.6

crnある。 204の快りは握手状を呈するO 扇平磨石(第 69図 217 • 218)では (217)が、両面に

凹み、片面に線状痕を有する。石錘(第 70図 234，__，第 71図 239)では柱穴内から出土した 235

のみ 3方の挟りで、他は全て 2方から挟りを入れているo 239は敵きにより挟りを完成させて

し喝。凹石(第 74図 2739 274)では 274が欠損後に火熱を受けている。 273は両面に磨きが

入るもので、片面の断面 V字形の回みは意図的に穿ったものである口石J]lC第 81図 324) は、

使用面が U 字形に大きく [~lむもので、使い込まれている。この面には、 111高 0.7 crn程の断面 U字

形の沈線が 2条、裏面にもほぼ同じ幅の沈線が 2条認められる。火熱を受けて多少もろくなっ

ている。 (第 81図 323)は白石を大型にしたような形状を示す。片面に浅い凹みをもっO

ブレイクも 350点出土しているが、第 84図 338は棒状のj疑灰岩をさらに研醸しており、断面形

はほぼ楕円形を呈する。先端部(図では門出)は薄く研ぎ出され、横方向の擦痕が観察できるO

両端とも黒色に変化してし 1る。

81327 (付図 7、第48・54図)

MM  36，....__ 38、MN35，....__ 38、MO35 • 36に位霞し、 S1170 • S1 190 • S1 326 • SKT 317と

重複するが、 S1170とS1326を本住居跡に伴う焼土が覆っているとから本住居跡の方が新し

い。 S1190との関係は不明であるo SKT 317との関係は、 SKT317が本住居跡の壁面を掘り込

んでいるので、 SKT317が新し l'o長軸方向を北東一南西にとり、柱穴間距離から推定すると
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長軸 16.5m、短軸 3.1m となるが、北東側に残存する壁面プランから推定すると長軸 17.2m、

短軸 4.3mの楕円形を呈するプランと思われるO 覆土は暗褐色土を主体とし、少量の炭化物と

焼土を含んでいる。 北東側に一部残存する壌は、緩やかに立ち上がり、 0.03，.._， 0.06 m の高さを

もっているO 床面は平坦であるが、しまりがな~ i。柱穴は、長軸を中軸線として P1 -~p 10と

P 11 ，.._，p 20がほぼ対称、に配列されており主柱穴と考えられる。 P22，.._，P 25は、間仕切用の住

穴かとも思われる。 P21は、他の柱穴より大きいので貯蔵穴と考えられる。炉は、中軸線上に

ある 3箇所の焼土がこれに該当するO 壁溝@出入口は検出できなかった。

遺物は、覆土中からブレイク 3点、柱穴中から石匙 1点(第 54図91)、箆状石器 1点(第48

図44)、半円状屑平打製石器 1点が出土した。

81328 (付図 7) 

MK  39，.._， 41、ML38，.._，位、 MM39 ，.._， 41に位置し、 SI199、SK196と重複している。放射状

に配列された住民群のうちでは最も北にあるO 特に落ち込みとして確認されてはおらず、また

SI199の柱穴やその他のピット群が複雑に重なりあっているため、住居としての認定が極めて

困難であった。南北に並ぶ焼土の列と、それを中心とする東西の柱穴列によって、おおよその

規模を把握している。 SI328の焼土を切って SI199の柱穴が掛り込まれており、 SI328が SI

199より古い。長軸線上における柱穴は確認できなかったものの、東西の柱穴列から推定する

と、長紬方向を北南にとり、長軸 15.0m、短軸 4.0mほどの楕円形プランを呈すると考えら

れるO 床面は全体的に比較的軟かい。中軸線を対称に東西にある柱穴列のうち、径 0.4m 前後、

床面からの深さ 0.5，..__0.7 mのピットが主柱穴と考えられる (P1 ，..._.p 12)。またこの主柱穴聞

には、径 0.2m、深さ 0.3_..._， 0.6 mの小ピット (P12 ，...__p 24)がある。南北に連なる焼土は、床

面全体に広がっており、このうち中軸線上の焼土(図中 A----C)は竪くしまっており、地床炉と

考えられる。焼土の広がりは、住居床面積の 5割強を占めているO 壁面 a 壁溝 e 出入口は検出

されなかった。

遺物は出土しなかった。

81126 (付図 7、第41・54・55・67・68・71・74・85図)

NA 32 • 33、NB32，.._， 35、NC32，..__ 36、ND34 _..._， 36に位置しており、北側では SI156と

している。東側には長軸方向をほぼ同じくして、 SI130 • 133が隣接している。 SI156 

と長軸方向をほぼ同じくして重擾しているため、確認時には南北に伸びた長楕円形の黒色土

(7.5 YR 1.7 / 1 )が緩く落ち込んだ状態であった。確認面は北東から南西にかけて緩く傾斜し

ている。柱穴はほぼ楕円形に巡るが、東側には柱穴列から1.3mほど離れて壌が確認されてい

る。壁はこの東側に検出されただけで、西及び南@北には検出されていない。東壁は南側で溝

に変わり、この溝の南端がほぼ住居跡の南端部に連なると考えられる。また、東側の柱穴列か
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ら東壁までは床面が 1段高くなり、ベット状を呈している。住居の規模は、柱穴のプランでは

長軸方向を北北西一南南西にとり、長軸 19.5m、短軸 5.3mであるが、柱穴外側の一連の溝と

壁が全周するとすれば推定で長軸 22.0m、短軸 8.0m前後となるO 覆土は厚さ 0.2mほどの暗

褐色土で、炭化物、焼土粒、土器片を多量に含んで、し情。特に住居跡南側では厚い遺物包合層

があり、これから多量の遺物が住居跡内に流れ込んでいる。東側にのみ 10mにわたって検出さ

れた壁は、高さ 0.15mで、ほぼ直に立ち上がる。床面は南側では堅くしまりがああるが、 SI156 

と重複する部分では比較的軟らかい。また東側のベット状の直は、堅くしまっている。床面全

体は凹凸がなく平坦であるが、わずかに東から商に傾斜している。柱穴は、床面からの深さが

0.3 m 以上のもの (P1 ，..，.__p 13)が主柱穴と考えられるが、長軸線上には柱穴は確認できない。

ほぼ長軸線上に地床炉が 5笛所並んでいる。焼土の厚さは 0.05mほどである。南側の炉の焼土

の広がりは径1.0mであるが、他は径 0.5mほどの広がりであるO これらの炉の床面は焼けてい

るが掘り込みは認められない。

住居跡南側で多量の土器片や石器が出土しているが、包含層からの流れ込みと考えられる O

第 41図 59，..，.__61は口縁部付近の破片で、太めの沈線により鋸韻文を主体とする幾何学的文様

が描かれている。 62は横位の綾絡文であるO 石器は覆土中から石鍛 3点(第 54図 92，..，.__ 94)、

尖頭器 1点、有撮石器 1点、石匙 9点(うち 7点は第 54図 96，..，.__102)、箆状石器 l点(第 55図

103)、同日器(第 55図 106，..，.__108)、磨製石斧 l点(第 55図 109)、半円状属平打製石器 5点(う

ち3点は第 67図 205，..，.__207)、届平擦石 1点(第 68図 215)、石錘 2点(第 71図 240・241)、

磨石 1点(第 74図 278)、ナタ状を呈する磯器 i点(第 74図 283)、石製品(第 85図 346 • 347) 

の他に孔のあいた自然、石 i点、フレイク 311点が出土している。また、柱穴からも出土してお

り、 P6から石訪れ点(第 54図 95)、P35から自Ij器(第 55図 104)が出土しているO 床面から

は削器 1点(第 55図 105)が出土した。尖頭器は先端部、有撮石器は撮部の破片である O 箆状

石器は両面調整ながら、刃部の側面形は片刃状を呈する。磨製石斧は基端側の被片で、擦切手

法により製作されたと思われるO 基端上面に散打痕がある。半円状扇平打製石器 (206)は図の

左側破片が、東方に約 22m距てた MQ34グリッドから出土したものである。 MQグリッドは、

SI314内に位置するので、同住居跡から出土した可能性がある。この半円状属平打a製石器は、

欠損後も左側破片が使用されており、右側と比較して最大 4mm擦り減っているo 207は両面に

回みをもっている。扇平擦石 215は断面逆三角形を呈しており、擦り面は凸状となっている。

石錘 240は扇平なお材を用いている。 (241) は4方に挟りをもつが、作りは雑であるO 磨石

(278)は片面のみ磨面を有する。ナタ状の磯器 (283)は握手部分と刃部から成るもので、板状

節理の石材を用いている。握手は両面から打ち欠いて握り易くしてあるO 刃部は片面からの打

ち欠きである。 五製品 (346)は届平な細長の自然石の一端に切り込みを入れたものであるo347 
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も扇平な短冊型に整形した石の両端に孔を穿ち、一方にはこれも切り込みを入れた石器である0

81150 (付図 8、第38・55・56・67・68・74・81・85国)

MN34・35、MO34 '"'"' 36、MP34 '"'"' 36、MQ35，...__ 37、MR35'"'"'37、MS35'"'-' 37、MT

36 " 37に仲寵しており、 SI170、SI314の間にある。住居北西側では SK155と、また南東側

では SI190・327と重複している。 SK155との関係は、 SK155の覆土中に、本住居跡の焼土

が、多量に流れ込んでいることから SK155が古いことが判る。また SI190・327とは、両者

の一部が重複するだけで、 3者の新i日を明確にはできなかったが、柱穴の切り合いや、柱穴の

配列、焼土のあり方などから、 SI150がSI190 G 327より古い住居跡であることを確認してい

るO 従って本住居跡を中心として各遺構新旧関係は古い方から、 SK155→SI 150→ SI 190 • 

327 (両者の新!日関係は不明)となるO 本住居跡は、暗褐色土 (7.5YR 4 / 4)のプランとして、

北西から南東方向に楕円形に広く確認されたが、南東側に行くほど確認のしにくい状況にあ

た。長軸線 (N-670 -E)を中心に南西と北東にほぼ平行して柱穴列が並ぶが、長軸線上北西

端には、柱穴を検出できなかった。柱穴を結ぶ線がほぼ住居の規模を示すとすれば、長軸が推

定で 24.5m、短軸が 5.3mほどの楕円形を呈するものと考えられる。覆土は厚さ 0.2mほどで、

比較的しまりのある暗褐色土 (7.5YR 3 / 3)や褐色土 (7.5YR 4 / 4)であり、これには炭

化物@土器片が混入している。また柱穴内の覆土は暗褐色土 (7.5YR 3 / 3 • 4 / 4 )である。

住居中央に向かつて、南西側と北西側が緩やかに落ち込んでいるが、明確な立ち上がりとして

は把握できなかった。周辺の地山面と住居床面との比高差は 0.2mほどである。床面は全体的

に軟かく、特に堅くしまりのある部分は確認できなかった。深さ 0.5，.._， 1.0 mほどの柱穴 (P1 

，..._，p 26)が主体穴と考えられ、この他に 0.3m前後の深さの柱穴があるO 主体穴からは挙大の磯

が出土しているものもある。長軸線上の両端に焼土の広がりがあり、これが地床炉であるO ま

た北東の炉の北側にも焼土があるが、これは床面よりやや浮いて検出されているO

遺物は、覆土中及び床面からの出土は少なく、柱穴内からの出土が多liO土器は覆土中から

少量出土した。第 38図 19はほぼ直立する口縁部から直線的に底部に至るO 縦走する羽条縄文

が施されている。第 38図 20は土製の丸玉でー孔を有するO 装飾品と考えられる。また、覆土

中から石鍛 l点(第 55図 110)、五匙 3点(うち 2点は第 56図 111 G 112)、削器 3点(うち 2

点は第 56図 113・114)、磨製石斧 1点(第 56図 115)、ブレイク 150点の他、凝灰岩質の剥片

の両側縁に組し唄j離を施す石器(第 85図 348)が出土した。石匙 111は刃部下半、 112はつま F

み部を欠損しているO 磨製石斧 115は手頃な河原石の全面を研磨しているが、基端側を欠き、

刃部も使用による剥落によって打製石斧状になっている。石匙は P17から、半円状扇平打製石

器は P5.P9 (第 68図210)、P13 (第 67図208)から出土しており、凹石は P3 (第 74図

276) • P 4 (277)、P9 (275)から、石血(第 81図 325)はP14からの出土である O 石錘(第
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71図 242，__， 244) 244は大型で左右の挟りの入れ方が異なる。凹石(第 74図 275，__， 277) 275は

火熱を受けもろくなっているo 276は片面にのみ凹みと摩面を有するo 277は片面に磨面もち、

端部は敵石としても使用されつぶれが認められる。石皿 (325)は、片面を使用面としているが、

使用頻度は高くなli。形状は不明、厚さは 4.2-_. 5.5 cmである。

81170 (付図 8、第56・68・71図)

暗褐色土 (7.5YR 3 / 3)が広く楕円形にほぼ落ち込んで確認され、 MN36，__， 38、MO37，__， 

39、MP37、，__， 40、MQ38，..__， 40、MR39 • 40に位置する。 8I180と81150の聞にある。住居南

東側では 81190 e 327と重捜している。本住居跡の北西で検出された 8K175は、本住居跡確

認面より上聞で確認されており底面も住居覆土中であり新しいことが判る。また 81190 • 327 

も覆土の堆横状況や柱穴の切り合liから本住居跡より新しい。監は、住居北壁と南壁、それに

西壁を検出しているが、北壁と南援は、途中で消えるO また西壁の内側には溝がある。西壁か

ら臨控は、高さ 0.2mで緩やかに立ち上がるが、特に南壁は出入りの激しいラインを示してい

る。北壁は顕著な立ち上がりが見られず、隣接する 81180との聞を鞍部として緩やかに傾斜し

ており、これも出入りが激しい。規模は、西壌から南東端の柱穴を結ぶ線を住居の長軸と考え

ると、長軸方向を北西一南東にとり長軸約 21.0m、短軸は南壁が柱穴列と距離を置かずに平行

するとすれば約 4.2mで、ほぼ楕円形を呈するプランと考えられる。覆土は、厚さ 0.1mほど

で、暗褐色土 (7.5YR 3 /3)が主体で、これに褐色土や黒褐色土がブロック状に含まれる。

南東部には 0.4x 0.2血ほどの自然擦が、これも床面より浮いた状態で 2倍出土している。床面

は比較的軟らかく、特に堅い部分はなし可。長袖線を中心にほぼ対称に南北に柱穴列が並んでお

り、深さ 0.4'""'-' 0.7 mのものが主柱穴と考えられる (P1 ，__，p 23)。さらにこの主柱穴間には深さ

0.3 mほどの小ピット (p24 ~P 40)がある。柱穴内には挙大~人頭大の礁が入っているものも

ある。炉は、住居北西部に広がる 4箇所の焼土のうちほぼ中軸線上にある 2箇所 (A• B)であ

る。他の焼土は、床面上にフロック状に薄く堆議しており、炉とは考えられない。

遺物は、覆土中から少数の土器@石器及びブレイクが少量出土した。石器は、石錐 1点(第

56図 117)、箆状石器 l点(第 56図 118)、半円状馬平打.製石器 3点、石錐 l点(第 71図 245)

が出土しているO 箆状石器は、両面調整されているが、刃部を欠損している。石錐は多孔質の

石材を用いたもので、快りは問状というより直線的ある。また、柱穴内からも石器が出土して

おり、 P41から石嫉 1点(第 56図 116)、P9とP11から石匙各 1点、 P2 (第 68図 212) • P 

4 (第 68図 213) • P 5 (第 68図 211)、P14から半円状届平打製石器出土している。 213は短

辺に散きを有する。火熱を受けており、折断面の一部も赤化していることから火を受けること

によって割れたか、割れた後で火を受けたものと考えられる。

81312 (付図 8、図版 22)

40 



第 2章調査の記録

MI 47 '"'-' 49、MJ47'"'-'49、MK47'"'-' 49、ML47 '"'-' 49、MM47 '"'-'49、MN48に位置し、 SK

313と重捜しているが、プラン確認時の切り合い関係では SK313より古いことが確認された。

長軸方向を東一酉にとり、柱穴間距離から推定すると長特 18.1m、短軸 3.8mとなるが、北東

部に残る壁溝のプランから推定すると長軸 20m、短軸 6.5mの長楕円形を呈するプランと官、わ

れる。わずかに残る覆土は、暗褐色土を主体とし炭化物@焼土を含んでいるO 床面は、ほぼ平

坦であるO 柱穴は長軸線を中戦線として、 P1 '"'-'P 14とP15 '"'-'P 28がほぼ対称に配列されてお

り、 P29も含めて主柱穴と考えられるO 北東部に残る幅 0.25'"'-'0.3 m、深さ 0.09'"'-'0.12 mの壁

溝中にも小さな柱穴が確認されており、主柱穴の外側に副次的な支柱穴と思われるこれら小規

模な柱穴が巡るO また、長軸線上東寄りに焼士ーの薄い堆積を確認しており地床炉と考えられるO

出入口は検出されなかった。

遺物は出土しなかった。

81314 (付図 8)

MN 34 • 35、MO34，..._， 36、MP34，..._， 36、MQ35 '"'-' 37、MR35，..._， 37、MS35，..._， 37、MT

36 • 37に位寵している。放射状に並ぶ住居群の 1つである。北側に SI150が隣接し、また南

側には 15mほど離れて、長軸をほぼ東一西にとる SI213があるO 地山面で柱穴列によって確

認した住居跡であるがこの柱穴も、整然と並ぶものではなL、。特に東西の柱穴は確認できな

かった。また柱穴の確認される前に壁面が確認できなかったので、柱穴の配列から規模を推定

すると、長軸方向を東一西にとり、長軸 21m、短軸 7mであるが、他の住居跡の柱穴配置とプ

ランの関係から推定すると長軸 23m、短軸 9mの楕円形を呈するプランとなるO 床面は全体に

軟かい。柱穴は床面からの深さ 0.4'"'-'0.7mのもの (P1 ....._，p 17)が主柱穴と考えられる。その

他に 0.2m前後の深さのピット 18~P 23)があるが、長軸線を中心に対称となる柱穴は少な

~\o 炉は住居内に確認された 6 箇所の焼土のうち、ほぽ中軸線上にある 2 箇所(図中 A e B)の

焼土がこれに当たるものと考えられるo f告の 4箇所の焼土はブロ y ク状で床面よりやや浮いているO

遺物は出土しなかった。

小結

64軒の竪穴住居跡、について説明したが、ここでは平面形と柱穴配置について若干の分類を試

みた ~\o

既に説明した通り、明確な p住居跡平面プランを把握できたものと、不明確なままま推定プラ

ンを描いたものがあるが、平面プランは方形 6軒(SI037・128・180・310・237・321)、長方形6

軒 (Sr016. 022 . 031・032・195・236)、円形 5軒(SI014・025・239・240・322)、楕円形 47軒

( Sr003・010・012・015・017・034・107・110・111・116・118・123・126• 130 • 133 • 135 • 
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147・148・150• 156・170・171・189・190・192• 199・200・213・214・215.217.218・220

A・220B• 229・230・311・312• 314・315・320・323----328)である。方形・長方形プランより

も、円形・楕円形のプランの方が圧倒的に多い。この傾向はたとえ柱穴群から住居跡が推定さ

れても変わらないと思われるO

竪穴住居跡の大きさを検討する場合、壁面が完全に残っていてその全容が明確なものと、柱

穴配置から推定せざるを得ないもの、わずかに残る壁面から全容を推測せざるを得ないものな

どがあり、 l司一条件でその大きさを比較することは極めて困難であるが、竪穴住居跡の長軸の

長さを細かくまとめると、次のようになるO

2m台 SI 022 • 031 • 034 
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15 m台 SI328

17 m台 SI213• 156 • 190 • 327 
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21 m台 SI170

22 m台 SI126

23 m台 SI314 /0 。。。
24 m台 SI150 2 -B-

¥ 。。
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第 2章 i調査の記録

縄文時代の竪穴住居跡のうち、長径あるいは長軸が 10mを超えるものについては、「大型

(型)住居跡Jと呼び、それ以下のものについては「一般住居Jと呼ぶことにする。近年検出例

の増加に伴い、「大型(型)住居」といいう名称についての概念規定の違いや、該当遺構の分布

範囲からの説に端を発した機能@用途についての諸説が論議されてい，る O 名称・機能について

新たな説を唱えることは、ますます混迷の度を深めるだけであり、本報告では一応、「大型住

居Jと仮称して、その「大型Jの目安となる長軸が 10mを超えるものが 29 軒あり、ほぼ半数に近~'0 

ほとんどの竪穴住居跡内部に柱穴を検出しているが、全容が明らかな竪穴住居跡でその配置

を観察すると、竪穴住居跡長軸を中軸線として対称するように柱穴が存在しているO 中軸線上

に柱穴が存在するか百かにより 2大別でき、更に個々の状況により細分が可能であるO

1類 中軸線上に柱穴を有する頬である。中軸線上の柱穴位置と{回数により 3細分される。

1-A類 中軸線の両端に柱穴があり、中軸線で対称するように壁面下方に柱穴を有する類

で、 31014・016・032・189・323・156・314・315がこの類である。

1-B類 中軸線上の壁面から離れて 2個の柱穴があり、中軸線で対称するように壁面下方

に柱穴を有する類で、 31322がこの類である。

1-C類 中軸線の両端と、中央部に 1偲あるいは複数個の柱穴があり、中軸線で対称する

ように壁面下方に柱穴を有する類で、 31015・037・320・133等がこの類である。

2類 中軸線線上に明確な柱穴がなく、中軸線で対称するように両側壁面下方に柱穴を有す

る類であるが 2細分できるO

2-A類 胴張りの強し1平面形状の関係から、壁面下方の柱穴の配列が弧状を呈する類で、

31147・325・118・130・311・110・012・324等がこの類である。

2-B類 腕張りの弱し 1かあるいはほとんどない平面形状の関係から壁面下方の柱穴の配列

が平行線となる類で、 31180・312. 170・126・150・190・327・195・199等がこの

類である。

柱穴配置 1類のうちでも規模の比較的小さい竪穴住居跡では、中軸線上の柱穴が他の枝穴よ

りも直径@深さが大きいという特徴がある。(大型の竪穴住居跡では、中軸線上の柱穴と他の柱

穴の直径@深さに大きな差異はみられない)。また、平面プランが楕円形となっている竪穴住居

跡でも柱穴配置でみる限り、大型の竪穴住居跡では全柱穴が中軸線からほぼ等距離の対称形に

穿たれていることから、長方形プランとするのが妥当のように思われるものもある。

また、「間仕切りj のための施設として穿たれたと考えられる柱穴列が31213で確認されて

いる。

住居跡内の焼土堆積については、地山富にまで赤色の熱変化が生じる程強い火力を長期に

って維持して出来た焼土堆積笛所と、~~し、火力を短期あるいは長期に亘って維持して出来た
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v J:ノillll:i遺跡、

焼土堆積笛所、あるいは床面上での焚火と住居跡廃絶後の埋没過程における凹みを利用しての

焚火が考えられる。本報告では、これらのことを念頭に置き、住居跡内の焼土堆積を「炉Jと

表記したもの、単に「焼土堆積」と表記したものがある。住居跡内に複数の炉が存在する例や、

埋没過程に堆積した焼土のみ存在する例もあるが、「竪穴住居跡jの機能を考えるよで重要であ

るO

炉は、比較的良好な状態で検出された SI012で地床炉と石組炉が検出されている以外、ほと

んど地床煩である。

SI012では、長軸方向の一方に段が形成され、その反対方向に出入口と屋内貯蔵穴と考えら

れるピットが検出されているc出入口は住居跡内部にスロープと段が形成されているがSI037の

場合は外部に張り出し部が付けられている。

住居跡プラン確認時とその後の精査により、竪穴住居跡の他遺構等との重複関係が明らかな

ものがいくつかある。それを列挙するとつぎのようになるo (矢印の方向に新しくなる。)

SI037一一→SI012一一+SK013 

SK 038一一→SI017一一...SK018 

SI 034-→ SI016 

SI230ー→SI220B

活 SKT231 

SK 112一一→SI107

SKF 177， 178， 181， 182， 184一一+SI171

SI128一一→SI147一一→SI123

SI126一一..SI156 SI130一一+SI133

SKF 149""l..SI148 

SK 146-<三一 ¥ 冶

九一~ーか SI118一一→SK114 
SK 129一一一一一一τ:
SK 132----

SI126 SI157 

SI 156 ~~..SK 159 
SI180一一→SI326一一→SKT317 

SK爪 ¥JSI18:

SI315一一...SI195

SK 197・SK198一一...SI311

SI312一一→SK313 
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第 2章調査の記録

これらの関係のうち、竪穴住居跡の重複関係に注目すると、「広場」を囲んで放射状に配列を

なしている大型住居群の一部を構成する S1180. 170.150が向じ地区のSI190・199・

326 • 327 • 230などあたかも「広場」を挟んで平行するような配列の住居跡群よりも古いこ

とが明らかとなるO このことから平行に配列する大型住居の構築時には、放射状配列した時の

「広場Jを意識して平行配列したと推定することもできょう。
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V 上ノ山口遺跡

2 土坑@その他の遺構

本調査において土坑 113墓、フラスコ状土坑 16基、陥し穴状遺構6基、土器埋設遺構 5基、

配石遺構3基、溝状遺構 1条を検出した。以下、説明は次の条件のもとに記述する。各遺構は

遺構毎に遺構番号順に記載し、全てに実測図を付した。図版は主要な遺構に限って収載した。

遺構の新旧関係は全て切り合い関係によるものであり、竪穴住居跡との重複状況の詳細につい

ては前項で既述済みなのでここでは省略する。遺構の平面形は形態の基本形によって円形@梼

円形@方形、@不整形に分類し、全体を検出できなかった遺構については現存部分から推定しえ

る平面形態を記した。平面形の分類中、円形と楕円形は遺構の長径(長紬)と短径(想軸)の

比率を参考にして、おおよそ比率が1.0'"'-'1.2を円形、1.3以上を楕円形とした。法量の単位は

各数値に尤も適切と考えられるものを用いているO 各遺構の説明文中、遺構との関係が明確な

ピット@磯@遺物の検出状況についてはその旨を記した。覆土の堆積状況は覆土全体の特徴に

ついてのみ簡潔に触れているO

( 1 ) 土坑

SK001 (第 4図)

MR64に位置している。平面形は円形を呈しており、径 97'"'-'98 cm、深さ 20cmで、あるO 底面

は平坦で、壁はゆるい弧を描いて立ち上がる。覆土中に炭化物細片が多量に混入してし喝。遺

物は出土しなかった。

SK002 (第4図、図版 24)

MT64に位置している。平面形は円形を呈しており、径1.05，..._， 1.24 m、深さ 20cmである。

底面は丸みを帯び、壁はゆるい弧を描いて立ち上がる。覆土中に炭化物細片が多量に混入して

いる。遺物は出土しなかった。

SK004 (第4図)

MT 62 e MT 63に位置している。平面形は円形に呈しており、箆 0.96，...__1.11 m、深さ 11cm 

である。底面は回凸があり、壁は外傾しているO 覆土中に炭化物細片を多量に混入しているO

遺物は出土しなかった。

SK005 (第4図)

MN56に位置している。平面形は不整形を呈しており、長軸 95cm、短軸 72cm、深さ 25cmで、

あるO 底面は凹凸があり、壁は弧を描いて立ち上がる。底面にて 25x 40 cmの楕円形を呈する

深さ 17cmのピットを検出した。覆土中に地山土ブロックが多量に混入している。遺物は出土し

なかった。

SK006 (第4図)

MQ54に位置しているO 平面形は円形を呈しており、径1.12，..._， 1.28 m、深さ 42cmであるO
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(時 @ 

50. 20m-一一

@ 骨

50.00m一一一

。
SKOOl 1黒色土lOYRl石炭化物多量に混入 SK002 1黒色土 lOYRl}{炭化物多震に混入

SK004 1黒色土 lOYRl}{炭化物多浸に混入 2 明黄潟色土 lOYR%

2 JI音褐色土lOYR%

3 s月黄尚色土 lOYR予言

SK006 1黒潟色土 lOYR31

2 にぶい黄褐色土 lOYRX

SK005 1 潟色土 lOYR;Y.i

2 :tft舌L

3 黒褐色土 lOYR%

4 黒褐色土 lOYR%

第 4関 SKOOl・002・004"'007土坑

第 2章調査の記録

50.30m一一一一

50.00m一一一

2m 

5 にぷい黄褐色土 lOYR対

SK007 1黒褐色土 lOYR%

2 n音褐色土 lOYR%

3 JI音褐色土 lOYR%

4 賞後色土 lOYR%

5 明主主掲色土 lOYR%
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V 上ノ [l1II遺跡

底面は凹凸があり、壁はゆるい弧を描いて立ち上がるO 覆土は凹レンズ状を呈する堆積状況か

ら自然堆積と考えられる。遺物は出土しなかった。

SK007 C第 4図)

IVIQ 53 IVIQ 54に位置している。平面形は楕円形を呈しており、長径 2 m、短径1.05m、深

さ24crnで、あるO 底面は凹凸があり、壁は外傾している。北西聖際にで 40x 60 crnO) 楕円形を呈

する深さ 30crnのピットを検出した。覆土中に地山土ブロックが多量に混入している。遺物は出

しなかった。

SK008 (第 5図)

IVIN 53に位置している。平面形は楕円形を呈しており、長径1.88m、短径 1.4m、深さ 11crn 

であるO 底面は凹凸があり、壁は弧を描いて立ち上がる。覆土中に炭化物細片をわずかに含ん

でいる。遺物はごく少量の縄文土器片が出土した。

SK009 (第 5図)

MN52に位脅している。平面形は円形を呈しており、径 1.~ 1.18 m、深さ 9crnで、ある。底面

は由凸があり、壁は弧を描いて立ち上がるO 底面にて径 20crn、深さ 5，.._， 7 crnのピット 21回を検

出した。覆土中に地山土ブロックを多量に含んでいる。遺物は出土しなかった。

SK011 (第 5図)

IvIL 53に位置している。平面形は円形を呈しており、径1.15'"'-'1.43 m、深さ 31crnで1ある。

底面は丸みを帯び、援は弧を描いて立ちとがる G 覆土中に地山土ブロックを多量に含んでいる。

遺物は出士しなかったo

SK013 (第 5

IvIJ 52に位置し、 SI012より新しい。平面形は円形を呈しており、径1.66~ 1.85 m、深さ 19

crnである。底面は平坦で、壁はゆるい弧を措いて立ち上がるO 南 壁 際 に 径 25師、深さ 20crn 

のピットを検出した。覆土中に炭化物細片を含んでいる。遺物はごく少量の縄文上器片が出土

した。

SK018 (第 5図)

IvIIvI 50 0 恥仏1I51に{古語し、 SI017より新しい。平面形は靖円形を呈しており、長径1.58m、

1.21 m、深さ 15crnで、ある。底面は平坦で、壁は弧を描いて立ち上がる。覆土中に炭化物細

片をわずかに含んでいるO 遺物は/1:¥二上しなかった。

SK019 (第 6 42凶)

IvIP 50 • MP 51に位置している。平面形は楕円形を呈しており、長径1.33m、埠径 88CIIl， 

さ15crnで、あるO 底面は凹凸があり、壁は弧を描いて立ち上がる。覆土は凹レンズ状を呈する堆

積状況から自然、堆積と考えられるO 遺物は縄文土器片が出土した。第 42図63 • 64はいずれも
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SKOll 

50.40m -一一

SK013 

50.40m一一一一

S K0 0 9 123 1明明黒前言褐ぷ禍業斉摘制色色土色黄士色土士10OO色YYYl1O0士RRRYY2%%RRd 10%1Y6 s KO1 1 231 果黒l炭銅肺にににに黒1黄"11:賞樹褐化筒補ぶ附ぶA陪礼色色褐物色色し色いL(E上オ色土-f茨i筑賛員iKb士補褐褐E待tJ1117に11色色色色00000YY1Y5促YY士土土0lYRRRRR Y人RM M R5M 14 8 I11% 1% O000Y Y Y Y 
4 褐!1 l S K0131 R〉i

65 時0暗!こ喝褐偶匝し色、 RPS 2 3 良4%F4 d 

S K0 0 8 231 J 色土い2皇黄1者10褐協士褐Y10色色色RY叩二9士土1RY4%R111000苅Y YY R 45 F H 
4 にぶL、 R% % SI〈018

65 lに珂ふ策、福L、 R% 

50. 20m一一一回

=士 。 2m 

第 5図 SK008.009.011.013.018土坑
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V 上ノ山日遺跡

網目状の撚糸文が施文されている。

SK020 (第 6図、図版 24)

MI 51 !こ位置しているO 平面形は楕円形を呈しており、長径 2m、短径 1.52m、深さ 13crnで、

ある。底面は丸みを需び、壁は弧を描いて立ち上がる。覆土は凹レンズ状を呈する堆積状況か

ら自然、堆積と考えられるO 遺物はごく少量の縄文土器片が出土した。

SK021 (第 6図)

MQ54に位置している。平面形は円形を呈しており、径 63，___ 65 crn、深さ 20crnであるO 底面

は丸みを帯び、壁はゆるい弧を描いて立ち上がるO 覆土中に地山土ブロックが多量に混入して

いる。遺物は出土しなかった。

SK026 (第 6・38・84図)

MA 48 • MA 49 • MB 49に位議しているO 平面形は不整形を呈しており、長軸 3.29m、短

軸 2.39m、深さ 27crnで、あるO 誌面は凹凸があり、壁はゆるい弧を描いて立ち上がるO 覆土中に

地山土ブロックが多量に混入している O 遺物は縄文土器片と石製品 l点(第 84図 334)が出土

した。第 38図の 21は深鉢形土器の底部付近で、斜縄文が施されている。 334は棒状の石製品

で、軟質の凝灰岩の特に側面を磨き、両端を突出させたものである O

SK027 (第 6• 57図)

MB48 • MC48に位置しているO 平面形は楕円形を呈しており、長径1.28m、短径 98crn、

深さ 8crnである。底面は平坦で、壁は外傾しているO 覆土中に炭化物細片を多量に含んでいるO

遺物はごく少量の縄文土器片と箆状石器 1点(第 57図 119)が出土した。

SK028 (第6図)

MD47に位置している。平面形は楕円形を呈しており、長径1.22m、短径 93crn、深さ 7crnで、

ある。底面は凹凸があり、壁は弧を描いて立ち上がる。覆土中に炭化物細片を多量に含んでい

るO 遺物は出土しなかった。

SK029 (第 7図)

MC45 • MC46に位置している。平面形は不整形を呈しており、長軸1.24m、短軸 89crn、

深さ 10crnである。底面は平坦で、壁はゆるい弧を描いて立ち上がる。覆土中に地山土ブロック

が多量に混入しているO 遺物は出土しなかっな。

SK033 (第 7• 57図)

MC 41 • MD 41に位置している。平面形は楕円形を呈しており、長径 1.8m、短径1.23m、

深さ 8crnであるO 震面は凹凸があり、壁は弧を描いて立ち上がる。底面から径 10，___ 35 crn、深

さ3，___ 15 crnのピット 6個、底面北寄り部分より縄文土器片を検出した。覆土中に地山土ブロッ

クが多量に混入している。遺物はごく少量の縄文土器片と石錐 2点(第 57図 120 • 121)が出
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SK027 

49.90m一一一
50. 20m一一一-

骨

50.00m一一一一

50. 20m 一一

SK027 1 0部品色土 10YR%炭化物多量に浪人 2 黒掲色土 lOYR7( 4黄燈色土 10YR%

2 黄樺色土 10YRYs 3 黒褐色土 10YR7( SK020 1黒潟色土 10YR%

SK0l9 1黒褐色土lOYR7:i 4 a音褐色土 lOYR% 2黒褐色土 10YRYa
2 にぷい黄褐色土 lOYRYa SK028 1時褐色土 lOYR% 3 Iこぶい黄褐色土lOYRYa
3 にぷい黄褐色土 10YR%， 2 n音褐色土 10YR% 4黒褐色土 lOYR7:i

SK026 1 黒褐色土 10YR7( 3 黄燈色土 10YRYs 5 n音褐色土 lOYR%

第 S国 SK 019"'"-J021 . 026""028土坑

。

6 黄褐色土 lOYRYs

7 主主褐色土 lOYRYs

8 黄褐色土 lOYR対

9 撹乱

SK021 1黒潟色土 lOYR7:i

第 2章調査の記録

一一一一一一世4
Uコ

50.40m--

50. 10m一一一

2m 
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第2章調査の記録

土した。石錐はいずれも菱形で小さいが厚みのある剥片の先端部に小さな錐部を作出したものであるO

SK035 (第7図)

MJ 49・MJ50に位覆している。平面形は円形を呈しており、径1.59'""-'1.98 m、深さ 9crnで

ある。底面は平坦で、援はゆるい弧を描いて立ち上がる。底面に径 20，.__ 25 crn、深さ 18----35 crn 

のピット 2{聞を検出した。覆土中に炭化物細片をわずかに含んでいる。遺物は出土しなかった。

SK036 (第 7図)

MJ 49に位置している。平面形は円形を呈しており、径86'""-'90 crn、深さ 15crnであるO 底面

は丸みを帯び、監は弧を描いて立ち上がるO 覆土中には炭化物細片を含み、 5crn大'""-'20 crn大の

磯 4個を検出した。遺物は出土しなかった。

SK038 (第 7図)

MK50に位置し、 SI017より古い。平面形は円形を呈しており、径 79'""'-'83 crn、深さ 14crnで

ある。底面は平坦で、壁は外傾している。覆土中に炭化物細片を多量に含んでいる。遺物は出

土しなかった。

SK039 (第8図)

MB 49 • MB 50 • MC 50に位置しているO 平面形は不整形を主じており、長軸1.75m、短軸

1.23 m、深さ 16crnである。底面は凹凸があり、壁は外傾している O 覆土はその堆積状況から自

然堆積とは考えにくく、人為的埋土と考えられる。遺物は出土しなかった。

SK043 (第 8図)

LS 46に位置している。平面形は円形を呈しており、径 72......_， 73 crn、深さ 28crnで・あるO 底面

は平坦で、壁は外傾している O 覆土は地山土ブロック混入の割合が高l¥。遺物は出土しなかった。

SK100 (第8• 9図、図版 24)

NF 33 • NG 33に位置し、 SK103より新し L、。平面形は楕円形を呈しており、長径1.59crn、

短径1.17crn、深さ 20crnである。底面は平坦で、壁は外傾している。 10crn大"__，， 15 crn大の磯4個

がいずれも底面より 5"""16crn浮いた状態で検出された。覆土中に炭化物細片をわずかに含ん

でいる。遺物はごく少量の縄文土器片とブレイク 11点が出土した。

SK101 (第8図、図版 25)

ND44に位置している。平面形は楕円形を呈しており、長窪 1.82m、短径 1.25m、深さ 60crn 

である。底面は平坦で堅くしまっており、壁は外傾しているO 遺構北東部上面プランに接して、

20 crn大'""-'40 crn大の磯が 3個検出された。覆土中に炭化物細片・縄文土器片・磯・ブレイクを

含んでいる。覆土はその堆積状況から自然堆積とは考えにくく、人為的に埋められたものであ

ろう。遺物はごく少量の縄文土器片とブレイク 2点が出土した。

SK102 (第8図)
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NB47・NB48に位置しているO 平語形は楕円形を呈しており、長径 2m、短径 1.41m、深

さ22cmである。底面は平坦で、壁は外傾しているO 覆土はその堆積状況から自然、堆積と考えら

れるO 造物は出土しなかった。

SK103 (第 8 • 9図)

NG33に位置し、 SK100より古い。平面形は一部調査区外に延びているものの楕円形を呈す

ると考えられ、長径(現存長)2.26 m、矩径1.74m、深さ 27cmで、ある。底面は平坦で、壁は外

傾しているo 10 cm大の磯 1{屈が底面より 7cm浮いた状態で検出された。覆土中に炭化物細片を

わずかに含んでいる。遺物はブレイクが 6点出土したのみであるO

SK104 (第 9 • 57図)

ND43に位置し、 SK108 より新し ~)o 平面形は円形を呈しており、径1.73'""-" 1.93 m、深さ

71 cmである。底面は平坦で、壁は外傾しているO 覆土中に炭化物細片@縄文土器片をわずかに

含んでいる。遺物は少量の縄文土器片と彫刻万形石器 1点(第 57図 122)、ブレイク 18点が出

土した。彫刻万形石器はプラン確認、面より出土し断面は多角形をした分厚い剥片の両先端に数

回の加撃でもって彫万雷を作出したものであるO

SK106 (第10・38図、図版26・40)

ND40 .. ND41に位置し、 SK109より新しい。平面形は円形を呈していたと考えられ、窪

2.33'"'-' 2.55 m、深さ 26cmであるO 底面は平坦で、壁は外傾している。遺構のほぼ中央に 25cm 

，.....__ 45 cm大の磯 1個があり、周囲に 2個体分の土器を検出した。覆土中に焼土粒子 e 炭化物細

片・磯・縄文土器片を含んでいる。遺物は縄文土器とブレイク 1点が出土した。第 38図 22は

器高 52cmに復元される大型の深鉢である。ゆるやかに外反する口縁部を有し、わずかに膨らん

だ体部からなだらかに底部にすぼむ。 L {~縄文が外面全体@口唇部@口頭部内面に施されているo

SK108 (第 9図)

NC 43 e ND 43に位置い SK104 e SK 112より古い。平面形は不整形を呈しており、長軸

(現存長)1.25 m、題軸1.04m、深さ 61cmであるO 底面は凹凸があり、壁は外傾しているO 覆

土中に炭化物細片をわずかに含んでいるO 遺物は出土しなかった。

SK109 (第 10図、図版 26)

ND41に位置し、 SK106 より古~)。平面形は構円形を呈しており、長{至上7m、短径1.1m、

深さ 24cmで・ある。底面は平坦で、壁は弧を描いて立ち上がるO 覆土中に焼土粒子@炭化物細片

をわずかに含んでいる。遺物は出土しなかった。

SK112 (第 9図)

NC43に位置し、 SK108より新しく、 SI107より古し」平面形は楕円形を呈しており、長径

1.45 m、短径1.17m、深さ 16cmである。底面は平坦で、壁は外傾しているO 覆土中に炭化物細

56 



第 2章調査の記録

SI107 

SK104・108・112

SK108 

争一 待

SK103 

49.60m一一一

調査範囲外

48.90m一一一

49.80m一一一

。 2m 

5
/
 

K

R

K

 

U
M
A
R

一%
K
W
U
1
%

R
n
R
R
l
n
R
 

Y
H
Y
Y
!こ
K
y

n
u
n
u
n
U

…一

n
U

1
土

1
1
色
土

1

土
色
土
土
褐
色
土

色
褐
色
色
黄
褐
色

黒
崎
褐
褐
明
暗
褐

14
つω
q
u
バ
せ
「

D
P
O
円
/

必
せ
O
凸
q
L

日

u
n
U
1
i

l
l
-

K
 

Q
U
 

入混塁多'勿
品
刊
寸
-

b
v
b
 

，

I
M
一山灰%

3
/
R
ノ
A
R
d
l

%
%
m
y
R
y
R
 

R
R
m
u
R
J
Y
J
Y
 

Y
Y
1
7
5
7
5
 

ハ
リ
口
U

1
1
土
土

7
土
7

土
土
色
色
土
色
土

色
色
褐
褐
色
褐
色

褐
褐
時
黒
褐
明
褐

8
9
叩

1
1
2
3

4
‘口リ

可

s且&品可
t

1
aム&
1
e
iム

K
 

Q
U
 

土ム口混同
町
…
%
%

Y
Y
R
%
R
 

5
5
N川
R
N

7
7
M
Y
K
 

円

U

土
土
土

1
土

色
色
色
土
色

褐
褐
褐
色
褐

明
暗
暗
褐
時

4

8

T

i
ワ
u
q
J

内

t
u

凡

U
噌

E
Ak

 
n
b
 

第 9~ SK 103・104・108.112・114・115土坑
57 



上ノ IlJn遺跡

~ 

V 

SKI06'109 

49.70m一一一一

争
ゆ

h
v
m
 

49.40m -一一

49.90m一一一一

11(¥悩色 1: lOYR% 
lI(i福色土 lOYR% 
褐色 i二 lOYRJ-;i 
協色土 lOYR% 

1
i

っ“
q
u
Aせ

SK1l7 G 黒褐色土 10YR31'
7 黒褐色土 10YR%

SK1l3 1 ~.P;;潟色二|二 7.5YR% 
2 掲色土 7 }混台 1:

よ巳潟色土 7.5YR%f 
3 I's色土 7.5YR対
i 褐色 L 7.SYR 

SK 106・109・113・117土坑

SKI06 1 11音褐色土 10YR%
109 2 褐色土 10YR%

3 時褐色土 10YR%
4 H音褐色土 lOYR%
5褐色土川町}混合士

日音褐色土 10YR;!<I

第10図
58 



第 2章調査の記録

片をわずかに含んでいる。遺物は出土しなかった。

SK113 (第 10• 57 e 98図)

NG40に位霞している。平面形は楕円形を呈しており、長径1.96盟、短径1.59m、深さ 24crn 

である。底面は平坦で、壁は外傾している。プラン確認面において縄文土器 1個体分が出土し

ており、遺構外北東部30cmには縄文土器深鉢完形品 (RP1085=第98図157)が出土している。

覆土中に焼土粒子・炭化物細片・縄文土器片をわずかに含んでいる。遺物は縄文土器と箆状

石器の破片 1点、削器 2点(第57図123・124)、ブレイク58点が出土した。

SK 114 (第9図)

NE37に位置し、 SI118より新しい。平面形は方形を呈しており、一辺が 70'"'-'82 crn、深さ

15 cmであるO 底面は丸みを帯び、援は弧を描いて立ち上がる。覆土中に炭化物細片を多量に含

み、壁面は焼けているO 遺物は出土しなかった。

SK115 (第 9図)

NE40に位置しているO 平面形は円形を呈しており、径 72-.._， 78 cm、深さ 34cmであるO 底面

は丸みを帯び、壁は弧を描いて立ち上がる。覆土中に炭化物細片を多量に含んでいる。遺物は

ごく少量の縄文土器片とブレイク 7点が出土しているO

SK117 (第 10 57 9 58 Q 75，....__ 77図、図版 26)

NE37 に位置し、 SI118 より古~¥。平面形は楕円形を呈しており、長径1.78m、短径 1.32m、

深さ 18cmで、あるO 底面は凹凸があり、壁は弧を描いて立ち上がるO 護士中に炭化物細片@縄文

士器片をわずかに合んでいる。遺物は少量の縄文土器片と箆状石器 3点(第 57図 125'"'-'127)、

削器 2点(第 58図 128 • 129)、半円状扇平打製石器 1点(第 75図 284)、石錘 1点(第 76図

296)、白石 l点(第 77図 302)、ブレイク 24点が出土しているO 箆状石器の 125は半円状扇両

面調整、 126 • 127は両面調整で、 125の刃部側面形は片刃、 126 • 127は両刃を呈するO 半円

状届平打製石器は多孔質の石材(凝灰岩)を素材としている。刃部の擦りは顕著ではない。

錘は左右とも両面から打ち欠いている。凹石は 1面に磨面をもっO

SK 119 (第 11図)

NE35に位置しているるO 平面形は楕円形を呈しており、長径 2.15m、短径1.25m、深さ 13

cmである。底面は丸みを帯び、壁はゆるい弧を描いて立ち上がる Q 遺構東部にて 25crn""'_' 35 cm 

大の諜 l掴が底面からわずかに浮いた状態で検出された。覆土中に炭化物細片を含んでいるO

遺物はごく少量の縄文土器片とブレイク 1点が出土した。

SK120 (第 11図、図版 26)

ND 35 • NE 35に位置し、 SI135より古い。平面形は楕円形を呈しており、長径1.97m、短

径1.57m、深さ 20cmであるO 底面は平坦で、壁は外傾している。覆土中に焼土および炭化物が
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層を形成しており、これらは;埋没過程の中で投棄されたものと考えられる。炭化物は堅果類の

果皮と思われ、果実は含まれていない。遺物はごく少量の縄文土器片が出土した。

SK121 (第 11図)

NE 39 e NF 39 • NE 40 • NF 40に位置し、 SI116より古し1。平面形は楕円形を呈しており、

長径 2.06m、短径1.55m、深さ 31cmであるO 底面は凹凸があり、壁は外傾している。覆土中

に10cm......__ 20 cm大の磯 1個を含んでいる。遺物は出土しなかった。

SK122 (第 11図)

NF 39に位置し、 SK140より新しい。平面形は円形を呈しており、径 2.47......__2.7 m、深さ 47

cmであるO 底面は平坦で、壁は外傾しているO 覆土中に炭化物細片を多量に含んでおり、一部

に壁の崩壊土が見られる。遺物は出土しなかった。

SK124 (第 12 • 26 • 75図、図版 27)

NG41に位置し、 SK131より新しい。平面形は楕円形を呈しており、長径1.97m、定径1.57

m、深さ 51cmで、あるO 底面は凹凸があり、壁は外傾している。遺構南部上面にて 20cm大の磯

1個が検出された。覆土中に炭化物細片@縄文土器を多量に含む部分が複数箇所に認められ、

埋没過程の中で何度か炭化物@縄文土器が投げ込まれたものであろう。遺物は縄文土器と

状土届平打製石器 l点(第 75図285)が出土した。半円状属平打製石器は欠損しているが刃部

以外の 3辺にも鋭利な打ち欠きを施しているO 刃部には部分的に擦りが認められるO

SK125 (第 12図)

NF 34 • NF 35に位置しているO 平面形は楕円形を呈しており、長径1.9m、短径1.2m、深

さ5""'-'8 cmで、ある。底面は凹凸があり、壁は外傾している。覆土中に炭化物細片をわずかに含

んでいる O 遺物は半円状扇平打製石器 1点、が出土した。半円状信平打製石器は多孔質の石材を

用いており、擦りの入る刃部は分厚い。

SK127 (第 12図、図版 27)

NF 34 • NF 35に位置している。平面形は楕円形を呈しており、長径1.9皿、短径1.2m、深

さ8cmで、ある。底面は凹凸があり、壁は外傾している。南壁にて 5cm---25 cm大の磯 1{回を検出

した。覆土中に炭化物細片をわずかに含んでいる。遺物は出土しなかった。

SK129 (第 12図)

NE38に位置し、 SIl18より古し 1。平面形は楕円形を呈しており、長径 1.89m、短怪 1.49m、

深さ 33cmで、ある。底面は平坦で、壁は外傾している。覆土中に 5cm""_' 25 cm大の磯 l侶と炭化

物細片をわずかに含んでいる。遺物はブレイク 2点が出土したのみである。

SK132 (第 12図)

NE37・NE38に位置し、 SI118より古い。平面形は円形を呈しており、径1.07......__1.19 m、
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深さ 11cmで、あるO 底面は凹凸があり、壁はゆるい弧を描いて立ち上がるO 覆土中に炭化物細片

をわずかに含んで、いる。遺物は出土しなかった。

SK134 (第 13 • 58図、図版 27)

ND39に位置しているO 平面形は楕円形を呈しており、長径 1.27m、短径 83cm、深さ 37cm 

である。底面は平坦で、壁は外傾している。覆土中に炭化物細片@縄文土器片をわずかに含ん

でいる。遺物はごく少量の縄文土器片と小型箆状石器 1点(第 58図 130)、ブレイク 4点が出土

した。

SK136 (第 13図、図版 28)

NE36に位置し、 SK139より新しく、 SI135より古い。平面形は円形を呈しており、径約~

95 cm、深さ 34cmで、あるC 底面は平坦で、援は外傾しているO 覆土中に炭化物細片をわずかに含

んでいるO 遺物は出土しなかった。

SK137 (第 13図)

NE 36 • NF 36に位置い SI148より古し」平面形は楕円形を呈しており、長径 1.44m、短

径1.04m、深さ 20cmである。底部は平坦で、壁は外傾している。西壁際にて径 25cm、深さ 15

......._.， 25 cmのピット 2個を検出した。覆土中に炭化物細片を多量に含んでいる。遺物は出土しな

かっ fこO

SK138 (第 13 • 58図)

NG 36 e NG 37に位置し、 SI143より新しく、 SI148より古し】。平面形は楕円形を呈してお

り、長径 2.42m、短径1.7m、深さ 15cmで、ある O 底面は凹凸があり、壁は弧を描いて立ち上が

る。覆土中に焼土ブロック@炭化物細片@縄文土器片をわずかに含んでいるO 遺物はごく少量

の縄文土器片と石鍛 l点(第 58図 131)、削器 1点(第 58図 132)が出土した。石鎌は側面形

がやや湾曲している。

SK139 (第 13図、図版 28)

NE 35 • NE 36に位置し、 SK136 • SI 135より古l)。平面形は円形を呈しており、径1.02'""-' 

1.13 m、深さ 25cmであるO 底面は平坦で、援は外傾している。覆土中に炭化物細片をわずかに

含んでいるO 遺物は出土しなかった。

SK140 (第 11図)

NE 39 • NF 39 し、 SK141より新しく、 SK122より古い。平面形は重複のため定かで

はないが、円形を呈していたと考えられ、径1.28----1.42 m、深さ 35cmである。底面は平坦で、

壁は外傾してし喝。覆土は堆積状況から人為的埋土と考えられる O 遺物は半円状属平打製石器

1点、が出土した。

SK 141 (第 11図)
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NE39に位置し、 SK140より古し」平面形は楕円形を呈しており、長径1.74m、短径1.3m、

深さ 31crnである。底面は凹凸があり、援は弧を描いて立ち上がる。覆土中に炭化物細片をわず

かに含んでいる。遺物はごく少量の縄文土器片が出土した。

SK142 (第 14e 38図、図版 29)

NA41に位置している。平面形は楕円形を呈しており、長径1.8m、短径1.3m、深さ 6crnで

あるO 底面は凹凸があり、壁は弧を描いて立ち上がる。プラン確認面において南東壁上面に縄

文土器 l倍体分と 10crn大...__， 20 crn大の磯 1個、ほぼ中央に縄文土器 l個体分と 5crn--"'" 10 crn大

の機2個が検出された。中央やや東寄りに径 30crn、深さ 17crnのピットを検出した。覆土中に

焼土粒子@炭化物細片@縄文土器片を多量に含んでいる。遺物は縄文土器が出土した。第 38図

23は斜縄文が施文された深鉢形土器下半部でる。 丸みを帯びてすぼみ、 底部末端が外方に向

かつて張り出しているO

SK144 (第 14図)

ND 32 • NE 32 • ND 33 • NE 33に位置している。 平面形は隅丸方形を呈しており、 一辺

2.16"'-' 2.18 m、深さ 22crnであるO 底面は凹凸があり、壁は弧を描いて立ち上がるO 東壁際にて

径 40crn、深さ 14crnのピットを検出した。覆土中に炭化物細片を含んでいるO 遺物は出土しな

かっ fこO

SK145 (第 15図)

NE 35 • NF 35に位置し、 SI 135 • SI 148より古い。平面形は不整形を呈しており、長軸

1.91 m、短軸 1.16m、深さ 9crnで、ある。底面は凹凸があり、壁は外傾している O 西壁際と北壁

際にて径 20crn、深さ 7，...._， 13 crnのピットを検出した。覆土中に炭化物細片をわずかに含んでい

るO 遺物は出土しなかった。

SK146 (第 14図)

NE 37 e NF 37に位置し、 SI118 9 SI 148より古い。平面形は円形を呈しており、径1.2"-' 

1.23 m、深さ 22crnであるO 底面は丸みを帯び、壁はゆるい弧を描いて立ち上がるO 南壁@北

壁@西壁際にて径 25crn、深さ 12，...._， 36 crnのピットを検出した。覆土はその堆積状況から自然堆

積と考えられるO 遺物は出土しなかった。

SK152 (第 15図)

NA39・NB39・NA40 • NB 40に位置しているO 平面形は楕円形を呈しており、長径 2.48

m、短径1.62m、深さ 27crnであるO 底面は凹凸があり、壁は弧を描いて立ち上がる。覆土中に

炭化物細片・縄文土器片をわずかに含んでいる。遺物はごく少量の縄文土器片とブレイク 2点

が出土した。

SK154 (第 14図)
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NC35に位置し、 SI126に伴う。平面形は楕円形を呈しており、長径 80crn、短径66crn、深さ

27 crnである。底面は平坦で堅くしまっており、壁は外傾しているO 覆土中に炭化物細片@縄文

土器片を含んでし喝。遺物は少量の縄文土器片とブレイク 2点が出土した。

SK155 (第 15 • 42 " 58・75---77 e 82 • 84図)

MT37に位置し、 SI150より古い。平面形は楕円形を呈しており、長径 3.04m、短径 2.51

泊、深さ 33crnで、あるO 底面は凹凸があり、壁は弧を描いて立ち上がるO ほぼ中央にて縄文土器

l個体分が底面よりわず、かに浮いた状態で出土した。覆土中に焼土@炭化物細片を多量に含

み、 10crn大"'"40 crn大の磯 7侶をも含んでいるO 遺物は縄文土器と石匙 1点(第 58図 133)、射

器 1点(第 58図 134)、半円状属平打製石器 l点、(第 75図286)、白石 2点(第 77図3035 

304)、属平磨石 1点(第 76図 295)、石血 l点(第 82図327)、石製品 l点(第 84図339)、フ

レイク 10点が出土した。第 42図65は口縁部破片で、沈線文と円形の竹管文が施文されてい

る。口唇部には斜縄文が見られるO 削器は大型の縦長剥片を素材にしているO 半円状属平打製

石器は東北東に約 34m離れた場所で出土した破片と接合し完形となったものである。凹石の

304は両面に間みを有し、片面には磨りが認められる。火熱を受けている可能性があるo303は

l面に 2孔、もう l面に l孔の回みがあるO 磨石は多孔質の石材(凝灰岩)を素材としている。

擦り面やや凸状となっているc 石血は両面を利用しているO 片面は中央部分がやや凹んでいる

が、もう l面はほぼ平らになっている。石血の平面形事法量は欠損しているため不明だが、

さは 3.5，...._， 4 crnで、ある。 339の石製品は安山岩質で、片面のみに剥離を施しているO 風化が著し

く詳細に観察できないが、片面は磯皮面を残したままである。

SK157 (第 15図)

NC36に位置し、 SI126より新しい。平面形は円形を呈しており、径1.47---1.66 m、深さ 19

crnで、あるO 底面は平坦で堅くしまっており、壌は外傾しているO 東壁際と南壁際にて径 20cm、

深さ 22--.，_， 25 cmのピットを検出した。覆土中に炭化物細片をわずかに含んでいる。遺物はごく

少量の縄文土器片が出土した。

SK158 (第 14図)

NC 33 • NC 34に位置し、 SI126 • SI 156 より古~)o 平面形は楕円形を呈しており、長径1.6

m、短径84crn、深さ 14crnで、ある。底面は平坦で、壁は外傾している。東壁の一部を S1156主

柱穴 2個に切られているO 覆土中に炭化物細片をわずかに合んでいる。遺物はごく少量の縄文

土器片とブレイク 3点が出土した。

SK159 (第 14図)

NC38に位置い SI156より新しし】。平面形は円形を呈しており、径 87.-._， 98 crn、深さ 39crn 

であるO 底面は平坦で、壁は外傾しているO 覆土中に焼土粒子@炭化物細片を多量に含んでい

68 



第 2章調査の記録

るO 遺物はブレイクが 5点出土したのみである。

SK160 (第 15図)

MS 41 • MS 42に位置している O 平面形は構円形を呈しており、長径 2.73rn、短径 2.17rn、

深さ 10cmで、あるO 底部は平坦で、壁は外傾してし喝。南壁際と北壁際に径 20'"'-'25 cm、深さ 9

'"'-' 26 cmのピットを検出した。覆土中に炭化物細片をわずかに含んでいる。遺物は出土しなかった。

SK 161 (第 16図)

MT  41 "NA 41 e MT  42 • NA 42に位置している。平面形は円形を呈しており、径 83----84 

cm、深さ 19cmであるO 底面は平坦で、壁は外傾しているO 覆土中に炭化物細片を含んでいる。

遺物は出土しなかった。

SK162 (第 16 • 42図)

MS 40 • MS 41に位置しているO 平面形は楕円形を呈しており、長径 2.73rn、短径 1.69rn、

深さ 9cmで、あるO 底面は平坦で、壁は外傾しているO 南壁際にて径 15~ 30 cm、深さ 13，..._， 21 cm 

のピット 2{話!を検出した。覆土中に炭化物細片@縄文土器片をわずかに含んでいる。遺物は縄

文土器片が 2点のみ出土した。第 42~ 66はやや外反する頚部付近で、 1条の沈線とそれに接

して竹管による円文が見られるO 縄文は施されていなl'o

SK163 (第 16図)

NA40に位置している。平面形は椿円形を呈しており、長径 2.9rn、短径 1.84rn、深さ 18cm 

であるO 底面は平坦で、壁はゆるい弧を描いて立ち上がる。ほぼ中央部にて径 20cm、深さ 23cm 

のピット、壁際に径 15~ 40 cm、深さ 14'""'-'37 cmのピット 6個を検出した。覆土中に炭化物細

片をわず、かに含んでいる。遺物はごく少量の縄文土器片が出土した。

SK166 (第 16図)

MS 45 "MS 46に位置しているO 平面形は楕円形を呈しており、長径 2.34rn、起径 1.37rn、

深さ 8cmであるG 底面は丸みを帯び、壁はゆるい弧を播いて立ち上がる。南壁際にて 20x 60 

cm、深さ 17cmのピット、北壁際にて径 20cm、深さ 9cmのピットを検出した。遺物は出土しなかった。

SK167 (第 17図)

MP 39 G MP 40に位置しているO 平面形は楕円形を呈しており、長径 2.69rn、短径1.68rn、

深さ 16cmである O 底面は平坦で、壁は外領している。西壁際に 10cm""_' 20 cm大の際 1個、遺構

四半にて径 15'"'-'25 cm、深さ 5'"'-'13 cmのピット 9個を検出した。覆土中に炭化物細片をわずか

に含んでいる。 漬物はごく少量の縄文土器片が出土した。

SK174 (第 16 • 42 • 58図)

NC34に位置し、 SI126に伴う。平面形は構円形を呈しており、長径1.54rn、短径 83cm、深

さ34cmであるO 底面は平坦で堅くしまっており、壁は外領している。覆土中に焼土粒子@炭化
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物細片を多量に含んでいるO 全体的にブレイク@チップ。が多量に出土しており、この中には石

鍛の未完成品などが含まれている。覆土中の焼土および炭化物は近くの SI126地床炉からの流

入ないし廃棄と推察され、遺物の出土状況などから石器製作にかかわりのある遺構とも考えら

れよう。遺物は少量の縄文土器片と石鍛4点(第 58図 135'""-'138)、石匙 l点、削器 l点(第 58

図 139)、回石 l点、ブレイク 383点が出土した。第 42図67は横位の羽状縄文が施文されたも

のである。石鍛は底面付近から 383点のブレイクと共に出土したもので、 135を除いてはその

一部を欠損しているO 石匙は縦型で刃部下半を欠いているO

SK175 (第 17図)

MQ39・MQ40iこ位置い SI170より新しい。平面形は楕円形を呈しており、長径1.24m、

短怪1.05m、深さ 15cmである。底面は平坦で、壁は外傾しているO 覆土中には炭化物細片を多

量に含んでいる。遺物はごく少量の縄文土器片とブレイク 8点が出土した。

SK176 (第 17図)

ND39に位置しているO 平面形は楕円形を呈しており、長径1.25m、短径 91cm、深さ 28cm 

であるO 底面は丸みを帯び、壁は弧を描いて立ち上がる。覆土中に炭化物細片をわずかに含ん

でいるO 遺物は出土しなかった。

SK179 (第 17図)

NG34に位置している。平面形は楕円形を呈しており、長径 92cm、短径 76cm、深さ 16cmで

ある。底面は丸みを帯び、壁は弧を描いて立ち上がる。覆土中に炭化物細片をわずかに合んで

いる。遺物はブレイクが 4点出土したのみであるO

SK185 (第 17 • 75図)

M048に位置しているO 平面形は円形を呈しており、径1.1'""-'1.12 m、深さ 33cmで・ある。底

面は平坦で、壁は弧を描いて立ち上がる。遺物は半円状扇平打製石器 1点、(第 75図 287)、白石

l点、が出土している。半円状扇平打製石器は凸状を呈する擦り面を 2辺にもつもので、擦りと

しての使用頻度は高い。短辺の打ち欠きは鈍角であるO

SK187 (第 18図)

MM46に位置している。平面形は楕円形を呈しており、長径1.94m、短径1.53由、深さ 9cm 

である。底面は凹凸があり、壁はゆるい弧を描いて立ち上がる。ほぼ中央にて径 15cm、深さ 5

cmのピット、東壁際にて径 30cm、深さ 7cmのピットを検出した。覆土はその堆積状況から自然

堆積と考えられる。遺物はごく少量の縄文土器片とブレイク 3点が出土した。

SK188 (第 18図)

MI43に位置し、 SI189・SI323より古い。平面形は円形を呈しており、径1.16'""-'1.19 m、

深さ 29cmである。底面は凹凸があり、壁は外傾しているo SI 189・SI323の主柱穴 3倒に切ら
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V 上ノ山H遺跡

れている。覆土はその堆積状況から人為的埋土と考えられる。遺物は出土しなかった。

SK191 (第 18図)

ML45に位置している。平面形は楕円形を呈しており、長径 2.88m、短径 2.13m、深さ 4cm 

である O 底面は平坦で、壁は外傾している。中央やや東寄りと西寄りにて径 20cm、深さ 12，..._，

25 cmのピットを検出した。遺物は出土しなかった。

SK194 (第 18• 77図)

MK 40 Q MK 41に位置しているO 平面形は楕円形を呈しており、長径 2.羽田、怒径1.71m、

深さ 12cmで、あるO 底面は平坦で、壁は外傾しているO 西壁際に径 25，...._， 30 cm、深さ 11_...._. 32 cm 

のピット 3個を検出した。覆土中に炭化物細片をわずかに含んでいる。遺物はごく少量の縄文

土器と凹石 1点(第 77図305)、アレイク 1点が出土し

SKi96 (第 18 • 42 • 75 0 77 • 84図)

MK 41 e ML 41に位置し、 SI199 e S1328より新しし )0 平面形は楕円形を呈しており、長径

1.79 m、短径1.18由、深さ 15cmである。底面は凹凸があり、壁は外傾しているO 遺構中央に 15

cm大，...，__65 cm大の擦を 3偲検出した。覆土中に炭化物細片をわずかに含んでいる。 遺物は少量の

縄文土器片と半円状扇平打製石器 1点(第 75図 288)、凹石 1点、(第 77図 306)などが出土し

た。第 42図68は外面が摩滅しており文様が定かでないが、口縁部付近に横位の梯子状文が垂

下する。半円状扇平打製石器は砂質系の石材(砂岩か)を素材としている。向一刃部上に擦り

面を 2箇所にもち、それぞれ接地面が異なるため 2期の使用が想定できる。凹石は片面が剥落

している。第 84図337は細長い石斧状の石器を再利用し、縁辺に剥離を施したもので、先端部

(図の下端)には再利用の際の縦方向の使用痕が認められる。

SKI吉ア (第四図)

MJ 46に位置し、 SI311より古い。平面形は楕円形を呈しており、長窪 2.56m、短径1.61m、

深さ 15cmであるコ底面は丸みを帯び、壁はゆるい弧を描いて立ち上がる。西壁擦にて径 10cm、

深さ 15cmのピットを検出した。遺物は出土しなかった。

SK198 (第四図)

lVIJ 46 • MJ 47に位置し、 S1311より古し )0 平面形は楕円形を呈しており、長径 2.42m、

径1.78m、深さ 17cmである。底面は平坦で、壁はゆるい弧を描いて立ち上がる。北壁際にて径

20 cm、深さ 12，..，__31cmのピットを 5侶検出した。遺物は出土しなかった。

SK201 (第 19図)

NE30に位置しているO 平面形は楕円形を呈しており、長径 91cm、短径 72cm、深さ 18cmで‘

ある。底面は平坦で、援は弧を描いて立ち上がる。遺物は少量の縄文土器片が出土した。

SK202 (第 19図)
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第2章調査の記 録

NC 32 • ND 32に位置している。平面形は楕円形を呈しており、長径1.92m、短径1.17m、

深さ 19cmであるO 底面は平坦で、壁は外傾しているO 覆土中に炭化物細片をわず、かにー含んでい

るO 遺物は出土しなかった。

SK203 (第四図)

NC30に位置している。平面形は円形を呈しており、径1.19，___ 1.48 m、深さ 17cmである。底

面は平坦で、壁は外傾している O 南西壁際にて径 35cm、深さ 10cmのピットを検出した。

中に炭化物細片をわず、かに含んで、いる。遺物は出土しなかった。

SK204 (第 19図)

NB30に位置し、 SK205より新し l)。平面形は円形を呈しており、径1.07m、深さ 35cmで

あるO 底面は竪くしまっており、出凸があるO 援は外傾しているO 覆土中に炭化物細片をわず

かに含んでいる。遺物はごく少量の縄文土器片が出土した。

SK205 (第 19図)

NB30に位置し、 SK204より古い。平面形は楕円形を呈しており、長径 3.11m、短径1.71

m、深さ 22cmであるO 底面は平坦で、援は外傾しているO 覆土中に炭化物細片をわずかに含ん

でいる。覆土の堆積状況から自然堆積とは考えにくく、人為的埋土と考えられる。遺物は出土

しなかった。

SK206 (第 20 • 82図、図版 29)

NA 31 0 NB 31に位置しているO 平面形は楕円形を呈しており、長径 2.35m、短径1.56m、

深さ 23cmである。底面は凹凸があり、壁は外傾している。プラン確認面において 10cm大""-'30 

cm大の礁 6個を検出した。東壁際に径約 50cm、深さ 15cmのピットを検出した。覆土中に炭化

物細片をわずかに含んでいるO 遺物は石血 1点(第 82図328)が出土した。石血は片面のみの

使用である。使用面はやや問状を呈している。形状は欠損しており不明であるが、厚さは 8---

10.5 cmであるO

SK207 (第 20図、図版 29)

NA 30 • NA 31に位置しているO 平面形は楕円形を呈しており、長径 3.14m、短窪 2.37目、

深さ 30cmで、ある O 底面は平坦で堅くしまっており、特に北側が顕著である。底面北西部に 80

cmX 1mの範囲で灰状を呈する炭化物の堆積が認められるO 壁は弧を描いて立ち上がるO 東壁

際にて径 50cm" 深さ 20cmのピット1{固と径 20cm、深さ 28cmのピット l個を検出した。{也に

E支出に 3個のピットを検出したが、いずれも径 20cm、深さ 10cm程度で、ある。覆土中には炭化

物細片をわずかに含んでおり、遺構北東部からは 15cm大，...，_...30 cm大の擦 5偲がいずれも底面か

ら浮いた状態で検出された。造物は少量の縄文土器片とブレイク 1点が出土した。

SK208 (第 20図)
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V 上ノ山E遺跡

ND 30 • ND 31 • NE 30 • NE 31のSI200床面南東部に位置しているO 両者の新旧関係は

不明である。平面形は楕円形を呈しており、長径 2.17m、短径1.63m、深さ 14crnである。底

面は丸みを帯び、壁はゆるい弧を描いて立ち上がる O 底面中央に 35x 60 crnの範囲で炭化物が

薄く広がっている O ピットは北壁際に位置するものと底面中央に位置するものがあり、前者は

SI200の柱穴と考えられる。後者は径 18crn、深さ 22---.... 23 crnの2個のピットで、 SI200 • SK 

208との新旧関係は不明であるO 遺物は出土しなかった。

SK209 (第 20図)

ND 29 e ND 30に位置し、 SK233より新しい。平面形は楕円形を呈しており、長径 2.45m、

短径1.8m、深さ 22crnで、あるO 底面は平坦で、壁は弧を描いて立ち上がるO 西壁際にて径 25

cm、深さ 15crnのピット 2個を検出した。覆土中に炭化物細片をわずかに含んでいる。遺物はご

く少量の縄文土器片が出土した。

SK210 (第 20図)

MT 30 • NA 30に位置し、 SK212と重複しているが新旧関係は不明である。平面形は楕円

形を呈しており、長径 3.87m、短径1.5m、深さ 22crnである。底面は凹凸があり、壁は弧を描

いて立ち上がる。底面に径約 20，..._， 35 crn、深さ 5---.... 20 crnのピット 8個を検出した。覆土中に炭

化物細片をわずかに含んでいるG 遺物はごく少量の縄文土器片とブレイク l点、が出土した。

SK212 (第 20図)

MT30に位置し、 SK210と重複しているが新!日関係は不明であるO 平面形は不整形を呈し

ていたと考えられ、長軸(現存長)1.62 m、短軸1.41m、深さ 20crnで、ある。底面は凹凸があり、

壁は弧を描いて立ち上がるO 底面中央に径 40crn、深さ 15crnのピットを検出した。 遺物は出土

しなかった。

SK221 (第 21図)

MT31に位置し、 SI238より新しし 1。平面形は楕円形を呈しており、長径 2.96m、短径1.08

m、深さ 48crnであるO 底面は凹凸があり、壁は外傾している。覆土中に焼土粒子容炭化物細片

をわずかに含んでいる。底面の一部にも焼士が薄く広がっており、北西壁の一部は焼けている。

SK 221北東部で焼土の広がりを 3笛所で確認した。うち l箇所は SK221に切られており、 SK

221より古い。これらの焼土は当初竪穴住居跡の地床炉と考えられたが、精査の結果竪穴住居

跡は検出されなかった。遺物は少量の縄文土器片とブレイク 13点が出土した。

SK222 (第 21図)

MS32に位置している。平面形は円形を呈しており、径1.03，..._， 1.06 m、深さ 42crnであるO

底面は凹凸があり、壁は弧を描いて立ち上がるO 覆土中に炭化物細片をわずかに含んでいる。

遺物は出土しなかった。
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SK224 (第 22 • 38・39・42・59・75'"'--'78・84図、図版30・40・41)

MC32・MC33 • MD  32・MD33に位置している。平面形は楕円形を呈しており、長径

2.86 m、短径 2.24m、深さ1.2mである。底面は凹凸があり、壁は弧を描いて立ち上がるO 遺

構確認以前から遺物の出土量が多く、小規模な捨て場を想定していた箇所であるO しかし土層

の堆積状況から SK224廃棄後、焼土粒子・縄文土器片@炭化物細片をわずかに含む土砂に

よって人為的に埋められ (5層)、流入土(4層)を経て、凹状となった部分を捨て場として利

用したものと考えられるO 遺物は大量の縄文土器片と石器が出土した。第 38図 24は底部付近

L 1 T rR 
から口縁部に至るまで大きく外反して開き、器高よりも口径が大きい。 R{tとL{R縄文を結

束して 2段にわたる羽状縄文を施すが、この原体を互いに上下逆にすることによって装飾効果

を高めている。第 39図 25は全体にややいびつな土器で、口縁部が外反し、頚部が少しくびれ、

わずかに張り出す体部からほぼ直線的に底部へ至る。口縁部は 4単位の低い波状をなし、その

頂部には小型の鋸歯状装飾体が付く。体部と口唇部に撚糸を回転する。この原体の単位は幅1.8

crn程であるO 頚部文様帯には上下2段の波状沈線文が巡り、この間に角張った渦巻文が交互に

L 
渦巻の方向を変えて施文されている。 26は口縁部が外反する深鉢で、 R {tの斜縄文が施され

る。 27もいび、つな深鉢で、ほぼ円筒形に近い形状を呈する O 口唇部に指頭圧痕が並列し、体部

には太い原体を用いた撚糸文が縦走するo 28および 29は斜縄文の施された土器下部である。

第 42図 69は粘土紐貼付による梯子状文や区画内の格子状文が見られるo70は原体圧痕が少な

くとも横位3段に見られ、これを連絡して縦位にも施されている。口唇部に指頭圧痕が並び、

鋸歯状装飾体も貼付されるo 71・72は沈線による鋸歯文、 73はこれよりも頂部が丸みを帯び

た波状文が横位に施文されているo74は斜縄文、 75 • 76は綾絡文を施す。 77 • 78は底面のス

ダレ状圧痕であるO 石器は石鎌 1点(第 59図 140)、石匙 3点(第 59図 141'"'--' 143)、箆状石器

(第 59図 144)、自Ij器 2点(うち 1点は第 59図 145)、半円状属平打製石器 2点(第 75図

289 ・第 76図 290)、石錘 4点(第 76図 2979 298、第 77図 299e 300)、山石 4点(第 77図

307 0 308、第 78図 309)、石製品 l点(第 84函 336)が出土している。石鍛は床面から出土し

た。石匙は斜型のもので裏面刃部にポリッシュが見える。箆状石器は刃部中央から挟りが入っ

ており、あるいは他の箆状石器とは機能を異にするものかも知れなし iO 289は泊みと敵きを有

する半円状属平打製石器である O 刃部の擦りは顕著ではなし 1。出みは 2面にあり、散きは長辺

2辺と短辺にも加えられている。これは刃部にも認められることから、半円状属平打製石器と，

して用いた後に鼓きを行ったと考えられる。 290は床面出土の半円状扇平打製石器である。刃

部長辺の端々を自然面として残し、擦りも認められないことから未使用と考えられるo 297，..._， 

300 は~ iずれも 2方に挟りをもっ石錘で、ある。 300は最終的に鼓きにより挟りを完成させてい

るもので、長田部につぶれが認められるo 307 --309は出石で、 307と308は床面出土である。
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第2章調査の記録

309は3面に泊みをもっo 2面には線状の擦痕を合わせもっているo336は先端部を鋭く研ぎ出した欝

製の石製品を粗く打ち欠いたものである。石費は凝灰岩である。他lこブレイクが 64点出土しているO

SK225 (第 21 • 59 • 78図)

ME26に位置している。平面形は不整形を呈しており、長軸1.7m、短軸1.4m、深さ 15cm 

であるO 誌面は凹凸があり、壁は弧を描いて立ち上がる。プラン確認面において 20cm大，...__35 

cm大の際 4侶を検出した。覆土はその堆積状況から自然堆積とは考えられず、人為的埋土と考

えられるっ遺物は少量の縄文土器片と尖頭器 l点(第 59図 146)、凹石 l点(第 78図 310)、ブ

レイク 2点が出土した。尖頭器は器中央部近くからおれているが、図示した部分が尖頭部か基

部かは不明であるo 1}耳石は凹みの裏面に薄く線状痕が認められるO

SK226 (第 23図)

MF27に位置している。平面形は楕円形を呈しており、長径1.14m、短径 77cm、深さ 40cm 

である。底面は丸みを帯び、壁は弧を描いて立ち上がる。プラン確認面において 10cm大'"'"'40 

cm大の際 11個を検出した。最大の 25x 40 cm大の擦は火を受けてボロボロになっている。覆土

中に焼土粒子骨炭化物細片をわず、かに含んで、いるO 遺物は少量の縄文土器片とブレイク 3点が

出土した。

SK228 (第 21 • 76 • 78図)

ME 33 • MF 33に位置し、平面形は円形を呈しており、径1.15'"""-'1.23 m、深さ 15cmであるO

底部は凹凸があり、援は弧を描いて立ち上がる。 SQ227の磯と同一レベjレに 5cm大，__， 25 cm大

の磯 10個を検出した。当初は SQ127と同種の遺構と考えていたが、その後擦の下に掘り込み

が検出され土坑としたものである。覆土中に炭化物細片をわず、かに含んでいるO 検出された 10

個の礁の内、 3点は石器類(石錘@回石@ブレイク)である。その他の藤中 2個は焼けており、

SQ 227の焼士分布との関連が考えられるG 遺物は少量の縄文土器片と半円状属平打製石器 l

つJ
MつJv

n
J』

点

以

76図 291)、凹石 1

20図)

(第 78図 311)、ブレイク 2点、が出土し 白石は両面に凹みをもっO

ND30に位置し、 SK209より古い。平面形は楕円形を呈していたと考えられ、長径(現存長)

72 cm、短径1.41m、深さ 8cmであるO 底面は丸みを搭び、壁はゆるい弧を描いて立ち上がるO

覆土はその堆種状況から自然堆積とは考えられず、人為的埋土と考えられる。遺物は出土しな

かっ fこO

SK234 (第 23図、図版 30)

l¥!1D38に位置しているO 平面形は円形を呈しており、径 67~ 73 m、深さ 50cmであるO 底面

は平坦で、壁は外傾している。覆土中に焼土粒子@炭化物細片をわずかに含んでいる。遺物は

出土しなかった。
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49.10m ー
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SK224 1 黒褐色土 lOYRYz
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SK235 (第 23図)

MC38に位置している。平面形は不整形を呈しており、長軸1.07m、短軸 56cm、深さ 14cm 

であるO 底面は凹凸があり、壌は弧を描いて立ち上がるO 覆土中に焼土粒子@炭化物細片をわ

ずかに含んでいる。遺物は出土しなかった。

SK242 (第 23図、図版 30)

MF35に位置している。平面形は円形を呈しており、径1.32'""'-'1.38 m、深さ 28cmで、ある。

底面は平坦で、壁は弧を描いて立ち上がる。覆土中に炭化物細片をわずかに含んでいるO 遺物

はブレイクが 6点出土したのみであるO

SK243 (第 23図)

MD36に位置しているO 平面形は円形を呈しており、径 59，..._， 63 cm、深さ 55crnであるO 底面

は凹凸があり、壁は弧を描いて立ち上がるO 南壁際にて径 25crn、深さ 35'""'-'42 crnのピット 2個

を検出した。覆土中に炭化物細片をわずかに含んでいる。遺物は出土しなかった。

SK300 (第 23e 78図)

MM39 • MM40に位置し、 S1199に伴う。平面形は楕円形を呈しており、長径1.33m、短

径1.09m、深さ 20crnである。底面は平坦で、壁は外傾している。覆土中に炭化物細片をわずか

に含んでいるO 遺物は少量の縄文土器片と田石 1点(第 78図312)が出土した。白石は両面に

断面V字状の凹みをもっO 片面には磨りが入っている O

SK301 (第 23e 76図)

MM40に位置し、 S1199に伴う。平面形は円形を呈しており、径1.04'""'-'1.14 m、深さ 39crn 

である。底面は平坦で、壁は外領しているO 覆土中に炭化物細片をわずかに含んでいる。遺物

は石鋸 1点(第 76図 292)、ブレイク 2点が出土した。石鋸は刃部両側縁に擦痕を有するもので

あるO 擦痕は刃部に対し、平行もしくは右下がりの条痕を残す。この部分はのちに一部打ち欠

かれ、底面を擦り、半円状扇平打製石器として使用もしくは類似した目的に使用されたと考え

られる。挟りは最終的には蔽きにより仕上げられているO 全体に火熱を受けているO

SK302 (第 25 • 78図)

MM  39 • MN  39に位置し、 SI199に伴う。平面形は円形を呈しており、径1.4m、深さ 31crn 

である。底面は平坦で、壁は外傾している O 覆土中に炭化物細片をわずかに含んでいる。遺物

は出石 1点(第 78図313)、磨石 1点(第 78図315)、ブレイク 2点、が出土した。凹石は片面に♂

凹み両面に磨りを有するもので、凹みの裏面の磨りは顕著である。磨石は 2面に磨りをもつが、

いずれも使用頻度は低いようである。

SK303 (第 25 • 76図)

lVIN 39 • lVIlVI 39に位置い S1180e SI 199より新しい。平面形は楕円形を呈しており、長径
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SK235 1 褐色土lOYR

2 黒沼色土 lOYRJ~

3 褐色土 lOYR%

<1 tを褐色土 lOYR%

5 jft 6L 

SK301 1 Il音褐色1:lOYR% 

SK242 1 H音褐色土 lOYR%

2 黒褐色土 lOYR%

3 黒 f~色土 lOYR;;í

4 褐色土 lOYRガ

5 黒褐色土 lOYR%

6 褐色土lOYR対

302 2 ìÍÄI 色二I~ lOYRバ SK23<1 1 黒潟色土 lOYR%

3 黄褐色こと 10YR%"

4 時帰色土 10YR九

5 褐色土 10YR%

2 H奇偶色土 lOYR%

3 ffj色=1二 10YR%"

4 潟色七 lOYR%"

6 褐色上 lOYR% SK243 1 黒褐色土 lOY只汚

SK226 1 II部品色土 lOYR7:i 2 時間色:十一 lOYR%

2 黒褐色ニ!こ lOYR;"2 3 ロームフロソ 7

.3 f詰色土 lOYR~{ 

o 2m 

第23菌 SK226・234・235・242・243・300・301土坑
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2.28 m、短径1.35m、深さ 15cmである。底面は平坦で、壁は外傾している。覆土はその堆積状

況から自然、堆積と考えられる。 造物はごく少量の縄文土器片と半円状扇平打製石器 l点(第 76

図293)、ブレイク l点が出土した。半円状扇平打製石器は多干し質の石材(凝灰岩)を素材とし

ているO 刃部は鈍角に仕上げられており、一方に小さな挟りをもっO

SK307 (第 25 • 56図)

ML43に位置している。平面形は楕円形を呈しており、長径 2.64m、短径 1.57m、深さ 17

cmである O 底面は平坦で、援は外傾している O 底面にて径 20，....__25 cm、深さ 20，....__37 cmのピッ

トを 7個検出した。遺物は少量の縄文土器片と削器 2点(第 56図 147e 148)、ブレイク 8点が

出土した。 148の湾Ij器はつまみ部の欠損した縦型石匙の可能性もある。

SK308 (第 25図)

MH47に位置し、 S132む a SI 321と重捜するが新!日関係は不明であるO 出Ij平により

失っているが、平面形は楕円形を呈していたと考えられ、長径 2.16m、短径(現存長)99 cm、

深さ 15cmである。底面は平坦で、壁はゆるい弧を描いて立ち上がる。覆土中に炭化物細片をわ

ずかに含んでいるO 遺物は出土しなかった。

SK309 (第 25図)

MH  47 o MH  48に位置し、 SI120と重複するが新旧関係は不明である。自Ij平により一部を

失っているが、平面形は円形を呈していたと考えられ、窪1.8m、深さ 32cmである。 震面は丸

みを帯び、壁はゆるい弧を描いて立ち上がるO 覆土中に炭化物細片をわずかに含んでいる。遺

物は出土しなかった。

SK313 (第 24図)

ML 48 G ML 49 • MM  49に位置し、 S1312より新しい。平面形は楕円形を呈しており、長径

3.72 m、短径 2.59m、深さ 35cmで、ある。底面は丸みを帯び、壁は弧を描いて立ち上がる。覆土

中に炭化物細片をわずかに含んでいるO 遺物は出土しなかった。

SK318 (第 24図)

l¥!IL 38 • ML 39に位置している。平面形は楕円形を呈しており、長径 2.05m、短径1.07m、

さ37cmであるG 底面は凹凸があり、壁は弧を描いて立ち上がるO 覆土中に炭化物細片をわず

かに含んでいる。遺物は出土しなかった。

SK319 (第 24図)

MM  35 • l¥lIN 35に位置している。平面形は楕円形を呈しており、長径1.72m、短径 95cm、

深さ 15cmである。底面は丸みを帯び、壁はゆるい弧を描いて立ち上がるO 覆土はその堆積状況

から自然堆積と考えられるO 遺物は出土しなかった。
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50. 20m -一一

SK303 1黒褐色土 lOYR;Y:i

2 主主褐色土 lOYR%

3 黒褐色土 lOYR%¥ 
〉混合i二

黄褐色土 lOYR%) 
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50.00m 一一
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SK309 50. 20m一一一
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2 日部品色土 7.5YR%

3 褐色ニヒ 7.5YR%1
}混合土

H音褐色土 7.5YR%'

SK302 1 11部品色土 lOYR%

2 rr計局色土 lOYR%

SK309 1 黒褐色土 lOYR~

2 rr音褐色土 lOYR%

3 にぷい黄褐色土lOYR%

SK308 1 黒褐色土 10YR~

2 rr部品色土 lOYR%

3 黒褐色土 10YR~
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( 2 ) フラスコ状土坑

SKF030 (第 26図)

第 2章調査の記録

ME45に位置しているO 平面形は円形を呈しており、関口部径 92cm、深さ 24cmで、ある。断

面形は袋状を呈しているO 最大径は底部径の 1m、最小径は関口部やや下の 89cmである。覆土

中に炭化物細片をわずかに含んでいる O 覆土はブロック混入土の割合が高いことから人為的な

埋土であろう。遺物は出土しなかった。

SKF042 (第 26図)

LS 48 e LT 48に位置している。平面形は円形を呈しており、関口部径 1m、深さ 58cmで、あ

る。断面形は袋状を呈しているO 最大径は関口部径の 1m、最小径は関口部やや下の 90cmであ

るO 覆土は堆積状態から自然堆積であろう。遺物は出土しなかった。

SKF131 (第 12" 26図)

NG41に位置し、 SK124より古い。平面形は円形を呈しており、現存関口部径l.1m、深さ

20 cmで、あるo SK 124との重譲により定かではないが、断面形は袋状を呈していたと考えられ

るO 最大径は現存関口部のl.1m、最小径は底部径の 1mであるO 覆土中に 15x 30 cm大の燥を

含んでいるO 遺物は出土しなかった。

SKF143 (第 13= 26図)

NG 36 "NG 37に位置し、 SI138 0 SI 148より古い。平面形は円形を呈しており、関口部径

l.1 m、深さ 67cmで、あるO 断面形は袋状を呈しているO 最大径は関口部のl.1m、最小窪は底部

径の 95cmで、ある。覆土はこの堆積状況から自然堆積とは考えにくく、廃棄後人為的に埋められ

たものであろう。覆土中には炭化物細片をわずかに含んでいる。遺物は出土しなかった。

SKF149 (第 26図)

NF 37に位置し、 SI118 • SI 148 より古~ i。平面形は円形を呈しており、関口部径 90cm、深

さ58cmである。断面形は袋状を呈している。最大径は底部径のl.12m、最小径は関口部やや下

の85cmで、あるO 覆土上部には SI118から流入した焼土@炭化物細片が多量に含まれている。

SKF 149の遺構中央には SI148の主柱穴が認められるため、 人為的に埋められた後 SI148の

柱穴によって掘りこまれ、覆土のくぼみに SI148廃絶後構築された SI118の焼土@炭化物細

片が流入したと考えられよう。遺物は出土しなかった。

SKF151 (第 26図、図版 31)

MS 41に位置しているO 平面形は円形を呈しており、関口部径l.3m、深さl.3mである。断

面形は袋状を皇している。最大径は底部径の1.4m、最小径は関口部やや下の1.1mであるO 覆

土の堆積状況から自然、堆積による埋没と考えられ、一部には壁の崩落も認められる。遺物は少

量の縄文土器片とブレイク 3点が出土した。
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SKF164 (第 27図)

NE38 毒 NE39(こ{立置し、 SKF173より新しく、 SKF165より吉l¥o プラン確認時において

は3遺構の重捜状況は不明瞭であったが、土層断面図および底面レベルの相違によって新旧関

係が判明した。平面形は円形を呈していたと考えられ、関口部径1.48問、深さ 67crnである。断

面形はフラスコ状を呈している O 最大径は底部径の 2.2m、最小径は関口部の1.48mである。

底面は堅く締まっており、中央やや北寄りに径 18crn、深さ 18crnの小ピット、南壁際に径 18

crn、深さ 30crnの小ピットがあるO 覆土中に炭化物細片をわず、かに含んでいる。覆土はブロック

混入土の割合が高いことから人為的な埋土であろう。遺物は出土しなかった。

SKF165 (第 27!;6j 

ND 38 • NE 38位置し、 SKF164 • SKF 173より新しい。プラン確認、時においては 3遺構の

重複状況は不明瞭であったが、土層断面図および底面レベルの相違によって新!日関係が判明し

た。5JI.面形は円形を呈していたと考えられ、関口部径 2m、深さ 40crnで・ある。断面形は袋状を

していたと考えられるが、風倒木による擾乱によって定かではな l'o最大径は関口部径の 2

m、最小径は関口部やや下の1.73mであるO 底面は堅くしまっている。覆土中に炭化物細片を

多量に含んでお宮り、人為的な埋士Aで・あろう。遺物はごく少量の縄文土器片とブレイク 2点が出

した。

SKF173 図)

ND 38 • NE 38 • ND 39 NE 39に位置い SKF164 • SKF 165より古い。プラン確認時に

おいて 3遺構の重複状況は不明瞭であったが、土層断面図および底面レベルの相違によって新

!日関係が判明した。平面形は円形を呈しており、関口部径1.9m、深さ 89cmで、あるO 断面形は

フラスコ状を土佐していたと考えられる。最大j歪@最小径は{也の遺構との重複によって定かでは

なし '0 底面は樫くしまっている。覆土中に炭化物細片をわずかに含んでいる O 遺物はごく

の縄文土器片とブレイク 1点が出土した。

SKF177 (第 27図)

NG37に位置し、 SI171より古い。半面形は円形を呈しており、関口部圧しl11h深さ1.27.-.....-

1.44 111で、底面が古から東へわず、かに傾斜している。断面形は裂状を呈している。

部径で1.2m、最小径は関口部やや下の 90cmで、ある。覆土中には炭化物細片を多量に含んでい

る。覆土は全体的にしまりがなく、 SI171構築時に人為的に理められたものであろう。 造物は

出土しなかっ

SKF178 (第27図・図版31)

NG35に位置し、 SI171より古L弘、!とi出bは円形を与そしており、最大i辛口 m、深さ 87cmで

ある。断面形はフラスコ状を呈している。最大径は関口部径と底部径で1.1m、最小径は関口部
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SKF164 1 初色土 7.5YR対

165 2明潟色土 7.5YR%

17:1 :3初色土 2.5YR%

i リj尚色土 7.5YR% 泌合二UJ~化物多]誌に混入

4 1ほ初色土 7.5YR五

5 rtJ色土 7.5YH%

6 褐色土 7.5YR;九

7 褐色土 7.5YRバ
8 俗色.::1:2.5YR% 1… 

明掲色土 7.5YR%f白 ?、

9 極H音褐色ゴ二 7.5YR%

10黒渇色土 7.5YR%

11黒筒色土 7.5YR%¥
〉混合こと

日月潟色土 7.5YR%J

12 J3月rs色ゴニ 7.5YR%

13 1反渇色土 7.5YRYz

SKFl77 1潟色土 7.5YR)<i炭化物多量に混入

2 褐色ニ!二 7.5YR%

3 日月潟色土 7.5YR%炭化物多量に混入

4 福色土 7.5YR九

5 明黄褐色砂覧土 10YRh

6 I現褐色砂質土 7.5YR%

SKF181 1渇色土 10YR対

2 治色土 10YR%

3 褐色土 10YR対

4 渇色土 10YR九

5黄潟色二1:lOYR% 

6 黄出色土 10YR%-

7 潟色 1二 lOYR先

8 にぷい黄褐色シ Il--ト~土 10YR%

9 資褐色 i♂ I~ ト質土 10YR36

10潟色土 10YR:J古

重苦褐色 :--1[，卜質土 10YR%混合土

11黄褐色シルト質土 10YR;o;i

SKFl78 1 潟色:1:7. 5YR_1<i 

2 俗色土 7.5YR:j~6 l、日人 1

1I音掲色上 7.5YR 比ぽし

3 日昔rs色土 7.5YR}<I

SKF183 1潟色土 10YR対

2 褐色土 10YR%

3 褐色土 10YR;l-6

4 溺色土 10YR対

5 潟色土 10YR%

6 褐色土 10YR対

1 ~ 6隠は地山土ブロ yクの混入比率によって区分される

SKF184 1褐色土lOYR%

2 褐色土 10YR%

3 Jl部品色土 10YRU

4 n音潟色土 10YRU¥
〉混合土

資褐色土lOYR%1 ，~UW 

5 明褐色土 10YRU

6 s.月重苦褐色シルト質土 10YR%

7 明主主褐色シルト質土 10YR%

8 11.月黄潟色乙 Il--ト質土 10YR早ノ}
>混合土

JliHお色一仁 10YR;<I f lH， D 
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第 2章調査の記録

からやや下の 95crnである。覆土中に炭化物細片をわずかに含んでいるO 覆土は全体的にしまり

がなく、 7"ロック混入土の割合も高いことから SI171構築時に人為的に埋められたものであろ

う。遺物は出土しなかった。

SKF181 (第 27図、図版 31)

NG 37 • NG 38に位置し、 SI171より古liO平面形は円形を呈しており、関口部径1.5m、深

さ1，38mであるO 断面形は袋状を呈している。最大経は関口部径の1.5m、最小径は関口部か

ら約 60crn下の 1，35mであるO 覆土中に炭化物納片をわずかに含んでいるO 覆土は全体的にし

まりがなく、ブロック混入土の割合も高いことから SI171構築時に人為的に埋められたもので

あろう。覆土全体が褐色土と黄褐色土の五!蓄になっているのは人為的な埋め立ての際の作業工

程を示すものであろう。遺物は出二上回しなかった。

SKF182 (第 27図)

NG37に位置し、 SI171より吉li。平面形は円形を呈しており、関口部径1.2m、深さ 96crn 

である G 断面形は袋状を呈している。最大径は関口部径と底部径で1.2m、最小径は関口部やや

下の 1mである。覆土は SKF183と同じ禄相を呈していた。遺物は出土しなかった。

SKF183 (第 27図)

NG 38 • NF 38に位置している O 平面形は円形を呈しており、関口部径 1m、深さ1.09mで

あるコ断面形はフラスコ状をましているc最大径は関口部で、最小筏は関口部やや下の 75crnで

ある。覆土中に炭化物細片をわず、かに含んでいるO 覆土は全体的にしまりがなく、ブロック混

入土の割合も高いことから人為的な埋土であろう。遺物は出土しなかった。

SKF184 (第 27図)

NG35に位置し、 SI171より占し 1。平面形は円形を呈しており、関口部径 90crn、深さ1.22m 

であるO 断面形は袋状を去しているo最大径は底部径の 1m、最小箆は関口部やや下の 70crnで

ある。覆土中に炭化物細片をわずかに含んでいる。覆土は全体的にしまりがなく、ブロック混

入土の割合も高いことから人為的な埋土であろう。 遺物は出土しなかった。

SKF186 (第 26図)

MN 48 • M048に位置している。平面形は円形を呈しており、関口部径 1m、深さ 54crnあ

るO 最大経は関口部の 1m、最小径は底部の 85crnである。覆土は全体的にしまりがなく、ブ

ロック混入土の割合も高いことから人為的な埋土であろう'0 遺物は出土しなかった。

( 3 ) 陥し穴状遺構

SKT040 (第 28図)

MA 41 • MB 42に位寵している。平面形は長楕円形を呈しており、関口部の長軸 3.72m、短

軸 27crn、底部の長軸 3.18m、短軸 8crn、深さ 99crnである。長軸断面形はほぼ長方形を呈して

唱

a'ハυ
喝‘'企



V 上ノtJjll遺跡、

おり、短軸断面形は V字形を呈している O 護士は全体的にしまりがなく、一部に壁の崩器土が

ブロック状に混入していることから自然、埋没であろう。遺物は出土しなかった。

SKT041 (第 28図、図版 32)

MA39に位置している。平面形は長楕円形を呈しており、関口部の長軸 3.34m、短軸 24crn、

底部の長軸 3.21m、短軸 9crn、深さ 95crnで、あるO 長軸断面形はほぼ長方形を呈しており、短軸

断面形は V字形を呈しているO 覆土は全体的にしまりがなく、一部に壁の崩落土がブロック状

に混入していることから自然埋没であろう。遺物は出土しなかった。

骨爪
伊事

SKT041 

50.30m-一一49.80m一一一一 49.70m一一

o SKT193 1暗褐色土 7.5YR.% 2 m 

第28図 SKT040・041・193陥し穴状遺構
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調査の記録第 2章

(第 28図)SKγ193 

MM36・MN36に位置しているO 平面形は長楕円形を呈しており、関口部の長軸 3.54m、

短軸 23crn、底部の長軸 3.42m、短軸 11crn、深さ 88crnで、あるO 長軸断面形はほぼ長方形を皇し

ており、煙車由断面形は V字形を呈している。覆土中に炭化物細片をわずかに含んでいるO

SKT231 

時

50.201荘一一一

50. 20m 50.00m一一一一

2m 。3 IIJr褐色土 7.5YR対}混合土
褐色土 7.5YRYii f 

SKT317 1 黒褐色土 7.5YR%
2 褐色土 7.5YR%
3 11音褐色土 7.5YR% l ."3，.. ト混合土

褐色土 7.5YR% ( 
2
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は全体的にしまりがなく、一部に壁の崩藷土がブロック状に混入していることから自然埋没で

あろう。遺物は出土しなかった。

SKT231 (第 29図、図版 32)

ME 38 • MF 38に位麗し、 SI230より新しし=。平面形は長楕円形を呈しており、関口部の長

車由3.65m、短軸47cm、底部の長軸3.45m、短軸8cm、深さ1.42mである。長軸断語形はほぼ長方

形を呈しており、短軸断面形は V字形を呈しているO 覆土は全体的にしまりがなく、一部に壁

の崩落土がブロック状に混入していることから自然、埋没であろう。遺物は出土しなかった。

SKT316 (第 29図、図版 32)

1¥11] 37 • MK 37 MK 38に位置している。平田形は長楕円形を呈しており、関口部の長軸

3.9 m、短軸 58cm、底部の長軸 3.82m、短軸 17cm、深さ1.44mである。長軸断面形はほぼ長

方形を呈しており、短軸断面形は V字形を呈しているO 覆土中に炭化物細片をわずかに含んで

いる。覆土は全体的にしまりがなく、一部に壁の崩落土がブロック状に混入していることから

自然埋没であろう。遺物は出土しなかった。

SKT317 (第 29図、図版 32)

ML 38 • MM  38に位置している。平面形は長権問形を呈しており、関口部の長軸 3.8m、短

軸 46cm、底部の長軸 3.54m、思紬 16c皿、深さ1.15mである。長軸断面形はほぼ長方形を呈し

ており、短軸断面形は U字形を呈しているO 覆土中に炭化物細片をわずかに含んでいるO 覆土

は全体的にしまりがなく、一部に壁の崩薄土がブロック状に混入していることから自然埋没で

あろう。遺物は出土しなかった。

(4 ) 土器埋設遺構

SR105 (第 30図、図版 33)

NE 41に位置する。土器は径 50cm、深さ 22cmの掘形に正位に埋設されているが、口縁部を

欠損している。土器は埋設後に体部のみ沈下しており、体部下端は土器底部より 1"""-' 2 cm下が

る。土器内には炭化物細片をわずかに含む褐色土と暗褐色土が充頃されており、掘形埋土は地

山土ブロック@炭化物細片を含む暗褐色土である。土器は体部に斜縄文を施した深鉢形である

が細片となっており、復元不可能である。

SR232 (第30図、図版33. 41) 

ME38に位置する。土器は径 35cm、深さ 22cmの掘形に底部を下にしてやや西に傾いた状態

で埋設されており、口縁部を欠損しているO 埋設土器に隣接して径 30cm、深さ 45cmのピット

が存在するが、両者の関係は不明である。土器内には焼土粒子 e 炭化物細片をわずの〉に含む暗

褐邑土が充填されており、掘形埋土は地山土ブロック@炭化物細片を含む褐色土である。土器

は口頭部がわずかに外反する浅鉢形土器で、器高 30.5cmに推定される。外面には鹿部付近を除
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第 2章調査の記録

@ 
RP 

SRI05 

49.80rn一一一

。
@一

49.90m一一一一

@ 
@一6

49.80m一一一

。 2m 

lOYR% 
lOYR% 
7.5YR7i 
lOYR%' 
10YR% 
10YR% 

4 潟色土 10YRYi
SR304 1 11音褐色土 7.5YR7;i

2 赤褐色士 2.5YR%(焼士)
SR306 1 11音褐色土 10YR%

2 n音褐色土 10YR%

第30図 SR105・232・304.......306土器埋設遺構
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V 上ノiJJII遺跡

いて網目状撚糸文が施され、内面は煤状炭化物が全体に付着している。

SR304 (第 30図、図版 34)

M037に位置し、 SI190に伴うものと考えられる。土器は径 17crn、深さ 16crnの掘形lこ底部

を下に西に傾いた状態で埋設されているが、口縁部を欠損している。土器内には炭化物細片を

わずかに含む暗褐色土が充填されており、掘形埋土は赤褐色の焼土であるO

SR305 (第 30図、図版 34)

MN37に位置し、 SI190に伴うものと考えられる。土器は径 58cm、深さ 24crnの掘形に正佼

に埋設されているが、口縁部を欠損しているO 土器内には褐色土が充填されており、掘形埋土

は地山土ブロックを含む褐色土である。掘形埋土中には礁が含まれているが、土器との関係は

不明であるO

SR306 (第 30図、図版 34)

MN37に位置し、 SI190に伴うものと考えられるO 土器は楕円形を呈する 15:x: 25 crn、深さ

14 crnの掘形に正位に埋設されているが、口縁部を欠損している。土器内には焼土をわずかに含

む暗褐色土が充填されており、掘形埋土は地山土ブロックを含む暗褐色土であるO

(5) 配石遺構

5Q219 (第 31 e 78図、図版 35)

MK  32 • ML 32に位置しているo SQ 219は大型住居跡に屈ゃれた東西 27m、南北 40mの

意図的空間の中央に位置し、他の遺構とはその目的を異にしている。配石は人頭大の河原石を

中心に大小約 30個の石から構成されているO 配石は後世の撹乱により一部原形を失っている

ものの径約1.5mの規模であったと推定されるO 配石の下に掘り込みやピットはめられず、地

山面に石を配しただけである。配石の中に凹石が 1点(第 78図 314)含まれているO 山石は 4

方向に数多くの凹みをもつものであるO

5Q227 (第 31図、図版 36)

ME33に位置している。配石はこぶし大の石を中心に構成されており、 2つのまとまりから

なる。北のまとまりは 9個の石から構成されており、径約 30cmの規模である。南のまとまりは

16個の石から構成されており、径約 50crnの規模であるO 北のまとまりの下から 50x 40 crn、深

さ10crnのピットを検出したが、配石との関係は不明である。配石の上面を焼土が東西1.1m X 

南北1.3mの範囲で薄く覆っているが、配石に焼けた痕跡は認められない。南のまとまりの中

に凹石が l点含まれている。

5Q241 (第 31図、図版 35)

MB25に位霞しているO 配石はこぶし大の石を中心に構成されており、その規模は東西1.85

m、南北 3.2mであるO 配石の下から径 20crn、深さ 10 "-' 15 crnのピット 2個を検出したが、配
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。
Q匂。

~~ 

SQ241 

45.20m 一一一一

⑨ 
骨

Gφ 駒翁-
SQ227 

49.70m一一一ー

SQ219 

50.50m -一一一

第31図 SQ219・227・241配石遺構
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石との関係は不明である。配石中に石器

は含まれていない。

V 

溝状遺構(6 ) 

(第 76e 77図)SD216 

NB 30 • NC 29 • NC 30 • ND 29 • 

ND 30 • NE 29に位置する。上面幅1.04

，.__ 1.85回、底面l幅28'"'-'50 cm、深さ 5，...，__，

35 cmの溝状遺構で、北東から南西方向に

り、底面でのレベル差は1.2mである。

遺構南西部は調査区外に延びており、現

lこ縄と75 存長で 10.75mを計る。

は地山土3 文土器片が含まれており、

のブロックであるO 遺物はごく少量の縄

文土器片と半円状扇平打製石器 l点(第

76図294)、石錘 1点(第 77図301)が出

している。半円状扇平打製石器は欠損

しているが、短辺にも両国からの打ち欠

きを有し、両面に阻みをもっているO 石

錘は大型のもので形状から半円状扇平打a

製石器の未製品とも考えられる。多孔質

3方からの石材(凝灰岩)を素材とし、

挟りが入る。

士
口

0
4巾・

遺構の分布状況は、平坦面である中央

部から緩傾斜面の南西部に集中してお

り、北部の平坦面、南部の傾斜面に位置

2m 

SD216溝状遺構

SD216 
1 黒褐色土 7.GYRH
2 黒潟色土 7.GYR巧
3 日月潟色土 7.5YR%
4 褐色士 7.5YR%
5 褐色二仁 7.5YR%
6 !黒色土 7.5YRI}{
7 11音褐色土 7.5YR.%

/一一一斗---イ J 二二二::.::;:::::::-SD216 
戸五シf 調査範間外

するものは少ない(第 33図)。

①土坑

47.70m 

第32図

土坑の平面形態は円形ないし楕円形を

呈するものが主体を占め、方形@不整形

108 

るものは極めて稀である(第 1• 

2表)。断面形は底面が平坦なものを上



調査の記録第 2章

底面に凹凸のあるものをE、底面が丸底を呈するものをEとし、壁の立ち上がりが直線的に外

傾するものを a、孤を描くものを bとして追構の無いIII-bを除き 1-a、1-b、II-a、II-b、皿

-aに分類した。底面は平坦なものが過半数を占め、丸底を呈するものは少なし、。壁の立ち上が

りはa、bほほ同数で、両者による差異は認められなし、。分類別では底面の平坦なものに外傾す

る例が多く、凹凸するものに孤を描く例が多い。これらと平面形との関係は第 2表に見ら

II -aが続く。

ーーーーー -r-ー

ーーー_.1-i---

-J-ーーー--_-

e・--T 

_--.1r----

---ームー'ー'四-

Vマ打守宅守ベ守刊刊守山守山

Lす ττ 守守管 可H

土坑:

フラスコ状土坑

陥し穴状遺構

土器埋設遺構

配石遺構

溝状遺構

100m 

0
・

企

聞

*

ム

れるように 1-bが円形・楕円形とも多く、

、、
、、

、、
、、

、、
、、、

、

，

、、

@ 
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土坑・その他の遺構分布図第33図
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平面形態が楕円形を呈する土坑の長軸(長径)が指す方向は、第34図に見るようになんら規則

性を認めることができなし」

第 1表土抗断面形分類表 第 2表土坑平面形@断面形分類長

壁の立ち上がり I -a I -b 日-a立-b盟 a 合計
a:弧 b:外傾 合計 円形 4 15 6 3 7 35 

底 I :平坦 13 41 54 楕円形 8 26 14 7 12 67 

n:回凸 26 13 39 不整形 。5 3 。 9 

面 麗:丸底 20 。 20 方形 。。 。 2 

ム仁1 計 59 54 113 合計 13 41 26 13 20 113 

土坑の長紬(長径)は 121_...__ 140 cm問、 181'"'"-'200 cm間をピークとして 81'"'-' 200 cml習に過半

数が集中する。短軸(短径)は 101'""" 120 cmをピークとする 61"-' 180 cm~ヨに大部分が集中す

るO また長軸(長径) .短軸(短径)の比率では1.0----1.4間に過半数が集中する。深さは 11"-'

20 cmをピークとする 1----40 cm間に大部分が集中するO

1個体以上の土器が出土している土坑は 5基で、 SK106 • 155は底面からやや浮いた状態

で、またSK1l3・142はプラン確認面からそれぞれ押し漬された状態もしくは個体ごと投棄され

た状態で出土しており、 SK244のみ土坑廃棄後に投棄された状態で、ある O

ピットが検出された土坑は 29基であるO 全てが土坑に伴うものとは断定できないが、他の遺

構と重複のある 10遺構を除いた 19遺構について検討してみたし 1。これらの内訳は検出ピット

1個-6基、同 2個-9基、同 3個 1基、向 6個-2基、同 9鰐-1基で、ピット 1• 2個

のものが圧倒的に多く、 3倍以上になると激減するのがわかるO ピット 1'f闘を有する土坑は壁

際に位置する SK005 • 007 • 144 • 203 • 206と壁から離れる SK142に区別できる。ピッ

N 

W E 

第34臨土坑長軸方位分布
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第 3表土坑一覧表(1) 

グlレーフロ 遺構名 平面形 断面形 長径 (cm) 短径 (cm) 深さ (cm) 出土遺物

SK001 円形 I-a 98 97 20 遺物なし

A SK004 円形 II-b 111 96 11 遺物なし

SK002 円形 ill-a 124 105 20 遺物なし

SK013 円形 I-a 185 166 19 土器

SK035 円形 I a 198 159 9 遺物なし

SK185 円形 I-a 112 110 33 石器

SK038 円形 I-b 83 79 14 遺物なし

SK006 円形 E a 
11218 8 

112 42 遺物なし

SK009 円形 II-a 100 9 遺物なし

SK188 円形 II-b 119 116 29 遺物なし

SK011 円形 盟-a 143 115 31 遺物なし

SK021 円形 ill-a 65 63 20 遺物なし

SK036 円形 直 -a 90 86 15 遺物なし

SK309 円形 班 a 180 (143) 32 遺物なし

B 
SK018 楕円形 I-a 158 121 15 遺物なし

SK198 楕円形 I-a 242 178 17 遺物なし

SK308 楕円形 I a 216 (99) 15 遺物なし

SK191 楕円形 I b 288 213 4 遺物なし

SK307 楕円形 I-b 264 157 17 土器・石器

SK008 楕円形 II-a 188 140 11 土器

SK019 楕円形 II-a 133 88 15 土器

SK187 楕円形 II-a 194 153 9 土器 e石器

SK007 楕円形 II-b 200 105 24 遺物なし

SK020 楕円形 直 -a 200 152 13 土器

SK197 楕円形 直 -a 256 161 15 遺物なし

SK313 楕円形 ill-a 372 259 35 遺物なし

SK005 不整形 立-a 95 72 25 遺物なし

SK043 円形 I-b 73 72 28 遺物なし

SK027 楕円形 I-b 128 98 8 土器・石器

SK028 楕河形 II a 122 93 7 遺物なし

C SK033 楕円形 II-a 180 123 8 土器・石器

SK029 不整形 1 -a 124 89 10 遺物なし

SK026 不整形 H a 329 239 27 土器・石器|

SK039 不整形 II-b 175 123 16 遺物なし

SK104 円形 I b 193 173 71 土器."fj器

SK106 円形 I-b 255 233 26 土器 e石器 | 

SK122 円形 I-b 270 247 47 遺物なし

SK136 円形 I-b 95 89 34 遺物なし

SK139 円形 b 113 102 25 遺物なし

SK140 円形 I-b 142 128 35 石器

SK157 円形 I-b 166 147 19 土器

SK159 円形 I-b 98 87 69 石器

SK161 円形 I b 84 83 19 遺物なし

SK203 円形 1 -b 148 119 17 遺物なし

SK132 円形 II-a 119 107 11 遺物なし

D SK222 円汗5 II-a 106 103 42 遺物なし

SK204 円形 II-b 107 107 35 土器

SK115 円芳三 ill-a 78 72 34 土器@石器，

SK146 円形 亜 a 123 120 22 遺物なし

SK109 楕円形 1 -a 170 110 24 遺物なし

SK163 楕円形 I-a 290 184 18 土器

SK207 楕円形 1 -a 314 237 30 土器・石器

SK209 楕円形 I-a 245 180 22 土器

SK100 楕円形 I-b 159 117 20 土器・石器

SK101 楕円形 I b 182 125 60 土器@石器

SK102 楕円形 I-b 200 141 22 遺物なし

SK103 楕円形 I b (226) 174 27 石器
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第4表土坑一覧表(2)
グjレーフロ 遺構名 平面形 断面形 長径 (cm) 短径 (cm) 深さ (cm) 出土遺物

SK112 楕円形 I-b 145 117 16 遺物なし
SKl13 楕円形 b 196 159 24 土器・石器
SK120 楕円形 I-b 197 157 20 土器
SK129 楕円形 1 -b 189 149 33 石器
SK134 楕円形 1 b 127 83 37 土器@石器
SK137 楕円形 1 -b 144 104 20 遺物なし
SK154 楕円形 I-b 80 66 27 土器@石器
SK158 楕円形 I-b 160 84 14 土器 e石器
SK160 楕円形 I b 273 217 

319 0 4 
遺物なし

SK162 楕円形 1 b 273 169 
ヨ王土翠事器 ・石器SK174 楕円形

I I b b 154 83 
SK201 楕円形 91 72 18 
SK202 楕円形 I b 192 

11717 1 
19 遺物なし

SK205 楕円形 I b 311 22 遺物なし
SK117 楕丹形 ll-a 178 132 18 土器・石器
SK138 楕円形 ll-a 242 170 15 土器@五器
SK141 楕円形 II-a 174 130 31 土器
SK142 楕円形 II-a 180 130 6 土器

D 
SK152 楕円形 E a 248 162 27 土器@石器
SK155 婿円形 IT-a 304 251 33 土器@石器
SK210 楕円形 II-a 387 150 22 土器・石器
SK121 構円形 耳 b 206 155 31 遺物なし
SK124 楕円形 II-b 197 157 51 土器壱七器
SK125 楕円形 II-b 190 120 8 石器
SK206 楕円形 立 b 235 156 23 石器
SK221 楕円形 立-b 296 108 48 土器@石器
SK119 楕円形 車 a 215 125 13 土器・石器
SK127 楕円形 直 -a 196 111 23 遺物なし
SK166 楕円形 直 a 234 137 8 遺物なし
SK176 楕円形 並-a 125 91 28 遺物なし
SK179 楕円形 ill-a 92 76 16 石器
SK208 楕円形 ill-a 217 163 14 遺物なし
SK233 楕円形 盟 a (72) 141 8 遺物なし
SK212 不整形 E a (162) 150 20 遺物なし
SK1む8 r- 不整形 立 b (125) 104 61 遺物なし
SK145 不整形 立 b 191 116 9 遺物なし
SK144 方形 豆 a 

2818 2 216 22 
遺遺物物ななししSK114 方形 車 a 70 15 

SK301 円形 I b 114 104 36 苔器
SK302 円形 I-b 140 140 31 石器
SK167 楕円形 I-b 269 168 16 土器 ! 
SK175 楕円形 I-b 124 105 15 土器@石器 | 

E 
SK194 楕円形 I b 241 171 12 土器 e石器
SK300 楕円形 I-b 133 109 20 土器 e石器
SK303 楕円形 1 -b 228 135 15 土器@石器
SK318 楕円形 立 a 205 107 37 遺物なし
SK196 楕円形 II-b 179 118 15 土器@石器
SK319 楕円形 ill-a 172 95 18 遺物なし
SK242 円形 a 138 132 28 石器
SK234 円形 I-b 73 67 50 遺物なし

F 
SK228 円形 百 a 123 115 15 土器@石器
SK243 円形 II-a 63 59 55 遺物なし
SK224 楕円形 宜 a 286 224 120 土器@石器
SK235 不整形 II-a 107 56 14 遺物なし

G 
SK226 楕円形 盟 a 114 77 40 土器@石器 | 
SK225 不整形 耳-a 170 140 53 土器@石器
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ト2侶を有する土坑は長軸線上の南端に位置する SK160 • 166とその他の SK009 • 035 • 

162 • 187 • 191 • 207 • 243に区別できる。 3個以上のものでは SK163のピットが長軸線

上の両端に位霞している。ピットを有する土坑で留意しておきたいのは長戦線上の両端にピッ

トが位置する SK160 • 163 • 166である。ピットの径が約 20cm、深さ 9，....__26 cmあり、上屋施

設を想定することも可能で、あろうが、ここではその指摘に留めた ~)o

礁が覆土中ないしプラン確認、面から検出された土坑は 17 遺講で、覆土I~功亙ら検出された SK

101 • 142 • 206 • 226 • 228とプラン確認面から検出された SK036 稔 100 • 103 • 106 容

119 • 121 事 124 • 127 • 129 • 155 • 167 • 196 • 207 224に区別されるO

また覆土の堆積状況も、土坑廃後捨場として利用したものや人為的に埋め立てられたもの、 自

然堆積による埋没示すものなどに区別される。

さらに SK120出土の炭化した堅果類の果皮は、 当時の食生活事情を如実に物語るものであ

ろう。

本調査において検出された 113基の土坑には前述の特徴ないし傾向が見出されるが、これら

によって本稿でいう土坑の構築目的ないし使用状況を特定できるものはない。

② フラスコ状土坑

フラスコ状土坑は、調査区西側の台地縁辺部に集中している。関口部が円形を呈するものを

主体とし、断面形は袋状を呈するものが多~)。覆土の堆積状態は人為的に埋められた状況を示

すものが多く、遺物はほとんど含まれていな ~)o 種子@堅果類は出土していないが、他の遺跡

で見られるように種子。堅果類の貯蔵に利用されたものであろう。

③ 陥し穴状遺構

陥し穴状遺構の機能をいわゆる陥し穴状のものととらえるならば、平面分布状況から他の遺

構との共存関係は考えにくし'0SKT317は、 SI180.326との切り合いによる新!日関係から、竪

穴住居跡、より新しいことが判明している。また竪穴住居跡、は出土土器の時期などからみても大

きな時期差を持たなかったと考えられるO よって、陥し穴状遺構はおそらく全ての竪穴住居跡

より新しいと考えられ、一括して検出遺構中最も新しい時期に属するものと想定することがで

きょう。また本遺跡では底面中央にピットを有する円形の「臨し穴」は検出されなかった。

④ 土器埋設遺構

土器埋設遺構は、 SI190に伴うと考えられる 3基を中心として東西に各 1基が位置してい

るO 土器はいずれも正位ないし正位に近い状態で埋設されており、口縁部欠損している。

⑤ 配石遺構

配石遺構は放射状配列の大型住居群の“核"と考えられる SQ219を除けば、他の 2基が遺跡

内(集落内)においてどのような位置付けになるのか不明である。
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⑥ 溝状遺構

溝状遺構は、検出状況および覆土の堆積状況から台地に入り組んだ小規模な沢と考えられる

が、位置などからして他の機能を有していた可能性もある O

⑦土坑・その他の遺構の分布 (第33図)

遺構は平面的な分布によって A.B・C・D.E.F.G.H.Iグループに分けられるO

Aグループは調査区北西部の平坦面に位置し、土坑3基からなる。

Bグループは調査区中央の平坦面に位置い土坑24基、フラスコ状土坑 l基の計 25基から

なるO

Cグループは調査区東部の水田開墾地跡の平坦地に位置し、土坑 7基、フラスコ状土坑 2基

の計 9基からなる。本来はもっと多くの遺構が存在したと考えられる。

Dク、、ループは調査区南部の平坦聞から緩斜面にかけて位置し、土坑 61基、 フラスコ状土坑

13基、土器埋設遺構 l墓、溝状遺構 l条の計 76遺構からなる。

Eグループは謂査区中央部やや南寄りの平坦地に位置し、土坑 10基、土器埋設遺構 3基の計

13基からなる。

Fグループは調査区南東部の緩斜面に位置し、土坑6基、土器埋設遺構 1基、配石遺構 1基

の計8基からなるO

Gク、、ループは調査区南部の平坦地に位置し、配石遺構 1基でかるO 広場の中心に位置し、他

の遺構とは画された存在である。おそらくは広場、放射状配列大型住居群等の“核"としての

位置付けがなされよう。

Hク、、ループは調査区南東部の斜面に位置し、土坑 2基、配石遺構 l基の計3基からなる 0

1グルーフ。は調査区中央部の平坦面に位置い陥し穴状遺構6基からなるO

遺構全体の分布状況とし7ては、遺跡の南半に集中している。各クーループの配置は、 Gグルー

プを中心(“核づとする広場をおおよそ取り函む B.C.Dグループ、広場をはさんで相対する

E.Fグループが想定できるo A. 1グループは他のグループとの共通要素も無く、単独クールー

プと考えたい。

以上、個々の遺構の傾向、平面分布による各グループの傾向から竪穴住居跡との関連を考え

てみると、配石遺構 (SQ219)を中心とする広場に構築位置を規制される大形住居の存在が挙

げられよう。また判然とはしなかったが、土坑等も広場に構築位置を規制されたであろうこと

は充分に予測されよう。
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v J二ノ l1l日遺跡

第 2節遺構外の出土遺物

土器

上ノ山H遺跡から出土した土器は、コンテナにして約 500箱に上る。遺構に伴う土器は少な

く、その多くは遺構外の捨場からの出土である。これらの土器の時期は前期後葉から晩期初頭

にわたるが、 M期の他は極めて微量に出土したのみである。前期の土器を I群、中@後 e 晩期

の土器をそれぞれ立群@亙群 .rv群に大別し、主として施文上の特徴によって分類して説明す

る。

第 I群土器

l類(第86図、第 101図、第 102図 197• 198) 

粘土紐貼付により梯子文、波状文などが描かれる。 79• 80は口顕部が強く外反し、体部が丸

みを帯びて内傾する鉢形土器で、 79の3条の平行線の下位には角張った渦巻きとなる梯子文が

横位に展開する。 80の肩部文様や 192G 194もこれに類似するモチーフである。 81，...._， 83は口

頭部が外反し、なだらかに底部にすぽむ体部を有する。 81および 185の梯子文は擾雑に発達し

て体部下方にまで及ぶ。 82の格子状貼付文を取り囲む粘土紐は、その先端が互いに逆方向の渦

巻となり、 83の場合は横{立の波状文も加わる O 口縁は平明日縁と波状口縁とがあり、鋸歯状装

飾体が 80e 82 • 83に見られるo 83の場合は 4単位の波状口縁となり、肥厚する装飾体 uこ

は手11点が施される。 188のように波状口縁の中央部に孔を有するものがあり、 189• 190は環状

装飾体が貼付されているo 80 • 82の口縁部内面には、波状文が2段にわたって施される。

第 2類(第87図84"-'90、第 102図 199'"'-'212、第 103図213'"'-'220) 

I類同様粘土紐貼付による文様であるが梯子文はなく、渦巻文、波状文、波状文と弧線文と

の組み合わせなどの文様が描かれる O 器形には 84c 86のように口縁から底部まで直線、状にす

ぼむものと、 87のように口縁部が直立し、球形の体部から急激に底部にすぼむもの、および89

や219のように口縁部が内湾するものなどがあり、変化に富むO 口縁部の渦巻文は完形土器で

見ると、渦巻が逆方向となるものが連結して 1対となり、 84の場合はこれが l単位のみである

が、 87では 3個 1対の渦巻文が反対側口縁にも l対付され、さらに別種の渦巻文が l対貼付さ

れている。 199• 201 は、 82の角張った渦巻文と酷{以する。口頚部に横{立の波状文がめぐり、

この下位に 88や209• 211などのように弧線文が貼付されることがあり、こうした文様は口

縁部内面にも施される。口縁部は平坦であるが渦巻文の部分のみ波状を呈し、低い鋸歯状装飾

体が付く。 213• 214 • 219の口縁部突起の上面観は渦巻き文であるo220の縦位の波状文は l

類の第 86図81の体部文様にも似るo89は全体がキャリパー形となる小形の土器で、平坦口縁

lこ小突起が付設され、地文の撚糸文の上に流動的な文様が貼付されるが一部剥落しているO
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第3類 ( 第88図95• 96) 

粘土紐がいくぶん角度のある鋸歯状となり縦位あるいは斜位に展開する。 95は口縁部に 4単

位の肥厚する鋸歯状装飾体が取り付けられるO

4類 ( 第87図91'-""94、第 103図 221r___ 224、第 104o 105図)

粘土紐による波状文が口頭部に主として横位にめぐるものを本類としたが、破片の場合には

2類に含めた波状文下部の弧線文の有無は不明であるG 器形には口縁から直線的に底部に至る

ものと、口頭部が外反するものの 2種がある。波状文の数は l条から 3条にわたり、 2条 l組

が2段にわたることもある。 940 233 e 240 e 243のように直線文を伴うこともある。口縁部

内面にもし 2条施されるo235のみ縦位で、 91の口縁部には粘土紐貼付による小突起がある。

第 5類 ( 第88図979 98) 

器体上半が大きく外反し、 4単位の波状口縁となり、粘土紐による波状文が横位あるいは縦

位に貼付されるO 波状文は第 3e 4類とは異なり、粘土紐を細かくちぎって 1つずつ貼付して

おり、角度も鋭く、鋸歯文と言う方が適切であるo 97の波頂部には肥大した鋸歯状装飾体が取

付く。

第6類(第 106図、第 107図 260'"" 266) 

粘土紐の上に刺突文、刻み目文が加えられるo 252，...___ 254は同一個体で、幅 12mmほどの粘土

紐を貼付け、縦長の刻み目丈を施す口口縁部に渦巻状の突起ぺ郎、波状文@鋸歯状装飾体を思わ

せる幅広の波状文などを付す。 258• 259も同一個体であるが、貼付文に 2種あり 258は第 87

図85のそれに近い。 262のように鋸歯状装飾体の粘土紐にも施文されるO

7類(第88図99• 100、第89図101、第107図267'"'-'272、第108図、第109図290'"'-'298)

沈線による横位の波状文が施されたものを本類とする。器形には口頚部がゆるやかに外反

し、体部がわずかにふくらむ深鉢と口頭部が強く外反し、体部も丸みを帯びるもの、仁i縁から

直線状に底部に至り、底部のみが強く外方に張出すものとがあるO 波状文は波頂部が丸みを帯

びるものと鋭角の鋸歯状となるものの両者がある。 1条か 2条が多く、太く明瞭に掘り込まれ

る場合と、半裁竹管状の工呉により浅い掘り込みとなるものがある。多くは口頚部に施文され、

この部位には縄文を施文しないことが多いが、縄文施文後に重ねて沈線を施すこともあるo101 

のみは器体全面にわたって施文される。指頭圧痕が口唇部や頚部隆帯上に施される。

第8類(第 89図 102 • 103、第 109図299'"'-'305、第 110 • 111図、第 112図332，...__334) 

上下 2設にわたる鋸歯文や平行沈線文が、斜位または縦位の鋸歯文あるいは沈線文によって

連結され、これらによる文様が外反する口頚を有する大型の深鉢の口頭部文様帯を構成するO

102は横位の波状文が 3条で、これに 2条 l組の斜線が加わる。 103は器高 54cmほどの大型深

鉢で、頚部文様は菱形文の連続となるo{本部には擾節斜縄文を施す。 316 • 334は菱形文を充填
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するモチーフとなるo 318は上下2条の平行沈線開に鋸歯文を描き、口縁部内面に斜縄文を施

文するO

9類(第90図 104• 107、第 112図335"-'344、第 113図)

頚部文様帯に沈線による渦巻文が施文されるものであるO 渦巻文は単独で用いられる場合と

鋸歯文や波状文あるいは平行沈線文と併用される場合があり、また、角張った菱形に近いもの

や、流動的な曲線で描かれるものがある。器形には口頭部が強く外反する小型の土器、 360"-' 

362は波状口縁となるO

第 10類(第90図 105• 106 .. 108、第 114図363，...__369) 

沈線文が土器体部下方にまで垂下して施文されるo 108は円箆形の土器で半裁竹管状工具に

よる鋸歯文が、縦位沈線 e 格子文@束IJ突文と組み合わされるo 363は角張った渦巻文と併用さ

れるらしし'0

第 11類(第90図 109、第 114図370"-'374、第 115図375)

頚部に 2条の平行沈線文が施文されるものである。 109は鹿部が揚底の浅鉢形土器、 371は口

頭部が内湾する小型の土器であるが、他は外反する深鉢であるo 370の口唇部には指頭圧痕が

加えられる。

第 12類(第 115図376----381) 

円形文が施文されたものを本類とした。平行沈線や波状文も施文され、 376の場合 2条の平

行沈線の間に施された円形文の中央を貫いて直線文が垂下している。円形文は 378.. 379 e 

381がへラ描き、他は竹管状工具の束iJ突による。

13類(第90図 110• 111、第 115図382"-' 392) 

その他の沈線が施されたものを一括した。 110• 384，....__ 386は流動的な波状文が横{立に展開

するo111もこれに類似するが、連続する下向きの弧線文である。他に鋸歯文や渦巻文が施され

ている。

第 14類 ( 第 116図)

沈線文に円形や爪形の束IJ突文が加えられた土器である。沈線文には上下 2条の間を斜位に連

結するものや、縦位に垂下する鋸歯文などがあり、第8類や第 10類と共通するモチーフであ

る。束IJ突文はこれら沈線問を充填したり単独で用いられる。 411 • 412は渦巻状あるいは上下

の横佼刺突列を斜位刺突によって連結するもので、沈線文によるモチーフと同じであるO

405 e 413のように刺突が内面にも施されるものがある。

第 15類 ( 第 117図、第 118図431，.._， 433) 

口頭部に縄文原体の庄痕文が施される。器形はおおよそ口頚部が外反する深鉢形土器で施文

部位にはあらかじめ斜縄文を施さない場合が多い。体部と同じ単節斜縄文の原体を横位に押圧
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するが、 428'"'"733は縦位@斜位の圧痕も加わり、第 8• 10類と共通するモチーフとなる。 418

は口縁部突起から粘土紐の渦巻文が垂下している。 426の口縁部はこの部分のみの鋸歯状装飾

体である。口底部には指頭圧痕や、斜縄文が施される。

16類(第 118図434~ 442) 

体部に組紐を回転施文したものである。 434• 437は口縁部に縦位の刻み目を有し、体部に

は横位の綾絡文を施文する O

第 17類(第90図 112 113、第 91~93 図、第 94 図 129'"'-' 133、第 119---121図)

体部全体に斜縄文が施文されるもののうち、綾絡文が顕著でないものを本類とした。器形に

は112のように口頚部が外反し、丸みを帯びた{本部を有するもの、 114Q 118 Q 119などのよ

うに口頚部がゆるやかに外反し、{本部のふくらみが少ないもの、 113• 121 • 123 • 124のよ

うに口頭部の外反がほとんどないものの 3穫がある。底部周縁部も外方に張出す場合と、それ

が無い場合とがある。器高も変化に富む。平出口縁が多いが、 124のみは 2個 l対の山形突起が

1単位付されているo 447.--450は口縁部が部分的に鋸歯状となる。 451は肥厚する山形突起

で、頂部は円形にくぼんでいる。 470~ 474は巽条斜縄文である。

18類(第94図 134"-' 138、第 95• 96図、第 97図 146~ 151、第 122.---124図)

{本部に斜縄文と綾絡文、頚部lこ綾絡文を重ねるものを本類、とした。器形には 136" 139など

のように口頚部が外反し、体部がわずかにふくらむものと、 143• 145のように口縁から底部

るまで直線的にすぼむものの 2種がある。平坦口縁のほか、 491 • 500のように大きな波

状口縁となるものもある。 136• 137 .，485 • 492などは低い稽状突起が付される。口唇部の

指頭圧痕は少ないが、 483'"'"485などは刻み目を加えている。 487• 493もこれに類似してヘラ

状工具の圧痕が施される。これらの刻み目が加えられるものの口唇部はその断面が平坦か、わ

ずかに中央部が出み、その外縁部に亥IJみ目が加えられているO 綾絡文は体部全体に斜位、横位

あるいは縦位に表出されるほか、頚部のみ横位に重層的に際立たせるものがあるO

第 19類(第 125図514'"'-'517) 

羽条縄文の施文された土器であるo 514 • 515は縦位、 516• 517は横位であるが、 517は原

体の上下を持ち変えて菱形の構図を作り出している。 514の口唇部には指頭圧痕が並列するO

第 20類(第97図 152" 153、第 98図 154• 155、第 125図 518----524、第 126図)

撚糸文が縦位または横位に施されるものを本類とした。 152は口縁から底部まで直線的にす

ぼむが、 153は丸みのある体部からすぼむ底部が外方に張出し、底面には網代痕がある。 528は

口顕部が直立し、体部下半はわず、かに外方へ張出すものであろう。 154は口頭部がわずかに内

傾するo 155は全体にややいび‘つな鉢形土器である。撚糸文は口縁端から底部までのほぼ全面

に施されるらしく、 524の場合は口唇部にも施文されるO
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第21類(第98図 156，.._， 161、第 127図540----549) 

体部に網目状撚糸文が施された土器である。日頚部がわずかに外反し、体部はほとんど張出

さずにそのまま底部へすぼむ。 156は底部が外方に張出す。口縁部は平坦であるが、 160の場合

波状となる部分があるらしい。 158には山形突起が付され、 160には平坦な口唇部上に粘土紐で、

鋸歯状装飾体が貼付される。 157の頚部には指頭圧痕のある降帯が一条めぐるo544の口縁部に

も低い隆帯があり、その両側が沈線となっている。

第22類〈第 127図 550，.._， 552、第 128図553'""'-'563) 

木目状撚糸文が施文された土器である。口頭部がゆるやかに外反するものと、 562のように

急角度で外傾するものとがある。撚糸は 555を除き 2条 l組となるように軸に巻付けたもの

で、 562の口縁部文様はその圧痕である。 562• 563の頚部には指頭圧痕のある隆帯がめぐる O

第23類(第 128図564，...__ 571) 

指頭圧痕のある隆帯を貼付する土器である O 横位がほとんどであるが 571のみは縦位に貼付

されるO 口頭部や体部には斜縄文 e 撚糸文が施されている。

第 24類(第 129図572，...__574)

平織状撚糸文が施文された土器である。 572e 573は同一個体であるO

第 25類(第99図 162)

頚部に低い隆帯と縦位の爪形文がめぐる土器である。口頭部がゆるやかに外反して体部がい

くぶん丸みを帯び、いずれにも横位の綾絡文が施文されるO 爪形文は 5段にわたって施されて

いる。

第 26類(第99図 163，.._， 169、第 129図575----590、第 130図)

条線による文様を施す土器である O 器形には 163• 169のように直立する口縁部からゆるや

かにカーブを描いて底部にすぼむもの、 164" 165のように口縁部から直線的に底部へ至るも

の、 166• 168のように口頭部がわずかに外反するが、体部のふくらみが少ないものなどがあ

るO 口縁は平坦であるが、 163は山形突起を有する。条線はへラ状工具で 1本ずつ施される場合

と櫛歯状の工具によるものとがあり、櫛歯状の工具による場合もその間隔は様々である。条線

は縦位または格子状に施され、縄文に重ねられることはない。 607• 608は縄文との併用であ

るが、条線は底部付近に限られる。口唇部に指Ji]圧痕が並列するものがある。 581は頚部に 2条

の縄文原体圧痕がめぐるO

第 27類(第 131図、第 132図625，.._，634) 

口縁部内面に外面と同じ斜縄文を施す土器である。 口唇部にも施文されるものがあり、 631

，.._， 634は頚部に縄文原体圧痕がめぐる。

第 28類(第 132図635，.._， 638) 
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貝殻腹縁状の工呉を用いて器面調整を施した土器である。外面には調整後に斜縄文を施文す

るO 個体数は極めて少なし ¥0

第 29類 ( 第 100図 170)

内傾する口頭部を有し、頚部が丸みを帯びてふくらみ、体下半部は直線的に底部に至る。口

縁は低い波状口縁で、頂部に山形突起を有するO 山形突起から口縁部にややカーブする降帯が

垂下するC 口縁部には爪形あるいは方形の刺突が加えられる。頚部は半裁竹管状工具によって

引かれた沈線で口縁および体部と画し、この間に横位に連続して波状に展開する渦巻文を措き

三角形の束IJ突も加えられる。 地文は縦{立の撚糸文で、底部周縁は磨かれている。本類は l個体

のみであるO

30類(第 100図 171'"'-'173) 

無文の土器であるo 171は体部上半がわずかに外反する鉢形土器で、粘土紐巻上げの痕跡が

明瞭であるo 172もほぼ同様の器形であるが、 173は直立する体部から下部が急激にすぼむ。

第E群土器

1類(第 133図639)

直立する口縁部を有し、体部が直線的に底部へ至る浅鉢形土器である。口縁部に粘土紐をめ

ぐらし、これに沿って縄文原体を押圧して口縁部文様帯を構成するO 口唇部と内聞はへラ磨き

を施す。

第2類 ( 第 133図640)

浅鉢形土器の口縁部に付された肥厚する突起で、突起下には沈線による平行線と渦巻文を描

く。

第3類 ( 第 133図641 e 642) 

口頭部がわず、かにキャリバー状となる深鉢形土器である。口縁部に丸みのある山形突起があ

り、突起を相互に連結するように渦巻文と隆線による文様を描く。体部には磨消縄文手法を用

いて縦に長く、下部の切れる楕円形モチーフを描く。

第班群土器 (第 133図643)

外反する口頭部である。 2条の横走する平行沈線で口縁部と頚部を画し、体部には縦ー横の

沈線文を描く。地文に斜縄文を施すが、頚部には見られない。

第IV群土器 (第 133f?Q 644) 

口縁部に羊歯状文による文様帯を描く土器である。

土器底部 (第 100図 174'"'-'184、第 134" 135図)

174 ~ 179は底面が揚誌となるものである。 181は体部から急激にすぼみ、外方に張り出すも

ので、 173や第 87図87などの器形となるものであろう。 181 e 182は各々 1.6crn、2.4crnの高さ
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を存する高台であるo 183は推定 5{回の脚部が取り付けられるもので、脚部先端部は破損して

いるが約1.5cmほどの高さに推定される。 184は7個の透し孔を有し、高台部の高さは約 1cmで

ある。 645~ 656はスダレ状圧痕である。 647は揚底で、底面全体に付いた圧痕をナデ消してい

る。 648はスダレ状編物が底径より小さいために、外縁部に圧痕が付着していない。 648は圧痕

をへラ状工呉でナヂ消している。 657'"'-'663は網代圧痕、 664.--._， 669は底面に斜縄文を施す。

665 ~ 667は内面にも施文されている。 670は1条の綾絡文を施す。 671は細い撚糸文とスダレ

状圧痕である。

以上の底部は第 I群に伴うものであろう。

小型土器 (第 136図672，...__ 683) 

小型土器およびその高台部で、 675" 682は完形である。 683は条線による格子状の文様が施

されている。高台が付き、この部分に 4個の透し孔が外方から斜めに穿たれている。 c部にも

2個の孔がわずかに残っている。

上記の遺構外出土土器は主として捨場から出土したものであるO 捨場内における土層は第 I

層が黒色の表士、第B層黒褐色土、第田層階掲色土、第五7層黒褐色土からなり、遺物包含窟は

rr ・車層で就中田層よりその多くが出土している。これらの土層も層厚は薄く、遺物の層位的

な取り上げを正確に行い得たと ない。しかし、遺跡西南部にある捨場内の MS26'"'-' 28、

MT  26 ----28、NA26 '"""-' 28、MB26.-._， 28グリッドの範囲内は 3回に分けて掘り下げを行ったの

で\これにより土器の共伴関係の把握にあてた~'0 1回目は調査開始から 7月初日まで、 2回

目は 7月29日から 8月2日まで、 3回目は 8月4日から 9日まで、で、遺構外出土土器として掲

載したものの中から、自iI記範囲内でさ期間内に出土した土器を抽出して第 137~ 143図に示し

た。 1回目には粘土紐貼付による 1類"2類"4類 e 6頴、沈線文による 7類.8類"13 

刺突文の 14類、斜縄文を施す 17類、綾絡文を施す 18類、羽条縄文の 19類、撚糸文を施す 20

類、網目状撚糸文の 21類が含まれる。 2回目lこは粘土紐貼付による 1類"2類 e 4類 G 6類、

沈線文による 7類..12類、組紐縄文の施される 16類、斜縄文の 17類、綾絡文の見られる 18

類、網目状撚糸文の 21類、条線文を施す 26類が含まれる。 3回目には粘土紐貼付による 2

類"4類.6類、沈線文を施す 10類.13類、斜縄文の 17類、綾絡文のある 18類、粘土紐巻

上げ痕および無文の 30類が含まれているO

2 土製品

1 土構 (第 136図684)

十字形に両手を広げた格好の土偶である。正面左半から下部にかけてと右腕を欠損してい

る O 胸部に盲孔がある以外、顔などの表現は全くな ~)o
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2 きのこ形土製品 (第 136図685)

きのこの形状を呈する土製品であるO 円形の傘部の径 27mrn、高さ 30mmを測るO 下部も末広

がりとなり、蔵面が平坦であるため直立させて置くことができる。

3 綴状土製品 (第 136図 686)

推定長径 6crn、短径 4.7crn、厚さ 0.8crnの楕円形、板状を呈する土製品である。文様はなく、

全体が削り調整を施されている。

4 土製小玉 (第 136図687.. 688) 

687は直径1.5crn、厚さ1.1CIll"褐色を呈し、 688は直径1.7crn、厚さ1.5crnを測り、黄褐色で

ある O いずれも彩色は擁されていない。

IJ¥ 結

前期大木式土器の調査{9IJは秋田県内のみならず、隣接諸県においても権めて少なく、上ノw
立遺跡出土土器を検討するにあたり、比較資料を欠いているO しかし仙台湾周辺における興野

義一氏による研究や、福島県内での調査報告、芳賀英一氏による研究などに依拠して土器型式

の比定を行いたい。

第 I群土器のうち、遺構内で一括出土状況を示すものは、 SI133 • SI 195 • SK 224の3遺構

のみであるO まず、 SI133出土土器(第 35図 2'"'-'5、第 36図)を見ると、 6のように口頭部に

顕体圧痕による文様の施された土器があるO この特徴を有する土器は古くから東関東地方で注

れ、福島県では大木 5a式土器の一部を構成している。 6の土器の縄文原体圧痕によるモ

チーフは第 14類土器の沈線文によるモチーフと共通性を有している。 5の口縁部内面iこ縄文

が施されるものは第 27類の特徴であるが、この類の第 132図633e 634の土器のように、口頚

部内面に第 15類の特徴の縄文原体庄痕が施される場合があり、 S1133において口縁部内面に

縄文を施す土器と縄文原体圧痕による文様の共伴関係が示す事実とは整合する現象である。こ

の口縁部内面に縄文を施文する土器は円筒下届 a式の一部にも見られるが、第 27類のf也、第

8類の第 111図 318の土器のように 1つずつ区切るように施文した鋸歯文を外面に施すものに

伴う場合があり、このことから第 8類も S1133出土土器との同時性が推定される。ただし、第

8類の一部、例えば第 89図 102や303 • 310のように沈線文が波状文である場合もあり、大木

4式に近い要素もないわけではないが、以上から、 S1133出士土器の 7""'9に見られる口縁部

の山形突起も、この時期、大木 5a式期の特徴と見なせるであろう。次に S1195出土土器と SK

224出土土器には粘土純貼付文と沈線文という違いを見せながらも、 口頭部に互いに方向を変

えた渦巻文が施文され、これらの土器に伴って口唇部に指頭庄痕文を有し、体部全面に縦位の

撚糸文を施文する土器が出土しているという共通性があるo 13と25の渦巻文は互いにネガと
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ポジの関係にあると考えられる。 13のように粘土紐貼付による渦巻文は明らかに大木 4式と考

えられる第 l類・第 2類あるいは第 6類に見られ、 25のように沈線による渦巻文は第 9類土器

を見ると鋸歯状沈線文が伴う場合があるが伴わないものが多く、 25のように上下の波状文に挟

まれ、しかも S1195の 15 • 16、SK224の27と同じく体部の地文には縦位の撚糸文が施され

ている O この縦位の撚糸文は SI133の大木 5a式には全く含まれていないことからも SI133出

土土器とは時間差があり、反面、 SI195 • SK 224の同時性を示すものであろう。 SK224から

は縄文原体圧痕土器も 1点、出土しているが、両遺構出土土器は大木4式に含めておく。 S1133

出十の網目状撚糸文を施す土器は、 S1195 e SK 224からも出土しており、大木 4 • 5 a式にま

たがるものであるO 羽状縄文を施す土器は SI133 0 SK 224にあり、これも同様である。

次に遺構外の土器では、第 3類@第 5類が粘土紐を細かくちぎって貼付した鋸歯文の特徴か

ら大木 5a式、波状沈線文の第 7類が大木4式、沈線による渦巻文のある第 9類は 360'"'-'362 

のように鋸歯文と同居することもあり、岩手県大陽台貝塚の大木 5a式土器に類するものもあ

るが、他は 4式であろうか。第 10類は大木 5a式に属しよう。第 11類は大木 5式、円形文のあ

る第 12類は、これに似たものが宮城県糠塚貝塚の大木 3式中にある。第 30類の粘土紐巻上げ

痕のある土器は、捨場最下層から出土したが、糠塚貝塚の大木 5a式中に見られる。

上ノ山H遺跡からは少量であるが円箆土器や、大木 e 円筒いずれともつかない土器が出土し

ているO このうち、縦位の撚糸文が口縁部から底部にまで施文されるものは円筒下層 a式ある

いは b式に多く、第20類がこれにあたり、第21類の網目状撚糸文は円筒下層 b式、第22類の木

白状撚糸文は円筒下層 d式の主たる特徴であるが円筒下層 b式の第23類に伴うものがある(第

128図563)。第25類の頚部に刺突文帯を有する土器は米代川流域に多く、円筒下層 b式に比定

されている O また、 第27• 28類、の口縁部内面の縄文あるいは条痕は円筒下層 a式にも見られ

る。本遺跡では円筒系では下層 b式、大木系では 4式が多く、両者がほぼ併行するものであろう。

これらの大木式、円筒式、大木容円筒のいずれにもつかない土器とも異なる特徴を有する土

器として第 29類があるO 刺突文の施された肥厚する口縁部と半裁竹管状工具による浅い沈線

文は、東部関東地方の興津E式に類似しているO この型式は福島県では大木 5a式の一部を構

成し、宮城県大木屈貝塚が分布の北限とされている。全体のプロポーションや体部地文の撚糸

文は異なるが、やはり興津H式と一脈の繋りを有する土器であろう。出土地点、は大型竪穴住居

群に囲まれた広場中央部の配石遺構付近であるが、他に伴出土器が無いのが惜しまれる。

以上のように大木系@円筒系、両者の融合型式、さらには東関東系土器の出土は、大木式土

器@円筒式土器両分布圏の接点にあたる本遺跡において、関東地方までも含めた広範な交流の

一端を物語るものであろう。 日群第 1類、は大木 7b式、同 2類は大木 8a式、同 3類は大木 9

式、盟群は十腰内 E式、 IV群は大将 BC式である。
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第 2章調査の記録

3 石器

遺講外から出土した石器@石製品は総数で約 13，000点にも上る。これらの石器@石製品は伴

出した土器などから、大半は縄文時代前期中葉~後葉のものと見られる。これらの石器・

石製品の出土した位置(発掘時に定形的な石器 e石製品として確認できたものは RQ番号を付

してその平面的な位置を記録したが、これの出来なかったものはグリッド毎に取り上げてい

る)は、大部分、捨場あるいは竪穴住居跡等の遺構周辺であるが、各石器のグリッド毎の分布

図と遺構配置図を重ねてみると、明らかに遺構上面から出土しているものも認められる。そし

てそれらの中には竪穴住居跡などの覆土中に含まれていたと考えられるものも多い。しかしこ

こでは、それらのものについても遺構外から出土した石器@石製品として一括して扱ってし喝。

約 13，000点の石器@石製品は、素材(石材) .製作方法@考えられる機能などによって、 3

大別されるO それは、(1 )主として頁宕ーなどを素材とする剥片石器類、(2 )主として安山岩ー

凝灰岩 a 花崩岩などを素材とする磯石器類、 (3)緑色凝灰岩@粘板岩などを素材とする

石製品頭、である。(1 )は剥片のほぼ全体に剥離調整を施したもの、 (2)は擦の全体あるいは

一部に剥離調整を施したもの、 (3)は原材の分割後に(一部剥離調整を加え)主に研磨による

調整を施したものであるO

出土した石器 e 石製品の 3大号!Jは上記のとおりであるが、以下これらについて説明するにあ

たり、ここでは(2 )に含まれる打製石斧と (3)に含まれる磨製石斧については、便宜的に

( 1 )の項に含めることにする。

なお、各石器@石製品の中でいくつかの器種別に分類したが、それらの中には厳密にはどち

らの器種に含めるべきか判然、としないものもある。また、各器種毎の点数があまりにも多いた

めに、実誤IJ区!等で図示できたものは、同一器種 e あるいはその細分種のごく一部にすぎない。

(日 朝j片石器令石斧類

出土した定形的な剥片石器 e 石斧類は、 6，407点に達するが、これ以外に剥片類が多量に出土

している。それらの剥片類は主に捨場から出土したものであるが、それ以外の場所では、剥片

が一箇所に集中して出土するという傾向はほとんど見られなかった。石材の大部分は頁岩であ

るが、この他には鉄石英語黒耀石 e 玉髄などがある。頁岩以外の石材を素材とする石器は各器

種中に数点ず、つあり、ある特定の器種に集中することはな ~\o

定形的な最u片石器は、ナイフー形石器穆有舌尖頭器白石鍛 a 尖頭器ー尖頭器様石器 e 石錐・有

撮石器@石匙 a 箆状石器 e 詩IJ器@掻器@鋸歯縁石器 e 円形石器 e 楕円形石器 e 握槌捧石器@敵3

9 ピエスエスキーユ e 石錘形石器 e 帽子形石器@彫刻刀形石器@異形石器の 21器種、石斧

類は磨製石斧@打製石斧の 2器種であるO

ナイフ形石器(第 144図 349) I日石器時代のナイフ形石器が l点出土しているO 平坦打面の

233 



V 上ノ山E遺跡

ζ二~ 349 

//〈 ¥

~> 

第144図 遺構外出土石器(1 )ナイフ形石器

350 

小型石刃を素材とし、背面基部周綜と、主要剥離面の先端と一方の側縁の一部にわずかな二次調

整を施したものであるO 第 144図350はこれと同期と考えられる石絞であるO 上・下面に平坦

打面を持つO

有舌尖頭器 縄文時代草創期のものと考えられる 2種類の有舌尖頭器が出土している。

A= (第162図351'"'-'354) 基部にわず、かな返しを持つものである。二次調整のあり方は、剥片

のほぼ全面に調整が及ぶもの (352・353)と、縁辺にしか施されないもの (351・354)があるO

B= (第 162図355) 長身で、基部に逆三角形状の舌部が付く形のものと思われるO 尖頭部と

基部を欠く。身部は表裏面ともに流麗な押圧長IJ離が施され、残存する身部最大幅が 16mrnある

のに対し、厚さは 2rnrn しかな ~ìo チャート製である。

石鍛 原則として、弓矢の矢の先端に付けて用いた石器と考えられる。偏平で左右対称、尖

頭部とそれよりも幅広い基部を有する。基部の形状によって大きく A、B、C、Dの4つに大別

され、さらにそれぞれが細分されるO 破損したものも含めて 978点が出土している。

A=平基無茎錬:全体の形状によって 2種類に細分される。

A-a: (第 162図 356) 両側辺が並行するか基部側に向かつてすぼまる形状のものである O

出土した点数は 3点と少なし ¥0

A-b: (第 162図 357----359) 平面形が二等辺三角形を呈し、基部両端が角張るものが主体

であるが、 360のように丸みを持つもの (b')もあるo 207 点と多 ~\o

B=由基無茎鍛:基部の形状などによって 4種類に細分されるO 本遺跡の石餓の中にあっては

主体を占める。

B-a: (第 162図361-----367) 凹基ではあるが、出み部分の弧の半箆が、石器の最大幅より

234 
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第145図 石鍛分類摸式図と出土百分率

c-ao 
a。

も大きい。従って凹みは深くない。 443点出土し

ており、上ノ山H遺跡、での石鍛の中では最も多い。

B-b: (第 163図368，..._， 371) 凹基の凹み部分の弧の

半径が、石器の最大幅よりも小さく、 B-a類にく

らべ凶みが深い。

D-6 B一一c:(第 163図 372'"'"' 375) B-a類の基部の凹み

が弧とならず直線的になるもので、平面形とすれ

ば、基部両端が下方に突き出したような形になるO 中には基部両端の突き出しが一方に

しか克られないもの (c
/
) もあり、 B-a類との区別が困難なものもあった。

B-d: (第 163図376d 377) 基本的には、 B-c類の両側辺基部近くに挟りの入る類であ

る。 8点と少ない出土であるが、非常に特徴があり、しかも形態的にしっかりしているO

c=円基鍛(第 163図378'"'-'380) 全体の形状が水滴形あるいは「なみだマーク」形を呈する。

基部がより円弧に近いもの (a) と、ゆるい弧になるもの (a
/
)があり、量的には正の方が多いo

D=尖基鍛(第 163図381) 完形品はないので詳細は不明であるが、基端が尖るものであろう。

9点と少なし可。石錐の中に平面形では似ているものがあるが、その場合は縁辺の調整が急斜

度であるために石錐にした。
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この他石鍛の中には、いずれかの部分(特に基部)が欠損しており、分類できなかったもの

が44点ある O

尖頭器 槍先形の石器である。基本的には、偏平縦長で一方の先端に鋭い尖頭部を持つO 次

項の尖頭器様石器とは二次調整の細かさなどの点、箆状石器の一部のものとは先端部の違いな

どによって区別したが、破損品や近似したものになると、分別が困難であるO 全体の形状や調

整のあり方によって 4つに大別される。破損品も含めて 123点出土している。

Aニニ尖頭部@基部ともに尖る類である。大型のものと小型のものがある。

A-a: (第 164図382.-.._， 384) 石器の長さがおよそ 14cm 以上の大型のものである。表裏と

もにていねいな押圧剥離が加えられ、断面形は薄い凸レンズ1丈を呈するo 382 • 383の

ように、両信Ij縁下部にごく浅い挟りが入って、基部側を識別できるものもある O

A-b: (第 164図385e 386) 石器の長さがおよそ 12cm以下で、 a類よりは小型のものであ

るO 両面調整されて、加工はほぼ全面に及ぶが、断面形は a類よりも厚みのある凸レン

ズ状を呈する。 385 ~ 386のように基部側のわかるものもある O

A-c: (第 165図387) 1点、のみの出土であるが、うすい縦長剥片を素材としており、一

調整が側縁にしか施されていないものである。

a 

jc LM) 4
1
4
4
ハ

J
L

一

A 

。

46図 尖頭器分類模式図と出土苔分率

236 



第2章調査の記録

B=A類が尖頭部@基部ともに尖るのに対し、基部が丸昧を持つ類である。 A類に比べ二次調

整が丁寧でなし 3。基部の丸みの具合で 2つに分けられる。

B-a: (第 165図388 • 389) 基部の丸昧の小さいものである。断面形は厚昧のある凸レン

ズ状を呈するO 上ノ山立遺跡出土の尖頭器の中では 36 点と最も多~ '0 389の器中央部か

ら尖頭部側の中軸線周辺の稜やリングなどが潰れるくらい摩滅しており、その部分に光

沢があるO この部分の顕微鏡観察では、石匙などに見られるポリッシュと同じ光沢面で、

その中に中軸線に平行する線状痕が見える O

B-b: (第 1651玄1390) 両側縁が基部側ほど膨らむものである。

Cニ(第 166図393) 大型で幅広の尖頭器と考えられるが、完形品がないので、全体の形状は

わからな~'0 

尖頭器様石器 尖頭器の仲間のーっと考えられるが、二次調整のあり方が尖頭器よりも粗い

ため、一応、尖顕器様石器として扱った口二次調整のあり方で 3類に大別される。 36点出土し

ている。

A=両国調整のもので、大型と小型がある O

A-a: (第 165図392) 大型のもので、両端が尖るが、調整が粗く、断面形が菱形となるo

A-b:小型のもので、断面形はやはり菱形か厚みのある凸レンズ1犬を呈する。

B=半両面調整のもので、断面形が板カマボコ状を呈するO

B-a: (第 165図391) 表面は両側縁からの調整が急斜度で施されるが、裏面は全面が平坦

長fJ離のものである O

B-b:形状はお-atこ似るが、裏面の調整が尖頭部側周辺に集中し、この部分が断面三角形

を呈する O

B-一一c:B-a e b iこ比べ、全体に幅広で断面形も淳みのない板カマボコ状を芝する。基部裏面

にも角度のある丁寧な調整の施されるものもある。

B-d:二次調整が表裏面ともに素材の縁辺にしか及ばないものであるO 細長く、断面形は高

さの少ない三角形を呈し、先端部はあまり尖らな ~'o

B-e:断面が三角形に近い剥片の 2----3つの稜から調整を加えて、鋭い尖頭部を作出したも

のである。

c=平面形は尖頭器 B-a類に似ているが、裏面の調整が全く施されないものである。断面形は

高さの少ない三角形を呈する O

石錐 断面が菱形@三角形@凸レンズ状の尖頭部を持つ石器であるO 石製の錐(ドリル)と

考えられるO 全体の形状、二次調整の部位によって 4大別される。 225点出土している。

A= (第 166図394• 395) 表裏全面に調整が及び、一方の先端に鋭い錐部、その反対{O，IJにつ

237 



V 上ノ山口遺跡

。、ハ
。

。

。

ζご〉

d ~-n.什

ゐ

(19.4%) 。

第147図 尖頭器様石器分類模式図と出土百分率

まみ部が作出されたものである。全体の形状がスマート

なもの (394)と、ややずんぐりしているもの (395)が

ある。

B= (第 166図396・397) 全体の形状が棒状のものであ

るO 断面形は菱形を呈するものが多い。両端のうち、ど

ちらが錐部なのか判然としないものもあるが、大部分は

396 e 397のように錐部側がわずかに細く尖る O

4ごh

c= (第 166図398• 399) 小型で、厚手の剥片の両先端を

尖らせたものである。器最大摩が器最大幅の 1/2以上

あるものが多し 1。急斜度ながら両面調整の施されている

もの (398)と、小さな剥片を切断するように両側縁に一方の面から直角に近い調整を加えた

もの (399)があるO 平面形の上では尖墓石鎌との区別がつきにくいものもある。

D=あまり形の整っていない多角形の剥片の 2~3 辺に二次調整を加えて、比較的鋭い錐部を

作出したものであるO 全体の形状や錐部の大きさ等によって 3細分できる。

D-a: (第 166図 401) 厚手の小剥片の一端に小さいが鋭い錐部を作出したものである。錐

部は、少しねじれている。

D-b: (第 166図 400) 二等辺三角形状の剥片の 2----3辺に二次調整を施したものである。

器全体は比較的うす手であるか、錐部の断面形は菱形を呈する。

238 



第 2章調査の記録

D-c: (第 166図402) 一端が細くなる剥片の両側辺にのみ二次調整を施して錐部としたも

のであるO 錐部の断面は五角形以上の正多角形に近いか、菱形を呈するO 器最大長が 6

cm 以上のものから 2cmくらいまである。

A一一一

W 

。。

aQ 

D-汁 くつ。

C 

09 

有撮石器 石匙のつまみ(撮)と同様の作り方をし

たつまみを有するが、両面あるいは半両面調整を主体

とし、器中軸線で左右対称となる石器である。器中央

部の断面形は強 e 弱の凸レンズ状 e 三角形@菱形など

を呈する。 139点出土している。全体の形状、二次調整

のあり方によって 2大別される。

A=尖頭器の基部側につまみの付いた形のものであ

る。断面形がうすい凸レンズ状を呈する。形態に

よって 3細分される。

A-a: (第 167図403'""'-'405) きれいな押圧剥離に

よる両面調整が施され、器中央部に最大幅を持

つ柳葉形のものである。 403のように幅広のも

のから、 405のように!福のせまいものまであるo

A-b: (第 167図406) 両側縁がほぼ平行し、先端

(48.4%) 

V 

第148図石錘分類模式図と出土百分事
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部で急にすぼまる形のものである。

A一一c:(第 167図 407) 器最大長に対しての最大幅の比較的大き

いものであるO

B=器長に比べて器!隔がなく、断面形が算盤球状を呈する類である。

つまみ幅が器中央部の幅よりも大きいものもあり、形態と素材と

なった剥片の形状などによって 5帝国分できる。

B-a: (第 168図 408e 409) 縦長長lj片を側面から見た場合に、

ほぼ一直線で曲がらない素材を使用したものである O 表裏両

面の全面に急斜度の二次調整が及び、断而形が算盤球状か菱

形を呈する。器中央部から尖頭部にかけてポリッシュの見え

るものが多い。

B-b: (第 168図 410) 器表面観は形の整った左右対称形をなす

が、側面から見ると直線的ではなく、裏面に主要剥離面を残

すものが多い。器中央部から尖頭部にかけてポ J)ッシュの見

られるものが多l¥0 

B-c: (第 168図411) 基本-的には B-b類と同じであるが、主

要朝l離面の反りが大きい縦長剥片を素材としているため、側

49間有譲石器分類模式歯と



第 2章調査の記録

面観は弓なりになっているO

B-d: (第 168図412) つまみ部の中軸線が器中軸線と一致しないものであるO

B-e: (第 168図413) f也の有撮石器に比べ全体の形状が整っていないもので、厚手の器中

央部から急にすぼまって錐状の尖端部が付く。

石匙 両損iJ縁から挟りを入れて、つまみ部を作出し、片面からの加撃によって刃部が作られ

た石器である。器中軸線あるいは刃部と、つまみの中軸線の交わる角度によって大きく 3大別

されるO 破損品も含めるて 2，507点出土しており、 上ノ山立遺跡の中で最も多い器種の 1つで

ある。なお、以下の記述にあたっては、二次調整が組織的に施されている側を表面とするO

に裏面に、顕著なポリッシュのあるものが多く、 1つの{sI]縁のつまみ部に近い部分が摩滅して

いるものもあるO

A=縦型石匙 つまみ部の中軸線にほぼ平行する刃部(直線的で、あったり曲線で、あったりする。)

を持つものである。破損品を含めると 1，737点あり、石匙全体の 69.3%を占めるO つまみ部

の中軸線と刃部とのあり方で 3大別され、それがさらに細分できる。

A-a:つまみ部の中軸線にほぼ平行する車線的な 1'"'-' 2の刃部を持つものであるO

A-a-1: (第 168図4149 415、第 169図416'"'-'419) 器表面の右側縁に直線的な刃部

を持つものであるO 製作方法の問題ではあるが、 417のように直線的な刃部のうちのー

側縁裏面に、急斜度の調整面を作出した後に、これを打面として表面側にていねいな押

圧剥離を加たものは少ない。

A-a-2: (第 169図420'""422、第 170図423) 器表面の左側縁に直線的な刃部を持つ

ものである。 422は数少ない黒耀石製の石匙である。

A-a-3: (第 170図424@ 425) ほぼ平行する直線的な 2つの側縁を持つものである Q

A-a-4: (第 170図 426 • 427) つまみ部から先端側に末広がりの直線的な 2側縁を持

つものである。

A-b:つまみ部の中軸線に平行する刃部を持たないもののうち、極端に刃部が内湾したりし

ないものである。

l'l.-b-l: (第 170図428、第 171図429 • 430) 基本的には、器中軸線に対して外側に

ふくらむ左右対称、な 2担1]縁を持つものである。

A 1，737 (69.3%) 

第150国 縦型 e 斜型事績型石匙の比率

B 383 

(15.3%) 

C 387 
(15.4%) 

241 



V 上ノ山口遺跡

A-b-2: (第 171図431，...._， 433) 2但IJ縁が外側に大きくふくらみ、全体の形状としては

A 

¥

n

u

x

u

J

 

品
川
リ
爪
レ
λ
引
uλ
引

U
A
V
A
V
A
V
λ
U
A
也

242 

広葉樹の葉に似ているものである。

A-b-3: (第 171図434、第 172図435・436) 2側縁が先端

部で尖るもので、 434・435のように先端部の裏面にも調整が

加えられ、この部分が錐状を呈するものであるO

A-c:つまみ部を除く側縁が曲線を情き、器中軸線に対して左右対

称にならないものをこの類とする。

A-c-1: (第 172図437.-.._， 439) 側縁がゆるい勾配の曲線を描

くものであるo 437は上の山口遺跡の石匙中、最大のものの 1

つで、器中央部両面ともにポリッシュが顕著である。表面左側

上半は摩耗が激しいためにトロトロで、稜やリングがぼやけて

いるし、側縁が鋭いエッジとならず丸くなっている O

A-c-2: (第 172図 440) 2側辺が同方向に曲がり全体の形状

が「し」の字になるものである。先端の尖るものが多い。

A-c-3: (第 172図 441、第 173図442• 443) 側辺の中に挟

状の部分をもつものである。

8 

。か3μ

第151図 縦型石匙分類模式図と出土百分率



第 2章調査の記録

B=斜型石匙 2"""-'3つの側辺の中で最も長い側辺の中心と、つまみ部の中軸線とが約 450

で交わる石匙であるO 約 450
で交わる角度が器表側の右側にあるか、左側にあるかで 2細分

されるO

B-a: (第 173図444"""-'447) 約 450
で交わる角度が器表側の右側にあるものであるO つま

み部中軸線と交わる側辺が弧状をなすもの (444)と、誼線的なもの (446• 447)と、

その中間的なもの (445)があるO また、 2側辺が交わる先端が尖るもの (445• 447) 

と、丸昧を持つもの (444• 446)がある。

B-b: (第174図448'""-'451) 器裏側から見ると B-a類とほぼ同じ形状をなすものであるO

C=横型石匙 最も長い側辺と、つまみ部の中軸線とがほぼ直角に交わる石匙であるO 側辺

の形状、つまみ部の位置などによって細分される。

C-a:全体の形状がつまみ部を原点にして見た場合、略二等辺三角形を呈する類であるO こ

の場合の底辺にあたる側辺は直線的なものや、ゆるい弧を描くものであるO

C-a-1: (第 174図452) 2側辺の交わる部分が鋭く尖っているものである。

C-a-2: (第 175図453• 454) 2側辺の交わる部分が弧状になるものであるO

C-a-3: (第 175図455) 最も長い側辺と他の側辺とが約 900

で交わるものである。

C-b: C-a類以外の横型石匙である O

C-b-1: (第175図456• 457) つまみ部の位置が器中軸線からずれているものである。

C-b-2: (第 176図458) 器の縦と横の長さがぼ同じで、つまみ部と相対する側辺が直

線的なものであるO

C-b-3: (第 176図459) 器の縦と横の長さがほぼ同じ石匙の中で C-b-2に合まれ

ないものであるO 円形の石器につまみ部が付いた形状を呈する。

箆状石器 平面形が援形あるいは短冊形@長方形 e 小判形等の各種のいわゆる“へラ"状を

し、一端に刃部が作出された石器である O 器中軸線で左右対称となり、断面形は凸レンズ状

あるいは板カマボコ状を呈するo1，023点出土している。 4類に大別され、それぞれがさらに細

分されるが、それは以下の順序で行った。

①平面形状、②細部の形状、③二次調整のあり方、④刃部の平面形状、⑤刃部の側面観で、

このうち③ a ④@⑤については各類に共通する。③の場合は両面調整 e 半両面調整 e 片面調

④の場合は丸刃 e 直刃@丸のみ形、⑤の場合両刃、片刃が基準となり、この組み合わせで

細々分されるO また、各類中で共通することは、以下のことである。両面調整と半両面調整が

相半ばして、片面調整は少な ~\o 丸刃が圧倒的に多く、丸のみ形はごく少な ~)o 両刃のものよ

りも片刃のものの方が多数を占めるO

なお、各部分の名称、と刃の種類は磨製石斧にならうものとした。
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2 164 
(42.8%) 

¥ 

1 203 
(53%) 

&C:J 

第152図斜型・横型石匙の出土百分率

A=平面形が、基部側よりも刃部側で幅広のものであるo

A-a: (第 176図460，..__463、第 177図464'"'-'467) 平面形が援形を呈する類で、 458点と全

箆状石器の約半数を占めるo 460は両面調整@丸刃@両刃、 461e 462は両面調整@丸

刃@片刃、 463は両面調整@直刃@片刃、 464'"'-'466は半両面調整@丸刃@片刃、 467は

片面調整@丸刃@片刃である。

A-b: (第 177図468$ 469) A-a類が基端に辺あるいは弧を持つのに対し、基端の尖る

ものであるo 469は両面調整 e丸刃 e片刃、 468は半両面調整号痘刃 e片刃であるO

Bニ両側縁が平行する類である。

B-a: (第 178図470) 平面形が長方形を呈するO 平面形が長方形を呈する類は後述の D類

もそうであるが、 D類は二次調整のあり方が特殊なので独立させてある。 470は半両

面@直刃@片刃であるO

B-b: (第 178図471) 平面形が偶丸長方形を呈する。 471は両面調整・丸刃 e片刃であるO

C=基部@刃部ともに弧を描くもので、他の類よりも器最大幅に対する器長率が大きい。

C-a: (第 178図472) 平面形が長構円形を呈するO 平面形は尖頭器のようにも見えるが二

次調整のあり方が尖頭器よりも組く、尖頭器の作出もなし'0472は半両面調整 e 丸刃@

片刃である。

C-b: (第 178図473) B-b類と同じく隅丸長方形とすべきかもしれないが、それに比べ

て非常に長いものをこの類にした。 473は両面調整@丸刃@両刃である。
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C-c: (第 178図 474 • 475) 基部よりも、刃部の幅がせまいものである。基部側に比べて

刃部側の調整が入念である。 474 • 475は両面調整@丸刃@両刃である。

D= (第 179図 476 • 477) 基本的には平面形が長方形あるいは楼形を呈し、基部を!徐く各辺

は表裏両国からの急斜度調整で、基部は一方の面からの調整を施した類であるO 他の箆状石

器の側面観が直線的であるのに対し、湾曲するものが多い。一

次調整は各縁辺から 5mm程度しか器内側に及ぱなし )0 誼刃のも

A 

B 

C 

a日
bO 

b 

の (476) と丸刃のもの (477)があるが全て片刃である。

削器 大小の剥片の側縁に連続的な二次調整によって刃部を作

出した石器で、二次調整は片面からだけのものが圧倒的に多い。

いわゆるサイド@スクレーパーで、表裏面ともにポリッシュの見

えるものがあるO 刃部の形状 e 器の大小によって 6大別される。

861点出土しているO

A=大型の剥片に内湾するか、直線的な刃部を作出した類であるO

A-a: (第 179図 478"-' 481) 部厚い大型の剥片の 1，__， 2側縁

に急斜度の調整によって刃部を作出したものであるO 細長

い剥片 (478_...._， 480) と半月形の剥片 (481)の両側縁に角

も

感

口a 九~(jん)

第153図 護状石器分類摸式図と出土百分率
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度が大きく、やや内湾する刃部を作出している。側面観は 479・480のように、多少弓

なりになるものが多い。

A-b: (第 180図482) 細長くて部厚い剥片の両側縁に急角度の刃部を作出したものである

刃部は直線的で、断面形は正三角形か台形を呈するO

B= (第 180図 483，..._， 485) 大型の剥片の 1側縁に直線的な刃部を作出したものである。平面

形状が半月形あるいは長方形に近いものが多l¥o

c= (第 181図 486 • 487) 比較的大型の禁1)片に弧状の刃部を作出したものである。刃部は

AeB類に比べて角度が小さし ¥0 大部分は片面のみからの調整である (487)が、両面からの

もの (486) もある。

D= (第 181図488......._490) A~C の形状で小型のものをこの類とした。一部破損したものも

含めてあるo

E= (第 181図 491) 大型の剥片に、 U字形の刃部を作出したものであるo

F=大型の剥片に V字形の刃部を作出したものであるO

掻器 部厚いきちl片の一端に片面調整による急斜度の刃部を作出した石器である。 97点と、他

の定形的な石器に比べ出土点数が少なし」裏面(大部分が主要最IJ離面である)が反っているか

否かで 2大別されるO

A=裏面が反っている剥片の先端部に刃部が作出されたものである。刃部の平面形状によって

3細分される。

A-a: (第 182図492 • 493) 刃部の平面形がゆるい弧を描くものであるo 492は、基部が

火熱を受けて火ばねしているので詳細は不明であるが、基端に彫刻刃面が作出されてい

る可能性がある。

A-b: (第 182図494) 刃部の平面形が直線的なものであるO

A-c: (第 182図495) 刃部の平面形が急な弧を描くものである。

B= (第 182図496 • 497) 裏面が反らず、に水平な剥片の一端に刃部を作出したものである。

496は!日石器時代の掻器を想、わせる。

鋸歯縁石器(第 183図498) 比較的大きめの剥片(縦長長IJ片が多い)の 1，..___ 2側縁に、粗い

調整によって鋸商状の刃部を作出した石器である。 45点出土している。

円形石器(第 183図499) 全体の形状が円盤状を呈する石器で、全周に粗い鋸歯状の刃部を

持つo 13点出土しているo 499は初めに表面倒に全周する調整を施した後、裏面にも同様な加

撃を加えたもので、刃部の側面観も連続山形状をなす。

楕円形石器(第 183図 500) 全体の平面形状が楕円形を呈するものであるO 二次調整は円形

石器よりも粗くなく、刃部も鋸歯状にはなっていなし ¥0 10点出土している。
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握槌様石器(第 183図 501) 平面形状が旧石器時代の握槌に似ている。全体に二次調整は組い。

蔽石(第 184図 502) 球状あるいは多面体状の残核などの稜に、敵打した痕跡が見られる

器である。 11点出土しているO

ピヱス@エスキーユ(第 184図 503) 比較的大きくて薄い剥片の上下端に調整を加えて、上

下辺が平行になるように仕上げた石器である。 2点出土している O

石錘形お器(第 184図 505) 片面調整によって全体の形状が略楕円形に仕上げられたものの

両端te:."両面から挟りの入る石器で、平面形は石錘状を呈するo 2点出土している。

A 

日一一一一

C一一一一

D一一一一

E一一一一

F一一一一

鱈子状話器(第 184図 504) 両面調整によって、平面形が帽子状を呈

-~ する石器であるo 2点出土しているO

a 丸d 彫刻刀形石器(第胤図 506) 印創立、もともと半前面調整ー丸刃・

}j ~ 刃の箆状石器で、あったものの、基部側に角形の彫刻万雨を作出したもので

く____J ある。出土点数は少ないが全石器@剥片を仔細に観察すれば 10点以上

b n になるものと思われる O

H ~ 異形石器 これまで述べてきた剥片石器類の各器種には含まれていな
b -~リ

G 

D 

い、あるいは含まれていても特殊化したような石器が 38点出土してい

る。 A類を前者、 B類を石匙の特殊化したものにして述べるO これらの

石器の石材は若干の頁岩を除いては鉄石英を主体とし、他に黒耀石・玉

34 
(3.9%) 。

第154図 削器分類模式図と出土百分率

X 
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第155国 掻器分類模式函と出土百分率

髄@チャートである O

A= (第 185図 507，..._， 515) 図示したような特殊な形のものであるo 514 " 515は縄文時代後

期に見られる三脚石製品に似ているO

B= (第 185図 516'"'-'520) 石匙の小型のもので 17点出土している。大部分の石材は美しい赤

色をした鉄石英で、とても実用の呉とは考えられないものや、摩滅の著しいものが多し )0 81 

180出土の 3点の超小型石匙もこの仲間である。当時の人々の、石材に対する特異な思い入

れの反映なのか、祭器としての機能を有していたと解釈すべきなのか不明であるO

磨製若斧 270点出土しているO 全体の形状ー製作技法 e素材となる石材などによって Ae

B・C・D.E類と 5大別され、 さらにそれぞれが形状 e 刃部の側面観などによって細分され

る。製作技法でみると、 D.E類は擦切技法によっており、 A.B類は一部を除き擦切技法は用

いられていない。また、石材の面からみると、 A.B類は安山岩など、 DeE類は緑色凝灰岩な

どを主体とする O

斧身の部分名称と刃の種類については佐原真 (1977)によった。なお、器面の一部、特に刃

部周辺しか磨いていない石斧は打製石斧の一種として扱った。実視IJI翠中の矢印は研摩の際の方

向でありそれ以外の刃部周辺の線は擦痕状の使用痕であるO

A=乳棒状磨製石斧で、 4点しか出土していない。断面は楕円形を呈するが、基端に面を有す

るか否かで 2細分される。

A-a: (第 186図522) 明瞭な慕端面を有しないものであるo522の刃部は強凸弱凸片刃で、
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あるO

A-b: (第 186図 523) 明瞭な基端面を持つものであるが、完形品がないので刃部について

は不明であるo523は刃部欠損後、敵き潰すような道呉として使用されたものか、下端面

が平らになっている。

B=安山岩などの河原石を擦切技法によらずに仕上げた定角式磨製石斧であるO

B-a: (第 186図 524) 担Ij辺には部分的にしろ稜を持つが、基端には明瞭な面を持たないも

のであるo 524は刃部と斧身の後|面倒半分を欠いているが、裏面には図版 98のように化

石化した木の葉が入っているO

B-b: (第 186図 525o 第 187図526) 最も定角式磨製石斧的なものであるO 両側縁および

基端が研磨されてそれぞれが面を持ち、石斧主面との間に稜を作り断面は隅丸長方形を

るO

B-c: (第 187図 527) 擦切技法によらない磨製石斧の製作工程は一般的に、担割→整形割j

離→鼓打→研磨の四段階を経て完成されるとされているが、本類は整形剥離面が最終工

程の研磨を行った後でも残っているものである。なお第三段階の鼓打痕は見えない。

B-d: (第 187図 528) 偏平で小型、基端に対して刃部の幅の大きい類である。刃縁まで残

しているものはないので正確には不明であるが、恐らく片刃になるものと思われるO

製作手法については、大部分が擦切手法によらないものであろう。 528は蛇紋岩裂で側

辺に面を持たない。

c= (第 187~ 529) 粘板岩などを素材とし、比較的細長く側辺の稜が明瞭でなかったり、

側面の!揺が小さいものであるO 基端に面を持つものと、持たないものとがある。刃部側の幅

もせまく器j享も小さくなると、石貴IJの中の一部のものとの区別がっけにくくなる類である。
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第157図 磨製石斧分類模式図と出土百分率

製作手法については、擦切手法によるものは少ないかもしれ

なし iO

D=製作手法が擦切技法であり、大分がいわゆる定角式石斧で

あるO 石材は、ほとんどが緑色凝灰岩である。形態によって

5細分されるO

D-a: (第 187図 530、第 188図 531 • 532) 明瞭な基端面

と側面を持ち、刃部は円刃、両刃のものが多い。側面に

は530 • 532のように擦切痕を残さないものと、 531の

ようにはっきり残るものとがある。刃縁や刃面の使用痕
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を観察できるものにおいては、 530.......， 532のように刃縁に対して斜交するものが多く、

縦斧として使用されたことが推定できる。

D-b: (第 188図533) 全体に器厚が少なく偏平で、直刃風のものが多い。側辺には明瞭な

面を持つものと、そうでないものがある。 D-a類に比べ、平面形が接形にならず斧身下

半からは側縁がほぼ平行するものが多し、。 533は両刃であるが、一方の面(後主面と考え

られる〕 に残る刃縁から刃面への使用痕を観ると、刃縁に対して直交しており (図版

101)、横斧としての機能が推定できるO

D-c: (第 189図 534) 完形のものがなくて、全体の形状は不明であるが、明らかに偏刃で

あるものをこの類とする。 534は側面に明瞭な擦切痕を有し、刃面には刃縁に斜交する

使用痕を持つ(図版 101)。ただしこの場合の使用痕は、前側縁側がより偏刃であること

を物語っているO

D-d: (第 189図535) 基端の尖る類であるO 刃部は円刃のものが多い。 535は側面に擦切

痕を残す。

D-e: (第 189図 536) 1点だけの出土であり、全体の形状からして擦切技法によって製作

されているか否かは不明であるが石材が緑色凝灰岩であり、この類とした。一方の面

(後主面)に残る使用痕は刃縁に直交しており横斧としての機能が推定できるが、側面観

では前主面側に反っている。関のスクリーントーン部分には漆と思われる付着物があ

り、側面には横縞状にそれのない部分があるO 着柄痕と考えられる。

D-f:磨製石斧の破損品の中で、類別できないくらいの細片を一括した。それらの大部分が

このD類のものである。

E=器長が 11crn 以下の片刃石斧で、ある。緑色凝灰岩を主に用いており、擦切技法によるもので

あろう。形状などによって 4細分されるO

E-a: (第 189図537D 538、第 190図539) 主面のうち、一方の面が基部から刃部まで平坦

な面をなす片凸刃で、基端は尖るものが多いようである。使用痕は刃縁に対し直交する

ものが多いが、 539は若干斜交する線も見られる。 537は両主面中央に浅い擦切痕があ

る。 538の斧身中央部の上下では色調が異なっており下半はやや黒ずんでいる(スク

リーントーン部分)。着柄の際、 ヒ半がソケット部分に入っていた痕跡であろう。

E-b: (第 190図540・541) 全体に小さく、側辺がやや平行気味であるが、形状そのもの

は定角式石斧に似る類である。使用痕は刃縁に直交あるいは、ほんのわずか斜交するも

のである (540・541が図版 100)0540は全面研磨の後、基部側の側頭及び基端面を鼓打

している。おそらくは着柄に関連するものであろう。側面には擦切痕を残す。

E-c: (第 190図 542，...._， 544) 器長がおよそ 9crn以下、器幅がおよそ 2.5crn以下で、平面形が
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短冊形を呈する小型品であるが、器長 e 器幅に対して比較的厚い。 542は基端に厚みが

あり、 543 • 544は両端に刃部がある。使用痕は、 542 • 543が刃縁に直交するが、 544

は斜交する。 544は一方の側面に顕著な擦切痕を残す。この場合、上@下面からの擦切痕

が中心部で一致せず、断面形では段をなすようにして残るが、その痕を軽く研磨しただ

けで放置している。

E-d: (第 190図 545) 極く細身で両倒縁が平行する類であるo 545の場合、器最大幅が 14

mmなのに対し、最大厚が 9mmもあり、側面には擦切痕を残す。使用痕は刃縁に直交する。

打製石斧 厚さが 3""-"5 crnで、平面形が楼形や短冊型を呈した燥に刃部を作出し、石斧とし

たものである。 53点出土している。打ち欠いて刃部を作出しただけで使用したものと、主に刃

部局辺を研磨して使用したものとがあるO 製作技法@平面形態によって 3大別される。

A= (第 191図 546) 礁のほぼ全面を打ち欠いて石斧に仕上げているものである。 181は、一

方の主面の一部と、もう一方の主面の大部分に擦の自然面を残す口

B=素材となる擦の刃部、あるいは刃部周辺を中心にして剥離を加えているものであるO 全体

の形状、あるいは刃部の作出方法によって細分されるO

B-a: e第 191図 547) 擦の両端にのみ剥離が加えられ、刃部周辺が研磨されているもので

ある。 547は側面を持つが、擦の自然、面のままであるO

B-b: (第 192図548) B-a類の研磨のないものであるO

B-c: (第 192図549) 擦の一端にのみ両面から剥離を加えているものである。

B-d: (第 192図550) 初めから播形を呈する礁の下端(幅の大きい方)に一方の面からの

み剥離を加えて刃部としたものである。

B-e: (第 193図 551) B-d類よりは下端が広がらない擦の下端に、両面から刃部を作出

したものである

c= e第 193図 552) 平面形が三角おにぎり状の礁の中央やや仁部に扶りを入れ、全体の形状

を夕、、ルマ形に仕上げたものである。刃部は一方の面からのみの剥離である。

IJ¥ 結

今回の上ノ山 E遺跡の発掘調査区から出土した剥片石器 e 石斧類の総点数とその内訳。百分

率比は第 159図のとおりである。 なお、 この中には遺構内から出土した石鍛 20点@尖頭器 2

点・石錐 7点@有撮石器 1点@石匙 41点@箆状石器 35点@削器 58点@掻器 5点@磨製石斧

8点@打製五斧 2点@その他 1点を含む。

定形的な朝j片石器 s 石斧類が lつの遺跡からこ 出土したことは、秋田県内でも初

めてのことである。このことは勿論、これまで l遺跡が捨場も含めでほぼ完全に発掘調査され
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A 

a 

B 

第158図 打製石斧分類模式留と出土百分率

ることが少なかった、ということもその理由の lつにはなろうが、それにしても多l)u石器が

出土したこと自体が、上ノ山立遺跡;の遺跡としての性格の一面を物語るものであろう

が、その出土状況ー出-…t地点などから、本遺跡、が単なる石器製作跡で、あったとすることはで

きない。 訣述するように、拾場などから出土した石器には使用疫の見られるものが多く、破

損品も多い。従って、今回上ノ山 E遺跡から出土した剥片石器・石斧類の大部分は、捨てら

れたものであったと考えられる。

長lJ片石器 e 石斧類 6，407点は、分類の結果 23器種に分けることができた。もちろん全ての石

器 l点 l点について、その機能が明らかにされた訳でもないし、例えば形の整っていない一部

の石鍛と石錐との判別などでは困難なことが多かった。しかしながら、多少の増減があったと

しても、各器種毎の点数が多いので、全体の中における各器種の比率はそう変わるものではな

かろう。それでは、以下に各器種内での若干の特徴的なことに触れてみたい。
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有舌尖頭器は 2タイプ 5点

出土している。 A類は、新潟

県柳文遺跡や愛媛県上黒岩岩

陰遺跡出土のものに似てお

り、いわゆる「柳又型有舌尖

頭器」か。 B類は、新潟県小

瀬が沢洞窟出土のもの (1小

瀬が沢型有舌尖頭器J) に似

るが、側縁がそれほどギザギ

ザではなし 1。県内では A類

が六郷町安楽寺、 B類が東成

瀬村矢種遺跡からそれぞれ 1

点づ、つ採取されている。

鎌は 978点出土している

が、明らかに基部にアスフア

ルトの付着したものはな liO

わずかに 2点のみ基部に付着

物が見られるが、これは漆か

掻器
102 

(1.5%) 

石匙 2 ， 548 (38 . 7 % ) 

有撮石器
140 (2.1%) 

尖頭器様石器
36 (0.5%) 

第159国 出土剥片石器・石斧績の点数と百分率

もしれない。石鑑は 4タイプのものが出土し、四基無茎鎌 (B類)が約半数を占める。この中で

B-d類は点数こそ遺構内出土のものも含めて 9点と少ないが、 他に例を見ない形態であり新

型かもしれない。

有撮石器は、これまで石匙あるいは石錐、まれに石槍の仲間の lつとされていた石器である。

これまでは、この種の石器が l遺跡から 10点以上出土することは稀で、それだけに新しい器種

として認識されることはなかったのかもしれなし」上ノ山E遺跡では 139点出土している。つ

まみを有し、そのつまみが石匙のものとほぼ同じであるが、全体の平 e 断面の形状。調整技法

などにおいては明らかに石匙とは異なっているO 分類では A.B類に分けたが、つまみ部を隠

すと A類は尖頭器そっくりであり、 B類は細長い石錐に似ている。 8類が器中央から尖頭部に

かけて著しいポリッシュの見られるものが多いことも、石錐としての機能を想起させるo A類

は、尖頭器あるいは手持のナイフのようなものであったと考えられる。

石匙は縦型・斜型・横型を合わせて2，500点余出土しており、本遺跡での主要な石器の iつで

ある。縦型石匙がこの中で主体を占めることでは、該期の石匙の特徴として他の遺跡、と同様で

ある。また、裏面(あるいは表裏面とも)に顕著なポリッシュの見らるものが多いことも他の
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遺跡と同様であるが、この他に、一方の刃縁が摩滅しているものが散見される。摩滅のために剥

離面と剥離面との間の稜線や、通常鋭いエッジをなす刃縁が、断面形でいうと角張らずに丸く

なっているものである。人為的にそのような状態にしてから、使用を開始したものではないよ

うである。このようになるためには、どのような使われ方を経なければならないのかは不明で

あるが、石匙の機能@使い方を究明して行く上で、あるいは重要なポイントになるかもしれな

い。また、明らかに刃部再生を受けたものが見られるところから、これ程まで刃部の摩滅の激

しいものは、使い込んだ石匙の刃部再生前の姿なのかもしれない。

箆状石器は、平面形状などによって大きく 4タイプに分けられるが、刃部の側面観が片刃を

るものが多 liO 片面調整の片刃箆状石器刃部裏面の拡大鏡あるいは顕微鏡観察では、刃縁

に直交する線状痕が見られる。石器の使用痕跡の 1っと見られるこの線状痕のあり方は、磨製石

斧の横斧に見られる使用痕と酷似している。このことは一部の箆状石器において、小型の磨製

石斧(横斧)と向様の機能を有した可能性があることを示しているO もちろん両者の間では、

作業工程による使い分けがなされたであろうし、箆状石器の中には、他の機能.fダIJえば撃とし

ての機能が専らのものもあったと考えられるO このことは、今後証明されなければならない多

くの問題を前にしての可能性にすぎないが、国外の着柄状態での出土例なと、からすれば、この

可能性は高いように思われる。

出Ij器の中で、 A・B.C類としたものの裏面には顕著なポリッシュの見えるものが多い。こ

のポリッシュの状況は、顕微鏡観察によると石匙のポリッシュに似ており、その中に刃縁に直

交する線状痕が見える。

磨製石斧は270点と、 1遺跡からの出土量としては非常に多し'0これらは全体の形状・製作

技法・素材となる石材などによって 5類に大別されるが、石材と製作技法には密接な関係があ

り、さらにそれが製品としての形態 e機能を規定しているようにも窺えるo A 0 B類の石材は

安山岩などのいわゆる河原石であり、これらの製作には擦切技法は用いられておらず、製品と

しても両刃(一部に片刃)の定角式石斧@乳棒状石斧で、機能としては縦斧が主体である。 D.

E類は緑色凝灰岩などを主な石材とし、大部分は擦切技法によって製作され、定角式石斧や小

型で細身の石斧となる。 D類は縦斧が主体を占めるものの、横斧としての機能を有するものも

あるo E類は横斧が専らであったと考えられるO 横斧の場合は、前主面が片刃となる前主面片

刃石斧が主体である。このように、上ノ山立遺跡から出土した磨製石斧は縦斧と横斧の 2種類

が共存するものであるが、横斧の中で特に見過してならないのは、 E類とした小型の類である。

それらは、大きさ・ e 刃部のi幅等から小型の木製品類の製作に供された可能性が強い。今

回の調査区内には泥炭層などがなく、製品としての木製品類の出土は見ていないものの、福井
(討:5 ) 

県鳥浜貝塚出土木製品類の種類と量の豊富さからして、そのような状況にあったことは想像に
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難くない。また、もし今回出土した箆状石器の大部分が、小型の横斧あるいは撃としての機能

を有していたとすれば、 E類のような小型磨製横斧の存在とも杷侯って、縄文時代前期段階で

の“木工"が盛行しており、

るのではあるやまいか。

の分化が我々の予想以上に進んでいたことを物語

註 1 佐原 真「 石斧論 r考古論集J] 1977 (昭和 52年)

註 2 平鹿町史編集委員会 『平鹿町史J] 1984 (昭和 59年)

註 3・4・5 山形県高島町の押出遺跡から、 A類にやや似た石器が出土している O やはり尖頭器(石槍)

につまみを付したような形状であるが、つまみ部の形態が上ノ山E遺跡のものとは異なっており、調

査者は「押出型ポイントJと仮称している O
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第191図 遺構外出土石器(31)打製石斧(1 ) 
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に二二) 問 o 5cm 

第192図 遺構外出土石器(32) 打製石斧(2 ) 
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(2 ) 磯石器類

本項で扱う石器は、半円状扇平打製石器@擦石。石錘@凹石@磨石@散石@砥石@石皿・台

石 e 磯器など一般に磯石器とされているものである。遺構内出土を合わせると総数で約 6，100

J点にのぼるO

これら石器群の大きな特徴は、一般的な石錘などを除くと、 fするJIたたく JIつぶすjなど

といった機能を受動的あるいは能動的に想定でき、明瞭なる痕跡を残していることにあるO

方この行為の結果は単独ではなく複合して残る場合が多 ~)o 従って石器群の帰属を了する」了た

たく JIつぶすjといった単一の想定機能で規定していくことは国難である O そこで石器群の線

引きを、まず従来より称されている石器名を踏襲したうえで、序列を定め、仮に上位とした石

器に下位の石器の要素を含む場合には、下位のものは上位の石器の範!需に収めるO すなわち、

半円状届平打製石器>擦石>石鍾>凹石>磨石。鼓石と序列を定めておき、たとえば磨石と伺

石の要素が複合している場合には凹石の項で扱おうというものである。

ここで一点明らかにしておかなければならないことがある。「する」という行為、結果をしゅ主

に把らえるかということである。これは石器群の機能を十分に把握できていない点、に起因する

ものであるO 一言で「する」といってもさまざまな石材のいろいろな部位がすられているもの

が存在する。これを大きく「すり石」としてしまえばそれまでであるが、いくらかでもその石

器が有している機能に近づくため、次の 2種類の「するJを想定してみた。

「磨J=石材の面をすっているものに「磨」の字をあてる。みがく=磨くから用いたもので

ある。石皿等とのセット関係を想定できる。磨石、凹石 e 石錘@半円状馬平打製石器などの

磨面が該当する。

「擦J二二石材の辺@稜をすっているものに f擦Jの字をあてるO 擦り切る、あるいは擦り漬

すということから用いたものであるO 石血等とのセット関係は積極的に想定できな ~)o 半円

状扇平打製石器、擦石などが該当する。

従ってこれ以降の記述を「する」に関しては、「磨Jと「擦」の使い分けを行うものであるO

半円状濡平打製石器 (第 198-----212図、図版 102，....__104) 

石器は用字のごとくおよそ半円状を呈する属平な擦を素材とし、下辺(底縁)部を打ち欠い

て刃部を作出しているものであるO 多くの場合刃部底縁を擦っており、擦(磨)石として報告

されている例も少なくな ~)o いわゆる地域性の強い石器として、東北地方北半において縄文時

代早期末~中期頃にかけての遺跡で普遍的に出土するものの 1つである。住居跡出土 119

土坑出土 15点を含め、実に 2，466点、総重量約 970kgにのぼる。

形態から大きく 7分類できる。

I類 (553.，"，-， 569) :素材の下辺部を打ち欠いて刃部を作出したものO この部分以外には、手
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これが基本型となる。を加えていない。

2
6
¥
7
4
7
一

L
ア

I類の側辺に挟りをもつものO 快りの部位からH類:

細分すると

(570 ___， 581) :側辺の両端にあるもの

(582，...，__ 587): いずれか一方にあるもの2 

(588 ----590) :刃部の対辺にのみあるもの3 

1と3を合わせたもの(591 ，...，__ 596): 4 

2と3を合わせたもの(597'"'-' 599): 5 

(600，..._， 602):挟りが刃部対辺近くに位置するも6 

の(1の変形)

(603 "-' 608) :挟りの位置が非対称で片方が把手7 

状のもの

I類の側面に両面から「打ち欠きJが加えられE類:

るものo I打ち欠き」の部位から細分すると、

1 (609，...，__ 611) :南端に「打ち欠き」が加えられるもの

(612 ，.__ 617) :いずれか一方に加えられるもの

2の一方に挟りをもつもの(618 ，...，__ 620) : 3 

3の上部(刃部対辺)にも挟りを(621 '""'-' 624) : 4 

もつもの

I類の対辺に両面から「打ち欠き」が加えられIV類:

るものO 挟りの有無で細分すると

(625，...，__ 630) :挟りを持たないもの

(631 ___， 636) :側辺の両端に挟りをもつもの2 

(637'"'"' 640): いずれか一方にもつもの3 

V類:百類のものに側辺に両面から「打ち欠きJが加

分類別模式図第194図えられるものO

(641 ，...，__ 646) :両端に「打ち欠き」を加えているもの

(647'"'-' 649): いずれか一方に「打ち欠きJを加えているもの2 

2の一方に挟りをもつもの(650，...，__ 653) : 3 

羽類:刃部側縁に擦り切りによると考えられる使用痕(擦痕)を有するものO いわゆる石鋸

と呼ばれているものであるO 刃部に打ち欠きを加え、半円状扇平打製石器として底縁を擦って

いる例も多く、石鋸として独立しては扱わなかった。
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第 2章調査の記緑

1 (654，...._， 657) :石鋸専用として使用されたもの、刃部縦断第 5表半円状肩平打製高
器分類別点数表

面がV字形となる。

2 (658，...._， 665) :刃部底縁に擦りが加わり、半円状属平打製

石器としても使用されたもの、縦断面が逆

台形様となる。

刊類:摩滅あるいは欠損のため分類不能なものO

各分類別点数は第 5表のようになるO

まず盟~V類において用いた「打ち欠きJ について若干言及し

ておく必要があるO ここでいう「打ち欠きJとは、製作上は両面

から剥離を行う刃部作出と同じであるが、この部分を何らかの機

能に供するため打ち欠いたものの 1わゆる刃部)なのか、単に整

形に伴う打ち欠きなのか区別できなし'0I打ち欠き」が鋭利になさ

れているものに関しては打製石斧様の用途も想定できるし、明ら

かに刃部の対辺を「打ち欠き」ののち擦りを加えているものは、

2辺を刃部として使用したことがわかる資料であり、 36例あるO

ただ刃部側辺(短辺)についてみれば擦りの入る例はない。また

「打ち欠きjが純角であり、刃部としては利用不可能な場合は、整

形に伴う打ち欠きと理解できるかもしれない。いずれにしろ、両

者の線引も明確にできず、かっ鋭利な「打ち欠き」部分をはたし

て利用したか否かについては不明であるので、打ち欠き=刃部作

出の可能性を残しつつ、「打ち欠きJと記しているのである O

分

E 

車

IV 

V 

VI 

類

I 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

1 

2 

3 

4 

1 

2 

3 

l 

2 

3 

2 

VII 

計

次いで着目点を刃部に限定してみるO この石器を他と画する決

定的特徴は下辺部を打ち欠いて刃部作出を行っていることであ

る。刃部を観察してみると次のような相巽を
第5表半円状罵平打製石器

認めることができる。 刃部形態分類別点数表

A: 鋭利な刃部がそのまま残っているも

のO

B: 部分的に擦りが加わるものo Aの要

素は残って~，る。

C:刃部ほぼ全体が擦られているものO

B.Cの存在から Aは未使用の可能性もあ

るが用途を特定できない現段階においては、

分類

I 

n 

E 

lV 

V 

計

( 1 ) 

22 

2 

2 

1 

1 

28 

( 2 ) ( 3 ) ( 4 ) 

55 9 14 

22 5 7 

20 1 7 

13 1 。
6 。。

116 16 28 

点 数

621 

289 

137 

18 

107 638 

20 

18 

49 

114 

141 
341 

73 

13 

107 

112 269 

50 

69 

56 195 

70 

13 
36 

23 

346 

2446 

( 5 ) 計

22 122 

16 52 

4 34 I 

2 

。
44 
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V 上ノ 111II遺跡

これ以上言及できなl'o刃部を観察できた 2，028171jのうち、 Aは743仔)J、Bは852炉IJ、Cは433

例となり、擦りの加わる B.Cは全体の 63%を占めるO

転用あるいは併用かどうかは不明であるが、この石器には種々の痕跡が認められる。

( 1 ) 磨石の要素が加わるるもの

( 2 ) 凹石の要素が加わるもの

(3 ) 線条痕が認められるもの

(4 ) 石材の周縁を利用して敵きが加ええられるもの

(5) (1)，.._.. (4)の2つ以上の複合しているもの

分類別の個数は第 6表のとおりである。

製作過程を復元的にみてみよう。

刃音fH乍出をこの石器製作の最終段階であるとすれば、以前に種々の意図をもって分割や剥離

が行なわれていることに気付く。まず、石器製作過程を模式的に表してみると次のようになるO

一一(第 1段階)

(
I

類
)

(亜----VI類) I一一〈第 2段階)
類

刃部作出

この模式図に添うと先きの分類は主として、第二段階の過程に基づくものであり、ここでは、

第一段階の分割に注目してみるO

石器を観察すると、刃部作出にあたって大きく 2つの意図(=方法)で分割を行っているよ

うである。 1つは、石材の厚さを特定するため、いま lつは、石材の形態を特定するための分

割であるO 模式的に示すと第 195図のようになる。

ァ:石材の厚さを減じさせるため、両面から首IJぐように剥離をおこなっているものO この

方向に剥離し易い板状節理の石材を用いている例が多い。 566 e 595 9 599が好例で

あり 13伊!認められるO

ィ:ァと同様の意図で、片面から削ぐように剥離を行っているものO 片面全面に及ぶもの、

片面の半分程を剥離しているものがあるO 前者は 564 e 577 e 586 • 594 • 596 • 

629が該当し全体で 133{91JあるO 後者は 568 • 585 • 620など 193例認められる。

ゥ:石材に対し横方向に打撃を加え分割しているものo569 • 580 • 587など 24例ある。

ェ:石材に対し縦方向に打撃を加え分割しているものO 石材の両端をカットしているもの

296 



第 2章調査の記録

567がこれに該当し、オと合わせて 8例あるO

ォ:ェと同じく、石材の一端を縦方向の打撃によって分割しているものO

この{也、 579は斜位方向に加撃している例。 565は小型の製品(完形)であるが、片面を剥離

(イ)ののち左上から右下方向に加撃し、三角形様に形作っているものであるO

ァ ，， ィ j

c=JO c=JQ /F~Ó 
く 〉

向

八

刀

方

部

撃

棄
打

廃

ザ

〉

第195図 半問状覇平打製石器分割模式図

ア~オのような分割を行っているものは 371例を確認している。総数の 18%程である。中で

もイが全体の 88%を占めているO 一方分割という過程を経ずに第二段階に進んでいるものは全

体の 80%と圧倒的に高い率となっているO しかしながら、この第一段階の分割というのは、そ

の後の剥離作業で観察できなくなっている可能性を充分に考慮しておく必要はあろう。

また第二段階の整形作業において例は少ないのであるが、意図的な研磨工程を経てから刃部

を作出しているものが存在するO 言い換えれば、素材をそのままあるいは剥離整形ののち、最

終的に刃部以外全面を磨き上げているものである。明らかに磨石とは異なるもので 581 • 

607 • 608 • 658が該当し、合わせて 10点出土しているo 608は、握り部分を石冠様に作り出

している。半円状扇平磨製石器とでも言うべきであろうか。

擦石 (第 213図)

磯材の底縁を打ち欠きを伴わずに擦っているものを、擦石と呼ぶ。住居跡出土 6点、土坑出

1点、含めて 69点、出土している。この石器の形態と擦るという観点、からすれば半円状属平打

製石器の B.Cタイプと向ーの機能を果たしていたと考えられるものである。

形態的に大きく 2分できる O

I類:素材をそのまま利用しているもの。縦断面から細分が可能である 0 0

A (666.--668) :断面が楕円形を呈するものO いわゆる扇平な形をなしている。扇平擦石

と称することができょう。 39点出土していpoうち 6点には凹石(敵打)

の要素を含み、 5点に磨石の要素を合わせ持つものがあるO
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V 上ノ山日遺跡

B (699'"'-'671):断面が逆三角形を呈するものO いわゆる三角柱に近い形状をなしているO

10点出土している。うち 3点は凹石の要素を含んでいる。本類は、他県

において三角柱状磨石、特殊磨石などと呼ばれているものである。

豆類 (672 • 673):短辺に挟りを有するものO 半円状属平打製石器II1 e 1I2類に相当する。

20点、出土している O 断面形態は全て I類 Aと同じである。 672は片面に回みもつO 底縁の擦り

幅をみてみると、最小で 5mm、最大でも 15mmで、あり半円状扇平打製石器と比較しでも若干幅が

狭くなる傾向は認められるO

石錘 (第 214図、図版 105)

一般的には、漁網錘あるいは編物のオモリとしての用途が想定されているもので、住居跡出

土 29点、土坑出土 6点含めて 942点出土しているO ここで見られる石錘は、いずれもほぼ属平

な礁を素材とする磯石錘と呼ばれているものであるO 挟りの数とその部位から分類すると、以

下のようになる。

I類:挟りを石材の南端 2箇所にもつものG

A (674'"'-' 695) :長軸の両端に挟りをもつものo 599点出土しているO 一般には、両面から

打ち欠いて挟りを入れるものであるが、 676 • 677のように片面からの

打ち欠きのものも散見できるo 675は快りを両端とも敵打により作り出

しているもので、 685 • 691も片方(図左)を敵打による挟りをもっO

680は両端とも両面からの打ち欠きののち敵打を行って挟りを完成させ

ている。 694は片面に磨り面をもつもの、 695は両面に横(立を主とする線

状痕が認められる O この他凹石(敵打)の要素をもつものも含めて、付

加要素をもつものは 40例あるO

B (696'"'-' 707) :短軸の南端に挟りをもつものo 143点出土している。 697は、形態的に石

匙のつまみ作出のような快りで、本来的に石錘の部類に属しない可能性

がある。

H類 (708'"'-'727) :挟りを 4箇所にもつものo 98点出土しているo 717は図右の挟りを除く

3方を、 718は全ての挟りを鼓打により作出しているo 719'"'-' 721は凹石の要素をもつもので、

721には両面に線状痕を合わせもつo 722'"'-' 727の6個については MJ24グリッドからほぼ一

塊となって出土したもので、位置的には SI240東方の南側斜面の捨て場の一角にあたる。

軍類〈728~735): 百類のうち 1筒所iこは扶りの入らないものo 48点、出土しているO 扶りの

入らない笛所は、 自然、の出みがあり挟り入れる必要がなかったと考えられるもの (728 • 729 

が相当するであろうか)は例外的で、いかにして 3箇所で紐掛けを行ったか興味のもたれると

ころであるO
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W類:欠損等のため分類不能のものo 54点、あるO

問石 (第 218'"'-"222図、図版 106 • 107) 

石器は、磯村の面に主に鼓打による凹みを有するもので、一般に凹石と称されているもので

ある。住居跡出土 62点、土坑出土 16点を含めて 2，240点出土しているO 凹石には、

周縁部(端部)を利用した鼓石の要素、さらに線状痕の認められるものが存在する。

形態から分類してみると、大きく円形、楕円形、棒状、球形の 4分類が可能であるO ここで

は形態の決定を次のように数的に処理してみた。

I:円 形 長 さ /111昌二二1.0~ 1.29 

立:楕円形長さ /1隔 1.3--.._， 2.99 

盟:棒状長さ/幅ェ 3.0'"" 

rv'球 形 長 さ 111長ニ1.0~ 1.29 かっ 第 7表四五分類別点数表

/幅 0.6-..-

V類:欠損等のため分類不能のもの

次いで、凹面の特徴からみてみると、

A: [百面がU字あるいはV字状にくぼんでいるも

の。敵打作用の集中した結果と考えられる O

B: 四面の輪郭が明瞭でなく、小さな凹凸の集合

体のように見えるものO 分散的な敵打作用の

<，結果と考えられるO

C: A.B両者の併存するものO

さらに細分するとすれば、出面の数からも分類可能

となるG 最大で 4面に凹みをもつものがあり、 14例確

認している。分類別の個数は第?表の通りであるO

fJiI述のように山石には四面以外に多くの要素を合ん

でいる九

(a)磨面をもっ(磨石の要素)

(b)線状最(擦痕)をもっ

分

I 

E 

車

IV 

類 遺物番号

A 737---741 

B 742・743

C 744・745

A 746---758 

B 759---761 

C 762--765 

A 766--772 

B 773 

C 774 

A 775--778 

B 779 

C 780---783 

可

lEk 3 計

(c)石材の周縁(端部)を利用して鼓きが加えられるもの(鼓石の要素)

(d) (a) ----(c) の複合しといるもの

点、

189 

51 

53 

706 

157 

208 

332 

59 

107 

44 

13 

20 

301 

2240 

数

293 

498 

77 

してみると、総数の約 3分の lにあたる 721点に何らかの付加要素を認めることができ

る。なかでも磨石の要素を含むものが全体の 74%を占めている。

磨石 (第 233 • 224図、凶版 107)
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V 上ノ LIIII j量跡

およそ馬平な機材の面を磨いている石器であり、序列上最下位に置いたため、磨面のみを有

する一群となるO 住居跡出土3点、土坑出土 l点を合め 97点出土している。磨面数と磨面の状

態から次のように分類できる。

A:磨面を片面のみに有するもの

B:磨面を両面に有するもの

A.Bはそれぞれ磨面と自然面の間に明瞭な稜娘が形成されるものと明瞭な稜線が認められ

ないものの5:J1jが観察でき前者をし後者を 2として縮分すると、 A1 • B 2のように分類でき

る。ただこの 1e 2が使用頻度を反映しているものか、石材の差異に基づ、くのかについては明

らかにできなかった。分類別個数は、 A1 (784 ---786) 11点、 A2 (787 ~ 789) 35点、 B1 

(790 --... 791 • 795) 20点、 B2 (792，..._， 794) 31点である。 795はB1としているが、面と屈の

間の 2辺(稜)を擦っているもので磨石と擦石の要素が合わさったものと考えられる。同種は

この l例のみである。

鼓石

石材の周縁(端部)に散打剥離痕をもつもの【コ 25点出土しているO 磨石同様、序列上の最

笠位であるため、単一の痕跡をもつものに限定されるO 形態的には棒状の石材の長戦端部を使用

しているものと、他の形態を示す石材を用いているものに分けられる。しかし、斉一性に乏し

く形態細分は間難である。この点において、他の石器詐と異なる様相を示すものであり、散く

という単独の行為からすると石材に形態的意味をもたせる必要性は少なかったものと考える。

砥石 (第 224図、図版 108)

797はいわゆる有溝砥石であり、ある種の石(石器)を研磨するために使用されたと考えられ

る。軟質の凝灰岩を荒く打ち欠いたものを素材としており、完形である O 溝は石のほぼ中軸線

上に、 l幅8mm長さ 26.5cmの痕跡を残すO 断面は U字形を呈し、最深で 5mmである。またこの溝

に平行して細長く溝状にわず、かに凹んで、いる箇所を観察できる。これも中央の溝と同じ役割jを

はたしたものと考えられる。溝のある面は、溝に向かつて緩く傾斜しかっ麿かれdている。 溝同

様なんらかの研磨に伴うものであろう。

また、第 81凶 324のSI213出土の石皿にも、 i幅7'""'-'8師、長さ 5...._10 cmの溝が表裏面にそ

れぞれ 2本ず、つ妄IJされているご】溝のIp語、断面形が先きの砥石と合致することから、両者は同種

のものを研磨したと考えていいであろう。

796は立方体をなす被損品であるが、 3面に砥面をもつものであるO 石皿の一再利用である

能性が高い。

石組 (第 226 • 227図、図版 108)

石血は住居跡出 j二7点、土坑出土 2点を含めて 39点出土している。欠損仔1]が多く形状の矢口れ
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るものは少ないが、偶丸長方形ないし楕円形を呈するものが主となると いる。

縁を形成しているものはない。欝痕をもっ使用面は浅い盟状にくぼむもの、あるいは平盤状を

示すものが多く、断面が U字形に大きくくぼんでいるのは、 SI213出土(第 81図 324)と805

の 219IJのみである。この 2仔IJは他の石血とは用途が異なると考えられるO 使用面は、片面のみ

25例、両面を使用したもの 141JIJある。 802 • 803は、後者に属するもので、表面(図示面)が

浅い血状、裏面は平盤状となっている 804 • 805は片面のみの使用である。火熱を受けている

ものが 10点あり、 806が該当する。

合石 (第 227区D

としたものは、住居跡出土2点を含めて 10点出土しているc右目立的機能も入るが広義に

(I'J道呉を台石と認知している。従って台石に認められる痕跡は磨痕、擦痕、鼓打痕、

など多誌にわたる円

807は、弱い磨痕をもつもので、使用面はlIll状にややくぼんでいる。断面形が逆三角形を呈す

るもので、石1illとは形態的に異なるため台石とした。明らかに土中にある程度埋め込んで使用

したものであろう。

808は、片面2箇所に高支打による潰れが認められるもので大型の凹石様である。

操器 (第 225図)

意図的な剥離等を行っている石器のうち、いままでみてきた際石器の枠に入らないものを擦

として一括する O 不定形な機材の一角を打ち欠いて打製石斧あるいは七-鍬様に加工したも

の、敵石、台石の可能性のあるものも含まれるo 100点近く出土している。

このなかで第 225図の機器に注目したい。形態的に「ナタ状」を呈するものでナタ状際器と

仮称しておく。刃部、握手部から成るO この類の形態を示すものは、第 74図 278の SI126 

を含めで 13点ある。打ち欠きの部位から細分できる。

i¥ (1) 刃部のみを打ち欠いているものo 4仔IJあるO

B (2 . 3):刃部、握手部を打ち欠いているものo 5例ある。 SI126出土はここに〆入、るO

C (4) :握手部のみを打ち欠いて握り易くしているものo 4 {9IJある G うち 2例には、

刃吉1)にあたるところに弱li潰れが認められる。 A.Bとは異なり敵石的沼途

を想定できる。

このような形態を示す例は、 宥手方面でも散見できる。打製石斧あるいは石鍬の項目

で扱う場合、青龍万に似るとして石刀の項目に入っているものもある。

有孔石

これは自然、石ではあるが、孔のある と仮称している。遺構内出土の 2点を含めて

133点山上している。この点数からみても、当時の人々が何らかの意図をもって集めたと考え
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るのが妥当であり、石器に準じる扱い を設けたものである O

10 g、最大では 950gに及ぶ。平均すると 130gになるが、 50，..._.69 gに最大

のピークをもち全体の 20%を占めるo 50，..._. 109まで枠を広げると 46%になるO 一方 300g以

上のものは全体の 8%にすぎない。

この有孔石が、実用品として使用されたものであるとすれば、子しの存在から石錘同様の用途

を想定できるであろう。

Ij¥ 結

6，000点を超す際石器顎を 11器種に分類し、形態により細分を試みたものもある。

出土比率に応じてグラフ化したのが第 196図である。器種により大きな偏りがあることが分か

る。石器の想定される機能がこの出土比率に反映されているとしても、現段階で言及でき

のデータはないに等しい。今後、膨大に蓄積された資料に詳細な検討を加えていくことによっ

て、機能のー側面なりを明らかにできるものと考えている。

磯石器類、ここでは半円状扇平打製石器、石錘の 2器種に特定し、機能を想定していくうえ

で必要と思われるデータ提示を兼ねて若干の結びとしたい。

半円状扇平打裂石器 (1'""-'V類)について

法量についてみれば、形態同様斉一性が強い。殊に厚さは扇平の名が示すようにかなり限定

されているようである O 最小で、 0.9c郎、最大の 8.3crnは例外的であり、平均値の 2.7crn前後に集

中している。この数値は最大幅を計測したもので、刃部作出にあたってはこの部分に剥離を

行って厚さを減じさせているO 結果として平均1.4crnの刃部厚をもつことになる。 B害 Cタイプ

の底縁に擦りが加わるものについては擦り幅の平均 0.84crnをiJli1るO

石器の長さは最小 8crn、最大 23.7crnで、平均 14.8crno幅は最小 4crn、最大 16.1crn、平均すると

8.6 crnになるO 重量では最小 80g"最大 1420g"平均 417gとなるO これら平均値は長さ、幅

等を含めて各分類毎に偏った数値を示すといった点は認められなかった。

一方、使用している石材については他の遺跡で報告されているのと同様、安山岩を用いてい

る例が圧倒的に多く 80%を起す。次いで軟質の凝灰岩が 15%前後を示す。その{也、砂岩、花

商岩などはそれぞれ 1%未満の割合となる。なお頁岩を素材としているものが l点佐認され

ている。先きに述べた分割を伴う資料と石材の関係を調べてみると、アないしイの分割を行っ

ているものは凝灰岩を素材としている比率が 28%と高くなるO 逆にウ~オの分割{7IJはほぼ例

外なく安山岩を用いているO これらは明らかに石材の性質に基づくと理解できる。

(半円状扇平打製石器VI類)について

羽類については、先に側縁部に擦り切り痕跡を有することから石鋸という名称を援用してき
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第196図磯石器器撞J.llj割合

半円状扇平打製石器

2446 

40.7% 

凹石

2240 

37.2% 

第 2章調査の記録

その他1.2%一一 i 

擦石691.2%一一11
磨石971.6%ーっ 11

1 111111 

石 錘匠

15.7% 1s3 

ヲ4

た。事実、主に東北地方北部以北に分布するこの種の石器を石鋸として報告している例は多い。

捺切石斧製作にあたって、原石を引き切る道具であるという認識がなされているようである。

まずは形態と法量から I"-'V類との比較を含めて述べてみる。

石鋸の分類においては I""""V類で用いた形態分類とは異なる視点において類型化したため、

形態についてはふれ得なかった。ここで出土している石鋸

の形態には強い斉一性を認めることができるO 出土した 36

点のいずれもが挟りをもつものであり、半円状属平打製石

器 II1 ・114.II6.II7類のいずれかに該当するもので

ある。殊に特異な部類に入る II6;;II7の挟りをもつもの

が 13例あることは特筆すべきであろう。

また、法量については I"-'V類、よりひと回り大きい傾向

a .b : J察り切り幅

c 

d : Jま縁部j察1)幅
を示している。平均値でみると、長さ 15.2cm (1 r-...-V類

第197関石鋸縦断面模式思

14.8 cm、以下向じ)、 i福10cm (8.6 cm)、厚さ 2.9cm (2.7 cm)、第S表石鋸刃部計;員IJ表

はI'"'-'V類より約 100g重い平均 512gを量る。

石鋸の刃部となる摂IJ縁部を注視してみる。第 197図にこ

の部分の縦断面模式図を示す。 1つの特徴は片面にしか擦

り仕り痕跡をもたないものが 5例存在するということであ

a • b 

C 

d 

餌 摩

サンプル数

161 

85 

67 

BS 

最大値cm最IJオ~~cm

3.85 0.5 

2.9 1.0 

1.2 0.25 

:140 
89
0 

玉ドー均岨

1. 74 

2.12 

0.56 

57.8
0 

る。これを石鋸と称してよいのかについても問題はあるが、以後述べることとの係わりもあり、

一応石鋸の仲間に入れておく。ついで苔部のデータを第 8表にまとめてみるc 石器 1点につき

2ないし 3筒所の担IJ点を設けているoaとbのiII員(長さ)は必ずしも同一ではなく、比率でみる

と、 1: l.2.-._， 1 : 1.99に45%、1: 2，..._，すなわち仮に aが 1cmでも裏面の bが 2cm以上という

場合も 12%ある。片滅りとで るであろう。 cのi隔は I"-'V類の平均l.4cm iこ比して広く

2.12 cmを測るO 角度は aとbの交点、 VI2では aとbを延長して得られた交点で計測したもの

で、平均すると 57.8
0
になる。 50亥Ijみで集計してみると 50口，...__54

0
が全体の 25%を占め、 40

0

--...-54
0
に最大のピークをもち約 50%、次いで 60

0~ 690に26%のピークがくるO 逆に平均値

となる 550，.._.， 590の頻度の少ない点が注目されよう。
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以上を踏まえたうえで、側縁部の擦痕を観察してみる。原石を引き切るものとの見解に立て

ば、残る擦痕は基本的には刃部(下ー辺)に平行、すなわち横方向に認められるはずであるO

際観察不能のものを除いて、横方向に擦痕をもつものは多し」ただし 40%弱である。その他の

過半数は右上がりもしくは左上がりの痕跡として、また 11JIJではあるが縦方向の擦痕が認めら

;hるものであるO

引き切るという行為から想定される痕跡は、二信Ij縁同時に付されるものと考えられる。たと

えば片面に右上がり 20
0
の擦痕が認められるとすれば、 は左上がり 20

0
の擦痕が付くは

ずである。ところが、すくなくとも 10例についてはあてはまらないの

のである tつ(図示したものでは、第 211、212図 656、658、659、663、665

に痕跡が認められる例が多し )0 656でみると、片面には横方向、

しない

る。)しかも、

り15
0

、左上が

り15
0
の擦痕、裏面には横方向と右上がり 20

0
の擦痕が残っているのである。この事実をしゅ3

に把らえるかであるc 先の 5例の片面のみの擦り切り痕の存在、 a• bとした擦り切り '1'日の比率

と合わせて次の点を指摘しておきたい。

引き切るといっても、一定方向に均一の力をかけて作業するというより、側縁部の左右‘いず

れかに力点をおき、石器の持ち替え (180
0

回転)等を繰り返すことによって作業を進めていっ

たと考える。この結果、片滅りの個Ij縁部が形成され、不定かっ複数方向の擦痕が付されること

になる O これである程度の不自然さは一応解消されるであろう。

石錘について

法量から若干のデータ提示を行う。第百表が重量分布である O 最低 20g、最高で 1，276gを

平均では 240.3gとなるが、分類別でみると、 IA類 262.1g、IB類 127.4g、立類 224

g、亜類 340gである。 IB類が平均値の半分ほどに、逆に盟類は 300gを超す。この分布図か

ら全体として言えることは、分類が挟りの部位により行われていることからして、

りの部位にはあまり反映されていないようである。ただ IB類についてみれば、 l点を除いて

530 g未満に収まること、 I類が 50~ 109 gにピークをもつのに対し、立類では特にピークを

もたずに 50'"'-'270 gの広範囲に分散している点を見いだすことができょう。

長さについても、そ とほぼ比例しているようである己全体では最IJ、2.7cm、

20.6 cmとだいぶぱらつきがある。ピークは 7cm台で 14%、 7~ 10 cm台までだとほぼヂー分

を占めるO 平均は 10.1cmで、あるu 1 A類については全体と同じ傾向を示すが、 IB類、 E類、

E類では若干様相が異なる。 IB類は平均すると、 8.2cmと小さ tio 立@部類では 5cm未j誌のも

のは存在しなし iu かっピークは I類より高く 10cm{i;に 20%、誼類では 12cm代に 19%となるc

郎委員で平均すると、 11.7cmとなるO
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註 l 半円状偏平打製石器という名称については、昭和 33年に刊行された岩手県の水切場遺跡調査報告

において鈴木孝志が命名したものである O 近年はこの名称が一般化しているがおよそ昭和 40年代

までの報告をみると、種々の呼び名でいい表されている。秋田県内に限定してみても次のような名

称・表現がなされている O

①大形打石器(森吉町弧岱遺跡、昭和 29年調査)

②石詑「円高式の分布閣に普通みられる形の石で、円筒式の全期間にわたる様であるo 大木式に伴

うかどうか、今のところ確実な出土例がない。……重量を利して横に使用すると石器と思われ、.

…打調は撞めて組雑であるむ形には半円形、半月形など楼々であり、 相IJを使用するものと南側を

使用するものとがある。J(秋田県史考古編 p 93 • 94、昭和 35年)

③横形n製石器|この石器は繊維土器、特に IIJ筒 I~-層式に多く併出する特色ある石器であるO 厚さ

1 ----2 cmの扇平な安111岩の自然、石で、半円形または半月形で石$t;と称する人がある。全体組く打ち

かいたり、絃の部分も少し打ちかいたりしている O いずれも絃の部分に摩擦痕を残している O 清水

戸]遺跡からは全体磨製によってつくられ、底部と平行に屑部に磨込みのあるものが一例発見され、

石冠との関連がうかがわれるcJ(秋岡県の考古学 p 74・75、昭和 42年)

④鼓打器(田代町茂屋ト岱遺跡、昭和 44年調査。大舘市芋掘沢遺跡、昭和 45年調査)
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第百表石錘霊量分布表
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553 

554 

556 
555 

。
557 

559 

εアミ三アミ~ 558 

。 10cm 

第198図 遺構外出土石器(34) 半円状扇平打製石器(1 ) 
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561 

戸、、

563 

562 

564 とここ三三:=3565 

567 

。 10cm 

第199図 遺構外出土石器(35) 半円状属平打製石器(2 ) 
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4与弐三三ラ 568 569 

570 ぞ=ご三三ヨ 571 

572 

573 

574 
575 

。 10cm 

第200図 遺構外出土石器(36) 半円状扇平打製石器(3 ) 
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577 

579 

ζ 三三うJ

581 

583 

6エ二二~ 。 10cm 

第201図 遺構外出土石器(37) 半円状扇平打製石器(4 ) 
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584 

585 

--勺

586 

587 

589 

ぜ(一一一〈五三う

10cm 

に一一一一一ーコ
第202図 遺構外出土石器(38) 半円状扇平打製石器(5 ) 
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第203図 遺構外出土石器 (39) 半円状扇平打製石器(6 ) 
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三三三三ヲ 600

601 

~ー~ハ

Gこここ二三ニヨ 602

603 

ミミア~604
605 

606 607 

第204図 遺構外出土石器 (40) 半円状属平げ製酒器(7 ) 

313 



V 上ノ!1JII遺跡

608 

609 

と二 -ン
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¥ 
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612 

ζち三二ヨ
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o 10cm 
」ニニ土工二_-ヰ」

第205図 遺構外出土お器(41)半円状属平打製石器(8 ) 
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616 617 

620 

622 
619 

623 

621 

。 10cm 

第206図 遺構外出土石器(42) 半円状請平打製石器(9 ) 
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第207図 遺構外出土石器(43) 半円状舗平打製石器 (10)
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第208図 遺構外出土石器 (44) 半円状請平打製石器(11)
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第209図 遺構外出土石器 (45) 半円状請平打製石器(12)
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長よーさ 650

。

第210図 遺構外出土石器(46) 半問状扇平打製石器(13)
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第211図 遺構外出土石器(47) 半円状嬬平打製石器(14)

657 

659 

A

べ1
・

661 



第2章調査の記録

¥_J 

662 

663 

664 

。 lOcm 
665 

第212国 遺構外出土石器(48) 半円状属平打製石器(15)
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第213図 遺構外出土石器(49) 諜石
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第214図 遺構外出土石器(50) 石鍾(1 ) 
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第215図遺構外出土話器(51)石錘(2 ) 

324 

691 

695 

700 

r--.. 

704 



第2章調査の記録

ハハハ
MUm

¥
 。

ハハハハ

vm

ハUu716 

721 

718 

。

325 

第216図 遺構外出土石器 (52) 石錘(3 ) 
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728 
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731 732 

733 734 

735 

10cm 

第217図 遺構外出土石器(53) 石錘(4 ) 
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738 
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第218図 遣講外出土石器(54) 出石(1 ) 
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第219図 遺構外出土石器(55) 白石(2 ) 
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776 

¥ 

¥一/;77 778 

779 

782 。 10cm 

第222図 遺講外出土石器(58) 出石(5 ) 
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786 

785 

。 10cm 

第223図 遺構外出土石器 (59) 磨石(1 ) 
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第224図 遺構外出土石器(60) 磨石(2 )砥石
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800 

801 

第225図 遺構外出土石器(61)ナタ状磯器
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802 803 

805 

804 

第226図遺構外出土石器(62) 石皿(1 ) 

335 



V J二ノ ILllIi遺跡

806 

r--I 

807 

808 

第227図 遺構外出土石器(63) 若皿(2 )台石

336 



第 2章調査の記録

4 石製品

ここで扱う石製品とは、前項で説明した石器以外を対象とし、これまで慣例的に石製品とさ

れたものや、新種の石製品を含んでおり、その数は欠損品も加えると 300点ほどになる。これ

ら石製品の出土状況@分布とも他の遺物、土器@石器のそれと変わるものではなく、環状に連

なる大型住居跡群の周辺から出土している。

訣状耳飾 (第85 ・ 2 .33~238図341 ・ 342 ・ 809~855)

決状茸飾は欠損品@未完成品も含めて 50点出土しているが、第 85図の 341・342の2点を

除く 48点は遺構外からの出土である。この 50点の瑛状主主飾は、その材質によって分類するこ

とができる。

a詔 蛇紋岩を材質ーとするものであるo (809 ~ 815) 

黄灰色や透明感のある緑色を呈しているo 7点のうち完形品は 815だけ'で、また 809 0 

814 • 815以外には補修子しが両面から穿たれる。形状的には円形ないしは楕円形と考えられ、

干しは両市から穿孔が行なわれ、断面は「く Jの字状で螺旋状痕が明瞭である O 切り白も両面か

ら縦方向に行なわれているO 器面全体は光沢があり研磨時の擦痕が観察できないものもある

が、 810 • 811では孔付近に間部があり、この中には横に走る擦痕が認められる。この横方向に

る擦痕が認められるのはこの 2点に限られる。

b類滑石を材質とするものである。 (816'"'-'826) 

らやや透明感のある茶色を呈しており、 11点のうち完形品はないが、補修孔の穿たれ

るのは 817 • 818 • 822 ~ 824の5点である。 a類と同様、光沢があり、穿孔@切り自は両面か

ら行われているO

c 類緑色凝灰岩を材質とするものである。 (342 ・ 827 ・ 833~842)

明るい緑色を呈しており、 11点のうち 827 • 830 • 833は未完成品である。また 841を除け

ば全て破損品で、 342以外は補修孔の穿たれるものはな l)o 形状的には円形に近いが、小型の

834 -... 836、大型の 837-._， 842があり、 342は縦長で断面も台形に近い。孔は比較的大きく、切

り目も長く、器面には接痕が明瞭に残っているO 本類は全体的に整形も組く、子しも整った円形

ではなく ae b類に比較して洗練されていな l¥0 

d頬軟質の凝灰岩を素材とするものであるo (828.----832 • 843.--._， 855) 

白色ないし黄白色を呈していて、 18点のうち 828'"'-'832は未完成品で、また 855はほぼ円形

の自然礁に孔と切り日を加えただけのものである。器面全体には粗く擦痕が残り、 851では、何

度か穿孔を行っており、 8::13ではド方にも穿孔しようとした痕跡がある。 4類のうち最も粗l)作

りをしているc

50点の挟状耳飾をその材質によって 4類に分類したが a• b類と C o d鎖ではその完成度に
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大きな差のあることが解る。

次にJ長J状耳飾の製作工程を知ることの[臼来る資料がある。第 235図に示した未完成品であ

る。前述したように 827 • 830 • 833はc類で緑色凝灰岩を材震とし、その他は d類とした軟

質凝灰岩であり、蛇紋岩@滑石を材質とするものは 1点も存在しない。

製作工程は概ね以下の 5段階が考えられる。

第 1段階 全体を粗く円形に整形するもので、 827のように素材を打ち欠いてほぼ円形に

するが、この段階以前には当然ながら華IJ片素材の獲得がある。 827には擦痕が認められ磨製石

どの破損品を利用したものであろう。また 828 • 829 • 831 • 832のように向然の円礁を

利用した場合は、素材の採集という段階が考えられる。 後者の円際を利用する場合は 827に認

められる打ち欠きによる整形は必要としな l¥0 

2段階器面全体の研磨である C 最初側面部を次に両i起を研磨する。

3段階孔部と切り回部の害IJり付けである。 829・831 • 832から見ると害iJり付けの!療に

用いられる五具は先端部の細l)鋭利な剥片が考えられるが、描線は比較的稚拙である。

第4段階 穿孔ないしは切り日の作出。この二つの作業は栴前後するものである。 832では

穿孔を貫通しない程度に行い、その後切り日を人れるようである。また 831も貫通していない

が両由に穿孔の痕跡が認められる。

第 5段階 最後の整形と研磨を行うものであるが、 d額では前段階で終了するものである。

5段階の製作工程は、凝灰岩を素材とする c.仁i類から観察可能なことであって、 a'b照の型

作に関しではさらに1~2段階の工程が考えられるのではないだろうか。特に a 類の810 ・ 811 に認

められる横方向の擦痕を有する凹部は、いつの段階で何を目的としたものか、またa• b類の光

沢のある面の作出は最終段階での樹皮@布@皮革などによる研磨の工程も考える必要がある。

第 228図は快状耳飾の出土分布図である。 a.b類、 c• cl類と大きく二つに分けたものであ

るが半数以上が大型住居跡群の南側から出土しており、これは土器や他の石器群の出土分布と

変わるものではないが、 a"b類の中には住居跡群のJとに分布するものがあるc

第 10表は藤田富士夫氏が行っている印叫犬耳飾分類の一方法Jに拠って作成したものであ

るG 表によれば型式率には a.......__cl類の分績に関係なく大きなパラつきのあることが解る。
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第10表瑛状耳鵠計測表

番号 分類 子し償iJ(a)mm切目(b)mm 塑解(b/a)重量 g 番号 分類 子し{尉(a)mm切目(b)mm 主主年彩(b/a) 重量 g

809 a 14.4 29.2 2.0 15.6 834 C 10.6 9.6 0.9 8.8 
810 ノ/ 12.6 20.2 1.6 6.9 835 /ノ / / / 3.9 
811 11 15.3 15.7 1.0 7.7 836 11 6.4 7.4 1.1 1.6 
812 ノ/ 18.1 13.9 0.8 10.9 837 11.5 15.4 1.3 4.2 
813 /ノ 14.3 19.0 1.3 5.9 838 ノノ / / ノJ / 2.7 
814 I 11 9.2 10.0 1.1 2.8 839 13.2 20.1 1.5 7.4 
815 9.3 16.3 1.7 6.0 840 9.7 5.8 
816 I b 11.5 13.5 1.2 8.5 841 15.1 21.3 1.4 17.3 
816 I 11 / / ノ // 3.8 842 ノノ 12.3 21.3 1.7 7.2 
818 /ノ // / // 3.2 (342) 5.8 34.5 5.9 4.6 
819 " / ノ /' 

/ f J 10.0 843 d 11.7 22.4 1.9 ~ 
820 ;; 13.6 22.0 1.6 10.2 844 I1 13.1 1.7 4.8 

821! 11 I 17.0 22.7 1.3 8.5 845 //| 9.6 23.3 2.4 3.1 
822 ノノ / / / 8.1 846 11 23.0 41.5 1.8 6.7 
823 /ノ 10.9 13.0 1.2 2.8 847 I 11 14.3 1.6 5.9 
824 /1 9.5 17.3 1.8 5.1 848 ノ 10.8 21.1 1.9 6.4 
825 / / / 3.0 849 11 / // // 6.5 
826 ノノ 10.9 14.1 1.3 3.4 850 11 // //" / / 11.8 
827 C // / ノ / ノ 9.7 851 11 11.6 45.1 3.9 17.3 
828 d / / / ノ 26.1 852 11 15.7 30.0 I 1.9 11.0 
829 ノノ / / / 19.1 853 ノノ 7.1 27.2 3.8 3.1 
830 C / ノ / ノ // 20.7 854 ノノ i // /// / ノ 3.8 
832 !! // // / 15.0 (341) ノノ /"' / / / 

1 4.7 
833.1 11 I ノ/ / / 855 11 16.7 24.4 1.5 18.2 

燕尾形石製品 (第 239.''-' 243 図 856.~ 882) 

この石製品は、全体を短冊状や棒状に研磨した後に長軸の一端に切り込みを入れることで、

一端が「燕の尾」状になっていることから燕尾形石製品という名称を付したものであるO 出土

点数は欠損品も加えると 58点で、材質はスレートと凝灰岩に限られ、転石を利用したのが大半

であるが、石棒や石責IJの破損品を転用することもある。形態的に次のように分類できる。

a類切り込みと反対側の一端に孔を有する。 (856.---.-859、861 0 862) 

~M~尾部を作出する切り込みが長く、孔は両国から穿たれる。 856 • 857では孔側に浅い溝が

ある。 断面は長方形や楕円形を呈しているが、 857のそれはカマボコ型である。燕尾部の断面

は、方形から円形に近く先端部も厚味があるが、 858 の燕尾部先端は両面から研ぎ出されて~，る。

b類長軸の一端のみに切り込みがある。 (860-._， 876 • 881 • 882) 

燕尾部を作出する切り込みは比較的短く、 a類に比べると全体の整形は粗いo 866 • 868 • 

870 --873は石棒などの縦長の長IJ片を、 863----865では石r俸の切断破片を利用している。 また

860 • 867 • 576は柱状節理のある転石、 881 • 882は軟質凝灰岩の転石を素材としている。
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20m 

棒の縦長長IJ片や切断破片を素材とするものは、一端に単に切り込みを入れただけのものが多い

が、 863'""'-'865では燕尾部先端を両面から薄く研ぎ出しているO 転石を利用するものには研磨

によって整形した後、切り込みによって燕尾部を作出している。 881 • 882はともに軟質凝灰

有を素材ーとしており、全面を研摩した後に切り込みを入れる。形態的には前者は和鎖、後者は

後述するカツオブシ形石製品に類似しているO
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c類両端に切り込みがある。 (877'""'-' 880) 

4点とも緑色凝灰岩を素材とし、断面が構内形の板状を呈し、両端に切り込みを入れている。

877を除けば他は両端が著しく破損しており、 a• b類の燕尾形五製品とはやや極きを異にして

いる。

燕尾形石製品をi概ね以 1-_の3類に分けたが、この石製品の典明は比較1'1守長い燕!芸部と品に

孔のある a 類と考え、 b.c 類も切り込みが長i~lÍj の一端なし 1 しは両端に加えられることから、広

義の燕尾形石製品として捉えている。しかしながら、 b類のうち 867 • 869 • 874 ~ 876のよ

うに切り込みが極めて短く浅いものや、 c類のお78~ 880のように両端が苫しく破している

ものなどを燕尾形石製品の用途を考えるときに等しく扱っていいのかという疑問の生じる所で

あるO いずれにしろこの燕尾形石製品と銘々した一連の石製品は上ノ山立遺跡で初めてまと

まって出土したわけであるが、残念ながらその用途までは明確に言及できな~ -¥0 第 229図は出

土分布図であるが、これも他の遺物の出土分布と変わることなく大型住居跡訴の南側から多く

出土しているものの、西側に 8点ほどまとまって出上しており、他の石製品の出上状況とやや

相違して~¥る。

力ツオブシ%石製品 (第244~250図883~930)

軟質経灰岩の縦長の転石を研磨し、両端を砲禅状に削り i中iすことによって全体がカツオブシ

の形状に似ていることからこの名称を与えたものである。全体の長さはほぼ大人の手中に収ま

る程度で、断面は方形から長方形となるo 上点数は 70点であり、以下の 6顎に分類できる。

a社! 断面が長h形に近く全面の研!告が J寧ではあるものの両端は研ぎ出しただけのもので

あり、側面を研ぎ出すことによってi南端を鋭くしている。 (883-，"，，-， 894) 

b類 i析面が正形に近く、両端が幅の挟l¥ 11¥刀様の工具で砲弾形に削り出されるもので、

895 • 899などは削り出しが顕著である。 (895~ 902) 

c類 lIIT面は長方形で、両端が誼線的になるものである。作出方法は a類とほぼ同じで両端

の削り出しは行われない。 (903.--.-， 908) 

d類 転石の形状と臼然面を残しており、一端を鋭くしたものが多し】o 909 ' 910では一端

を持1)り出す程度であり、 911.-._ 920は小塑のもので、両面には白然面を広く残し、(日1)由jの研憶に

よって整形しているものがほとんどである口先端部も片側面からの研ぎ出しだけで鋭くしてい

る。 (909"-'920) 

e類 整形のための剥離痕を残し、一部研磨が行われるもので、力ツオフシ形石製品の未完

成品と考えられるが、 a""""'d類ではこうした剥離痕跡が認められる製品がないことから、この類

は、最IJ離痕を残しながらも 923~ 927などを完成品と考えることもできる。 (921~ 927) 

f類一端に孔の有するもので、全体の形状、作出方法などは aG b類と変わるものではな
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く、カツオブシ形石製品の範111喜に加えたものである。 (928~ 930) 

このカツオブシ形石製品もその用途が明確ではなく、形態的変化以上に言及できるものはな

~'o 出土状況も他の石器同様大型住居跡群の南側からまとまって出土しているが、そのうちの

東側に全体の 40%が集中している。

第11表 カツオブシ形石製品計測装

遺物番号 分 芙良 最大長 (mm) 最大幅 (mm) 最大厚(一mm) 藍 量(g ) 

883 a 108.8 30.4 17.3 62 
884 /ノ 97.3 22.8 13.5 32 
885 ノノ 109.2 26.9 16.5 55 

88886 7 
1/ 82.3 22.5 10.9 24 
/! 81.8 18.6 9.6 

888 // 89.5 
2267..9 1 

11 
889 ノノ 85.2 
890 ノノ 92.4 24.4 13.5 
891 /ノ 94.5 25.0 8.1 
892 ノノ 90.6 25.9 

99..5 2 893 /1 88.7 24.9 
894 ノ/ 81.8 23.3 7.1 
895 b 86.1 20.1 15.7 

2632318 9 7 5 7 1 

896 /ノ 77.6 17.2 16.0 
897 /ノ 71.2 17.9 10.7 
898 11 123.8 26.1 17.1 
899 11 104.1 22.2 14.3 
900 11 97.4 19.5 13.9 
901 /1 87.5 17.1 13.7 
902 11 96.8 14.8 11.4 
903 C 95.4 19.6 

11120398 9 1 1 
904 ノノ

1 9131..4 5 23.6 
905 /ノ 23.8 
906 /ノ

907 // 12.7 
908 ノノ 12.0 28 

99019 0 
d 
ノノ

911 

999911113 4 2 5 
117 2 1 

~i 

ノf

916 /ノ 58.7 10 
917 /1 

8861-.5 8 
15.8 34 

9992118 9 0 

ノ/

11 89.5 
83.8 11 

921 e 
1100百24020 8 

99222 3 
ノ/

/1 21.9 
/ノ

111098且9M64号93:85 9 5 7 9 31 

4384 1 1 11 

930 /ノ 132.6 16.7 
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(第 251図931 • 932) 芯刀

2点とも板状のスレートを材質とするもので、 931は全面を研磨しているが、 932では研磨は

やや組く、反りも顕著ではな ~ìO

(第 251・252図933'"'-'949) 石剣ー石棒

いづれも破損品ばかりで両者の分類は困難であるG 断面は円形ほど出土しているが、ハUnu 
--よ

か婿円形で、あり材質はスレートか緑色凝灰岩である。出土分布は大型住屈跡群の南側からやは

している。遺構外出土の石責IJ.石棒に関しては全て破損品であるが、りまとまって

は、石剣 a 石棒の構内出土のものは第 83図329----332のようにほぼ完形品であるという

_._ 
P畦

'* 

女

唱電

使用円的を考える上で重要であるO

@ 

*<':;_'.G 
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膝着剤及び縄自の残る石製品 253図 950""' 954) 

完形品はないが、穆着斉IJや縄目の痕跡を残すのが 5 している。修着剤は光沢のある

色を帯びており、縄目は 950では RLの縄を使用しているo 950 • 951 • 954では片面にのみ

両者の痕跡が認められることから、石器の長方軸方向に平行に片面に着柄したことが考えられ

る。着柄は縄で縛った後、黒色の目安着斉IJを使用したものである。黒色の修着斉IJに関しては肉眼

的観察ではアスファノレトではなく漆の可能性がある。

ヘラ状五製品 (第 254図 955"-' 961) 

断面は薄い長方形で、スレートを材質とし、全体を研磨し、長軸両端はやや丸みをもってい

る。全体的には竹ベラに似た形状を呈している。両端には縦@横@斜め方向に振幅の短し 1使用

痕が観察できる。

使用痕のある石製品 (第 255・256図 962，..._.974)

転石の一端に擦痕の明瞭に認められるもので、素材となる転石の材質と形状から 2つに分類

できる。

a類 安山岩の転石で十青円J[~に近い石を利用する o (962，....__ 968) 

転石の長紬の一端あるいは両端に擦痕が明瞭に確認できる。 963~ 965 0 968で

方向かやや斜め方向に走っており、擦痕の認められるi隔は 963----965では1.0. ...._. 1.5 cmである。

b類緑色の凝灰宕やスレートの縦長の転石を利用する。 (969.---974) 

縦長の転石の一端に横方向の捺痕が認められる。断面は厚い方形に近く、 969~ 972では先

端部の操痕の認められる幅は 0.5cm ほどであるO

挟りのある石製品 (第 257図 975~ 982) 

板状の安山岩の両端に挟りのあるもので 975• 977 • 978が典型的であるO 挟りのある部分

は磨滅が著しく、また 975~ 978では中央部側面に、敵き漬された痕跡を広く認めることがで

きる。長軸に直交する着柄が考えられる。

打製石斧様の石製品 (第 258• 259図 983........999) 

安山岩や軟質の凝灰岩を組く剥離し、打製石斧に似た形状を有している。 983では全面が研

されているが、175 ・ 987 ・ 988 . 990などは部分的に研磨されている cまた985 . 987・

990 ・ 992 . 995の端部には使用:度が認められる。

側縁部打ち欠きの石製品 (第 260図 1000'"'-'1006) 

楕円形や縦長の転石の-(H昨季を粗く打ち欠いただけのものである スレート

などである。

円盤状石製品 (第 261図 1007""'1015) 

安灰岩を材質として片面に最Ij離を施し、全体を円形にしたものであるo 1007 • 1008 
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が湾出している C また 1009は雨漏から彫刻刀様の工呉で挟り取っており両面とも

様に似ている。

鍬形石製品 (第 261l~ 1016) 

凝灰岩の!話平な白然際の周辺を両面から打ち欠いているが、擦痕等は観察できな l

短柵形有孔石製品 (第 262図 1017~ 1024) 

短tlHr形に研磨し、一端に穿孔するもので、:全体の形状は把握できないものの 1017はほ

品に近いと考えられる。

捧状有子L石製品 (第 263向 1025~ 103) 

棒状の軟質j既成岩の一端に大きめの孔を穿ったもので、全体を軽く研磨しているものである。

265図 1038~ 1047) 

安山岩や凝灰岩の転手iに孔を穿ったもので円形や惰円形のものが多c'0 1047 0 1048は安山

岩を素材とし、全体を円形に整形して、穿孔あるいは切り込みを入れたものである。

有;善石製品 (第 264図 1031~ 1037) 

1 031，...__ 1033は盤状の転石に細~ i溝を入れたものである。 1035は幅は1.0crnの溝、 1036は研磨し

た後に鋭い溝を入れている。 1037は山石に転用されたものであるが片側面に 4条の溝がある。

嬰根状石製品 (第 266図 1049"-'1052) 

いずれも軟質の凝灰岩を利用するものである。 1049や 1050は全体を自Ijり出すことによって

成形している。特に 1049に関しては具象的である。 1051は円柱状の転石に溝をめぐらしてお

り下端はその溝部分で折断されている

刻線画礎 (第 2671玄]1053)

円盤:1犬の臼然、礁に細li沈線で絵を描いているつ表面左上に りの渦巻文、その下には三

角形を思わせる縦方向の沈線が引かれる O 裏面iにも{nJ条かの沈線があるが、明確ではな l'0 

岩板 (第 267図 1055• 1057) 

2点とも軟質のj疑!大討を利用しており沈線も不明瞭な部分がある。 1055は三角形の頂点から

垂下する沈線があり、その中央部に渦巻き文があるが摩滅が著しく左(s.IJ半分に渦巻文があった

かどうかは不明である。

その他の石製品 (第 267図 1054• 1056) 

1054は両端に獣額の手を思わせる亥Ij目があり、 1056は凹のある球状の石製品であるO

小結

1-_ノLLJII遺跡出土の石製品には多様な種類の七製品が存在する。 fk状耳飾については、前に

分担した(J'b'c'cIのうち a'b類と C• cl J~fîで、は完IJ足度に大きな差があることが解った〔こ
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れは技術と原材の石賀によるものと考えられる。しかし、これまで県内では蛇紋岩や滑石を含

む岩脈が発見されておらず、産地i可定の必要性があろうと考えられるが、多少飛躍的に考える

ならば、 a-b類の耳飾は完成品として搬入された可能性があり、それの模倣品が c• d類と考

えることもできるであろう。このことは蛇紋岩や滑石の剥片あるいは原石が、調査では l点、も

していないという事実にも裏付けられる。

燕尾形石製品に関しては、当遺跡でまとまっ

料として出土したのを機に周辺地域を調査してみる

と、これまでも県内を中心に数点出土していること

が解っている。しかし資料としてのまとまりからす

れば上ノ山E遺跡を初出としても差し支えないもの

と考えている。

燕尾JIラ石製品の出土例は古くは昭和 15年に樋口

清之氏の「王監玉考」の中に掲載されている。[玄jを見

ると孔と燕尾部があり上ノ LUrr遺跡の a類に相当

しよう。出七地点は現在の山形県東田川郡とあるだ

けである。一方秋田県内では雄物川町の根羽子沢遺

跡、横手市の大鳥井山遺跡、南外村の山王台遺跡、

田沢湖町の黒倉 B遺跡で出土している。根碍子沢例

し1切り込みだけの b類、LlI王台f9lJは切り込みの

長さから a類、 B伊jは破損品ではあるがおそら

くb類であろう。大鳥井吐1(1IJは燕尾部を作出する切

り込みが、敵打によるものであって燕尾形石製品の

作出方法とは異なるようである。上記遺跡の中心と

なる出土土器は根羽子沢が大木 7a~8 丸山王台は

大木 8b"黒倉は大木 7a 7 bである。 11=1土WIJが少

ζ二つ 大鳥井111遺跡

「寸
111王台遺跡

第232国 地遺跡出土の燕尾形忍製品なく、早計ではあるがこの燕尾形石製品は縄文時代

5 ClTl 

前期~中期の大木文化圏域の内陸部に分布するのではないだろうか。またこの石製品の用途は

く不明であるものの、脂肪酸分析の結果では石器の両端に堅果類の脂肪駿が多量に検出され

たという注日すべき結果がありこの石製品の用途を考える Lで極めて重々要な点である。

カツオブシ形石製品は、これまで全く発見されなかったものであり、また用途も全く不明で

ある O 先の燕尾形石製品とともに、これを機に出土伊!の報告が増加することを期待したい。

使用痕のある石製品とした、転石の一端に横方向を中心とする擦痕が認められるのは民状耳

348 



ヨ}2 (~-;!Í= ，W日伐の ri~U

飾や燕毘形石製品の切り込みに使用された工具と考えられないだろうか。

この他穆着斉'Jの付着する石製品や、打.製石器様の石製品、挟りのある石製品などはいずれも

軟質の;石材を素材とし、また着柄方向も考えることもできるし、他に頁岩を利用した打製石斧

や磨製石斧が存在することを考慮すれば、この軟質の石製品類、は土掘り

必要があろう。

どの用途を考える

ノiJJn遺跡出土の石製品は、その量とバリエーションからすれば、従来の縄文時代前期の

石器組成に関する概念に少なからず影響を与えるものである。

討 1 樋口 清之「平 -f~ 考J r考 I~-学雑誌J 第三十巻第六号考 i主学会 1940 (昭和 15年)

~tt 2 雄物川町教育委員会 内H;J:Jn)~遺跡発掘調査報告書J 1987 (昭和 62年)

設 3 横子市教育委員会沢谷 啓氏の御好怠により実見、測図したものである G

~ 1: 4 jj吉町~ìの紹介は!半j外村教育委員会 f南外村詰;J誼料編第六集 1982 (昭和 57年)によるが、燕尾形石製

A111の実見、 iRI医!はi司村教育委員会教育長 伊藤 111m三氏の御好意によるものである。

討:5 出沢湖fIlT教育委員会 「黒台 B遺跡一第 l次発掘調査報官-J 1985 (昭和 60年)
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V J::_ノ111日遺跡
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第239図 遺構外出土石製品(7 )燕尾形石製品(1 ) 
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第 2章調査の記録
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第240図 遺構外出土石製品(8 )燕尾形石製品(2 ) 
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359 



V J:ノLLJ1I遺跡

ζご〉
亡二コ

ζコ

く二〉
ζ)~ζご〉

360 

877 

879 

881 

くコ

Cコ

0
1
 

第243図 遺構外出土石製品 (11)燕尾形石製品目)

880 

882 

。 5 crn 



第2章調査の記録

にコ
亡二〉 884 

883 

〈二二〉 886 

口
885 

ζコ 887 888 

cm 

第244sJ 遺講外出土石製品 (12) カツオブシ形石製品(1 ) 

361 



V 上ノLlJII遺跡

Cコ 890 
889 

ζコ

891 892 

C二コ 893 ζ二二〉 894 

cm 

第245図 遺講外出土石製品 (13) カツオブシ形石製品(2 ) 

362 



第 2章調査の記録

l己
895 口

896 

Cコ 897 

ζ〉
898 

ζコ

亡フ
900 。 901 

cm 

第246図 遺構外出土石製品 (14) カツオブシ形石製品(3 ) 
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ζコ 1055 

~ー\、

，1056 
cm 

第267関 遺構外出土石製品 (35) 刻線西磯・岩椋・その他の若製品
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自然科学的分析第 3章

自然科学的分析第 3

鉱物組成の分析第 l節

分析の目的

本分析の目的は、協和町上ノ山 I遺跡と上ノ山E遺跡の各基本土層中から採取された試料の

鉱物組成を明らかにし、届折率測定を行なうことによって、上ノ山 1・耳遺跡間の地層層序の

対比を行ない、示標テフラ麗の検出をすることを白的とするO 分析試料ほ、協和町上ノ山 I遺

跡から採取された 6点及び上ノ出H遺跡から指取された 14点、合計 20点、の試料であるO

分析の方法2 

分析は、次の手順で行なった。最初に試料約 40gを秤量とするO 次に超音波洗浄と1/16mm

分析縞による湿式箭5jIJを行なって粘土分を除去する O そして乾燥後、実体鏡下で鉱物の形態や

種類を観察した。さらに1/4"'"'1/8mmの粒子を分析臨によって乾式協よって乾式縞別し、その

後テフロブロモエタン(比重 2.96)により重液分離を行ない、軽鉱物と重鉱物に分けた。軽鉱

また、広域示標テフラとの対比を行なうためにち火山ガラスを子選後、新井(1972)の方法

物 e重鉱物を偏光顕微鏡下で 250粒以上同定し、各々軽鉱物組成、重鉱物組成とした。

によって屈折率の測定を行なった。

果土
ロ

ん
す
山
小

一杭八刀
fi 
0 

上ノ山 I遺跡、、、，ノ1
i
 

/
J
g
t

、一

上ノ LL!I遺跡から採取された試料の属位を第 268図に示す。また軽

鉱物組成を第 269図に、重鉱物組成を第 270図に示した。

軽鉱物組成a. 

5 いずれの試料にも火山ガ、ラスが認められるが、おそらく鼠成と考え

3層以上で量が多い。火山ガラスの形態は様々で、透明パブられる

ル型(平板状)、褐色バブル型、透明や褐色で比較的大きな気泡をもっ

o 50cm 
パフザル型、透明や褐色で、小気泡を非常に多く含む軽石型、透明で繊維

上ノ山 I遺跡

分析試料の層伎
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第268図

束状に発泡した軽石型、さらに透明や褐色がかった中間型(黒曜石の

破片)などからなる透明や褐邑のバブル型ガラスの割合は、非常に少



V 上ノ山口遺跡

なliO これらのことから、大部分の火山ガラスは比較的ローカルなテフラに由来していること

が考えられた。火山ガラス以外では、とくに水成堆積物で石英が比較的多いことが自についた

が、全体的に斜長石に対する石英の

割合が大きし iO

b. 重鉱物組成

いずれの試料に

れたが、 はへき開面に沿って

こわれやすく、粘土分除去中にも数

量が変化するので、鉱物組成を数量

で示すときには一般に考案の対象外

とするO 下位より鉱物組成を記載す

ると、第 6層が不透明鉱物>斜方蹄

>角関石>単斜輝石、第 5層が不

透明鉱物〉斜方輝石〉角閃石〉単斜

輝石>ジルコン、第 4層が斜方輝石

与不透明鉱物〉角関石〉単斜輝石>

ジルコン、第 3届が斜方樟石二不透

明鉱物〉角関石〉単斜輝石、第 2層

が角閃石>斜方輝石ー不透明鉱物>

単斜輝石、第 1 〉議鉄鉱

>斜方鉱石>単斜輝石である。風成

堆積物のうち、第 3層と第 2層およ

び第 1 は角閃石の量比傾向が巽

なる。
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第269図 上ノ山 I遺跡基本土層の軽鉱物組成
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第270図上ノ山 I の霊鉱物結成

ら、火山噴火の際 7
匂J

9
 

J

寸
B

r
A川

、一、-‘‘
'g

ノ一

y，2ノ，/ ノで
k

司々芯

く、広域示標テフラの遠隔地での支な構成物となっていることが多い。本分析では火山ガラス

の割合が比較的大きく、野外での)藷栢が異なる第 31冒と第 2}吾の火山ガラスを屈折率測定の対

第12表上ノuJI遺跡テフラ試料の屈折率灘定結果
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第 3章 自然科学的分析

象とした。屈折率制定の結果、両ガラス共に 1.504前後の{誌が得られた(第 12表)。火山ガラス

の形態や屈折率 (n) の特徴から両火山ガラスは、同じテフうに由来していると考えられるO

( 2 ) 上ノ山E遺跡

a. 軽鉱物組成

ノ山H遺跡から採取された試料の層位を第 271図、軽鉱物組成を第 272図、重鉱物組成を

273図にそれぞれ示す。

上ノ山 I遺跡同様、火山ガラスの割合が少なく(最大 13%)、同定不可能な鉱物が多い。火山

ガラスの出現するピークが第 γ 層及び第 12層で認められた。火山ガラスの形態は、前者の

ピークを構成するものが上ノ山 I遺跡の火山ガラス同様多種多様であり、後者のピークを核成

するものは透明パノレブ裂の火山ガラスである。火山ガラスの他には石英と長石がふくまれてお

り、前者の方が後者よりも多い。

b. 重鉱物組成

重鉱物組成を上位より以下に示す。( )内はごく

第2層 : 角関石>斜方輝石>不透明鉱物>単斜輝石

γ 層 : 角閃石〉不透明鉱物=斜方輝石>単斜輝石

第3層 : 角閃石〉斜方輝石=不透明鉱物二単斜輝石

4窟 : 不透明鉱物>斜方輝石>角閃石>単斜輝石

第5層 : 不透明鉱物=角関石〉斜方輝石>単斜輝石

第6層 : 不透明鉱物>角関石>斜方輝石>単斜輝石

7層 : 不透明鉱物〉角関石〉斜方輝石〉単斜輝石

第8層 : 角閃石〉不透明鉱物>斜方輝石> (単斜輝石)

9層 : 角関石=不透明鉱物〉斜方輝石

角閃石=不透明鉱物>斜方輝石>単斜輝石

信
用 =不透明鉱物>斜方糠石> (単斜輝石)

不透明鉱物〉角関石〉斜方輝石> (単斜輝石)

不透明鉱物〉角関石〉斜方輝石>

第13'層 : 角閃石=不透明鉱物〉斜方輝石〉単斜輝石

以上のことから、次のことが読取られる。①第 5層以下では同定不能の粒子が大きく、第 4

層以上では少な liO ②第 4層以下では風化にたいして比較的強い不透明鉱物(特に磁鉄鉱)の

割合が大きく、第 3層以上では小さし iO ③第 8層では、とくに角関石の割合が大きい (73%)。

4層以上で、斜方輝石の割合が大き V¥。⑤第 3層以上では、角関石の占める割合が最も大

きliO
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V 上ノ山E遺跡

L-. 屈折率測定結果

測定の対象試料として火山ガラスの量が比較的多い

12層と第 2I 層を選んだ。火山ガラスの屈折率 (n)

を(第 13表)示す。第 12層の火山ガラスは、 1.500前後、

第 2I 層の火山ガラスは 1.504前後であった。

4 考察

( 1 ) 上ノ山 10 II遺跡聞の土層対比

層相、火山ガラスの量比傾向等から、重鉱物組成、両

は次のように区分できる。

1 )上ノ山 I遺跡第 1層および上ノ山立遺跡第 2

2 I 層:黒褐色士。様々な形態の火山ガラスを比較的多

。

100 

く含む。重鉱物としては、角閃石の割合が大きし'0 200 

2 )上ノ山 I遺跡第 2層および kノ山立遺跡第 3層:褐

色土で、上位の黒褐色土と下伎の黄褐色土のj新移属。火

山ガガ、ラスの量は比絞自的守多L

割合が大きしい可C

3) Iてノ 1111遺跡第 3層および上ノ山口遺跡第 4層:明

、口一ム 同定不能の粒子は少なL、。

は各々JK成堆積と考えられる。

なお、上ノ山 I遺跡の第 4層以ドは館野段丘堆積物、

ノ山 E遺跡の第 8層jLJ、下は西段丘堆積物に対比され

300 

10cm 

第271図上ノ山五遺跡
分析試料の屠f立

(段丘区分は、秋田県樫蔵文化センタヘ 1986による入おそらく堆積年代の異なる水成堆積物

と考えられる。ただし上ノ山 1遺跡、の第 6層以下は、その上位との間に不整合の様な構造が認

められることから、西段丘堆積物あるいはさらに古い段丘堆競物に対比される可能性も考えら

れる。

( 2 ) 示標テフラとの対比

上/111 1吾百遺跡の黒褐色土(2 J語、 2I 層付近)あるいは黄褐色土には、火山ガラスの形態

が多様で、屈折率((n)が 1.504前後〕、さらに角閃石が多く含まれるテフラ層が堆積している。

本火山ガラスは、①後述のように、下位のテフラが ATに対比される可能性があることから約

2.2万年前以降に噴火@堆積したテフラ、②段丘堆積物の基盤のテフラ等に由来する可能性が

考えられるG ①のテフラに相当する東北地方北部のテフラとしては、 10，000，..._， 13，000年前に十
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和田カルデラから噴出したート平日田八

戸火砕流堆種物や十和田 aテフラ

(A. D. 915)がある(テフラの噴火

年代について:田I田ほか、 1981.町

田ほかヲ 1984)。前者については、こ

れまで知られている同火砕堆積物の

分布域からは、かなり離れているo 10 ~ 
11 

また屈折率も今回の試料は

い。なお、協和田Iに比較的近い秋田

駒ヶ岳、森吉山等のテフラについて

l立、ま ~ ¥0 ②の田沢

期起源と考えろれる火砕流堆積物や

二K.JI あるが、これら

のテフラについて

まだない円

ノLIJ日追跡で発見された第 l2

テフラは、火山ガラス

ないこと、また純層でなく水成堆積 3 
4 

物中に堆積しているため、第 l次的 5 

に堆積したテフラかどうか明確でな 7 
8 

~ ¥:;しかし、火山ガラスについては、 9 

ガラスの形態、色調あるいは昭和平日

11 
が 1.500前後であることから約

12 

21，000 ~ 22，000年前に南九州、i姶良 13
1.3ノ

カルデラから噴出、東北地方までを

広く覆っている姶良 Tn火山灰

町田@新井， 1976)によく似

ている。しかし、火山ガラス

少ないのでこ さける。

ATは津軽半島の

県北部の鳴子火山周辺でも純層で発克されている (3cm前後: ほか， 1986)。一般に堆積段

第3章 自京科学的分析

初
U

布

市
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…
一
小
そ

上ノ山 E の軽鉱物組成

2 

第2i3関 上ノ山 E遺跡基本土層の霊鉱物組成

されている (0.3cm:辻@ 1978)ほか、

丘等のlit積物中ではテフラの保存状態が良い場合があるので、当地域においても ATが純層で

389 



v LノLJJ日追跡

発見される可能性がある。 ATの層位が確認されるようになれば、

年等地形学の分野でも役立つことが多い。

秋田県埋蔵文化財センター

けではなく

1986 (昭和 fil年)

新井房夫 「斜方輝石@角閃石の屈折率によるテフラのいj定ーテフロクロ/ロジーの誌礎的研究

F第!吋紀研究j 1 i p. 254 --269. 1972 (昭和 47年)

町田 洋舎新井房大 「広域に分布する火山灰一姶良 Tn火山灰の発見とその意義一J 科学 46 p. 

339'"'-' 347. 1976 (昭和 51年)

町田 洋 e新井房夫ー森脇 広 「臼木海を渡ってきたテフラ」 何千学j 51 p. 562 --569. 1981 (昭

和田年)

町田 洋 e 新井醇犬舎小111静夫 e 遠藤邦彦 e 杉原重夫 「テフラと日本考古学一考古学研究と関係する

テフラのカタログーJr古文化財に関する保存科学と人文 a 自然科学j p. 865'"'-' 928. 1984 (昭和 59

年)

早田 助@八木浩司・新井房夫 「宮城県北部のテフラと前期!日石器時代異物包含層J 日本第四紀学

会講演旨集j 16 p.36"-'37. 1986 (昭和 6li日

辻 誠一郎事遠藤邦彦 「津軽半島西海岸の第四紀系に関する新知見J r 日本大学文閉す:吉I~研究所紀要J

13 p.69"-'72 1978 (昭和 53年)
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第3章 自然科学的分析

第 2節残存脂肪の分析

動植物体を構成している主要な生体成分に蛋白質、糖質(炭水化物)および脂質(脂肪)が

ある。これらの生体成分は、環境の変化にたいしては不安定で、長期間地下に埋蔵されると、

圧力、水分などの物理的な作用や、土の中に住んでいる微生物による生物的な作用によって分

解してしぺ。しかし、まれにこの牛j本成分が完全な状態で遥拝する場合もあり、それは地下水

位の高い低地遺跡、泥炭遺跡などごく限られた場所と考えられてきた。

最近、生体成分の一部、とくに脂肪は微量ながら比較的安定した状態で千年、万年と言う長
(討 1)

い年月を経過しでも変化しないで遺存することが判明した。すべての動植物体は体内に脂肪を

持っており、これらを構成する脂肪酸およびステロールの組成は動物@植物の種ごとにすべて

少しずつ違っている。この化学組成と考古学資料に遺存する脂肪の化学組成とを照合させるこ

とで、脂肪の持主を特定しようとするのが残存脂肪分析法であるG この「残存脂肪分析法」を

用いて、上ノ山立遺跡の石器及び埋設土器の性格を解明しようとしたG

1 石器及び埋設土器試料

石銭、石槍、石匙、布箆、すり石等の石器16試う121.、燕尾形及ぴカツオブシ形石製品 3試料、

埋設土器及び、土器内埋土等25試料について残存脂肪を分析したO

2 残存脂肪の抽出

各試料に 3倍量のクロロホノレムーメタノール(2: 1)混液を加え、超音波発生浴槽中で 30

分間処理する。石器及び石製品は、あらかじめクロロホルムーメタノール(2: 1)で表面を

洗浄してから抽出溶剤に浸潰して超音波処理した。超音波抽出を 3回繰り返して残存脂肪を抽

出した。得られた全抽出溶剤に 1%塩化バリウムを全抽出、溶剤の 4分の l容量を加えて、クロ

ロホルム層と水層に分配し、下層のクロロホルム層を濃縮して残存胞肪を分離した。

残存脂肪の抽出量を第 1表に示す。 抽出量は、石器及び石製品で 0.012~ 0.050%、平均

0.0103%、埋設土器 0.0035'"'-'0.006%、平均 0.004%、埋設土器内埋土 0.001.--0.0056%、平均

0.003%と がら各試料から残存脂肪が抽出された。とくに石鉱の試料 No.10とNo.15、石槍

の試料 No.11とNo.16、石匙の試料 No.12で残存脂肪抽出量が多かった。石製品のうち、燕尾形石

製品では、先端の中央部に逆 V字状の切り込みのある側よりも、その反対側の方が残存脂肪量

が8倍も多かった。土器に残存する脂肪は、石川県真脇遺跡出土土器の平均 0.008%、秋田県大

湯環状列石周辺遺跡の配石遺構から出土した護棺土器の平均 0.036%と比較して低かった。 ま

た、埋設[.器埋土の残存脂肪についても、土墳墓の埋土から抽出され残存脂肪の平均 0.02%と
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V 上ノ山E遺跡

第14表上ノ山耳遺跡の残在脂肪抽出量

試料開O. 出 土 地 点 遺物番号 器 種 重量(g) 全脂質(昭)抽出率(%)

81003 床面直上 石匙 18.04 0.6 0.0033 

2 81312 埋土中 RQ352-1 燕尾形石製品 113.17 3.8 0.0034 

3 81312 埋土中 RQ352-2 燕尾形石製品 113.17 0.5 0.0004 

4 MD38 RQ9191 石槍 97.91 1.2 0.0012 

5 MD39 RQ9201 石匙 28.60 0.8 0.0028 

6 MB36 RQ9206 カツオブシ形石製品 25.32 1.0 0.0039 

7 ML39 RQ9209 石箆 43.60 1.8 0.0041 

8 MM43 RQ9215 五匙 26.98 1.3 0.0048 

9 MM43 RQ9217 石匙 15.92 0.7 0.0044 

10 MF24II RQl1197 石鱗 4.56 0.8 0.0175 

11 MH23II RQl1212 石槍 6.90 1.4 0.0203 

12 MG23II RQl1213 石匙 9.45 4.1 0.0434 I 

13 MF23耳 RQ11216 石匙 21.13 1.3 0.0062 

14 MG22II RQl1220 石匙 26.08 1.7 0.0063 

15 8K224 埋土中 RQ 石鯨 1.40 0.7 0.0500 

16 MI22 II RQ21267 石槍 4.96 0.8 0.0161 

17 MC32II RQ11272 石鑑 3.24 0.2 0.0062 

18 MG23立 RQ11308 すり石 800.00 4.8 0.0006 

19 MG23II RQ11307 すり石 358.03 4.6 0.0013 

20 81190 • 8R304 RP1270-1 埋設土器 e上部 298.34 10.7 0.0036 

21 81190 • 8R304 RP1270-2 埋設土器密下部 499.23 18.9 0.0038 

22 81190 • 8R304 RP1270-3 埋設土器@底部 358.32 14.3 0.0040 

23 81190・8R304 RP1270-4 土器内土壌・側上部 445.56 10.3 0.0023 

24 81190・8R304 RP1270-5 土器内土壌・側下部 163.56 9.2 0.0056 

25 81190・8R304 RP1270… 6 土器内土壌・中上部 532.99 12.2 0.0023 

26 81190 • 8R304 RP1270-7 土器内土壌・中下部 572.03 6.0 0.0010 

27 81190・8R304 RP1270… 8 土器内土壌・底部 421.54 7.6 0.0018 

28 81190・8R305 RP1271-1 埋設土器・上部 440.94 20.3 0.0046 

29 81190 • 8R305 RP1271-2 埋設土器 e下部 271.24 13.0 0.0048 

30 81190 • 8R305 RP1271-3 埋設土器@底部 222.00 8.4 0.0038 

31 81190・8R305 RP1271-4 土器内土壌・側上部 609.11 19.1 0.0031 

32 8I190 • 8R305 RP1271-5 土器内土壌 e側下部 341.30 11.6 0.0034 

33 8I190・8R305 RP1271-6 土器内土壌・中上部 277.95 7.7 0.0028 

34 81190・8R305 RP1271-7 土器内土壌・中下部 405.48 5.0 0.0012 

35 81190・8R305 RP1271… 8 土器内土壌@底部 235.63 6.1 0.0026 

36 81190 • 8R305 RP1271-9 土器内土壌中・石 128.48 0.6 0.0005 

37 81190・8R306 RP1272-1 埋設土器@上部 205.70 10.2 0.0050 

38 81190 • 8R306 RP1272-2 埋設土器@下部 178.00 10.7 0.0060 

39 81190.8R306 RP1272-3 埋設土器@底部 179.27 10.3 0.0057 

40 81190.8R306 RP1272-4 土器内土壌 e側上部 222.76 10.2 0.0046 

41 81190・8R306 RP1272-5 土器内土壌・側下部 196.36 9.3 0.0047 

42 81190 • 8R306 RP1272-6 土器内土壌・中上部 186.22 6.6 0.0035 

43 81190 • 8R306 RP1272-7 土器内土壌・中下部 213.23 8.2 0.0038 

44 81190・8R306 RP1272-8 土器内土壌・底部 171.23 8.5 0.0050 
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第 3主 自然科学的分析

比較して 5分の lと低かった。

3 残存脂肪の脂肪酸組成

石製品及び、埋設土器の残存脂肪から調整した脂肪酸メチルエステルをガスクロマトグ

ラフィーで分析した。脂肪酸メチルエステルは次のようにして調整した。残存脂肪に 5%エタ

ノー jレ性塩酸を加え、 1250Cで2時間封管中で分解。メタノーノレ分解によって生成した脂肪酸

メチルエステルをクロロホルムで分解し、ケイ酸薄属クロマトグラフィーで精製した。

残存脂肪の脂肪酸組成を第 274図に示す。残存脂肪から 13種類の脂肪酸を検出した。このう

ノリレミチン酸 (C16: 川、ノ~)レミトレイン酸 (C16: 1)、ステアリン酸 (C18: 川、オ

レイン酸 18: 1入 1)ノール酸 (C18: 2入アラキジン酸 (C20: 0入エイコサモノエン

酸 (C20: 1)、べへン酸 CC22: 1)、リグノセリン酸 (24: 1)の 12種類の脂肪酸をガスク

ロマトグラフィー質量分析により同定した。

試料のうち埋設土器、 j塑土(試料 No.23'"'-'27、出0.31'""-'35、No.40'"'-' 44)はパjレミチン酸から 1)

/ール酸までの中級脂肪酸のパターンはよく類、{以し、主としてパルミチン酸とオレイン酸で構

成されていた。この部分の脂肪酸パターンは土壌植物腐植に由来する脂肪酸パターンとよく

似していたっ この十台壌中に筏存する脂肪酸を対照として遺物脂肪酸を比較した。 試料 No.l、

No.12、No.13及び No.14石匙は、植物腐植の脂肪酸組成と比べてパjレミチン酸とリノール酸が高

く、更に試料 No.l2では動物脂肪酸由来の高級脂肪が多li。この脂肪酸パターンは動。植物を混

台型を示している。とくにパルミチン酸の占める割合が高いことから、脂肪は火にかざされて

いる可能性がある。従って、残存脂肪酸組成を見る限り、これらの石器は、動植物素材を調整

したり、時には、食糧を加熱処理する際の用具として活用していたと推測される。

試料 No.lO及び No.15の石敏、試料 No.ll及び No.16の石槍の脂肪酸パターンはよく類似し、パ

ルミチン酸、ステアリン酸、オレイン酸の中級脂肪酸の他に動物の臓器、血液に由来する高級

脂肪酸のべへン酸、リグノセリン酸等の高級胞肪酸がとくに多C'o このことは、石器が狩猟道

として使用されたとJ佐測した。

試料 No.7の石箆は、他の石器の脂肪酸パターンと全く異なり、アラキジン酸以上の高級脂肪

駿が約 56%以上を占め、とくにベへン酸と 1)グノセリン酸が多かった。これら高級脂肪酸は、

動物臓器、血液、神経組織に多く分布する。従って、石箆は出IJ呉としての用途の他に物臓器等

の長IJ離@破粋道具としての用途も推定された。

燕尾形石製品は石器の両端ともよく似た脂肪酸組成を示した。植物腐植と比べてリノール酸

の占める割合が高い特徴が見られるところから、石器には植物性脂肪が存在していた可能性が

'0その脂肪目安パターンは現生植物脂肪のうち、クルミ科、ブナノキ科、及びマツ科の木の
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実の脂肪に類似していた。 従って、燕尾形石製品は、木の実割器としての機能を有しているの

かも矢口れない。

埋設土器は、いずれもよく似た脂肪酸組成を示し、主として植物性脂肪酸からなり、動物性

脂肪酸は検出されなかった。土器は、植物性食品の貯蔵容器であろう。

4 残存脂肪のステロール組成

土墳及び擦の残存脂肪からステロールをケイ クロマトグラフィーにより分離砲精製

後、アセテート してからガスクロマトグラフィーにより分析した。

残存脂肪の主なステロール組成を第 15表に示す。残存脂肪から 16種類のステロールを検出

した。このうち、コレステロール、エ jレゴステロール、カンベステロール、スチグマステロー

ル、シトステロールなど 11種類のステロールをガスクロマトグラフィ し

コレステロールは動物、エルゴステローnノは微生物、カンベステロールは穀類、シトステロー

ルは植物一般に特異的にみられるステロールである。従ってこれらのステロールの占める栢対

比は、動物性起原の指標となる。そこで代表的な石匙についてみると、試料 No.8で0.382、

料.No. 9で0.523、試料 No.13で 1.091となる。土墳墓の場合、動物遺体の存在を示唆するコレス

テロールとシトステロール比の指標値は 0.5~ 0.6以上にある。従って、試料 No.13石匙は動物

性脂肪が多く、 他の石匙についても動物性脂肪が混合していることがわかる。 しかし、

No. 4石槍のステロール比は 0.072で、動物性脂肪は付着していなし ¥0 埋設 i二器のコレステロー

ルとシトステロール比は、すべて 0.1以下であることから、動物性遺物は土器内に存在してい

ないことを示している O この成績は先の脂肪酸組成の結果ともよく一致していた。

第15表石器及び埋設土器のコレステ口…ルとシトスチローんの割合

試料No. コレステロール(%) シトステロール(%) コレステロール/シトステロール比

4 4.04 56.05 0.072 

8 14.59 38.19 0.382 

9 12.15 23.21 0.523 

13 21.14 19.38 1.091 

帯広畜産大学畜産環境学科 中野益男

北海道測量図工社総合科学研究所 椙野道広、中野寛子、
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註 l 中野益男 「残存脂肪分析の現状Jr歴史公論J第 10巻 (6 ) pp 124. 1984 (昭和 59年)

註2 中野益男 「真脇遺跡出土土器に残存する動物油精Jr真脇遺跡』 石川県能都町教育委員会・真脇

遺跡発掘調査団 pp 401. 1986 (昭和 61年)

註 3 中野益男 e 中岡手IJ泰 「配石遺構の土壊及び蓋棺土器に残存する脂肪の分析Jr大湯環状列石周辺

遺跡発掘調査団報告書J秋田県鹿角市教育委員会 pp 113. 1986 (昭和 61年)

註4 中野益男・伊賀啓@根岸孝・安本教伝@畑宏明・矢吹俊男・佐原真・問中琢「古代遺

跡に残存する脂質の分析Jr脂質生化学研究J第 27巻 pp 41. 1985 (昭和J60年)

註 5 中野益男.{芳賀 啓 a 小林道介@根岸 孝 「湯の皇 4遺跡の遺構に残存する脂肪の分析J0湯の

里遺跡群一津軽海峡線(北t毎道}J)建設工事埋蔵文化財発掘調査報告書J 北海道埋蔵文化財センタ-

pp 223. 1985 (昭和 60年)
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第 4章ま とめ

上./111ll遺跡は、秋田県{!lJ北部協和町中淀川字千着上ノLlJ1番地他に所在する縄文時代の遺

跡である。遺跡は、雄物川の支流淀川の右岸河岸段丘上に立地し、標高は遺跡中央部で約 50

由、南端斜面裾部で約 45mである。発掘調査は昭和 61年 6月 16日から同年 12月9日まで行

なわれ、 24，300rrrを調査した。

調査の結果、竪穴住居跡 64軒匂土坑 135基 e 土器埋設遺構 6基@配石遺構 3慕 e 溝状遺構

1条 e その他の遺構が検出され、ゴンテナ 700箱にもj二る遺物が出土した。出土した土器の

99%以上は縄文時代前期中葉~後葉に属するもので、その出土状況などから、検出された遺構

群もほぼこの時期のものとすることができるO

これら検出されたあるいは出土した遺構 e 造物については各項目で詳しく述べられ、若干の

まとめも行なわれている。そこで¥ここでは検出された遺構相互の関連性 e 配置のあり方、出

土した遺物などに重きをおきながら、縄文時代前期中葉~後葉の集落 e 遺跡としての上ノLlJll

遺跡をまとめてみた liO しかしながら、本遺跡の発摺調査及びこれをまとめるに当たっては、

我々の作業能力を超える量の遺構@遺物があり、例えば全ての遺構についてその伴出遺物を明

らかにはできたわけではな¥"0 このため各遺構間の同時存在や新!日関係については一部を除い

て明らかにできず、全体の遺構の変遷についても把えることができなかった。

1 3つの遺構群

上ノ山E遺跡が立地する台地は南北約200m、東西約120mの南側に延びた舌状を呈する。検

出された遺構@遺物の100%近くはこの台地の南半部にあり、それは直径約130mの円形の範囲

内であるO 検出された遺構や捨て場などを平面的に観察すると 3つの群に分けることができ

るO つまり、ほぼ中央部に大型住居群が楕円形の帯状に分布しその内側には、中心部に 1墓の

配石遺構が存在する「広場」がある遺構群が 1つで¥これを f中央部遺構群」とよぷ。中央部

遺樺群の西側と北東側には、大小の竪穴住居跡 e 土坑などが集中する遺講群があり、前者を

「西部遺構群」、後者を r~ll東部遺構群」とよぷ。また、中央部遺構群の南側には捨場がある(第 283 図)。

3つの遺構群は名々の遺構群内で数期の変遷があっ偽たものと考えられるが、これらがそれぞ

れ時期を違えて形成された遺構群であるか、ほぼ問時に存在したかについて確証はな¥， iO しか

し、ここでは以下のような理由によってほぼ同時に存在したものと考えておく。

①中央部遺構群が存在する場は、北から南に延びた舌状台地の南側にあたり縄文時代集落の形
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成に当たっては通常、一般住居や土坑などが最も構築されることの多い場にあたるO しかしな

がら、中央部遺構群中にはそれらがな ~\o このことは、西部@北東部両遺構群が形成される際

に、中央部遺構群の範囲内には一般住居や土坑などを構築してはし 1けない場として意識され続

けたことを物語っている。 3つの遺構群が同時に存在していなければ、このように意識され続

けることはなかったと考えられる O

②中央部遺構群内には捨場が存在せず、出土遺物も他の部分に比べて極めて少な~ ¥0 これに対

し、中央部遺構群の南 e 南西側斜面や西部@北東部両遺構群中には捨場が形成されている。こ

のことは、中央部遺構群内は廃棄物を捨ててはいけない場であり続けたことを示している。 3

つの遺構群が同時に存在していなければ考えにくいあ-り方である。

なお、西部遺構群と北東部遺構群の同時存在については、これを証明する根拠はない。しか

し、それぞれの遺構群中から出土した土器に明確な時期差がないことから、ここでは同時に存

在したものとしておく。

前述した 3つの遺構群は、西部 e 北東部遺構群が一般住居 a 大型住居 e土坑から構成される

のに対し、中央部遺構群は大型住居 e 広場@配石遺構から成る。ここで、各遺構群を構成する

遺構間や周囲の状況についての異同についてまとめると、以下のようになる。①西部@北東部

遺構群中の大型住居ーや一般住居@土坑の配置のあり方には、特に規格性等が認められないのに

対し、中央部遺構群中の大型住居は長軸線の延長擦が広場のほぼ中心部に集中する l群と、楕

円形を呈する広場の中軸線に平行する 1群とがある。②西部 e 北東部遺構群中の大型住居の中

には床面が堅く踏みしめられ、しっかりした炉aをもつものが多いのに対し、中央部遺構群中の

大型住居は床面の確認が困難を極めるほど堅くないものが大部分で、炉としての焼土も数例を
(註 4) 

除けば痕跡程度のものがほとんどである。③遺構間の重援は西部@北東部遺構群中では、一般

住居@大型住居 e 土坑などがかなりの頻度で見られるのに対し、中央部遺構群中では、一部で

大型住居の長軸線が直交するように重複する以外にはほとんど見られな ~\o ④西部遺構群中に

は一般的に貯蔵用施設と考えられているフラスコ状土坑が数基集中して見られ、中央部遺構群

中にはその中心部に配石遺構が存在する。⑤中央部遺構群中には捨場 Bは存在せず、捨場 Aが

南西から南の外側に存在するO

このように各遺構群を構成する遺構とそのあり方を見て来ると、西部金北東部遺構群は、こ

れまで大型住居が検出された縄文時代前期集落遺跡の内容とほぼ同等のものであることが分か

るのに対し、中央部遺構はこれまで発掘調査された同時代の遺跡の中には類例のないものであ

るO つまり、西部@北東部遺構群は、仔IJえ中央部遺構群が存在しなかったとしても大型住居を

持つ縄文時代前期集落遺跡としての内容を持つものであり、これに中央部遺構群が加わること

によって、上ノ山立遺跡を他の遺跡と比べて際立った存在にしているのである。
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2 中央部遺構群と遺構全体の変遷

中央部遺構群は、合計 17軒の大型住居と 1基の配石遺構及び広場から構成される。広場は配

石遺構を略中心として長径約 50m、短径約 25mの楕円形を呈し、その長軸方向はおよそ南南

西-北北東の線である G

17軒の大型住居跡は長軸方向のあり方で AtiB2つのグループにわけることができるO すな

わち、長軸線がおおよそ広場の中心部に集まるように配置された 1群 (Aクツレープ=I広場を

囲む放射状配列の大型住居群J)と、住居の長軸線が広場の長軸線とほぼ平行するように配置さ

れた l群 (Bグループェ「広場をはさんで平行する大型住居群J)であるo Aグループは 11軒、

Bクソレープは 6軒からなり、 2つのグループは平面形@柱穴配置などからそれぞれ細分でき

るo Aグループは、平面形が長方形あるいは隅丸長方形で、柱穴も長軸線に平行する直線的な

配置となり一部壁溝も見られる 1群 (A-1ク。ループ)と、平面形は楕円形あるいは隅丸長方

形ではあるが長軸が A-1 グルーフ。に比べ短く、柱穴も長斡線にきれいに平行しな~ i 1群

2グループ)がある。 A-1グループは S1328" 180" 326 e 170 e 150" 314" 213、A-2グ

ループは S1215 .. 229ぺ18" 217であるO また、 Bグループも同様な基準で B-1グループは

S1 199 e 190 e 327、B-2グループは S1230 e 220A e 220Bである。

これら AcBグループは、一部で重捜も見られることから同時に存在したものではなし iO 確

認時や柱穴どうしの切り合い関係などから、以下のような新!日がわかっている。 A-1グルー

プに属する大型住居は、 B-1グループの全ての大型住居よりも古し」また、 A-1グループ内

では S1180がS1326よりも古く、 B-2グループ内の SI230はSI220 Bよりも古いと推定さ

れ、 A-2グループの S1229は埋土の状況などから他の A-2グループの仲間よりは古いと見

られている O さらに、同一グループ内の新古の関係が明確ではない大型住居にあっても、その

位置関係からそれら全てが同時に存在したとは言えない。例えば S1180と170、 150と134、

190と327、220Aと220Bなどはお互いが接近しすぎており同時に存在し得ないのである。こ

めような新!日の関係及び同時併存の困難な状況等を考慮に入れて、あえて中央部遺構群の変遷

を推定するならば、以下のようになるものと考えられる。初めに「広場を囲む放射状配列の大

型住居群jが広場の中軸線で対称となるような形で 1'""'-'3軒ず、つ建てられるO それがほぼ同一

の場所あるいは場所を若干ずらして何回か建て替えられ、 f広場を囲む放射状配列jという形で

続き、次に「広場をはさんで平行する大型住居群J1----3軒が、やはり数回立て替えられなが

ら続くのである。

ここで、以 tのことを踏まえて上ノ山H遺跡における遺構群の変遷を前半@後半に分けてス

ケッチすると、以下のとおりである O

前半.舌状台地の南端近くに楕円形を呈する広場が設定される (恐らくは SQ219配石遺構
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V 上ノ山口遺跡

もこの時に広場の中央部に構築されたのであろう。)

@広場の腐囲には中軸線が広場の中央部に集中するように、 1--3軒(数軒)の大型住

居が配置され、その北西と西側にはそれぞれ数軒の一般住居@土坑、 l軒の大型住居が

構築される。

@広場を臨む放射状配列の大型住居及び、その外側の一般住居や大型住居は、それぞれ

位置を少しずらしながら幾度かの建て替えが行なわれる。

後半.広場を屈む大型住居は、その中軸線が広場の中軸線と平行する形で建て替えられる O

e 広場をはさんで平行する大型住居は、やはり位置を若干ずらしながら幾度かの建て替

えが行なわれる。もちろん、この間にその外側の一般住居@ も数回の建て替え

が行なわれる。

窃西部遺構群中の S1156大型住居がその使命を終える頃に、集落遺跡としての上ノLllll
{註日)

遺跡が終わるものと考えられる。それは土器形式として大木 5式期にあたる。

3 I上ノ山五

さてそれでは、上ノ山立遺跡を他の遺跡と比べて際立った存在にしている中央部遺構群は誰

が形成し、どのような機能号性格を有した縄文時代前期中葉~後葉の場なのであろうか。各遺

構の細部の検討や出土遺物及び全体の出土遺物からの推定等からは不明であるが、あえてまた

ここでいくつかの推定をしておくと、以下のとおりである。①北東部遺構群や西部遺構群の

人々が(仮称「上ノ山H集落の人々J)伺らかの理由で中央部遺構群を形成した。②「上ノ山E

集落の人々Jをも含めたもっと大きな単位の集団が何らかの理由で形成した。

西部@北東部遺構群の同時存在の竪穴住居の軒数及びその変遷について、遺憾ながらこれを

鮮明な形では把ることができなかったが、他の集薄遺跡の例でも明らかなように、それぞれの

遺構群で向時に存在した一般住居は 2--5軒で、これに各々 1軒ぐらいの大型住居があったも

のと考えられる。また、これまで多くの遺跡で検出されている大型住居は、本遺跡の西部・

北東部遺構群中のように、一般住居や土坑その他の遺構と重なり合うような形で検出されてい

るものが大部分であるO もし大型住居がこのように、大きな集落の構成要素の 1つであり、

ノ山立集落」も単に大きな集落の 1つにすぎないならば、「上ノ LLlll集落」としては〔西部 e 北

東部遺構群+捨場など〕で完結してよいように思われる。このような状況にある時、中央部遺

構群も「上ノ山E集落の人々jが建設し占有したとすることを全く否定する明白な事実はない

が、これまで述べてきたような理由によって、この中央部遺構群は単に「上ノ山 E集落jとい

う1集落の占有の場ではなく、「上ノ山H集落」をも含めたもっと大きな集団の共有の場であっ

たと考えるのが現荘のところ妥当と思われる O 広場ではこの大きな集団が集結して行う撞々の
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祭雨巳@儀礼などが行なわれたであろうし、諸々の行事のない時には、「上ノ山E集落」がこの場

を管理したのであろう。

4 出土遺物について

ノ山E遺跡は出土遺物の豊富さ、質の高さにおいても特筆されるべきである。出土し

器は縄文時代前期大木 4・5式を主体にし、これに円筒下層 b式大木式・円筒下層式の融合

形態の土器が加わる。前期大木式土器の調査例、個体そのものは秋田のみならず東北地方全体に

おいても非常に少なく、その意味においても、今回の上ノ山立遺跡出土の‘これらの土器は 1つの基

準資料足り得る豊富さである。定形的な剥片石器'繰石器及び石製品にも自を見張るものがあ

るc 最lJ片石器及び!菩製石斧の中にはその石器の機能を推定する手懸かりの lつである使用痕の

あるものが多く、それが量的な保障を持っているだけに、今後のこの分野での研究に寄与する

こと大であろう。また、五製品をも含めた石器の機能の推定ということでは、第 3章に載せた

上ノL1JII遺跡出土の残存脂肪の分析結果が大変に興味深し」これによれば、我々の興味の的で

あった燕尾形石製品は、「木の実割器としての機能を有していたかも知れない」ということであ

り、この他に石匙の一部には「食糧を加熱処理する際の用呉」、箆状石器の一部は「動物蔵器等

の長IJ離@破砕道呉」としての推定もなされている。石万。石責Ij&磨製石斧は、これが前期のも

のかと恩わせ、縄文時代の石器@石製品の変遷を考える上で重要である。また、有撮石器三燕

尾形石製品及びカツオブシ形石製品は、上ノ山立遺跡で初めて名称を与えられた石器であり、

今後の類例の増加などによって出自及び変遷が明らかにされるものであろう。

上ノ山宜遺跡は、前期大木式土器文化圏と円筒土器文化醤の接するライン(秋田市-田沢湖

一盛岡市一宮古市を結ぶ線)近くに位置し、この位置的な特色は、特に遺物の上で強く反映さ

れているO 出土した大木式土器@円筒下層式土器の微細な点では、それぞれの中心部のものと

は若干異なっており、どちらに属するとも言い難いような中間的な土器も多~¥。また、大木式

土器優勢の中にあって、円筒土器文化が持つ特有な石器とも言われる半円状濡平打製石器が

多く出土し、円筒土器文化の臭いを強く感じさせたりもしている。

以 L 今回の上ノ山E遺跡の発掘調査結果についてまとめたわけであるが、広場を囲む大型

住居群が検出されたのは初めてのことであり、この成果のみでも、上ノ山H遺跡は稀有な遺跡

で、今後の縄文時代社会を研究するよで重要である。

それにしても、 上ノ山H遺跡は昭和 56年の分布調査まではその存在すら知られていなかっ

た遺跡である。縄文社会の有する多禄な面を持つ遺跡が、我々の知らないところで数多く眼っ

たままになっているのであろう。
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V 上ノ山E遺跡

註 1 広場の北東部から東側にかけては、数基の陥し穴状遺構が連なっているが、これらは中央部遺構群

中の大型住居よりは明らかに新しし ¥0 従って広場は、配石遺構以外には遺構がなく、遺物も極く少な

しゅ:~となっている O

註 2 上ノ山 H遺跡における遺物の廃棄のあり方には、 3つの形態がある。 1つはほとんどの遺構と重

ならないように投棄の場所を定めている形態で、これが南西及び南側の斜面(捨場 A)である。 2つ

めは、廃棄された竪穴住居跡などの凹んだ部分に集中的に投棄する形態であり、中央部遺構群の西~

北西~北側に見られる(捨場 B)o 3つめは、特に場所を決めずに、ほとんどの場合 l個の破片などが

単独で捨てられるものである O

註 3 竪穴住居跡の床面の堅さについて、これまでの発御経験からいうと、地山を掘り下げ床面としてい

る場合、床面はかつての農家の土問のように十分に堅いのに対し、床面が地山より上の黒色土あるい

は漸移属中に存在し粘質土等で貼床をしていない場合、床面の確認が困難なばどに周囲の土と堅さが

変わらな l¥0 これは、黒色土を床面とした場合に十分に踏み固められなかったと考えるよりは、地山

を踏み国めた場合と黒色土を踏み固めた場合では、その風化の度合が全く巽なることを示すのではな

かろうか。

註 4 この場合の炉としての'域土は、小林達雄氏のいうように、「床面が火熱で赤化するほどではなかったJ

か、あるいは赤化したとしてもそれが著しくなかったことによるのかもしれない。

小林達雄「原始集落Ju岩波講座 日本考古学4 集落と祭最EJl 岩波書庖 1986 (昭和 61年)

註 5 秋田県杉沢台追跡岩手県上里遺跡ー同鳩岡崎遺跡など。

註6 51156の埋j二は、人為的な堆積を示さず、ほとんどが自然堆積であり、その埋土中にも遺物の混入

は少なかった。また、検出時には小さな沢状の窪みとなっており、いわば壊まりきっていなかった。

このようなことから、 51156は上ノ UJII遺跡の住居跡の中では最も新しいものの lつであると考え

られている。

註 7 縄文時代前期段階で、すでに広場を囲むように大型住居あるいは大型建物が配列された例として、

最近公にされた栃木県宇都宮市聖山公園遺跡がある。大型の建物の形態 e広場内に土壌墓群が存在す

るなど上ノ山E遺跡、とは細部では異なっているものの、同時存在した数遺跡、をある部分では統括する

ような遺跡の存在したことを示す類例である。

宇都宮市教育委員会 『聖山公園遺跡縄文前期集落跡遺跡見学会資料Jl 1987 (昭和62年)
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